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第
四
節

一

①
家
庭
奉
仕
員
と
家
事
援
助
者

東
京
都
と
家
政
婦
協
会

家
事
援
助
者
制
度
の
構
造

家
政
婦
協
会
と
家
政
婦

利
用
者
と
家
事
援
助
者

各
自
治
体

の
状
況

東
京
都

の
ホ
!

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
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区

実
施
形
態

申
請

・
決
定
手
続

申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
期
間

待
機
者

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

廃

止

派
遣
期
間

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
に

つ
い
て

費

用

0

区

M

市

政
令
都
市

の
場
合

サ
ー

ビ

ス
の
全

過
程

の
把

握

に

つ
い
て
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二

神
奈
川
県
下

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

O

「

ー

ー
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サ
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サ
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ま

え

が

き

在宅福祉サービスの法的研究

筆

者

は
、

神
奈

川

大
学

法
学

研

究
所

年

報

第

一
三
号

に
、

「
在
宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
と
法

的

課

題
」

を

掲
載

し

た
。

し

か
し
、

そ

こ
で

の

記

述

は
・

主

と
し

て
調
査

結

果

の
総

括
的

な
指

摘

に
と
ど

ま
ざ

る
を

え

な
か

っ
た
。

本
稿

で
は
、
研

究

の
対

象

と
さ

れ

た
在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス

(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
!
ビ
ス
と
入
浴
サ
ー
ビ
ス
)
制

度

の
変

遷

と
実
情

を

明
ら

か

に

し
た
上

で
、

各

自
治

体

に
お
け

る
個
別

の
実

施
状

況

を

と

り
あ
げ

・

右

の
指
摘

を

実

証
的

に
提
示

す

る

こ
と
と

し
た

い

(な
お

、
一
九
九
〇
年
の
老
人
福
祉
法
の
改
正
以
降
、
従
来
の
老
人
家
庭
奉
仕
員

と
い
う
名
称
の
か
わ
り
に
・

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
!
と
い
う
名
称
を
用

い
る
よ
う
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
各
自
治
体
の
実
施
要
綱
上
の
名
称
な
ど

は
、
必
ず
し
も
全
面
的
に
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
本
稿
で
は
場
合
に
応
じ
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
か
わ
り
に
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
い
う

用
語
を
用

い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し

て
お
き
た
い
)
。

な

お
調

査
を

行

っ
た
自

治

体
等

か
ら
受

け

た
資

料

に

つ
い
て
は
、

本

稿

で
は
自
治

体

名

を
明

記

し

て

い
な

い
た
め
、
出

典

の
記
述

に

つ

い

て
は
関

係
自

治

体

と
し

て

い
る

こ
と
を

あ
わ

せ

て
お

こ
と
わ

り
し

て

お
き

た

い
。

(89)89



第

一
章

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

サ

ー
ビ

ス

(老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
)

sa

第

一
節

制
度
の
沿
革

の

一

沿
革
を
検
討
す
る
理
由

(国
通
知
の
変
遷
と
東
京
都
通
知
の
変
遷
)

ω

充

六
三

(
昭
和

三
八
)
年

の
老
人
福
祉
法

制
定

に
当
た
り
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業
が
法
文
化

さ
れ
た
・
同
事
業

は
・

「市

町
村
の
固

有
事
務
」

で
あ
り
、

老
人
家
肇

仕
畢

業

に
つ
い
て
定
め
た
法

三

都

土思
譲

・
「
当
該
霧

を

民
團

楚

対

し
て
も
委
託
す

る

こ
と
が
で
き
る
ヒ
・
を
会

的

に
明
ら
か

に
し
た
に
過
ぎ
な

い
」

と
蟹

れ
寵

同
事
藩

つ
い
て
は
・
星

省
社
会
局
鑑

知

「
在
宅
老

人
福
祉
対
華

業

の
実
施
及
び
推
進

に

つ
い
三

が
発
せ
ら
れ
て
い
粥

同
通
知
は
二

九
七
六

(
昭
和
垂

年

に
そ
れ

墜

削
の

通
知

が
廃
止
さ
れ
、
新
し
く
作
成
し
な
お
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ

の
後
何
度

か
改
正
さ
れ
、
會

に
至

っ
て
い
露

こ
の
局
長
通
知

に
は
・

別
添

で

「
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
讐

要
綱
」
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

実
施
要
綱

に
対
応
す
る
霧

次
官
通
知

「
在
宅
福
祉
事
業
費

補
助
金
の
国
庫
補
助

に

つ
い
三

の
中
に
は
、
鞭

単
価
や
補
助
割
A
、
な
ど

の
算
定
方
法
が
詳
細
窺

定
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
申
蓼

類

.
実
績
墾

.
の
書
式
も
別
紙

で
指
示
さ
れ
て
い
る
。

国
な

い
し

は
都
道
府
県

の
要
綱

そ
れ
自
体
は
法
律
や
省
令

で
定

め
ら
れ
た
基
準
と
は

異
な
り
、
他

の
行
政

主
体
を
拘
束
す
る
も

璽

c
は
な
く
、
行
政
指
導

の

一
形
態
、
な

い
し
は
行
政
主
体
間

の
協
力
要
請
に
す
ぎ
な
麗

都

道
府
県
が
国

の
奨
励
事
業
を
行
豚

、
国
及
び
都
道
府
県

の
奨
励
事
業

を
区
市
町
村
が
行
う
の
か
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
自

治
体

の
董

が
認
め
・り
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国

の
補
助
要
綱
が
国
の
実
施
要
綱

の
実
施
を
補
助
条
件

に
し
て
い
る
た
め
に
・
都
道
府
県

の
実
施

要
綱

.
補

助

要
綱

も

国

の
要

綱

か
・り
離

反

で
き

ず
、

都

道
府

県

と

し

て
は
、

上
乗

せ

・
横

出

し
す

る

の
が
精

一
杯

で
あ

り
・
都

の

補
助
金
交
付
要
綱
は
補
助
単
価
を
引
き
上
げ
る
点

で
独
自
性
を
発
揮
す
る
に
留
ま

る
・

と
い
わ
れ

て
い
罷

 こ
こ

で
は

、
右

の
よ
.つ
に
指
摘

さ
れ

る
、
国

の
通
知

が
、
ど

の
よ

う

に
変

化

し

、
ま

た

、
そ
れ

を
受

け

て
、
都

道

府
県

レ

ベ

ル
の
通
知

が
・



在宅福祉サービスの法的研究

ど

の
よ
う
に
変
化
し

て
現
在

に
至

っ
て

い
る
か
に
ふ
れ

て
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

の
性
格
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
く

こ
と
に
し
た

い
。

二

昭
和
五

日
年
度
通
知
と
そ
の
内
容

一
九
七
六

(
昭
和
五

一
)
年

(以
下
通
知
に
関
す
る
場
A
口
の
み
便
宜
上
元
号
を
用
い
る
)
、
国

は
そ
れ
ま

で
の

「
在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業

の
実

施
及
び
推
澹

つ
い
て
」

を
廃
止

し
、
新
し

い
通
知
を
・
発
し
て

い
菊

そ

の
後
・

こ
の
通
知

が
何
度
か
改
正
さ
れ
現
在
窒

っ
て

い
る
・

そ

こ
で
ま
ず
、
も

と
に
な

っ
た
昭
和
五

一
年
通
知
を
み
る
と
、
要
援
護
老
人
対
策
事
業

と
し
て
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業
と
と
も
に
、
老

人
介
護
人
派
遣
事
業
が

制
度
化

さ
れ

て
い
た

こ
と
が

特
徴
的

で
あ

る
。

こ
の
老
人
介
護
人
派
遣
事
業

は
、

二

時
的
な
疾
病
等
に
よ
り
・

日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障

が
あ
る
老
人
」
を
対
象
と
し
、
介

護
人
は
、

「
当
該
老
人
の
近
隣

に
存
在
す
る
等

で

老
人
福
祉
に

理
解
と
熱

意
を
有
す
る
者
」
か
ら
選
定

.
登
録

し
て
お
く
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
介
護

の
内
容

は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員

と
類
似
し
て
い
る
が
、
老
人

家
庭
奉
仕
員

と
異
な
り
老
人
介
護
人
に
は
衣
料

の
洗
濯

・
補
修
、
住
宅

の
整
理
、
医
療
機
関
と
の
連
絡
が
抜
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
介
護
人
制
度

は

一
時
的
、
臨
時
的
な
介
護
需
要
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
家
庭
奉
仕
員

に
比

べ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て

の
色
彩
が
強

い
こ
と
等

に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
当
時
、
介
護
人
手

当
は
、

一
五
〇
〇
円
相
当

で
あ

っ
論
四

三

昭
和
五

幽
年

～
五
六
年
ま
で
の
動
向

昭
和

五

一
年
か
ら
、

五
六
年
度
ま

で
に

い
く

つ
か

の
改
正
が
な
さ
れ
、

こ
の
間
に
、

デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
導
入
さ
れ
て
い
る

(入

浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
沿
革
参
照
)
。
こ
の
点
も
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま

た
・

在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業
を
営
む
う
え
で
の
連
携
機
関
と
し
て
、
福
祉
事
務
所

・
民
生
委
員

・
保
健
所
等

の
他
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

が

新

た
に
加
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

四

昭
和
五
七
年
度
通
知

に
つ
い
て

昭
和

五
七
年

に
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
制
度

の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
、
老
人
介
護
人
派
遣
事
業
が
、
廃
止
さ
れ
て
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い
る
。

五
七
年

の
改
正
で
、
老
人
家
庭
奉
仕
員

が
、
恒
常
的

の
み
な
ら
ず
、
臨
時
的
介
護
に
も
対
応
す
る

こ
と
と
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、

派
遣
対
象
要
件
か
ら
、

低
所

得

の
要
件
が
抜
け
、

「
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障

が
あ
る
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
者

の
い
る

家
庭

で
あ

っ
て
、

そ
の
家
族
が
老
人

の
介
護
を
行
え
な

い
よ
う
な
状
況

に
あ

る
場
合
」

と
改
正
さ
れ
て

い
る

(各
都
道
府
県

.
指
定
都
市
民

生
主
管
局
長
あ
て

「老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
の
改
正
点
及
び
実
施
手
続
等
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」

昭
和
57

.
9

.
18
社
老
第
九
九
号
)
。
厚

生
省
社
会
局
老
人
課
長
通
知

は
、
派
遣
対
象

の
拡
大

に

つ
い
て

「
現
行
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
対
象

で

あ

る
低
所
得
者

の
家
庭

(原
則
と
し

て
、

そ
の
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
い
う
)
に

つ

い
て

は
、

引
き
続

き
無
料

で
派
遣

す

る

こ
と

と

し
、
今

回
加
え
て
、

ね
た
き
り
老
人
等

の
介
護

サ
ー
ビ

ス
が
、

一
般
市
場

で
は
容
易

に
得
ら
れ

な

い
実
情
等

に
か

ん
が

み
所
得
税
課
税
世
帯

に

対

し
て
も
有
料

で
派
遣

で
き
る
よ
う

に
し

た

こ

と
」

と

の

べ
て

い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
低
所
得
世
帯
以
外

の

一
般
世
帯

で
は

「派
遣

の

申
出
者
は
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
費
用
負
担
基
準

に
よ
り

派
遣

に
要

し
た
費
用
を
負

担

す

る

こ
と

と
さ

れ

た

(老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣

事
業
運
営
要
綱

・
昭
和
57

・
12

・
8
付
57
福
老
計
第
六
九
七
号
)
。

他
面
、
制
度
が

一
般
家
庭
ま

で
に
普
遍
化

さ
れ
た
た
め
か
昭
和
五
七
年
通
知

(社
老
第
九
九
号
)
で
は
・

申
請
手
禦

明
確
に
さ
れ
た
・

ま
た
同
通
知

で
は
・
週

二
回
以
上

と
い
う
要
件

は
消

え

「
原
則
と
し

て

百

四

時
間
、

一
週
六

日
間
、

一
週
当
た
り
延

一
八
時
間
を
上
限
」
と
し
、
必
要
な
派
遣
回
数
、
時
間
数

の
増
加
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
回
数

や
研
修

に

つ
い
て
も
、
従
来

の
年

一
回

の
研
修
に
加
え

て

「
採
用
時
研
修
」
が
も
り
こ
ま
れ
た
。
実
施
主
体
は
、

労
災
保
険

へ
の
加
入

に

つ
い
て
も
配
慮
す
る
よ
う
要
請

さ
れ

て
い
る
。
他
事
業

と
の

一
体
的
効
率
的
運
用
と
し

て
、
老
人
保
健
事
業
と
の

(
12

)

連
携

が
導
入
さ
れ
て

い
る
の
は
、

一
九
八
二
年

の
老
人
保
健
法

の
改
正
と
関
係
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

問
題
は
、
先

の
老
人
福
祉

課
長
通
知

(社
老
第
九
九
号
)
が

「
老
人
介
護
人
派
遣
事
業

に
よ
る
介
護
人
に

つ
い
て
は
当
分
の
間
、
家
庭
奉
仕
員
と
み
な
す
こ
と
と
す
る

が
、
す
み
や
か

に
採
用
時
研
修
を
受
講
さ
せ
る
よ
う

に
努

め
る
こ
と
…
…
」

と
し
て
、

臨
時
的
な
介
護
需
要

へ
の
対
応

の
た
め
表
向
き
廃

止
さ
れ
た
は
ず

の
介
護
人
を
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
許
容

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
家
庭
奉
仕
員
制
度
は
、
冒
頭

で
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在宅福祉サービスの法的研究

ふ
れ
た
老
人
福
祉
法

一
二
条

の
規
定

の
仕
方
か
ら
み

て
も
、
民
間
委
託
に
よ
り
制
度

が
実
施
さ
れ
る
傾
向
が
強

い
事
業

で
あ

っ
た
が
・

こ

こ
に
お
い
て
、

老
人
家
庭
奉
仕
畢

業
が
、
宥

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
包
摂
す
る
方
向
で
動

い
て
き
て
い
る
こ
と
は
見
逃

せ
な
噂

特

に
、
介

護
人
が
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
に
な

っ
た

こ
と
で
、
結
果
と
し
て
介
護
人
の
業
務
内
容
が
拡
大
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ

た

こ
と
や
、
「
当
分
の
間
」

と
さ
れ
て
い
た
介
護
人

の
利
用
が
、

神
奈
川
県
下

の
登
録

ヘ
ル
パ

ー
制
度

(例
え
ば
、
H
市

.
K
市

・
F
市
な
ど

参
照
)
の
よ
う
に
、
結
局

の
と
こ
ろ
老
人
家
庭
奉
仕
員
制
度

の

一
環

に
定
着
す
る
形

に
な

っ
た

こ
と
は
後
述

の
と
お
り

で
あ
る
。

な
お
、
東
京
都
は
、

五
七
年
通
知

に
関
連

し
て
、
厚
生
省

に

「今
般

の
要
綱
改
正
は
、

ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ

・
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
ひ
ろ
く

社
会
資
源

の
活
用
を
積
極
的
に
図
る
趣
旨
と
解
す
る
な
ら
ば
、
活
用

で
き
る
団
体

に
は
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
ほ
か
に
・
社
会
福

祉
事
業
法
第
七
四
条

に
基

づ
く
社
会
福

祉
協
議
会
、
高
年
齢
者
労
働
能
力
活
用
事
業
実
施
要
領

に
よ
る
シ
ル
バ

ー
人
材

セ
ン
タ
ー
及
び
家

政
婦
紹
介
所
等
も
含
ま
れ

る
と

解
し
て
よ
ろ
し

い
か
」

と
い
う

趣
旨

の

照
会
を

行

っ
て
い
る

(
昭
和
57

・
10

・
16

57
福
老
計
第
五
二
七
号

厚
生
省
社
会
局
老
人
福
祉
課
長
あ
て
東
京
都
福
祉
局
老
人
福
祉
部
長
照
会
)
。
こ
れ
を
受
け

て
、

厚
生
省
社
会
局
老
人
福

祉
課
長

は
・
「貴
見

の
と

お
り
で
あ
る
」

と
し
、

な
お

「家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

の
実
施
に
際
し
て
は
、
当
該
団
体
を
調
査
し
、
運
営
要
綱
に
基
づ

く
適
切
な
事
業

誉

が
で
き
る
か
鰭

か
を
+
分
検
討
k

翌

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
家
肇

仕
員
派
遣
事
萎

託
契
約

(協
定
)
書
を
締
結
す
る
こ

と
」
を
求
め
て

い
る

(社
老
第

一
二
〇
号
、
昭
和
57

・
11

・
19
)
。

五

昭
和
五
七
年
度
段
階

で
の
東

京
都

の
状
況

東
京
都
は
、

昭
和
五
七
年
度
段
階

で
、
す

で
に
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

と
は
別

に
、
単
独
事
業

と
し
て

「
老
人
家
事
援
助
者
雇
用
費
助

成
事
業
」
(利
用
券
の
交
付
を
受
け
た
利
用
者
が
家
政
婦
紹
介
所
に
派
遣
を
依
頼
す
る
も
の
)
を
行

っ
て
い
た
が
、
厚
生
省

の
五
七
年
度
通
知
を
受

け

て
、

こ
れ
を
廃
止
し
、
同
時

に
、
介
護
人
派
遣
事
業
運
営
要
綱

・
旧
家
庭
奉
仕
員
事
業
派
遣
要
綱
を
も
廃
止
し
・
新
た
に
・
老
人
家
庭

奉
仕
員
等
派
遣
事
業
運
営
要
綱

(昭
和
57

・
12

・
8
)
を
通
知
し
て
い
る
。

こ
の
要
綱
は
、
派
遣
世
帯

を
、
「
o
家
庭
奉
仕
員

は
・

定
期
的
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派
遣

が
必
要
な
低
所
得
世
帯

の
ほ
か
、
別

に
定
め
る
そ
の
他

の
世
帯
、

⇔
家
事
援
助
者
は
、
前
記
O

の
派
遣
対
象
以
外

の
世
帯
」
と
区
別

す
る
形
で
、
従
来
の
家
毒

助
者
派
遣
華

を
統
合
す
る
髪

と
.
て
い
る
。
東
京
肇

こ
の
通
知
で
、
国
通
知
と
異
萱

家
庭
奉

仕
暴

と
し
て
・
家
事
援
助
者

を
家
庭
奉
仕
員
と
区
別
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
東
京
都

の
老
人
家
肇

仕
暴

派
遣
事
業
取
扱

要
領

4
は
、
派
遣
世
帯

の
区
分
に

つ
い
て
、

「
O

家
庭
奉
仕
員
等

と
は
、

ア
家
庭
奉
仕
員

は
、
原
則
と
し
て
、
区
市

町
村

の
常
勤
職
員

と
す
る
。

イ
家
事
援
助
者

は
、
区
市
町
村

に

登
録
し
て

い
る
者
及
び
区
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
又
は
、
家
政
婦
紹
介
所
等

に
登
録
等
が
な
さ
れ
て

い
る

者

で
・
区
市

町
村
に
届
け
で
て
い
る
も

の
の
う
ち
要
綱
10
に
定

め
る
採

用
時

研
修

の
終
了
証
を
交
付
さ
れ
て

い
る
も

の
と
す
る
」
と

の
べ

て

い
る

。
も

っ
と

も

、
各

区
市

町
村

老

人
福

祉

主
管

部
長

宛

の
東

京

都
福

祉

局
老

人

福

祉
部
長

通
知

(
57
福
老
計
第
六
九
七
号
)
で
は
、
「
・…

家
事
援
助
者

の
採
用
時
研
修

に

つ
い
て
は
、

当
面
、
未
受
講
者

で
あ

っ
て
も
区
市
町
村

に
届
出

て
い
る
も

の
の
う
ち
適
当
と
認
め
る
者
を

家
事
援
助
者

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
」
、

「
旧
家
庭
奉
仕
員
事
業
運
営
要
綱
、
介
護
人
派
遣
事
業

運
営
要
綱
及
び
東
京
都
老
人
家
庭
家
事
援

助
事
業
運
営
要
綱

の
規
定

に
基
づ
き
決
定

さ
れ
た
者

は
、
新
要
綱

に
よ
り
決
定
を
受
け

た
も
の
と
み
な
す

こ
と
」
と
さ
れ
、
国
通
知
と
同

様
旧
介
護
人
を
家
事
援
助
者
と
し
て
移
行

さ
せ
る
方
向
を
明
確
に
し
て

い
る

(取
扱
要
領
4
0
イ
に
い
う
家
事
援
助
者
の
う
ち
、
区
市
町
村
に
登

録
し
て
い
る
者
と
は
・
介
護
人
を
さ
す
)
。

ま
た
、
東
京

都
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
取
扱
要
領

「
国

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事

業
運
営
要
綱
」

(昭
和
57

・
12

・
8

福
老
計
第
六
九
七
号
)
は
、
社
会
局
長
通
知
を
受
け

て
、
「
2

『
実
施
主
体
』

は
、
区
市

町
村
と
す
る
が
、

や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
場
合
、

区
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
他

に
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

及
び
家
政
婦
紹
介
所
等

の
活
用
も

含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
定

め
て

い
る
。

　
ゆ
　

後
述
す
る
家
事
援
助
者
派
遣
事
業
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景

を
持

つ
制
度

で
あ
る
。

六

昭
和
六
四
年
厚
生
省
通
知

の
改

正
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蒙

庭
奉
仕
員
妻

響

要
綱
」

は
、

一
九
八
九
年
五
月
、

「
ね
た
き
り
老
人

の
介
護
欝

に
つ
い
董

点
的
に
奏

し

て
い
く

こ
と
が

大

き
な
課

題
」

と

り

つ
認

識

の
も

と

に
大
幅

に
改

訂

さ

れ

て

い
る
。

こ
の
対

象

の
拡

大

に
関
連

し

て
・

改

正

で
は

ま
ず
・

①

サ
書

ビ

ス
の

内
容

が
、
身
体

の
介
護

に
関
す
る

こ
と
、
家
事
に
関
す
る

こ
と
、
相
談

・
助
言

に
関
す
る
こ
と
、

の
三
習

に
分
類
さ
れ
・
身
体

の
介
護

が
、
具
体
的

に
列
挙
壷。
れ
て
り

る
。

こ
れ
を
受
け

て
、
②

国
矯

助

金
の
交
付
基
準
も

「身
体
介
護
忠

業
務

」
・
蒙

事
援
助
忠

霧

」

雁

分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ

の
癌

が
設
サ

リ
れ

て
い
る
。
ま

た
、
③
実
施
主
体
は
市
町
村

と
さ
れ
る
が
・
市

町
村

は
・
農

の
実
蓮

応

じ
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
他
、
特
嚢

人

ホ
去

及
び

「
在
宅
介
護

掌

ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
内
容
を
満
た
す
民
間
妻

者
簿

も

委

託
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
.
特
嚢

人
ホ
去

が
い
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

ね
た
き

り
老

人
の
介
携

助

は
・
葉

の
老
人
家
庭

奉
仕
員
、
特
に
介
護
人

で
は
、
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
を
叢

し
て
の
こ
と
と
い
え
よ
捻

ま
た
改
正

で
は
・
派
遣

の
要
旨
・
派
遣
異

時
間
数
、

掌

ビ

ス
内
容

な
ど
の
決
定

や
、

本
事
業
と
他
の
老
人
福
祉

老

人
保
籍

妻

と

の
連
携
を
図
る
上

で
・

「高
讐

サ
ー
ビ

ス
調
整

チ
ー

ム
」

を
活
用
す
る
こ
と
が
・つ
た
わ
れ

て
い
る
。
⑤
派
遣
申
請
奮

も
、
直
接
市
町
村
だ

け

で
な
く
・

シ

ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
事
業

渉
、実
施
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
よ

や
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

を
経
由
し
て
も
申
出
書

を
受
理

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
・
こ
う
し

た
流
れ
を
受
け
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
お
い
て
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
去

を
響

す
る
社
会
福
祉
法
人
及
び
民
間
妻

導

と
の

連
絡

。
調
整
を
十
分
行

い
事
業
を
円
滑

に
実
施
す
る
も

の
と
さ
れ
た
。

七

昭
和
六
四
年
度
段
階
で
の
東

京
都

の
状
況

こ
の
段
階

で
は
東
京
都

は
、
大

き
な
改
正
を
行

っ
て
い
な

い
。

例
.凡
ば
、
東
京
都

の

署

人
家
庭
荏

畢

派
遣
棄

嘉

L

及
び

最

扱
要
綱
」

は
、

掌

ビ

ス
の
内
蒼

つ
い
て
・
従
来
ど
お
り
・

ω
相

談

.
助

噌
面
に
関

す
・勾
こ
と
、

②

家

事
介

護

に
関

す

る

こ
と
、

と
規
定

し

て

い
る
.

さ

し
あ

た
り

は
・

国

の
八

九
年

の
通
知

改

定

を
考

慮
せ
ず
、

一
九
八

二
年

に
確
妾

れ
た
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
醤

要
綱
の
線
に
沿

っ
て
・
実
質
的
に

は
・
家
庭
奉
仕
員

豪
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事

援

助
者

の
二
本

立

で
、

事

業

を
運
営

し
よ

う

と
し

て

い
た

と
み

る

こ
と
が

で
き

る
。

注(・菱

馨

難

簸

輪

羅
"製

上鰹
蟻

聾

轄

哺姓麗

渤態

を
行
な
わ
せ
る
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　轟

雛

撫
難

欝

羅

鰹
糾灘

す難

鍼

聾

魏

撫

影

辱灘

縫

繋

解

律上
規萎

いので・
予算肇

ー

わ

れ
る
。

①

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

(昭
和
四
四
年
度
よ
り
実
施
)

②

ね
た
き
り
老
人
短
期
保
護
事
業

(昭
和
五
三
年
度
よ
り
実
施
)

③

デ
ゴ

マ

ビ
ス
事
業

(通
所
、
昭
和
五
四
年
度
、
訪
問
、
昭
和
五
六
年
度
よ
り
実
施
)

(も
攣

灘
議

響

轟
葉
馨擁

斐

轍
・嚢
蕎
畿

載

麹
雛

翻
欝

雛

韓
齢難
魏

騒
舞

縫
れ蔀

融
で鷺

縷
濫

後

の
通
達

の
変

遷

に

つ
い
て

は
、
他

日
を
期

し
た

い
。

(
5
)

大
橋
洋

一

『
行
政

規
則

の
法

理
と
実
態
』

二
四
七
頁

、

一
九

八
九
年
。
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在宅福祉サービスの法的研究

(
6
Y
(7
)

同
二
四
六
頁
。

(
8
)

こ
の
補
助
金
支
出

の
根
拠
は
、

老
人
福
祉
法
第

二
六
条

二
項
及
び
第
四
条
第

一
項
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る

(前
掲

『老
人
福
祉
法
の
解
説
』

九
九
頁
)
。

し
か
し
、
老
人
福
祉
法
は
施
設
入
所
を
中
心
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

A
「
日
の
老
人
福
祉
法
制
が
同
法

に
定
め
る
施
設
入
所
と
法

外
に
展
開
し
た
在
宅
福
祉
事
業

の
二
っ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
点

に
鑑
み
る
と
、
後
老
は
法
改
正
に
よ
り
同
法

で
明
確
に
す

べ
き
で
あ

っ
た
と
の
指

摘
も
あ
る

(大
橋

『
行
政
規
則
の
法
理
と
実
態
』
二
四
七
頁
)
。

短
期
保
護
事
業
、

デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

一
九
八
六
年
法
制
度
化
さ
れ

(
一

二
条
の
二
)
、

一
九
九
〇
年
の
法
改
正
で
、
こ
の
点
が
い

っ
そ
う
明
確
に
な

っ
た
。

(9
)

小
川
栄
二

「家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
実
態
と
課
題
」
、
河
合
克
義
編
著

『
こ
れ
か
ら
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
』
は
、
家
庭
奉
仕
員
制
度

の
沿
革

に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

国
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
対
象
は
、
所
得
の
要
件
を
当
初
の

「要
保
護
老
人
世
帯
」
か
ら

「低
所
得

(所
得
税
非
課
税
)H世
帯
」
(
一
九
六
五
年
)
、

さ
ら
に

「
所
得
税
課
税

.
非
課
税
全
世
帯
」
(
一
九
八
二
年
)

へ
と

「拡
大
」
し
た
。
ま
た
派
遣
要
件
は
、
「
心
身
の
障
害
、
傷
病
等
の
理
由
に
よ
り

、

日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
老
人
の
属
す
る
要
保
護
老
人
世
帯
」
(
一
九
六

二
年
)
、
「老
衰
等
の
理
由

に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が

あ
る
老
人
の
属
す
る
低
所
得
家
庭

で
あ

っ
て
、
そ
の
家
族
が
老
人
の
養
護
を
行
な
え
な
い
心
身
状
況
に
あ
る
場
合
」
(
一
九
六
五
年
)
、
「
六
五
歳
以
上

で
常
に
臥
床
し
て
い
る
低
所
得

(
そ
の
属
す
る
世
帯

の
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非
課
税
)

の
者
で
、
日
常
生
活
に
人
手
を
要
し
、
家
族
以
外
の
者
に

介
護
さ
れ
て
い
る
か
、
又
は
家
族
が
病
弱

で
あ
る
た
め
、
介
護
が
著
し
く
困
難
」
(
一
九
七
〇
年
)
、
「
老
衰
、
心
身
の
障
害
傷
病
等
の
理
由

に
よ
り
臥

床
し
て
い
る
等
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上

の
低
所
得

の
者
で
あ

っ
て
、
養
護
者
の
得
ら
れ
な
い
場
合
」
(
一
九
七
六

年
)
、
さ
ら
に

「
老
衰
、
心
身
の
障
害
及
び
傷
病
等
に
よ
り
臥
床
し
て
い
る
な
ど
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
お
お
む
ね
六

五
歳
以
上

の
者
の

い
る
家
庭

で
あ

っ
て
、
そ
の
家
族
が
老
人
の
介
護
を
行
な
え
な
い
よ
う
な
状
況

に
あ
る
場
合
」
(
一
九
八
二
年
)
と
い
う
よ
う
に
改
定
さ
れ
て
き
た
。

(
10
)

当
時
は
、
介
護
人
の
申
出
者
が
少
な
く
、
行
政
が
、
近
隣

の
居
住
者
に
依
頼
し
て
介
護
人
を
引
き
受
け

て
も
ら
う
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た

(橋

本
宏
子

「老
人
福
祉
」
ジ

ュ
リ

ス
ト
臨
時
増
刊

『特
集

現
代
の
福
祉
問
題
』
参
照
)
。

(
11
)

要
綱
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

6

派
遣
世
帯
の
決
定

ω

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る

「老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
申
出
書
」
を
区
市
町
村
長

に
提
出
す
る
も
の

と
す
る
。
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な
お
、
申
出
者
は
、
原
則
と
し
て
当
該
世
帯
の
生
計
中
心
者
と
す
る
。

②

区
市
町
村
長
は
、
申
出
に
基
づ
き
派
遣
対
象
者
の
状
況
及
び
世
帯

の
状
況
等
を
調
査
し
、
派
遣
の
要
否
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

緊
急
を
要
す
る
と
区
市
町
村
長
が
認
め
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
申
出
書

の
提
出
等
は
事
後
で
も
差
し
支
え
な
い
も
の
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
手
続
き
は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
行
う
も

の
と
す
る
。

(
12
)

小
川

「前
掲
論
文
」
は
、
一
九
八
二
年

の
改
定
で
は
、
家
庭
奉
仕
員
等

の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
一医
療
機
関
等
と
の
連
絡
」
が
加
わ

っ
た
こ
と
に
端

的

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
改
定
は
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
高
齢
者

へ
の
退
院
強
要
の
た
め
の
在
宅
受
け
皿
づ
く
り
で
あ

っ
た
、と
み
て
い
る
(四
〇
頁
)
。

(
13
)

小
川

「
前
掲
論
文
」
(
三
七
頁
)
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
大
方
に
お
い
て
誤
り
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
者
」
負
担
の
強
化
は
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
「都
市
経
営
論
」

の
中
で

「受
益
者
負
担
」
「
社
会
的
公
正
の
実

現
」
な
ど
と

い
う
世
論
づ
く
り
を
伴

っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
「在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
提
言
」

(全
社
協
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
研
究
委
員
会
、

一
九
七
七
年
)
や

『
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
戦
略
』
(全
社
協
、

一
九
七
九
年
)
な
ど
の
中
で
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
分
野
で
も
膏
料

ヘ
ル
パ
ー
の
新
設

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
期
待
、
そ
し
て
、
利
用
者
負
担
の
積
極
的
な
提
起
が
な
さ
れ
て
い
た
。

第

二
臨
調
が
発
足
す
る
と
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
有
料
化
、
非
常
勤

.
パ
ー
ト
化
の
動

き
は
本
格
化
し
た
。
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
は

一
九
八

一
年

一
二
月

に
意
見
具
申

「当
面
の
在

宅
対
策
の
あ
り
方
に

っ
い
て
」
(本
書
資
料
編
に
収
録
)
を
発
表
し
、
派
遣
世
帯
の
所
得
税
課
税

世
帯

へ
の
拡
大
と
有
料
制
の
導
入
、
運
営
委
託
先
の
拡
大
、
勤
務
形
態
の
パ
ー
ト

.
フ
レ
ッ
ク

ス
制
の
導
入
な
ど
、
『
八
二
年
改
定
」
の
基
本
的
内
容
を

提
起
し
た
。
厚
生
省
は

こ
れ
を
受
け

て
、
「
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

の
充
実
強
化
」

の
方
針
を
う
ち
出
し
、

一
九
八
二
年
九
月
に
派

遣
要
綱
の
改
定
を
行

っ
た
。

(
14
)

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

委
託
先
で
あ
る
民
間
企
業
が
、

社
会
福
祉
事
業
法
五
条

二
項

に
い

う

「
他
の
社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
者
」
に
あ
た
る
か
は
、
疑
問
で
あ
る

(橋
本
宏
子

「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
と

公
的
責
任
」
神
奈
川
法
学
一
=

巻

一
号
参
照
)
。

な
お
、
前
掲

「小
川
論
文
」

は
、
一
九
八
九
年
の

「家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要
綱
」
の
改
定
に
ふ
れ
て
、
「
:
:
:
従
来
は

『
止
む
を
得
な
い
場
合
』
に
社
協
な
ど
に
委
託
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
そ
れ
が
削

図1改 正ホームヘルパー制度の仕組み
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ら
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
ら
に
委
託
先
が

『
民
間
事
業
者
』
に
ま

で
拡
大
さ
れ
た
…
…
L

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(四
六
頁
)
。

(
15
)

家
事
援
助
者
を
、
家
庭
奉
仕
員
に
く
み
こ
む
こ
と
に
は
、
都
職
労
の
強

い
反
対

が
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
16
)

厚
生
省
は
、

一
九
八
七
年
度

の
概
算
要
求
の
説
明
資
料
の
中
で
、
「
費
用
援
助
方
式
」
(登
録

ヘ
ル
パ
i
)
に

つ
い
て

「
一
定
の
資
質
を
備
え
た
登

録

ヘ
ル
パ
ー
に
対
し
、
利
用
者
が
直
接
派
遣
要
請
を
行
い
、
後
日
利
用
者

の
所
得
に
応
じ
た
支
払

い
を
市
町
村
が
行
う
費
用
援
助
方
式
に
っ
い
て
も
、

現
行
方
式
と
併
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
途
を
開
く
」
と

い
う
方
向
を
示
し
て
い
る
。
登
録
と
利
用
の
関
係
は
図
1
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
(小

川

「前
掲
論
文
」
四

三
～
四
四
頁
)
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(
17
)

一
九
八
二
年
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
運
営
要
綱

で
は
、
「
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
区
市
町
村
は
…
…
こ
の
事
業
の

一

部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」

(傍
点
筆
者
)と
さ
れ

て
い
た
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

(
18
)

し
か
し
、
神
奈
川
県
下
を
み
る
か
ぎ
り

、
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業
の

一
部
を
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
委
託
す
る
自
治
体
は
極

め
て
少
な
い
こ

と
は
、
後
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
胴補
助
金
交
付
要
綱

の
機
能
と
隈
界
」
に

つ
い
て
、
大
橋
洋

一
『行
政
規
則
の
法
理
と
実
態
』
二
四
八
頁
参
照
。

在宅福祉サービスの法的研究

第

二
節

ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス

(家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
)
の
現
状

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

の
沿
革

は
、
以
上

の
通
り

で
あ

る
。

こ
こ
で
や
や
重
複
す
る
が
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

に

つ
い
て
、
制

(
1

)

度
的
な
ま
と
め
を
し
て
お
き
た

い
。

老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
は
、
老
人
福
祉
法

=

一条

に
規
定

さ
れ
る
法
定
事
業
と
さ
れ
、
市
町
村

の
自
治
事
務

(国
庫
補
助
事
業
)
と

し

て
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
は
冒
頭

で
述

べ
た
と
お
り

で
あ
る
。

実
際

に
は
、
同
事
業
を
、
区
市

町
村
社
会
福
祉
法
人
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る

市

町

村

が
少

な
く
な
い
。
法

一
二
条

が
・

「
(区
)
市
町
村
は
老
人
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
を
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
団
体

に
委
託
し
て
行

な
う

こ
と
が

で
き
る
」
と
、
定
め
て
い

た
た
め

で
あ
る
。

し

た

が

っ
て
、
従

来

は
、

老

人
家

庭

奉
仕

員

事
業

は
、

図

ア
も

し
く

は
、

図

イ

の
形

で
運
用

さ
れ

る

の

が
常

態

で
あ

っ
た
。
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図2

ア.老 人家庭奉仕員

(常勤職員の場合)

家庭奉仕員
④

対象者

イ.老 人家庭奉仕員

(社会福祉協議会に委託す る場合)

(注1)た だ し,派 遣世帯,サ ー ビス内容及

び費用負担区分の決定 はの ぞ く。

な
お
、
市

町
村

が
老
人
の
日
常
生
活
上

の
世
話

に
つ

い
て
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
団
体

に
対

し
て
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る

事
務

は
、

「
市
町
村
が
選
定
し
た
家

庭
に
対

し
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
し
て
老
人
の
日
常

生
活
上

の
世
話
を
行
わ
せ
る
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
事
務
だ

け

で
あ
り
、
身
体
上
又
は
精
神
上

の
障

害
が
あ

っ
て
日

常
生
活

を
営
む
の
に
支
障

が
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
、

す
な
わ
ち
老
人
家
庭
奉
仕
員
に
よ
る
世
話
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
老
人

の
決
定
と

い
う
行
政

処
分
を
委
託
す

(
2

)

る

こ
と

は

で
き
な

い
も

の

で
あ

る
」

と
解

さ
れ

て
き

た

こ
と
を
指

摘

し

て
お
か

ね
ば

な
ら

な

い
。

そ
し

て
、

家

庭

奉
仕

員

派
遣

事
業

の
実

施

に
際

し

て
、

民

間
団

体

を
活

用

す

る

に
当

た

っ
て
は
、

「
:
:
:
適

正

な
事
業

運

営

が
確
保

で

き

る

か
を
十

分

に
検

討

し
、

家

庭

奉
仕

員

派
遣

事
業

委

託
契

約

(協
定
)
書

を
締

結

す

る

こ
と
」

(東
京
都
福
祉
局
老
人
福
祉
部
長
宛
厚
生
省
社

会
局
老
人
福
祉
課
長

(回
答
)
「
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

に
つ
い
て
」
社
老
第

=

一〇
号

昭
和
57
年

11
月

19
日
)

と
し
、

そ

の
中

に

は
、

O
委

託
業
務

の
内
容

、

◎
業

務

の
委

託

期
間
、

日
家

庭

奉
仕

員

の
報
酬

、

活
動

書

等
業

務

の
実
施

運
営

に
充

て
る

た

め

の
委

託
料

の
額

、

四
家

庭
奉

仕

員

の
活

動

に
関

す

る
訪
問

日
程
表
、

活

動

記

録
簿

等

の
書

類

の
整

備
、

㈲
業

務

に
か

か
わ

る
報
告

書

の
提
出
、

㈹
契

約

解
除

等

に
関

す

る

事

項
、

㈹

そ

の
他

適

正
な
業

務

履
行

の
確
保

に
関

す

る
事

項

が
含

ま

れ

る

べ
き

こ
と
、

と
し

て

い
る
。

ま

た

「
3

家

庭

奉
仕

員

の
研
修

は
・

実

施

主
体

(市

(区
)
町
村
)

が
責

任
を

持

っ
て
実

施

す

る

こ
と
。
」
と

さ
れ

て
き

た

(
な
お
、
こ
こ
に
い
わ
れ
る
民
間
団
体

に
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
家
政
婦
紹
介
所
が
含
ま
れ
る

こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
)
。
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在宅福祉サービスの法的研究

加
え

て
国
は
、
家

庭
奉
仕
員

の
採
用
時
研
修

の
実
施

に
つ
い
て
、

各
都
道
府
県

・
指
定
都
市
民
政
主
管
部

(局
)
長

に
対

し
、
老

人
家

庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

運
営
要
綱
、
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
及
び
心
身
障
害
児
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要
綱
の
諸
規
定
を

補
充
す
る
形
で
、
家

庭
奉
仕
員
採
用
時
研
修
運
営
指
針
を
示
し
、

「
新
規

の
家
庭
奉
仕
員
採
用
者
等

に
関
し
、

原
則

と
し
て
、
市

(区
)
町

村
を
、
実
施
主
体
と
し
て
、
採
用
時
研
修
を
お
こ
な
う
よ
う
、

区
市

町
村

を
指
導

す
る
こ
と
」

(「
家
庭
奉
仕
員
の
採
用
時
研
修
に
つ
い
て
」
八

二
頁
)
を
要
望
し
て
い
る

(東
京
都
家
事
援
助
者
派
遺
事
業
に
お
い
て
、
東
京
都
が
実
施
主
体
か
ら
の
委
任
を
受
け
て
研
修
を
や

っ
て
い
る
の
は
こ
の
国

通
知
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
る
)
。

ま
た
、
老
人
家
庭
奉
仕
員

の
健
康
管
理
に

つ
い
て
も
、

国
は
、
各
都
道
府
県

・
指
定
都

市
民
生
主
管
部

(局
)
長

に
対
し
、
「
老
人
家
庭

奉
仕
員
自
身
及
び
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
対
象
者

の
双
方

に
対
し
、
細

心
の
注
意
を
払
う

よ
う
管
下
市

町
村
を
指
導
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
老

人
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
対
象
者

は
、
心
身
障
害
等

の
理
由

に
よ
る
臥
床
老
人
等

で
あ

っ
て
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の

行
う
サ
ー
ビ
ス
は
、

そ
れ
ら

の
老
人

の
日
常
生
活
に
必
要
な
介
護
等
、
老
人
と
じ
か
に
接
す
る
も

の
が
多

い
の
で
、
老
人
家
庭
奉
仕
員

に

は
伝
染
病
等

に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、

そ

の
健
康
管
理
に
は
細
心

の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

1

老
人
家
庭
奉
仕
員

に
つ
い
て
は
、
伝
染
病
等

に
関
す
る
正
し

い
基
礎
知
識
の
習
得
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
毎
年

一
回
以
上
健
康

診

断
を
行
う

こ
と
。

2

老
人
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
対
象
者

に

つ
い
て
は
、
老
人
健
康
診
査

(寝
た
き
り
老
人
に
対
す
る
訪
問
健
康
診
査
)

の
徹
底
を
期
す
る
こ

と
。」
と
し
て
い
る

(厚
生
省
社
会
局
老
人
福
祉

・
老
人
保
健
課
長
通
知
、
昭
和
四
八
年
三
月
二
日
社
老
第
二
四
号
)
。

こ
の
よ
う
に
法
定
事
業

で
あ

る
老
人
家

庭
奉
仕
員
事
業

の
場
合
に
は
、

通
達
に
よ

っ
て
都
道
府
県
か
ら
実
施
区
市
町
村
に
対

し
、
民
間

委

託
に
あ
た

っ
て
の
か
な
り
具
体
的
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ

で
は
、
都
道
府
県
は

こ
れ
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
東
京
都
二
三
区
内

の
二
区
と
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一
市
、
神
奈

川
県
下

の
政
令
都
市
な
ら
び

に
そ
の
他
の

い
く

つ
か

の
市
を
例

に
、

こ
の
点

を
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
場
合
、

東
京
都

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

は
、
前
述

の
よ
う
に
、
他

の
道
府
県
と
は
異
な
り
や
や
複
雑
な
形

で
運
営
さ
れ
て
い
る
の

で
、
各
論
に
入
る
前

に
東
京
都

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

に
ま
ず
か

ん
た
ん
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
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注
(
1
)

二
、

三

に

つ
い
て
は
、

必
要

上
、

て
お

き
た

い
。

(
2
)

大

山

正

『
老
人
福
祉
法

の
解
説

』

橋
本
宏
子

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
公
的
責
任
」
神
奈
川
法
学
二

一
巻

一
号
と

一
部
重
複
す
る
こ
と
を
お
断
り
し

一
四
八
頁
。

第

三
節

東
京
都
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

の
構
造
と
法
的
課
題

一

家
庭
奉
仕
員
と
家
事

援
助
者

東
京
都

の

老

人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

は
、

「
身
体
上
又
は
精
神
上

の
障

害
が
あ

っ
て
日
常
生
活
を
営

む
の
に
支
障

が
あ
る
老
人
の

家
庭

に
対

し
て
老
人
家
庭
奉
仕
員
及
び
家
事
援
助
者

(以
下

「
家
庭
奉
仕
員
等
」
と
い
う
。)
を
派
遣

し
、

老
人
の
日
常
生
活

の
世
話
を
行
い
、

も

っ
て
老
人
が
健
全

で
安
ら
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」

(老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
運
営

要
綱
1
以
下

「
要
綱
」
と
い
う
。)
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
東
京
都

で
は
、
老

人
家
庭
奉
仕
員
と
、
家
事
援
助
者
派
遣
事
業
を
統

合
す
る
か
た
ち

で
事
業

が
実
施
さ
れ

て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
都

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
取
扱
要
領

4
は
、

こ
れ

を
受
け

て

「
ア
家
庭
奉
仕
員
は
、
原
則

と
し

て
区
市

町
村

の
常
勤
職
員
と
す
る
。
イ
家
事
援
助
者

は
、
区
市
町
村
に
登
録
し
て
い
る
者

及

び
区
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
、
又
は
家
政
婦
紹
介
所
等

に
登
録
等

が
な
さ
れ

て
い
る
者

で
、
区
市

町
村
に

届
出

て
い
る
も

の
の
う
ち
要
綱

10
に
定
め
る
採
用
時
研
修

の
終
了
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も

の
と
す
る
」

と
定

め

て

い

る
。

家
庭
奉
仕



員
等

の
派
遣
対
象
は
、
「
老
衰

.
心
身

の
障
害
及
び
傷
病
等
の
理
由
に
よ
り
臥
床
し

て
い
る
な
ど

日
常
生
活

に
支
障
が
あ

る
お
お
む
ね

六

五
歳
以
上

の
者
の
い
る
家
庭

で
あ

っ
て
、

そ
の
家
族
が
老
人

の
介
護
を
行

い
え
な

い
よ
う
な

状
況

に
あ
る
場
合
」

と
さ
れ
て
い
る

(要
綱

3

)
。

在宅福祉サービスの法的研究

家
庭

奉

仕
員

等

の
派
遣

世

帯

の
区

分

は
、

お

お
む

ね

「
e
家

庭

奉
仕

員

は
、

定
期

的

派
遣

が
必

要

な
低
所

得
世

帯

の
ほ
か
、

別

に
定

め

る
そ

の
他

の
世
帯

、

口
家

事
援

助

者

は
、

前

記

O

の
派

遣
対

象

世
帯

以
外

の
世

帯
」

と
さ

れ

て

い
る
。

つ
ま

り
、
低

所

得

世
帯

に
は
原
則

と

し

て
家

庭

奉
仕

員

が
派

遣

さ
れ
、

低
所

得
世

帯

で
も
、

臨

時

的

に
派

遣

が
必

要

と

さ
れ

る
場

合

や
、

一
般

世
帯

の
場

合

に

は
家
事

援
助

者

が
派

遣

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。
家

庭

奉
仕

員

等

の
行

う

サ

ー

ビ

ス
に

つ
い
て
、
要

綱

は

「
9
相

談

、
助

言

に
関

す

る

こ
と
、

ア
生

活
・

身

上

に
関

す

る
相

談
、

助
言

、

イ
そ

の
他

必
要

な
相

談
、

助

言
、

⇔
家
事

、

介

護

に
関

す

る

こ
と
、

ア
食

事

の
世

話
、

イ
衣

類

の
洗

濯
、

補

修
、

ウ
住

宅

等

の
掃

除
、

整

理

整
頓
、

身

の
回

り

の
世
話

、

生
活

必
需

品

の
買
物

、
医

療

機
関

等

と

の
連

絡
、

通
院

介

助
、

キ

そ

の
他

必

要

な
家
事

、

介
護

」

(要
綱

5
)
と
定

め

て

い
る

(東
京
都
は
、
平
成
元
年
五
月

の
国
通
知
を
継
承
せ
ず
、
身
体
介
護
を
独
立
し
た
サ
1
ビ
ス
と
し

て
項
目
だ

て
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
)
。

こ
の
よ
う

に
要

綱

を

み

る
か
ぎ

り
、

家

庭

奉
仕

員

・
家

事
援

助

者

そ
れ

ぞ
れ

に

よ

っ
て
提

供

さ
れ

る

サ

ー
ビ

ス
に
差

は

な

い
よ
う

で
あ

る
が
、

要
領

5

0

は
、

「
ア
家

庭
奉

仕

員

は
、
相

談

、

助
言

及

び

家
事
、

介

護
、

イ
家
事

援
助

者

は
、

お

も

に
家
事

、
介

護
」

と
定

め

て
お
り
、

必

ず

し
も

同

じ

で
は

な

い
。
在

宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
に

お

い

て
は
、
ま

ず

そ

の
第

一
段
階

に
お

い

て
、

「社

会

保
障

制

度

や
社
会

福

祉

サ
ー

ビ

ス
の
み

な
ら

ず

関
連

諸
制

度

に
関
す

る
専

門

的

な
知

識

と
情
報

、

そ
れ

ら

の

諸

機
関

へ
の

コ

(
1

)

ネ

ク

シ

ョ
ン
」

が
必

要

と
指
摘

さ

れ

て

い
る

こ
と
か

ら

し

て
も
、

家
事
援

助

者

の
提
供

す
る

サ

ー

ビ

ス
が
、

主

に
家
事

・
介

護

と

さ
れ

て

い
る

こ
と

は
、

厳

し
く

い
え

ば

公
的

に
提

供

さ
れ

る

サ
ー

ビ

ス
と
し

て

の
妥

当
性

が
懸

念

さ

れ

る

こ
と

に
な

ろ
う
。

ま

た
後

述

の
よ
う

に

利

用
者

は
家

庭

奉
仕

員

等
派

遣

事
業

の
利

用
を

申
請

す

る
も

の

で
あ

っ
て
、

家

庭
奉

仕

員

か
家

事

援

助
者

か

の
決

定

は
、

「実

施

主
体
」

に

よ

っ
て
申
請

後

に
な
さ

れ

る
も

の
で
利

用
者

の
選

択

に
ゆ
だ

ね
ら

れ

て
い
る

わ
け

で
は
な

い
。

し
か
も

不
幸

に
し

て

サ
ー

ビ

ス
提

供
者
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の
故
意

・
過
失

に
よ

っ
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合

の
公
的
な
責
任
は
、

提
供
者
が
、
区
市
町
村
の
職
員

で
あ

る
家
庭
奉
仕
員

で
あ
る
場
合

と
、
家
事
援
助
者

で
あ

る
場
合

で
異
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
も
な
る
。

二

東
京
都
と
家
政
婦
協
会

次

に
、
前
述

の
点
を
具
体
的

に
指
摘
す
る
意
味
も
含
め
て
、
東
京
都

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

の
仕
組
み
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
東
京
都
知
事
(以
下

「
甲
」
と
い
う
。)
は
、
東
京
都

老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

運
営
要
綱

に
基
づ
き
、

家
事
援
助
者
派
遣
事

業

に
関
し
、
家

政
婦
等
紹
介
事
業
団
体

(日
本
民
営
看
護
婦

・
家
政
婦
連
合
会
、
社
団
法
人
日
本
臨
床
看
護
家
政
協
会
等
、
以
下
、
ま
と
あ
て

「
乙
」

と
い
う
。)
と
の
間
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
協
定
書
を
締
結
し

て
い
る
。
ま
た
別
途
、

各
家
政
婦
協
会

(以
下

「乙
」
と
い
う
。)
と
も
協
定
書

を
締

結

し
て
い
る

(以
上
各
家
政
婦
協
会
長
宛
局
長
通
知

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」
に
よ
る
)
。

東
京
都

が
、

こ
こ
で
家

政
婦
協
会

を
活

用
し
て
い
る
の
は
、
厚
生
省
の
先

の
回
答
に
そ

っ
て
の
こ
と

で
あ
り
、
さ
ら
に
協
定
書
を
締
結

し
て
い
る
の
も
、
先

の
回

答
を
受
け
て
の
こ
と
と

一
応
考

え
ら
れ
る
。

家
事
援
助
者
を
実
際
に

「活

用
」
す
る
の
は
区
市

町
村

で
あ
る
が
、

東
京
都
老

人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
取
扱
要
領
が
そ
の

一
八

で
、

「
た
だ
し
、
本
事
業
が
全
都
的

に
統

一
し
た
処
理
を
図
る
必
要

が
あ
る
場
合
及
び
効
果
的

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
東
京
都

に
協

定
等
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」

と
定
め
て
い
る
た
め
、
東
京
都
が
区
市

町
村
の
委
任
を
受
け
東
京
都

知
事
が
協
定
書

の

一
方

の
当
事
者

に
な

っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
み
て
、

甲
乙
間
の
契
約

は
、
物
品

(介
護
券
)

の
供
給
契
約
と
考

え
ざ
る
を

得
な
い
で
あ
ろ
う
。

区
市

町
村
が

家
事
援
助
事
業
自
体
を
委
託
し

て
い
る
と
み
る
こ
と
は
難

し
い
。

甲
乙
間

の
契
約
が
物
品
供
給
契
約

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
契
約

の
内
容
は
、

介
護
費
を
だ
れ
が
だ
す
か

の
と
り
き
め
と
な
り
、
具
体
的

に
、
利

用
者

の
希

望
に
応

じ
て
、
家
政
婦
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
か

は
、
利
用
者
と
家
政
婦

の
間

の
準
委
任

(も
し
く
は
請
負
)
契
約

に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
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し
か

し
、

先

の
厚
生

省

通

知

(昭
和

57

・
11

・
19
)

が

「家

政

婦

紹
介
所

等

の
活

用

」

と

い

っ
て

い
る

の
は
前
後

の
文
面

か
ら

し

て
、

サ

ー

ビ

ス
そ

の
も

の
の
委

託

を

さ

し

て

い
る

も

の
と
思

わ

れ

る
。

東
京

都

が
、
家

庭

奉
仕

員

等
派

遣
事

業

と
し

て
、

家
事

援
助

者

派
遣

事
業

を
、

家

庭
奉
仕

員

派
遣

事

業

と
区

別

し

て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ

る

の
は
、

厚

生

省

通

知

と

の
相

違

を
考
慮

し

て

の
こ
と
と
考

え
ら

れ

る

(「
家
事
援
助
者
派
遣
事
業
」
が
導
入
さ
れ
る
に
際
し
、
東
京
都
で
は
、
区
市
町
村
の
職
員
で
あ
る

「家
庭
奉
仕
員
」
の
削
減
に

つ
な
が
る
と
す
る
労
働
組

合

側
の
厳
し
い
追
求
が
あ

っ
た
。
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
と
い
う
名
称
は
、

こ
の
点

に
関
連
す
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、

本
質
的
に
は
本
文

に
述

べ
た
こ
と
と
関
速
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
要
綱
2
は
、
実
施
主
体
に

つ
い
て
、
厚
生
省
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
引
用
し

「事
業
の
実
施
主
体
は
、

区
市
町
村
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

区
市
町
村
は
派
遣
世
帯
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
及
び
費
用
負
担
区
分
の
決
定
を
除
き

こ
の
事
業
の

一
部
を
当
該
区
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」

と
定
め
て
い
る
が
、

東
京
都

の

「
家
事
援
助
者
派

遣
事
業
」
が
、
こ
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
)
。齢
国

は

「
家
事

援
助

者

派
遣

事
業

」
部

分
も
含

め
、

老

人

家

庭
奉

仕

員
事

業

と

し

て
、

補

助

金

を
交
付

し

て

い
る
と

い
わ
れ

る
。

他

の
地

方
自

治

体

に

は
東
京
都

と
同

じ
形

態

を

と
る
も

の
は
な

い

こ
と
か
ら

み

て
も
、

東
京

都

の
自

治
体

と
し

て

の
特

殊

性

や
時

代

背
景

を
考

慮

し

て

の
交

付

決

定

と
考

え
ら

れ

る
。

一
般

に
補
助

要

綱

を

媒
介

と
し

た
国

の
事

業

実

施
要

綱

に

よ

る

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
と

い
う

こ
と

が
、

指

摘

さ
れ

て

い
る
が
実

態

は

そ
れ

ほ
ど
単

純

で
は
な

い

一

例

と

い
え

よ
う
。

も

と
も

と
、

家
事

援

助
者

は
、

前

述

の
よ
う

に

「
区
市

町
村

に
登
録

し

て

い
る
者

及

び
社

会

福

祉
協
議

会

等

に
登

録

さ
れ

て

い
る
も

の

で
、

区

市

町
村

に
届
出

て

い

る
も

の
」

と
さ

れ
、

区
市

町
村

の
職
員

で
あ

る

こ
と

を
原

則

と

す

る
家

庭

奉
仕

員

と

は
、

そ

の
な
り

た

ち
も

異

な

っ
て
お
り
、

そ

の

こ
と

が
提
供

さ
れ

る

サ

ー
ビ

ス
の
質

に
も
影
響

を

与

え

て

い
る
も

の
と
思

わ

れ

る
。

三

家
事

援
助

者

制

度

の
構

造

以

下
、

こ

の
点

に
関
連

し

て
、

東
京

都

の
家

政

婦

協
会

長

宛

の
局
長

通

知

「
ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ

事
業

に
関

す

る
協

定

の
締

結

に

つ
い
て
」
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図3老 人家庭家事援助者

厩

亦

翁

夢
拶

人

凍
そ

⑥(申 込介護券利 用)

注1家 政婦等紹介団体との協定締結に関する委任に
ついて(契 約当事者は都)。

注2数 種類の協会とr,個に締結。家政婦等紹介所 と

も別途協定締結。

注3(各 区市町村ごとの)派 遣事業実施要綱に基づ

き決定。

注4物 品供給契約書。

 

任

を
持

っ
て
紹

介

し
、

派
遣

さ

せ

る
も

の
と
さ
れ

る

の
で
あ

る

物

品
供

給
契

約

の
当
事

者

は
、

東
京
都

と

(各
家
政
婦
紹
介
所
が
所
属
す
る
)

市

と

の
間

に
は

「
委

任
」
関

係

が
あ

る
が

、

一連

合
会

」

や

「
協

会
」

と
が
指
摘

さ
れ

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。
各

家
政

婦
協

会
長

に
対

し

て
は
、

て
」

が
通

知

さ
れ

て

い
る

の
み

で
あ

る
。

四

家

政
婦

協

会

と
家

政
婦

そ
れ

で
は
、

家

政
婦

協
会

と
家
政

婦

と

の
関

係

は
、

ど

の
様

に
解

さ

れ

る

の
だ

ろ

う

か
。

に
そ

う
て
、
家

事

援

助
者

制
度

の
構

造

を
今
少

し
詳

し
く

な

が
め

て
み

る

こ

と
と

し

た

い
。

家

事
援

助
者

派
遣

事
業

で

は
、

東
京

都

知
事

、

区
市

町
村

(「
実
施
主

体
」
)
、

各
家

政

婦

紹
介
所

と
そ

れ

が
属

す

る
家
政

婦

協
会

(乙
)
、
家

政

婦

(
こ
こ
で
は
家
事
援
助
者
と
い
う
)
、

利

用
者

が
複

雑

に
関

係

し

て

い
る
。

各

「
実

施
主

体

」

は
、

協

定

の
結

ば

れ

て

い
る
家

政
婦

協
会

等

(乙
)

の
な

か
か

ら
、

適

当

な

と

こ

ろ

を

選

び
、

介

護
券

の
発

注

を
行

い
、

(介
護
券
の
)
納

入

が
行

わ
れ

た
後
、

介

護

券

の
支

払

い
が

な
さ

れ

る
。

そ

し
て

乙

に
所

属

す

る

家

政

婦
等

紹

介
所

は
、

「実

施

主
体

」

か

ら
介

護
券

の
交

付

を

受
け

た
対

象

者

が

サ

ー

ビ

ス
を
依

頼

し

た
と
き

は
、

実

施

主
体

に
登

録

等

を

し

て

い
る
家

政
婦

等

(以
下

「家
事
援
助
者
」
)
を
責

(要
領
4

0

イ
参
照
)
。

し

た
が

っ
て
、

家

事
援

助
者

派

遣
事

業

の
場

合
、

「
家

政
婦

協
会

」

で
あ

り
、

東
京

都

と
実
施

主
体

で
あ

る

(区
)

と
各
家

政

婦
協

会

と

の
間

の

「
委
任

」

関
係

は

明
ら

か

で
な

い
こ

前

述

の

「
ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ
事

業

に
関

す

る
協
定

の
締
結

に

つ
い

結
論
的
に
い
え
ば
家
政
婦
協
会

と
家
政
婦
と
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の
間
に
は
、
雇
用
関
係
は
な

い
と
解
さ
ざ
る
を
え
な

い
。

本
来
、
労
働
大
臣

の
許
可
を
え
た
家
政
婦
紹
介
所

は
、
職
業
安
定
法

三
二
条

一
項
但
書
に
基

づ
く
有
料
職
業
紹
介
事
業

で
あ
り
、
利
用

者
と
家
政
婦

と
の
間

に
雇
用
契
約
が
成
立
す
る
便
宜
を
図

る
紹
介
事
業

に
す
ぎ
な

い
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
、
家
政
婦
派
遣
事
業

に
基

づ

き
、
家
事
援
助
者

と
し
て
家
政
婦
を
紹
介
す
る
場
合
に
は
、

端
的

に
紹
介
事
業

と
し
て
成
立
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
協

定
書
七
条

は
、

「
家
事
援
助
者
は
、

対
象
者

か
ら
受
領
し
た

介
護
券

(協
定
書

一
条
は
、
家
政
婦
協
会
は
実
施
主
体
の
発
行
す
る
発
注
書
に
よ
り

介
護
券
を
納
入
す
る
も
の
と
し
、
実
施
主
体
は
、
家
政
婦
協
会
に
納
入
し
た
介
護
券
の
代
金
を
支
払
う
も
の
と
淳

β

偽
蟄
う
勘
貫
金
等
勧
紹
卵
所

に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

請
求
す
る
も

の
」
(傍
点
筆
者
)
と
規
定

し
て
お
り
、
そ

の
か
ぎ
り

で
は
、
家
事
援
助
者
と
家
政
婦
等
紹
介
所
と
の
間
に
は
、
雇
用
契
約

が

結
ば
れ

て
い
る
と
み
る
こ
と
も

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
み
た
場
合

に
は
、
実
施
主
体
が

(家
政
婦
等
紹
介
所
が
所
属
す
る
)
団
体

(家
政
婦
協
会
)
と
結
ん
で
い
る
物
品
供
給
契
約

(前

述
の
協
定
書

一
条
参
照
)
は
、

実
質
的
に
は
、
家
政
婦
を
実
施
主
体
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

し
た
者
に
派
遣

し
、

サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る

こ
と

を
約
す
る
請
負
契
約

で
あ
り
、
家
政
婦
等
紹
介
者

は
そ

の
請
負
事
業
主
、
家
事
援
助
者
は
そ
の
労
務
者

(労
働
者
)
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う

に
解
す
る

こ
と
は
、
「
労
働
者
派
遣
事
業

の
適

正
な
運
営

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者

の

就
業
条
件

の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」
(
以
下

「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。)
と
抵
触
す

る
こ
と
に
な

ろ

う
。

東
京
都

と
家
政
婦
協
会
な
ら
び

に
家
政
婦
等
紹
介
所

と

の
契
約

を
、
物
品
供
給
契
約
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
形

で
構
成

し
た
当
事
者

の
意
図
も
、
ひ
と

つ
に
は

こ
の
人
材
派
遣
事
業

や
職
業
安
定

法

と
の
関
係
を
考
慮
し
た
た
め
で
は
な
か

っ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
。

協
定
書
第
七
条

「
家
政
婦
等
紹
介
所

は
、

介
護
券

に
基
づ
き
賃
金
等
を
支
払
う
」
と
の
規
定
が
、

「介
護
券
に
は
、

家
事
援
助
者

へ
の

賃
金

の
他
に
、
紹
介
所

へ
の
事
務
手
数
料
も
含
む
と
の
趣
旨

で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
紹
介
所

は
、
通
常

は
家
政
婦

(家
事
援
助
者
)
か
ら
受

け
と
る
紹
介
料
を
別
個

に
は
受
け
取

っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
」
と
解

さ
れ
る
も

の
で
あ

る
す
れ
ば
、
家
事
援
助
者
と
利
用
者

の
間
に
雇
用
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契
約
が
成

立
し
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
紹
介
料
」
を
受
け
取

っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
む
し
ろ
有
料

の
人
材
斡
旋
業

に
な
る
こ
と

に
な
ろ
う

(職
業
安
定
法
五
参
照
)。

ま

た
介
護
券

11
賃
金
を
意
味

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ

の
賃
金
の
中
か
ら
紹
介
所

が

「
紹
介
料
」

の

名

の
も
と
に
費

用
を
徴
収
す

る
こ
と
は
、
前
述

の
よ
う
な
状
況

の
も
と

で
は
労
働
基
準
法
六
条

の
禁
止
す
る
中
間
搾
取

に
当
た
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
み
て
、
家
事
援
助
者
と
家
政
婦
等
紹
介
所

の
間

に
は
、

実
質
的
な
従
属
関
係
が
あ
る
と
は
解
し
に
く

い
。
し
た

が

っ
て
、
家
事
援
助
者
に
よ
る
介
護

が
原
因

で
利
用
者

に
事
故

が
発
生

し
て
も
、
通
常
は
家
政
婦
等
紹
介
所

の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は

難
し

い
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
・
協
定
書
は
、
「
家
事
援
助
者
は
、

サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
都
度
、
対
象
者

か
ら
介
護
券
を
受
領
す
る
」
と
定
め

(六
条
)
、
ま
た
同

七
条
は
、
「
家
事
援
助
者
は
、

対
象
者
か
ら
受
領
し
た
介
護
券
に
基

づ
き
賃
金
等
を
紹
介
所

に
請
求
す
る
も
の
」

と
し
て
い
る
が
、

こ
の

よ
う
な
効
力
が
、

い
か
な
る
法
的
根
拠

に
基

づ
き
家
事
援
助
者

に
生

じ
て
く
る
の
か
も
明
ら
か

で
は
な

い
こ
と
に
な

っ
て
こ
よ
う
。
現

に
、

東
京
都
下

の
あ

る
市

で
は

(市
が
、
物
品
供
給
契
約
書
に
基
づ
い
て
購
入
し
た
介
護
券
に
含
ま
れ
て
い
る
交
通
費
よ
り
高
い
)

交
通
費
を
要
し
た
場

合
、
家
事
援
助
者
が
利
用
者

に
そ

の
差
額

の
徴
収

を
要
求
す
る
と
い
う
事
例

が
出

て
い
る
が
、

右
の
よ
う
な
関
係
か
ら
み

て
予
想
さ
れ
た

問
題
と

い
え
る
。

ま
た
、
協
定
書

一
三
条
は
、

「
乙
は
、

家
事
援
助
者

の
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、

随
時
内
部
研
修
を
お
こ
な
う
も
の
と
す
る
」
と
定

め
、

ま
た
、
協
定
書

一
〇
条
は
、
「
紹
介
所

は
、

実
施
主
体

の
指
示
に
よ
り
、

家
事
援
助
者

と
し

て
の
要
件
を
み
た
し
て
い
る
者
を
、
実

施
主
体
に
推
薦
す

る
も

の
」
と
し
、
ま

た

「
甲

(東
京
都
知
事
)
は
、

一
〇
条

の
推
薦
に
基
づ
き
、
実
施
主
体
が
、
研
修
受
講
者
と
し
て
決

定

し
た
者

に
対

し
、
研
修
終
了
証
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
」
(
一
二
条
)
が
、
さ
き

に
示
し
た
事
実
関
係
か
ら
み
て
、

こ
れ
ら

の
指
揮
監

督
関
係
を
可
能

と
す
る
関
係

が
、
ど

の
よ
う
な
も

の
と
し
て
法
的
構
成

さ
れ
う
る
の
か
も
明
ら
か
で
な

い
。
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協
定
書
九
条
は
、
ま
た

「
実
施
主
体
は
、
家
事
援
助
者

に
対

し
、
乙
を
経
由
し

て
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
状
況
報
告
書
を
提
出
す

べ
き

こ

と
」
を
要
請
し
、
ま

た
、
「家
事
援
助
者

の
就
労
時
間
」
を
定
め

て
い
る

(要
綱
10

家
庭
奉
仕
員
等
採
用
時
研
修
は
こ
れ
を
う
け
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
採
用
時
研
修
等
は

「家
庭
奉
仕
員
等
講
習
会
推
進
事
業
実
施
要
綱
」
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
さ
れ
る
)
。
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

が
、

区
市

の
福
祉
行
政

の

一
環
と
し
て
な
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
以
上
、

当
然

の
規
定

で
は
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
家
事
援
助
事
業
を
め
ぐ

る
当
事
者
関
係
が
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
法
関
係

と
し
て
構
成

さ
れ
る
こ
と
が
先
決

と
い
え
よ
う
。

協
定

の
内
容

に
つ
い
て
ふ
れ
れ
ば
、
協
定
書

三
条
は
、

先

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

家
政
婦
等
紹
介
所
は
、
「
実
施
主
体
か
ら
介
護
券
の

交
付
を
受
け
た
対
象
者
が
、

サ
ー
ビ

ス
を
依
頼
し
た
と
き

は
、

実
施
主
体

に
登
録
等
を
し

て
い
る
家
政
婦
等

(
こ
こ
で
は
家
事
援
助
者
と
い

う
)
を
責
任
を
も

っ
て
紹
介

し
、
派
遣
さ

せ
る
も

の
」
と
定

め
て
い
る
。

し
か
し
、
協
定
書

は
、
「
流
通
主
体
に
登
録
等
し
て
い
る
家
政
婦

等
」

と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
資
格

を
備
え
た
も
の
を
さ
す
の
か
、
例
え
ば
、
右
に
あ
げ
た
採
用
時
研
修
を
終
了
し
た
も
の
を
さ
す

の
か
は
、
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。
事
実
、

こ
の
点

に
対
す
る
東
京
都
下
二
三
区
並
び

に
市

町
村

の
対
応
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
は
後

述

の
通
り

で
あ

る
。
協
定
書

に
基

づ
き
、
家
政
婦
紹
介
所

が
、
利
用
者
に
紹
介
し
う
る
家
事
援
助
者

の
資
格
を
定
め
る
に
当
た

っ
て
は
・

健
康
上
も
問
題

の
無

い
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

の
場
合

と
異
な
り
、
家
事
援
助

者

の
場
合
に
は
、
健
康
診
査
を
義
務

づ
け
る
規
定

は
な
く
協
定
書
及
び
各

(区
)
市

に
も

こ
の
点

に

つ
い
て
の
規
定
は
み
ら
れ
な

い
。

五

利
用
者
と
家
事

援
助
者

次
に
、
利

用
者
と
家
事
援
助
と

の
間
に
実
質
的
な
雇
用
関
係

が
あ
る
か
、
と

い
う
点
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
・
結
論
的

に

い
え
ば
、
両
者

の
間
に
雇
用
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
利
用
者
は
、
実
施
主
体
か
ら
介
護
券

の
交
付
を
受
け
る
と
、
通
常
本
人
及
び

生
計
中
心
者

の
前
年
度

の

「
所
得
」

に
応
じ
て
費

用
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
が
、

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
二
二
四
条

に
い
う
分
担

金
に
あ
た
る
と
考

え
ら
れ
、
必
ず
し
も
、
介
護
券

(
い
い
か
え
れ
ば
、
家
事
援
助
者

へ
の
賃
金
)
と
の
対
価
性
を
持

つ
も

の
で
嫉
な

い
。

し
た
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が

っ
て
、
利
用
者

に
家
事
援
助
人

へ
の
賃

金
支
払

い
の
義
務

は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

む
し
ろ

「
実
施
主
体
が
購
入

し
、
利
用
者

へ
送
付

し
た
介
護
券
に
基
づ
き
」
賃

金
等
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
事
実
を
素
直

に
受
け
取
り
、

賃
金
は
、
実
施
主
体
か
ら
、

紹
介
所

を
経
由
し
て

(後
述
参
照
)
家
事
援
助
者

に
支
払
わ
れ
る
も

の
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

加

え
て
、
実
施
主
体
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
対
象
者

を
決
定
す
る
と
と
も
に
対
象
者

に
対

し
、
家
事
援
助
者
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

派
遣
回
数
・
時
間
を
決
定
し

て
い
る

こ
と

(各
区
要
綱
)
や
、
家
事
援
助
者

に
対

し
て
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
報
告
を
求
め
て
い
る

(協
定
書
九

条
)
こ
と
等
か
ら
、
実
施
主
体

に
、
家
事
援
助
者

へ
の
指
揮
監
督
権

が
あ
る
と
考

え
る
の
が
妥

当
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

た
だ
そ
う
考

え
る
と
、
実
施
主
体
が
、
派
遣

主
体
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
実
施
主
体
が
労
働
者
派
遣
法

に
違
反
す
る
可
能
性
は
あ

る
。

ま
た
・
前
述

の
よ
う
に
、
家
事
援
助
者

へ
の
賃
金
が
、
実
施
主
体

か
ら

紹

介

所

を
経
由

し
て
支
払
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

「
賃
金
直
接
払

い
の
原
則
」
を
示
し
た
労
働
基
準
法

二
四
条

一
項

に
違
反
す
る
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。
加
え
て
、
家
事
援
助
者

に
対
す
る

労
働
条

件
明
示
の
原
則

(同

一
五
条
)
に
つ
い
て
も
、

よ
り
徹
底
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

サ
ー
ビ

ス
の
提
供
後
、

家
事
援
助
者
は
、

利
用
者
か
ら

(介
護
券
の
受
領
と
に
別
に
)
交
通
費
実
費

分
の
請
求
を
直
接
利
用
者

に
求
め
る
場
合

が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
が
、

こ
の
こ
と
は

(前
述
の
よ
う
に
、
利
用
老
と
家
事
援
助
者
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
な
い
と
す
れ
ば
)、
家

事

援
助
者

に
対
す
る
制
度
上

の
使
用
者
か
ら

の

(賃
金
を
含
め
た
)
労
働
条
件

に
対

す
る
、

よ
り
明
確

な
説
明

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も

起
因
す

る
問
題

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と

こ
ろ

で
、
実
施
主
体

は
、
家
事
援
助
者
が
行
う

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・
派
遣
回
数

・
時
間
を
決
定
す
る
と
指
摘

し
た
が
、
実
際
に
は
必

ず

し
も
明
確

で
は
な

い
。
最
後

に
、
関
係
資
料

か
ら
推
察
さ
れ
る
限
り

で
、

こ
の
点

の
問
題
点

に
ふ
れ
て
お
き
た

い
。

家
庭
奉
仕
員
、
家
事
援
助
者

い
ず
れ
が
派
遣
さ
れ
る
か
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
な
派
遣
が
必
要
な
低
所
得
世
帯

か
否
か
を

一
応

の
基
準

に
区
分
が
な
さ
れ
て

い
る

こ
と
は

先

に
ふ
れ
た
。

都

の
運
営
要
綱
を
み
る
限
り
、

家
庭
奉
仕
員
等

の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る

者

は
、

llQ(1ヱo)
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署

人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
申
出
書
」
を
申
請
し
、
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
す

る
か
、
家
事
援
助
者
を
派
遣
す
る
の
か
の
決
定
は
・
そ

の
後

に
区
市

町
村

長

に
よ

.
て
な

さ
れ

る
も

の
と
解

さ
れ

る
。
決

定

に
あ

た

.
て

は
、

申
出
書

の
ほ
か
、

必

要

に
応

じ

て
実
態

調
査

及
び

判
定

会
議
等
を
加
味
す
る
こ
と
と
さ
れ
・。

(護

6
)
。
区
市
町
村
長
は
、
派
遣
の
申
出

の
あ

っ
た
場
合

に
お

い
て
派
遣
を
適
当
と
認
め
た
と
き

は
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遺
通
響

に
よ
り
、
ま

た
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
不
承
認
通
知
書

に
よ

る
と
さ
れ
て
い
る

(諾

6
)
か
ら
、
家
覆

助
者

の
派
遣

が
適

当
と
さ
れ
た
場
合

に
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
決
定
通
知
書

と
共

に
・

介
護
券
交
付
申
込
書

の
提
出

を
、
あ
ら

た
に
求
め
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
腕
)
(藷

n
参
照
)
・

介
護
券
の
交
付

は
、
原
則

と
し
て
月
単
位
と
さ
れ
、
費
用
を
負
担
す
る
世
帯

に
あ

っ
て
は
費
用
の
納
入
後

に
介
護
券
を
交
付
す

る

こ
と

と
さ
れ

て
い
る

(要
領
11
)
。
家
庭
奉
仕
員
等

の
派
遣
回
数
、
時
間
数
及
び

サ
ー
ビ
ス
内
容

は
、

当
該
老
人

の
身
体
的
状
況
・
世
帯

の
状
況

等
を
勘
案

し
て
決
定

す
る
こ
と

(要
綱
7
)
と
さ
れ

て
い
る
が
、
家
事
援
助
者

の
場
合
は
、
派
遣
回
数

蒔

間
数
は
・
交
付
さ
れ
た
介
護
券

の
範
囲

で
、
利
用
者

の
希
望
す
・豪

事

.
介
護

掌

ビ
ス
が
、
家
事
援
助
者

と
利
用
者

の
取
り
決
め
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ

る
と
い
う

こ
と

に

な
る

の
で
あ

ろ
う

か
。

「
家

事
援

助

事
業
」

が
、

限

り

な
く
所

得
保
障

に
近

づ

い
て

い
る

と

い
う

事

実

は
・

具

体

的

に
は

こ

の
よ
う

な

形

で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ざ
る
を
得
な

い
由
縁

で
あ
る
。

以
下
、

こ
の
点

の
具
体
的
な
運
用
を
含

め
て
・
東
京
督

一三
区
な

ら
び
に

東
京
都

下
市

町
村

の
実

態
を

事

例
的

に
検

討

し

て

み

た
(鞠
㌍

注

'

(
1
)

Y
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
五
頁
。

(
2
)

M
市
の
よ
.つ
に
介
護
交
付
申
請
書
は
発
行
せ
ず
、

派
遺
申
請
書
を
欝

の
輩

、

家
事
援
助
者
の
派
遣
が
適
切

と
判
断
さ
れ
る
場
倉

は
・
市

が
家
政
婦
協
会
に
連
絡
し
家
事
援
助
者
を
、
申
請
者
に
紹
介
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

(
3
)

労
讐

竺

九
九
二
年

二
月
の
時
占
{で
家
政
婦
と

そ
の
紹
介
所
、
民
聞
掌

ビ
ス
会
社
を

対
象
と
す

る

「介
護
鶴

者
雇
用
管
理
改
善
肇

」

を

ま
と

め
た
と
報
じ

ら

れ

て
い
る

(
一
九

九

二

・
二

・
六
朝

日
新

聞

に

よ
る
)
。
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第

四
節

各

自

治
体

の
状

況

一

東

京
都

の
ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ

サ

ー

ビ

ス

①

S

区

後

述

の
0

区

と

と
も

に
・

東
京

都

二
三
区

の
ひ
と

つ
で
あ

る
。

S
区

の
総

人

口
数

は
、

後

述

す

る
神
奈

川
県

下

の
政
令
都

市

に
は
及

ば

な

い
も

の
の
・

神

奈

川
県

下

の
Ψ

市

の
総

人

[
[数

を

ゆ
う

に

こ
え

て

い
る
。

S
区

の
六
五
歳

以

上

の
高

齢
者

数

は
、

K
市

(神
奈
川
県
下
の

政
令
都
市
)

に
せ

ま

ろ
う

と
し

て
い
る
。

0
区

に
も

S
区

に
も
、

福

祉

公
社

が
設

立

さ
れ

て

い
る
。

後

述

の
Y
市

(神
奈
川
県
下
の
政
令
都

市
)
の

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

協
会

と

こ
と
な

り
、

自

治

体

か
ら

の
委

託
関
係

は
な

い
が
、

自

治
体

の
福

祉
事

業

に
実
質

的

な
影
響

を
与

え

て

い

る
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

実
施
形
態

(
-

)

(
2

)

老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
は
、
区

の
常
勤
職
員

で
あ
る
家
庭
泉
.仕
員
並
び

に
家
事
援
助
者

に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。
人
数
そ

の
他

は
、
表

1
の
通
り
で
あ
る
。

家
庭
奉
仕
員

(区
の
職
員
)
の
派
遣
対
象

は
、
所
得
税
非
課
税
程
度
以
下
、
費
用

は
無
料
、
家
事
援
助
者

(家
政
婦
)
の
場
合

に
は
、
生
計

中
心
者

の
所
得

に
応
じ
て
費
用
負
担
が
あ
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。

高
讐

世
帯
を
担
学

る
家
庭
奉
仕
員
は
二
・
名
崖

で
あ
聡

低
所
得
の
高
讐

馨

冊
に
す
べ
豪

庭
奉
仕
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

わ
け

で
は

な

い
・

家
庭

奉
仕

員

は
、
身

体
状

況

に
加

え

て
、

人

間
関

係

の
調

整

を

必
要

と
す

る

ケ

ー

ス
に
優
先

的

に
派
遣

さ
れ

る

こ
と

に

な

る

(表
-

奉
仕
員
派
遣
基
準
参
照
)
。

そ

の
他

の
低

所

得
世

帯

に
は
、

家

事
援

助

者

が
派

遣

さ

れ

て

い
る

(
こ
の
こ
と
は
、
有
料
で
家
事
援
助

(
4

)

者
派
遣
事
業
を
受
け

て
い
る
人
は
約

一
割
に
過
ぎ
な

い
と

い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
)
。

申
請

・
決
定
手
続
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在宅福祉サービスの法的研究

表1奉 仕員派遣基準

～ ケース検討会で派遣の可否を決定する時,い ろいろな角度か ら検討 してい

ますね?ど んな要件の時が奉仕員 の出番 なのか,慣 れで判断 していることは

i轡 せ撫 実調を受けもつ以糠 ミ知しておきましょう・～1

(1)高 齢者は65歳 以上であること。

② 障害者は1～2級 であること。

(3)所 得基準算出の結果,高 齢者は無料世帯であること。

(4)1～2級 以外の障害者で特に福祉事務所長が認める世帯であること。

㈲ 困難度の高 い世帯 ・直接身体に触れ る介護を要する世帯であること。

一2.困 難 度(派 遣 基 準)

(1)

(2>

(3)

が 必 要 な ケ ー ス 。

(4)

{5)

(6}

人間不信 またはi性 格的偏向あるケース。

家族間調整 の必要があるケース。

同一家庭内に複数の障害者 ・老人がいるため,多 方面での相談 ・助言

身辺管理(特 に金銭管理)が できないケース。

精神的不安定なケース。

被害妄想のあるケース。

⑦ 経済的問題(サ ラ金に追われているな ど)を 抱えているケース。

⑧ 複雑な介護を要するケース。

⑨ 本人 ・家族 とも,精 神的 自立を していないケース。

(io}他 法 ・他施策 との連携を常時必要 とす るケース。

⑳ 相談 ・助言を常時必要 とするケース。

⑫ 精神的 ・肉体的変動の激 しいケース。

⑬ 衛生面,栄 養面に問題あるケ0ス 。

◎現在使用 している基準は以上ですが,急 増中の 「痴呆性老人」への援助

は基準 に加えて積極的にかかわ る必要があ ります。

関係自治体からの資料提供による。

(
5
)

派
遣
申
請
が
あ
る
と
、
通

常
家
庭
奉
仕
員

二
人
が

「要

件

の
確
認
」

の
た
め
調
査
訪

問
を
す
る
。
こ
れ
は

「
調
査

者

の
報
告
次
第

で
決
定
、
処

置
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
重

(
6

)

要

な
業
務

」

と

さ
れ

る
。

電

話

で
依
頼

が
あ

っ
た
も

の
に

つ
い
て
は
、

こ
の
段

階

で
申
請

書

の
提
出

が
求

め
ら

れ

る
。

調

査
者

は
、
「
家

庭
奉

仕
員

等

派
遣

申
出

者
状

況

兼
判

定

会

議
資
料

」

(表
-
の

マ
ニ
ュ

ア
ル
を

精
密

に
し
た
も

の
)
を

作
成

し
、

ケ
ー

ス
検

討
会

に

報

告

す

る
。

ケ

ー

ス
検
討

会

は
、

一
週

間

に

一
度

開
催

さ

113(rY3)



(
7

)

(
8

)

れ
る
。

ケ
ー
ス
検
討
会

で
は
、

派
遣
世
帯
、
回
数
決
定
が
、
家
庭
奉
仕
員
全
員
合
意

の
上
決
定

さ
れ
る
。
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
は
、
報
告
は

受
け
る
が
、
検
討
会
自
体

に
は
出
席
し
な

い
。
検
討
会

で
は
、
奉
仕
員
派
遣
基
準

に
示
さ
れ
る
困
難
度

の
認
定
、
誰
を
世
帯

の
生
計
中
心

(
9

)

者

と
し

て
認
定

す

る

か
等

が
議
論

に

な
り
易

い
と

い
わ

れ

る
。

串
請
か
ら
決
定
ま
で
の
期
間

申
請

か

ら
決

定

ま

で

の
処

理
期

間

に

つ
い
て
は
、
老

人
家

庭
奉
仕

員

派
遣

事

業

運
営

要

綱
上

規

定

は
な

い
。

実

務

で
は
、

申
請

が
あ

っ

て
か
ら
、

調

査
訪

問

を
経

て
ケ

ー

ス
検

討
委

員

ま

で
、

原

則

一
週
間

と

さ

れ
る

(
一
週
間
は
無
理
と
し

て
も
、
調
査
訪
問
後

に
開
催
さ
れ
る
直
近

の
検
討
委
員
会
を
経
て
決
定
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
)
。

待
機
者

(
10

)

待
機
者
は
問
題

に
す
る
ほ
ど
多
く
な
い
と

い
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
家
事
援
助
者

の
派
遣
に

つ
い
て
は
、
家
事
援
助
者
が
不
足
気
昧

で
あ

り
、
特

に
家
事
援
助
者

の
休
暇

が
集
中
す
る
七

・
八
月
と

一
二
月

に
は
、
決
定
か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
ま

で
時
間

が
か
か
る

こ
と
が
少
な

(
11

)

く

な

い
と

い
わ

れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

(
12

)

回
数

の
変

更

・
サ
ー

ビ

ス
内
容

の
変

更

な

ど
は
、

担

当

の
老

人
家

庭
奉
仕

員

が
作
成

す

る

ケ
ー

ス
記
録

を
基

に
、

ケ
ー

ス
検

討
会

で
の

(
13
)

検

討

を

経

て
決

定

さ
れ

る
も

の
と

考

え
ら

れ

る
。

変

更

に

つ
い
て

は
、

変

更

通

知
書

は
出

さ
れ

て

い
な

い
。

家

事
援

助

者

の
場
合

は
、

提

出

さ

れ

た
報

告
書

を
基

に
、

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

に
よ

り
、

対

処

さ

れ

る

こ
と
に

な
る

と
考

え
ら

れ

る
が
、

利

用
者

か

ら

の
申
出

が
な

い
か

ぎ
り
、

行

政

に

よ
る
積

極

的

な
対

応

が

難

し

い
こ
と
は
後

述

の
と
お

り

で
あ

る
。

ま

た
、

こ
の
点

の
対

応

は
ま

っ
た

く
事

実

上

の
処
理

と

し

て
行

わ
れ

て

い
る
。

廃

止

114(1ヱ4)



在宅福祉サー ビスの法的研究

申
請

書
提

出
後

で
も
、

家

族

間

の
調
整

が

つ
か

な

か

っ
た
り
、

入

院
等

で

サ
ー

ビ

ス
の
実

施

前

に
辞

退

が
あ

る
と

い
わ

れ

る
。

こ
う

し

た
場

合

却
下
手

続

を

と

る
か

ど
う

か

は
、

状

況

に
よ

っ
て
異

な

る
。

サ

ー

ビ

ス
実
施

後

、
身

体
状

況

が
改

善

さ
れ

た

と
老
人

家

庭
奉
仕

員

が
判

断

し
、

利

用
者

と

の
話
合

い
の
上
、

サ
ー

ビ

ス
が

廃
止

さ

れ

る
場

合

も
少

な

く

な

い
と
さ

れ

る
。

こ
う

し
た
場

合

多
く

は
、

話
合

い

(
14

)

の
上
、
辞
退
届
を
出
し
て
も
ら

い
そ

の
上

で
廃
止
決
定
通
知
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

派
遣
期
間

派
遣
期
間
は
、
次
年
度

の
六
月

三
〇
日
ま

で
と
さ
れ
、
そ

の
段
階

で
あ
ら
た
め
て
収

入
申
告

と
申
請
書

の
提
出

が
求
め
ら
れ
る
が
、
あ

ら
た
め
て
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。

(
15

)

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

家
庭

奉

仕

員

は
、

「
日
誌

に
よ

る
業
務

報

告
」

「
ケ

ー

ス
記

録
」

を
作

成

す

る
。

ケ

ー

ス
記

録

は
、

ケ
ー

ス
ワ
ー

ヵ
1

・
係

長

も
記

入

す

る
。

こ
れ

ら

は
必
要

に
応

じ

て
、

ケ

ー

ス
検

討
会

に
も
提

出

さ

れ

る
も

の
と
考

え
ら

れ

る

(注

12
参
照
)
。

こ
れ

に
対

し
、
家

事
援

助

者

(登
録
家
政
婦
)
の
場

合

は

ど
う

で
あ

ろ

う

か
。

東
京

都

の
協

定
書
第

九

条

は
、

「家

事
援

助

者

は
、

第

五
条

に
基

づ
き

行

っ
た

サ

ー

ビ

ス
内

容

等

に

つ
き
、

そ
れ

ぞ
れ

の
対
象

者

の
状

(
16

)

況
に

つ
い
て

『
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
状
況
報
告
』
を
作
成
し
、
乙
を
経
由
し
て
実
施
主
体
に
速
や
か
に
報
告
す
る
も

の
と
す
る
」

と
さ
れ

て

い
る
か
ら
、
制
度
上
は
こ
の

「報
告
書
」
を
通
じ
て
、
実
施
主
体
は
利

用
者

の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

S
区
で
は
、
表

2
の
よ
う
な
報
告
書

の
提
出
を
求

め
て
い
る
。
行
政
は
、
出
来

る
だ
け
家
事
援
助
者

で
は
な
く
、
高
齢
者
自
身

に
よ
る

報

告
書

の
記
入
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ

に
よ

っ
て
筆
跡
な
ど
か
ら
、
体
調
等
を
判
断
す
る
た
め

で
あ
る
と
い
う
。
家
事
援
助
者
派
遣
事
業

の
場
合

に
は
、
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
、
継
続

の
要
否

が
判
断
さ
れ
、
特

に
問
題

が
な
け
れ
ば
、
三
ヵ
月

に

一
度

(有
料
の
場
合
は
、
納
付
書

の
写
し
を
入
手
し
た
後
)
・
介

護
券
が
ま
と
め

て
送
付

さ
れ
る

こ
と
に
な
華
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表2

家庭奉仕員活動報告書(月 分)

家庭奉仕員氏名

「

F

ド

1

卜

=

,

l

I

I

=

i

1

考備

lll
～

i-1
～

iーー
～

1-1
～

1
llー

～

1
1-i

～

1

ill
～

ー

lll

～

i
lll

～

1
ーー1

～

ll
ー1ー

～

Il

ll
ーー

111
～

1-1
～

ー

1

認確

卜
数間時

ll
ll

ーll
～

llI
～

1
～

1

1
間時働実

1

ー

i

ー

lIl

～

1 ～

li

匹

～

ー

～

1 1
～

1
/1

た
名鮒氏避の派者

1

i

瑠

1

/

日

計合

(II6)116



在宅福祉サービスの法的研究

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

家
庭
奉
仕
員

家

事
援
助
者

の
派
遣
回
数

は
・
塑

三

回
・

一
回

二
～
三
時
間

で
あ
静

家
庭
奉
仕
員

に
つ
い
て
は
・
日
曜
餐

の

派
遣

は
な

い
。
土
腎

は
役
所

の
開
所

日
ど
お
り
隔
週
半

日
の
勤
務

で
あ
㌔

)

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
に
つ
い
て

サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手

で
あ
る
家
庭
奉
仕
員

の
区
採
用
基
準
は

「
義
務
教
育

終
了
程
度

の
能
力
を
有
す
る
者
」

で
、

四
〇
歳
未
満
の
者
。

採
用
方
法
は
、
作
文

・
適
正
検
査

・
面
接

と
さ
れ
て
い
る
。

家
事
援
助
者
は
、
取
扱
要
領

に
お
い
て

「
区
に
登
録
し
て

い
る
者

及
び
家
政
婦
紹
介
所

に
登
録
が
な
さ
れ
て
い
て
、

S
区
に
届
出

て
い

る
者

の
う
ち
播

時
研
修

の
苧

証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
」

と
さ
れ
て
い
菊

し
か
し
・
実
際

に
は
終
了
し

て
い
な
く
て
も
受

け
付

(
21

)

け
ら
れ

て
い
る

(な
お
、
別
紙
の
家
政
婦
紹
介
所
か
ら
の
推
薦
名
簿

・
表
3
参
照
)
。

研
修
は
、
都

の
研
修

の
他
、
区

の
研
修
を
、
受
け
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、

予
算

の
関
係

で
、
毎
年
何
人
か
が
交
替

で
受
け
る

こ
と

に
な
る
。

家
庭
奉
仕
員

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
健
康
診
査
が
行
わ
れ
る
が
、
家
事
援
助
者

に
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
労
働
災
害

の
適
用
も
家
庭

奉
仕
員
の
場
合

の
み
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

費

用

家
庭
奉
仕
員
派
遣

の
要
件

の

一
つ
で
あ
る

「
所
得
税
非
課
税
世
帯
」

で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
家
事
援
助
者
派
遣
の
場
合
、
介
護
券
が
有

料

と
な
る
か
否
か

の
決
定
は
、
世
帯

の
生
計
中
心
者
が
だ
れ
か
、
「
所
得
」
と
は
何
か
、

の
理
解

に
か
か

っ
て
い
る

(「
世
帯
の
生
計
中
心
者
」

の
認
定
に
つ
い
て
は

「決
定
」
の
項
参
照
)
。

講

は
、
費
用
負
担
額

は
次

の
事
項

に
よ
り
算
定

し
決
定
す

る
と
し
、
「所
得
」
と
は
何

か
・
所
得

の
額

の
計
算
方
法
・
所
得
額

の
轟

)
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表3

家庭奉仕員等派遣事業等 に基づ く「家事援助者」推薦名簿

区 ・市 ・町 ・村

々
f

儲育
・
.
「、

i

ユ

7ーポ

、

'

1

,

1

'
ノ
」

∴

・

r
[
H

、
^

1

"
、
口

!

亨へ ㊥

住 所 ・電 話
r

」ヒ

老人、心身1章害者(児)家 庭奉仕員等派遣 」1蝉運 営::弄野1ト:等に基づ く派遣事 裳の趣旨

に同意 し 「家事候助者」 として誠意をもって活動 します。

藁(1}本 表は 、本 人の 同意 を得 るこ と。

②2以 上 の区 市1こ渡 って」;7動す る人 につい て は、主 に活動 す る区 古町村i4し 、重 複 は さけ るこ と.

(3)3部 作 成 し、区市 町村 と福 祉局 及 び控 え として下 さい。

(4)必 要記 載事項 が ない場 合 は、家 事援助 者 として活動 出来 ない こ とが あ1〕ます ので必 す紀 載 して下Nい 。
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に

つ
い
て
述

べ

て
い
る

が
、

そ

の
結

果
、

(
23

)

い
く
ら

を
負

担

す

べ
き

か

は
具
体

的

に
述

べ
て

い
な

い
。

在宅福祉サービスの法的研究

注
(
1
)

東
京
都
と
各
家
政
婦
協
会
と

の
間
で
締
結
さ
れ
る
協
定
書
に
お
い
て
は
、

家
事
援
助
者
と
は

「実
施
主
体
に
登
録
等
を
し
て
い
る
家
政
婦
」

を

い
う
と
さ
れ
て
い
る
。
登
録
家
政
婦
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
は
、
前
章
参
照
。

(
2
)

S
区
要
綱
で
は
、

老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遺
事
業
の
実
施
主
体
は
S
区
と
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
、

家
事
援
助
者
に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
取
扱
要
領
の
段
階
に
お
い
て
、
要
領
自
体
が
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
取
扱
要
領
、
老
人
家
庭
家
事
援
助
者
派
遣
取
扱
要
領
に
区
分
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
、
両
事
業

の
内
容
が
明
ら
か
と
な
る
。
家
事
援
助
者
派
遣
事
業
は
こ
の
よ
う
な
脈
絡

の
中
で
し
か
浮
か
び
上
が

っ

て
こ
な
い
。
区
市
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遺
事
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
、
東
京
都
が
区
市
町
村

か
ら
委
任
を
受
け
て
家
政
婦
協
会
団
体
と
の

協
定
締
結
を
行

っ
て
い
る
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
要
綱
が
行
政
内
部
的
な
文
書
と
し
て
で
は
な
く
、
市
民

へ

の
公
表
を
予
定
し
て
策
定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
で
は
不
充
分
と
言
う
こ
と
に
な
る

(東
京
都

の
区
市
町
村

の
要
綱
は
、
条
文
形
式
を
と

っ

て
い
な

い
)
。
こ
こ
で
例
示
し
た
要
綱
も
例
外
で
は
な
い
。

こ
れ
は
行
政
内
部
的
な
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
と
の
指
摘
も
あ
る

(大
橋
洋

一

『
行
政
規
則
の
法
理
と
実
態
』
三
三
九
頁
)
。

な
お

一
九
八
四
年
東
京
都
の
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
が
実
施
さ
れ
た
際
、

家
事
援
助
者
派
遣
事

業
を
要
綱
上
は
明
記
せ
ず
要
領
に
お
い
て
具
体
化
す
る
べ
し
と
暗
黙
の
指
導
が
あ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。

(
3
)

表

1
に
示
す
家
庭
奉
仕
員
数

は
、
身
体
障
害
者
を
担
当
す
る
家
庭
奉
仕
員
も
含
む
。

(
4
)

家
庭
奉
仕
員
の
場
合
は
、
生
活
上
の
相
談

・
助
言
も
仕
事
の

一
部
と
さ
れ
る
が
、

家
事
援
助
者
の
場
合
は
、

家
事
援
助
サ

ー
ビ
ス
が
中
心
と
な

る
。
身
体
介
護
に
関
わ
る
家
事
援
助
者
の
仕
事
は
、
通
院
の
時
の
介
助
の
み
で
あ
る

(身
体
介
護
型
の
費
用
が
家
事
援
助
者

に
支
払
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
)
。
現
実
は
、
低
所
得
世
帯
の
中
で
、

本
来
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
対
象
と
な
る
は
ず
の
高
齢
者
が
、

家
事
援
助
者
の
派
遣
対
象
と
な

っ

て
い
る
こ
と
も
、
予
想
さ
れ
る
。
東
京
都
は
公
務
員
の
総
定
員
制
を
と

っ
て
い
る
た
め
常
勤
化
が
む
つ
か
し
い
と

い
わ
れ
る
。

(
5
)

申
請
者
は
原
則
と
し
て
当
該
世
帯
の
生
計
中
心
者
と
さ
れ
る

(S
区
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
運
営
要
綱
6
)
。

(
6
)

S
区
福
祉
事
務
所
家
庭
奉
仕
員

「
さ
さ
え
る
手
ー
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
ポ
イ
ン
ト
ー
」

二
三
頁
。

S
区
だ
け
で
は
な
い
が
、

一
般
に
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
に
は
、
派
遣
世
帯

の
決
定
等
に
関
わ
る
用
語
の
定
義
等
、
裁
量
事
項
が
少
な
く
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な

い
。

派
遣
対
象
と
さ
れ
る

「
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
」
、
「介
護
を
行
え
な
い
よ
う
な
状
況
」
と
い

っ
た
文
言
は
そ
の

一
例
と
言
え
よ
う
。

(
7
)

ケ
ー
ス
検
討
会
で
は
、
派
遣
可
否
の
決
定

の
他
、
廃
止
す
る
場
合
の
条
件
や
、

処
遇
方
針

.
方
法

の
立
案
、

業
務

の
点
検
担
当
世
帯
の
引
継
も

行
わ
れ
る

(「
さ
さ
え
る
手
」
二
四
頁
)
。

(
8
)

形
式
的
に
は
、
派
遣
世
帯
の
決
定
権
老
は
区
長
で
あ
る
。

本
文

で
述

べ
た
こ
と
は
、

実
質
的
な
手
続
過
程
と
し
て
法
制
度
上
整
備
さ
れ
る
べ
き

点
と
い
え
よ
う
。

(
9
)

高
齢
者
と
子
供
夫
婦
が
、
同
じ
家
に
住
ん
で
い
る
が
、
高
齢
者
は
年
金
収
入
で
生
活
し
、

食
事
も
別
と
い

っ
た
場
合
が
、

判
断
の
難
し
い
ケ
ー

ス
と
さ
れ
る
。
住
民
票
よ
り
は
実
態
が
重
視
さ
れ
る
。

(
10
)

待
機
者
が
少
な
い

一
っ
の
理
由
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
そ
れ
ほ
ど
充
実
し
て
い
な
い
た
あ
で
あ
ろ
う
。

待
機
し
て
い
る
よ
り
、

と
り
あ
え
ず

他

の
援
助
を
考
え
る
方
が
先
決
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
S
区
ふ
れ
あ

い
公
社
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
般

に
待
機
は
ど
の
自

治
体
で
も
少
な
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
11
)

家
事
援
助
者

(家
政
婦
)
自
体

に
高
齢
の
人
が
多

い
と
こ
ろ
か
ら
、
特
に
冬
期

に
は
体
調
を
く
ず
す
こ
と
が
多
く
、
対
応
に
手
間
取
る
こ
と
が
多

い
と
い
わ
れ
る
。
家
政
婦
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
派
遣
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
と
す
る
苦
情
は
、
中
野
区
の

一
九
九
〇
年
度
福
祉

サ
ー
ビ

ス
苦
情
申
し
立

て
に
も
、
三
件
で
て
い
る
。
民
間
事
業
を
公
的
事
業

に
包
摂
し

て
い
く
場
合
の
問
題
点
と
い
え
よ
う
。

S
区
で
は
派
遣
さ
れ
る
家
事
援
助
者
が
具
体
的
に
決
定
さ
れ
る
と
、
区
が
派
遣
の
日
時
を
決
定
し
、
介
護
券
を
発
行
す
る
。

(
12
)

家
庭
奉
仕
員
は
、
「
日
誌

に
よ
る
業
務
報
告
」
を
出
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に

「
ケ
!

ス
記
録
」
を
作
成
す
る
。
も

っ
と
も

「
ケ

ー
ス
記
録
」
は
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
も
係
長
も
記
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

(
13
)

東
京
都
取
扱
要
領
は
、
「
ロ

申
出
者
は
、
派
遣
申
請
書
の
記
載
事
項
等
に
変
更
等
が
あ

っ
た
と
き
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
対
象
者
異
動

届
に
よ
り
、
区
市
町
村
町
に
届
出
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
か
、
実
質
的
な
運
用
は
難
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
異
動
届
は
、
国
通

知
に
は
な
く
東
京
都
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
、
異
動
届
は
、
そ
の
名
称
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
記
載
事
項
等
に
変
更
等
が
あ

っ
た
場
合
に
提
出

す
る
も
の
で
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更

(特

に
派
遣
回
数

の
増
加
や
サ
ー
ビ
ス
項
目
の
追
加
)
を
、
目
的
と
し
た
書
類

で
は
な
い
よ
う
に
推
察
さ
れ

る
。
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
は
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
不
可
欠
な
事
項
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
量
を
増
加
さ
せ
る
変
更
は
絶
対
量
が
不
足
し

て
い
る
た
め
に
事
実
上
無
意
味
な
場
合
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
野
区
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
で
、

こ
の
よ
う
な
苦
情
が
出
て
い
る
こ
と
は
、
従
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在宅禰祉サービスの法的研究

来
も
こ
の
点
に
関
す
る
苦
情
が
潜
在
化
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
行
政
不
服
審
査
法

に
よ
る
権
利
救
済
手
続

で
は
こ
う
し
た
苦
情
に
十
分
対
応
し
え

な
か

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
を
、
逐

一
書
類
手
続
に
よ

っ
て
確
定
し
て
行
く
こ
と
が
、
実
情

に
沿
う
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
も
検
討
の
余
地
は
あ
ろ
う
。
他
面
、
行
政
の
裁
量
に
委
ね
き
る
こ
と
も
、
利
用
者

の
権
利
性
確
保

の
面
か
ら
は
問
題
と
な
ろ
う
。
サ
ー
ビ
ス
の

変
更
手
続
を
制
度
的
に
ど
の
よ
う
に
保
障
す
る
の
か
は
、
今
後
検
討
が
必
要
な
分
野
と

い
え
よ
う
。

変
更
通
知
書
の
利
用
は
、
利
用
者

へ
の
迅
速
な
対
応
を
阻
止
す
る
と
い
う
意
味
で
は
必
ず

し
も
望
ま
し
い
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、

中
野
区
の
苦
情
申
し
立
て
に
お
い
て
も
、
「病
状
好
転
と

い
う
区
の
判
断
に
よ
り
家
政
婦
の
派
遣
が
週

一
回
減
ら
さ
れ
た
ケ
ー

ス
」

が
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
何
等
か
の
チ

ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
不
服
申
し
立
て
や
異
議
申
し
立

て
は
、
難
し
く
な
る
。

(
14
)

「
さ
さ
え
る
手
」
二

一
頁
に
も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
所
得
給
付
の
場
合
と
比

べ
、
家
庭
奉
仕
員
が
実
情
を
把
握
す
る
機
会
は
多
く
、
ま

た
利
用
者
の
事
実
上
の

「
意
見
陳
述
」
の
機
会
も
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
て
い
る
、
と

い
わ
れ
る
が
、
苦
情
処
理
に
関
わ
る
第
三
者
機
関
を
設
け
、
廃

止
の
場
合
は
、
行
政
が
必
ず
そ
こ
に
連
絡
す
る
等

の
対
応
が
必
要
と
な
ろ
う
。

(
15
)

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
が
サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
を
把
握
す
る
こ
と
は
、

①

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
当
り
、
実
施
主
体
は
、

ど
こ
ま
で
サ
ー

ビ
ス
の

遂
行
過
程
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
②
事
故
が
発
生
し
た
場
合
先
の
実
施
形
態
と
関
連
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
過
程
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
主
体
は
ど
こ
ま
で
責
任
を
お
い
う
る
か
、
③
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
過
程

で
の
事
故
に
対
す
る
予
防
体
制
を
確
立
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
こ
で
だ

れ
が
、
そ
の
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
確
立
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
か
、
を
検
討
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
所
得
給
付
の
場
合
と
異
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
決
定
者
と
供
給
者
は
実
際
上
違

っ
て
い
る
。
特

に
民
間
委
託
の
場
合
は
、
右
の
点
は
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
く
る
。

(
16
)

行
政
は
、
こ
の
報
告
書
よ
り
高
齢
者

の
実
情
を
知
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
の
必
要
性
や
、

継
続
の
必
要
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
家
庭

奉
仕
員
の
場
合
と
比

べ
て
も
、

き
わ

め
て
不
充
分

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
「
民
間
委
託
」
の
場
合
に
煩
雑
な
ケ
ー

ス
記
録
等
の
作
成
を
ど
こ
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
か
、
と
い

っ
た
こ
と
や
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

(区
の
福
祉
担
当
職
員
)
の
業
務
量
の
多
さ
が
、
指

摘
さ
れ
よ
う
。
家
庭
奉
仕
員
の
場
合
に
も
、
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
な

「
業
務
日
誌
」
や

「
ケ
ー
ス
記
録
」

の
検
討
が
時
間
的

・
能
力
的
に
ど
こ
ま
で

可
能
か
は
、
疑
問
で
あ
る
が
、
事
故
防
止
の
予
防
等

「
ケ
ー

ス
検
討
会
議
」
等
を
通
じ
て
、
検
討
の
場
が
、
制
度
的
に
も
、

一
応
保
障
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
家
事
援
助
者
と
の
違

い
で
あ
る
。

(
17
)

東
京
都

の

「取
扱
要
領
」

11
は
、
「
口
介
護
券
の
交
付
は
、
原
則
と
し
て
、
月
単
位
と
す
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
三
ヵ
月
と
い
う

周
期
は
、
状
況
を
把
握
す
る
に
は
、
不
適
当
と
い
え
る
。

ま
た
東
京
都

「取
扱
要
領
」

15

は
、
「
区
市
町
村
長
は
、
派
遣
を
廃
止
し
た
と
き
、
又
は
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介

護
券

の
有

効
期
限

が
経
過

し
た
と
き

は
、
す

で
に
交

付
し
た
介

護
券
を
直

ち

に
返
還

さ
せ
る
も

の
と
す
る
と

し

て
い
る
」

が
、
右

の
よ
う
な
構
造

で
は
、
行

政
は
高
齢
者

が
、
派
遣
を

廃
止
す

る
状
況

に
あ

る
か

ど
う
か

の
判
断

は
通
常

は
難

し

い
こ
と

に
な

る
。

な
お
派

遣
期

間
は
、
次

年
度

の
六

月

三
〇

日
ま

で
と

さ
れ
、

そ

の
段

階

で
改

め
て
、
収

入
申
告
を

申
請
者
が
出

す
が
、

そ

の
段
階

で
改

め

て
調
査

が
な
さ

れ
る
こ
と
は

な

い
。

ま
た
介

護
券

は
、

必
要

に
応
じ

て
配
布
さ

れ
る
も

の
で
あ

る
か

ら
、

老

人
が
入
院

し
た
よ
う

な
場

合
以
外

に
は
、
「
介

護
券

の
有
効

期
限
が
経

過

す

る
場

合
」

は
想
定

し
に
く

い
が
、
実

際

に
は
、
家

事
援

助
者

の
方

の
都

合

(病

気

そ
の
他
)

で
、

サ
ー

ビ

ス
が

提
供
さ
れ
ず
介

護
券
が
余

る
場

合

も
あ
る
と

の

こ
と

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
場

合
が
、
家
政

婦
派

遣
所
が
自

主
的

に
動

い
て
別

の
人
を
派

遣
す

る
か
、
老
人
側

か
ら

の
届
出

が
な

い
限

り
、
制
度
上

の
処
置

は
と
ら

れ
な

い
こ
と

に
な
る
。
未
使

用
と

な

っ
た
理
由

と
し

て
は
、
老

人
側

の
都

合

の
他

に
、
家
事
援

助
者

の
都

合

で
サ
!
ビ

ス
が

な
さ
れ
な

か

っ
た
場
合

も
含

ま

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合

、
家
政
婦
派

出
所
が
動

い
て
別

の
人
を
派

遣
す
る

か
、
老
人

側
か
ら

の
届

出

が
な

い

限
り
、
制
度

上

の
処
置
は
と

ら
れ
な

い

こ
と

に
な
る

(
S
区

の
ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
1
は
、
家

庭
奉

仕
員
等
派

遣
事
業

(老

人

・
障
害
者
)

の
利

用
者

二

〇
〇

名
余

、

そ

の
他

に
入
浴

サ
ー
ビ

ス
や
寝
具
乾

燥

サ
ー

ビ
ス
な

ど

の
受

付
も
行

っ
て
い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
)
。

(
18
)

奉
仕
員

の
派

遣
回
数
が
、
週

一
～

二
回

(
一
回

二
～

三
時

間
)
と

い
う
実
状

は
、
区
当

局
が

い
う
よ
う

に
、

こ

の
制
度
だ

け
で
高

齢
者

の
家
事

を

援
助

す
る

こ
と

は
難

し
く
、
他

の
サ

ー

ビ
ス
の
補
助
、
家

族

の
補

助

で
し

か
な
く
、
他

か

ら
の
援
助

が
期
待

し
に
く

い
低
所
得

一
人
暮

し

の
高
齢
者

の

ニ
ー

ズ
に
は
、

も
と
も
と

こ
た
え

に
く

い
も

の
で
あ
る
。
所

得
税
非
課

税
世
帯
以
上

の
場
合
も

、
サ
ー

ビ

ス
の
内
容
が
家
事

援
助

に
限
ら
れ
、

し

か
も
同
居
世
帯

で
も
、

サ
ー

ビ

ス
は
高

齢
者
自
身

に
対
す

る
も

の
に
限
定
さ

れ
る
か

ら
、
共

有
部
分

に
か
か

わ
る
サ
ー

ビ

ス
の
運
用
な

ど
に
難

し

い

点
が

で
て
く

る
。

(
19
)

こ
の
点

は
、

各
自
治
体

と
も
共

通

し

て
い
る
。
中

野
区

の
オ

ン
ブ

ズ

マ
ン
制

度

に
も
苦
情
が
出

て
い
る
。

(
20
)

東
京

都
と

各
家
政
婦
協

会
間

の
協

定
書

に

い
う
登
録
家
政

婦
が
、
採

用
時
研
修

を
終
了

し
た
者

を

さ
す

の
か

は
明

ら
か

で
は
な

い
。

(
21
)

S
区

で
も
、
他

区
と

同
様
家
事
援

助
者

の
希

望
者

は
少
な

く
、

ま

た
家
政

婦
協

会
は
、

身
体
介

護
型

の
サ
ー

ビ

ス
を
独
立

さ
せ
る

こ
と

に
は
積

極

的

で
は

な

い
と

い
わ
れ
る
。

(
22
)

高
齢
者

は

、
申
告

し

た
額

を
忘

れ

て
い
た
り

、
申
告
を

し

て
い
な

い
こ
と

も
あ

っ
て
、

所
得
額

の
認
定

を
、

ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

の
方

で
改

め

て

し

な
け
れ
ば

な

ら
な

い
こ
と

も
少

な
く

な

い
と

い
わ
れ
る
。

そ

の
こ
と

が
、

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー
の
仕
事
を
加

重

に
し

て
い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
。
同

時

に
、
役
所
内

で
、
高
齢
老

の
資
産

そ

の
他

に
資
料

提
供
を
求

め
る

こ
と
も
あ
り

、
高

齢
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ
ー

の
保

護
に
関
わ

っ
て
、

一
般

に
問

題

と

な
り
易

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。
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(
23
)

区
は
、
東
京
都

の
通
知
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
0
区
と
同
様
、

六
ラ
ン
ク
の
費
用
負
担
基
準
に
基
づ
い
て
・

介
護
券

の
購

入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
S
区
要
綱
は
、
費
用
負
担
額

の
決
定
に
つ
い
て
、
東
京
都
取
扱
要
綱
8
を
受
け
て

「
ア
災
害
等
に
よ
る
損
失
、
イ
退
職
失
業
等
、
ウ
世
帯

員
の
増
加
」
に
よ
り
著
し
か
支
出
増
又
は
収
入
減
が
あ
る
場
合
を
、
経
済
状
況
が
悪
化
し
た
場
合
に
当
た
る
と
し
て
い
る
が
、
減
額

の
判
定
に
つ
い

て
も
将
来
的
に
は
、

一
応
の
手
続
が
必
要
と
さ
れ
て
こ
よ
う

(
S
区
で
は
、
確
定
申
告
の
修
正
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
等
、
か
な
り
限
定
的
な
理
解

を
し
て
い
る
)。

特
に
家
事
援
助
者
の
場
合
、
三
ヵ
月
毎
あ
る
い
は

一
ヵ
月
毎

に
介
護
券
を
前
払
い
で
支
払
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

し
か
も
生
計

中
心
者

の
前
年

の
所
得
に
対
し
、
形
式
的
に
負
担
額
が
決
定
さ
れ
る
現
状
で
は
、
実
際
上

の
負
担
額
が
加
重
と
な
る
世
帯
も
少
な
く
な
い
と
い
え
よ

う
。

在宅福祉サービスの法的研究

②

0

区

東
京

都

二
三
区

の
ひ

と

つ
で
あ

り
、

S
区

と

ほ
ぼ
同

様

の
規

模
、

性

格

を
有

し

て

い
る
。

実
施
形
態

老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
は
、
区

の
常
勤
職
員

で
あ
る
家
庭
奉
仕
員
並
び
に
・
家
事
援
助
者

に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
菟

本
来
老

人
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
し
た
い
ケ
ー

ス
で
も
、
人
手
不
足
か
ら
、
家
事
援
助
者
が
派
遣
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な

い
こ
と
も
S

(
2

)

区
と
同
様

で
あ

る
。

家
事
援
助
者

が
派
遣

さ
れ
て

い
る
世
帯
も
ほ
と
ん
ど
無
料

で
有
料
世
帯

は

一
割
強
に
過
ぎ
な

い
。

申
騎

・
決
定
手
続

派
遣

の
決
定
は
、
老
人
担
当

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
老
人
福
祉
指

導
主
事
が
、
老
人
宅
を
訪
問
調
査
す
る

こ
と
に
よ
り
事
実
上
決
定

さ

(
3

)

れ

て
い
る

(
こ
の
点
S
区
と
異
な
る
こ
と
に
注
意
)
。

家
事
援
助
者
派
遣

の
決
定
は
、
家
政
婦
紹
介
所

に
人
的

ゆ
と
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
派
遣
さ
れ
る
家
事
援
助
者
を
確
定
し
た
上
で
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発
行
さ
れ
魏

s
区

と
異
な
り
、
介
護
券

に
は
派
遣
回
警

派
遣
時

間
が
記
入
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
派
遣

の
日
時

は
、
家
事
援
助
者

(家

(
5
)

政
婦
)
と
利

用
者
と

の
話
合

い
で
決
定
さ
れ
て

い
る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
期
間

処
理
期
間

に

つ
い
て
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要
綱
上

の
規
定
は
な
い
。
し
か
し
家
事
援
助
者
派
遣
事
業

の
場
合
、
家
事
援
助

者
が
見

つ
か
る
ま

三

ヵ
月
以
上
か
か
る
の
は
通
常
と
言
わ
れ
て

い
郁

家
事
援
助
者
が
具
体
的

に
難

し
て
か
ら
、
決
定

通
知
書

が
出

さ
れ

る

こ
と

に
な

る

か
ら
、

家

事
援

助

者
派

遣

事
業

の
決

定

に
は
、

一
ヵ
月

以
上

を
有

す

る

こ
と

に
な

る
。

待
難

待
…機
者

は
特
別

に
は

い
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

家
事
援
助
者
が
派
遣
さ
れ
る
場
合
、
絶
対
数

が
少
な

い
た
め
、
利
用
者
と
折
り
合

い
の
よ
く
な
い
家
事
援
助
者

が
派
遣

さ
れ
る
こ
と
も

少

な

く

な
嘔

こ
う
し

た
場

合

に
は
・

家

事

援

助

者

と

の
ト

一フ
ブ

ル
か
ら
、

派
遣

の
回

数

(介
馨

の
枚
数
)

が
、

減

ら

さ
れ

る

こ
と
も

間

々
行
わ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
変
更
通
知
書
は
特

に
出
さ
れ

て
い
な

い
。

廃

止

先

に
指
摘
し
た
よ
う
な
家
事
援
助
者

と
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、

サ
ー
ビ

ス
の
廃
止

に
ま

で
持
ち
込
ま
れ
る

こ
と
も
あ

る
と
い
わ
れ
る
。

こ
う

し
た
場
合
も
含
め
、
廃
止

は
口
頭

で
伝
え
ら
れ
、
廃
止
通
知
書
は
出

さ
れ
な

い
。

派
遣
期
間

老

人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
取
扱
要
領

6
は
、
要
綱

6
を
受
け

て
、
派
遣
決
定
通
知
書

に
は
、
派
遣
期
間
を
明
記
す
る
こ
と
と
さ
れ

て

い
る
。
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在宅福祉サービスの法的研究

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

介
護
券

は

一
ヵ
月
毎

に
交
付

さ
れ
る
。
東
京
都

の
協
定
書

は
、
家
事
援
助
者
に
対
し

「
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
状
況
報
告
書
」

の
提
出
を

(
9

)

求

め

て
い
る

が
、

0
区

で
は
要

求

さ
れ

て

い
な

い
。

O
区

で
は

一
ヵ
月

に

一
度

利

用
者

で
あ

る
高
齢

者

か
ら
、
状

況
報

告

の
電
話

を

も
ら

痘
叙純
難
醜
無
雛
麺
槻郷
攣
隷
爵
鰭
羅
鞍
紅柵鶴
耀纏

て
お
り
、
高
齢
者

の
問
題
状
況

は
、
少
な
く
と
も
本
人
が
申
し
立

て
な
い
以

上
、
把
握

さ
れ
に
く

い
。

費

用
を
負
担

す
る
世
帯

の
場
合

に
は
、
費

用
の
納
入
後

に
介
護
券
は
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
家
事
援
助
を
継
続

し
た

い
と
い
う

一
応

の
意
思
表
示
と
大
ま
か
な
状
況
は
把
握

で
き
る
が
、
費
用
徴
収

の
さ
れ
な

い
低
所

得
世
帯

の
場
合

に
こ
れ
だ
け
で
は
把
握

は

で
き
な

い
こ
と
に
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

家
庭
奉
仕
員

.
家
事
援
助
者

の
実
際

の
派
遣
回
数

は
、

週

一
回

・
二
回
、

一
回

二
～
三
時
間

で
あ
る
。
家
庭
奉
仕
員
に

つ
い
て
は
、

日

(
12

)

曜

・
祭

日

の
派

遣

は
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
に
つ
い
て

区

の
職
員

で
あ

る
老

人

家
庭

奉
仕

員

は
、
低

所

得
世

帯

の
外

に
、

要

綱
上

は
、

処

遇

困
難

な

ケ

ー

ス
に
対

応
す

る

こ

と
に

な

っ
て

い
る

が
、
区

の
現
業
員
と
し
て
の
採
用

で
あ
り
、

そ
れ
自
体

と
し

て
幕

要
求
を
さ
れ

て
い
る
わ
け

で
は
な
噂

0
区
も
S
区
と
同
様
、
要
領

で
は

「家
政
婦
紹
介
所

に
登
録
さ
れ

て
い
る
者
で
、
福
祉
事
務
所

に
届
出

て
い
る
も

の
の
う
ち
、
採
用
時

研
修

の
終
了
証
を
交
付
さ
れ

て
い
る
者
」
を
家
事
援
助
者

と
す
る

こ
と
と
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際

に
は
と
も
か
く
家
事
援
助
者

と
し
て
登

録
し

て
も
ら
う

こ
と
が
先
決

の
状
況
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
事
援
助
者

に
対
す
る
採
用
時
研
修
や
定
期
研
修
に
は
・

日
当
や
交

通
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費
が
支
給

さ
れ
る
わ
け

で
は
な

い
か
ら
、
仕
事
を
休

ん
で
で
も
出
席

し
よ
う
と
す

る
者

は
少

な

い
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

家
事
援
助
者
に
は
、
労
災

の
適
用
は
な

い
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
区

に
よ
る
特
別

の
健
康
診
査
も
実
施
さ
れ

て
い
な

い
。

費

用

費
用

の
徴
収

に

つ
い
て
は
、
S
区

で
指
摘
し

た
こ
と
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
。

た
だ
、
老
人
担
当
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
区
民
税
資
料

を

見

て
、
確
定
申
告
な
ど
が
あ
れ
ば
当
該
部
局
か
ら
納
税
証
明
を
出

し
て
も
ら
う
な
ど
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護

の
建
前

か
ら
す
る
と
問
題

で
あ
る
が
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
量
や
、
高
齢
者
自
身

か
ら
関
連
書
類

の
提
出
を
求
め
る

こ
と
は
難
し

い
こ
と
も

少

な
く
な

い
こ
と
を
考
え
る
と
、

一
概

に
批
判

す
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
貯
蓄
に

つ
い
て
は
通
常
は
対
象
と
さ
れ
て
い

な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
派
遣
世
帯

の
ほ
と
ん
ど
は
、
高
齢
者

の
み

の
世
帯

で
年
金
生
活
者
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
無
料

で
、

有
料
世
帯

は

一
割
強
に
過
ぎ
な

い
と
い
わ
れ
て

い
る
。

超
過
負
担
に
つ
い
て

国

は

一
九
八
九
年

五
月

の
通
知
に
よ
り

サ
ー
ビ

ス
の
内
容
が

「
身
体

の
介

護
に
関
す

る
こ
と
」
、
「
家
事
に
関
す
る

こ
と
」
、
「
相
談
、
助

言

に
関
す
る
こ
と
」

の
三
項
目

に
区
別
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
老
人
家
庭
奉
仕

員
が
身
体
介
護
型
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
た
場
合

に
は
補

助
単
価
を
上
乗

せ
し

て
い
る
。
東
京
都

の
場
合
、
介
護

に
対
す
る
都

の
補
助
基
準

が
、
国

の
身
体
介
護
型

に
対

す
る
補
助
基
準
よ
り
高

い

の
で
、

従
来

通
り

の
扱

い
で
あ
る
。

老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業
は
、
国

二
分
の

一
、

東
京

都
四
分
の

一
、
区

四
分

の

一
の
負
担

で
あ

る
。

0
区
の
超
過
負
担
分
は
約

五
〇
〇
〇

万
円
相
当
と
さ
れ
る
。
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注
(
1
)

S
区
と
同
様
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

の
実
施
形
態
は
、

要
綱
上
は
明
確
で
は
な
い
。

特

に
0
区
の
要
綱
は
事
業

の
実
施
主
体
を
明
記
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し
て

い
な

い
の
で
、

一
層
わ

か
り

に
く

い
。

0
区

の
場

合

に
は
要
綱
が
、

そ

れ
だ
け
行

政
内
部

的
な
文

書
と
し

て
取

り
扱

わ
れ

て

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
。

(
2
)

老
人
家
庭
奉
仕
員
は
八
名
、
登
録
し
て
い
る
家
事
援
助
者
数
は
四
四
名
で
あ
る
。
現
在
・
区
全
体

で
老
人
家
庭
奉
賃

が
派
馨

れ
て
い

る
世

帯
は
、

一
七
七
世
帯
、
家
事
援
助
者
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
世
帯
は
三
九
〇
世
帯
で
あ
る
。

(
3
)

老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

に
は
、
派
遣
世
帯

の
決
定
等

に
関
わ
る
用
語
の
定
義
等
に
、
裁
量
事
項
が
少
な
く
な
い
。

派
遣
対
象
と
さ
れ
る

百

笙

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
」
、
芥

護
を
行
え
な
い
よ
う
な
状
況
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る

の
か

は
、
そ

の

一
例
と

言
え

よ
う
。

0
区

「
取
扱

要
領
」

は

(
前
述

S
区
要

領
も
同
様
)
東

京
都

「
取
扱

要
領
」
を

そ
の
ま

ま
受
け

る
形

で
、
例

え

ば

、
「
⇔

「
日
常

生
活
を
営

む

の
に
支
障

が
あ

る
」

と

は
、

調

理

・
食
事

・
用
便

・
掃
除

・
洗
濯
等

が
介
護
な

し
に
は

行
え
な

い
状

況

に
あ

る
こ
と

を

い
.つ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
o
区
派
遣
の
用
件
に
該
当
し
て
も
、
派
遣
対
象
と
し
な
い
場
合
に

つ
い
て
要
領

(前
述
s
区
蕎

も
同
様
)
は
・

東
京
都

最

扱
要
領
」
と
同
様

「
⇔
ア
当
該
老
人
が
入
院
治
療
を
芋

る
と
き
、
又
は
伝
染
性
の
疾
患
を
有
し
て
い
る
と
き
・
豪

庭
奉
仕
員
等
に

対
し
暴
行
脅
迫
等
の
非
行
の
あ

っ
た
と
き
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
ウ
そ
の
他
、
家
庭
奉
仕
員
等
が
正
常
な
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
の
に
支
障
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
制
限
規
定
は
国
通
知
に
は
な
く
、
東
京
都
要
領
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
こ
れ
.り
の
制
限
規
定
は
、
区

(市
)

の
場
A
ロ
に
は
明
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
要
領
に
お
い
て
で

あ
り
、
行
政
内
部
の
了
蟹

項
と
し
て
の

性
格
が
極
め
て
強
い
。
し
か
し
利
用
者

の
側
か
・り
す
れ
ば
、
直
接

サ
ー

ビ
ス
の
制
約
に
関
わ
る
規
定
で
あ
り
、
特

に

(
イ
)
・
(ウ
)

に
つ
い
て
簑

重
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
。

先

に
例
示
し
た
用
語
に

つ
い
て
も
、

実
際
に
は
、
「取
扱
器

」

に
示
さ
れ
た
準
則
で
は
判
断
し
に

く
い
事
例
も
少

な
く

な

い
で
あ

ろ
う
。

ま
た
o
区
の
要
綱
は
、
家
肇

仕
員
等
の
派
遣
対
象
に

つ
い
て
、
「
区
内

に
居
住
し
て
い
て

・…

」
(要
綱
2
)
と
明
記
し
て
い
る
・
こ
れ
に
対
し
・

東
京
華

綱
や
、
s
区

.
M
市

の
籍

に
は
、
居
住
に

つ
い
て
の
明
記
は
な
い
。
運
用
に
お

い
て
は
、
当
該
市

(区
)
町
村

に
居
住
し
て
い

る
こ
と

は
、
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
・り
れ
る
が
、
区
市
町
村
間

の
掌

ビ
ス
内
容
や
、
費
用
徴
収
蓬

に
著
し
い
差
奮

て
き
た
響

に

は
、
利
用
者
の
移
動
と
り

つ
問
題
も
生
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
居
住
の
認
籍

住
民
票
等
の
提
崇

求
め
ら
れ
る
な
ど
・

形
式
的
な
対
応
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
も
懸
套

れ
る
。
藷

徴
収
霧

を
課
せ
ら
れ
る

「派
遣
の
麗

者
」
(霧

上
・
世
帯

の
生
計
忠

者
と
解
せ

ら
れ
る
場
合
が
多

い
)

の
理
解
と
も
絡

ん
で
議
論
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
。
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(
4
)

家
事

援
助
者

の
利
用

に

つ
い
て
は
利

用
者

の
希

望

(
若

い
人

が

い

い
と
か
、

年

配
の
人

が

い
い
と
か
等
)
を

聞
く

よ
・つ
に
は
し

て

い
る
が
、

現

状

で
は
と
も
か
く
も

人
を
探
す

の
が
先
決
と

の
こ
と

で
あ

る
。

(
5
)

年
始

・
年
末

・
土

曜

(
隔
週
)
、
日
曜

の
派

遣
は
、
役
所

が
休

日

の
た

め
緊
急

の
場

合
連
絡

が
で
き
な

い
の
で
望
ま
し
く
な

い
と
考

え
、り
れ
げ、
い

る
。
し
か
し
利

用
者

と
家
事
援

助
者

の
話
合

い
で
土

・
日
に
派

遣
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
う

る
と

の
こ
と

で
あ

る
。

(
6
)

こ
の
間

の
袋

マ

妄

と
し
て
、
デ
ィ
・
サ
占

ス
が
考

え
ら
れ
る
が
、

一
年
に
二
回
に
葦

網

が
制
限
さ
れ
、
随
時
募
集
は
な

い
の
で
実

際
の
利
用
錘

し
い
・
ま
た
・
区
福
祉
公
社

の
利
用
も
、
す
で
に
福
祉
公
社
に
登
祭

な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
場
合
に
は
、
即
時
的
な
対
応
は
難

し
い
と
さ
れ
る
・

要
す
る
に
・
福
祉
霧

所

に
問
題
が
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ケ
麦

が
ほ
と
ん
ど
で
対
応

の
幅
も
曝

り

れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な

る
」

と

い
わ
れ

て
い
る
。

(7
)

こ
こ
で
い
う
待
讐

は
家

庭
奉
仕
員
等

の
歪

か
ら
、申
薯

の
錘

自
体
を
留
保
さ
れ
て
い
・Q
と
り

つ
意
味

で
あ
る
.家
事
援
助
者

の
馨

の

駿

は
・s
区
の
よ
う
に
釜

が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、決
定
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

の
膿

に
な
り
、待
覇

間

の
問
題
に
は
な

っ
げし
こ
な
い
。

中
野
区
の
福
祉
オ

ン
ブ
ズ

マ
ン
製

に
は
、
家
政
婦
が
歪

し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
派
遣
し
て
も
・り
え
な
か

っ
た
こ
と
に
対
す
る
苦
情
が
申

し
立

て
ら
れ
て
い
る
・
中
野
区
は
、
独
自
で
護

霜

介
所
と
契
約
を
結

ぶ
こ
と
で

「解
決
」
を
図

っ
て
い
・。
。
こ
れ
・り
の
こ
と
か

り
し
て
・D
、
潜

在

的
な
待
機
者

は
あ

る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

(
8
)

(
注

4
)

参
照

。

(
9
)

家
事
鑑

者
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
家
政
婦
が
少
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

介
護
券

は
蕎

の
マ

ビ
ス
に
は
利
用
で

き
な
い
た
め
・
高
収
入
を
求
豪

政
婦
の
中

に
は
、
家
事
援
助
者
と
し
て
の
届
出
を
渋
る
も
の
も
あ
る
と

い
・つ
。
登
攣

渋
る
家
政
婦
の
場
倉

は
、

と
も
か
く
家
政
婦
紹
介
所
を
通
し
て
個
人

レ
ベ

ル
で
派
遣
を
決
定
し
て
も
ら
い
、
事
後
的
に
介
護
券
を
所
得
補
助
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
も

な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

法
的
に
は
協
定
の
相
手
方
が
家
政
婦
協
会
で
あ
り
、
家
事
援
助
者

(家
政
婦
)
で
は
な
く
家
政
婦
の
制
度

へ
の
参
加
意
識
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
、
報
告
書

の
提
出
を
義
務
づ
け
に
く

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

(
01
)

利
用
者
が
入
院
し
た
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
家
事
援
助
者
が
病
院
な
ど
で
休
ん
だ
場
食

家
政
霜

介
所
が
、
他

の
家
政
婦
を
派
遣
す
る
な
ど

し
な
け

れ
ば
)
、
介

護
券
は
余

る

こ
と

に
な
る
。

東
京
叢

扱
姦

(s
区

6

区

の
取
扱
蓄

も
同
じ
)
は
、

「
申
出
者
は
や
む
を
得
な
い
番

に
よ
り
、

介
護
券
が
不
要
に
な

っ
た
場
合
は
、

128(ヱ28)
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す

で
に
交
付
を
受
け
た
介
護
券
を
区
市
町
村
に
返
還
で
き
る
も

の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
が
、
無
料

で
介
護
券
が
交
付
さ
れ
、
先
に
み
た
よ
う
に

事
実
上
実
施
主
体
の
状
況
把
握
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
全
て
の
場
合
に
自
主
的
な
返
還
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
実

施
主
体
の
側
の
全
体
と
し
て
の
把
握
が
無

い
現
状
で
は
、
利
用
者

の
側
に
所
得
補
助
や
券
を
商
品
と
し

て
購
買
し
た
と
す
る
意
識
も
少
な
く
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
券
を
他
人
に
譲
渡
し
よ
う
と
し
た
事
例
も
聞
か
れ
な
い
。

(
11
)

こ
の
よ
う
な
簡
略
化
が
な
さ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
、

ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
量

の
多

さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

0
区
で
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
は
、
常
時
最
低
五
〇
件

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

の
対
象
者
、
三
～
四
件
の
老
人
ホ
ー

ム

へ
の
入
所
措
置
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

他
老
人
ホ
ー
ム
に
措
置
入
所
中

の
ケ
ー
ス
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
仕
事

の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ

れ
る
。

(
12
)

家
事
援
助
者
に
つ
い
て
は
、
(注

5
)
参
照
。

一
番
問
題
な

の
は
、
暮
れ
の
二
八
日
か
ら

一
週
間

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
間
は
、
公
務
員
で
あ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
は
派
遣
さ
れ
な
い
の
で
、
高

齢
者
は
保
存
食
品
を
食

べ
継

い
で
お
正
月
を
過
ご
す
と

い
わ
れ
る
。

(
13
)

0
区
で
も
、

老
人
家
庭
奉
仕
員
に

つ
い
て
集
団
的
な
指
導
体
制
を
確
立
し
て
い
く
上
で
の
チ
ー
フ

ヘ
ル
パ
ー
の
採
用
が
、

課
題
と
な

っ
て
い
る

と
い
う
。
し
か
し
チ
ー
フ

ヘ
ル
パ
ー
制
を
採
用
す
る
と
な
る
と
、
中
高
年
女
性

の
雇
用
対
策
の

一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
老
人
家
庭
奉
仕
員
に

比
較
的
早

い
時
期
に
な

っ
た
人
達
と
、
よ
り
あ
と

の
時
期

に

「保
健
婦
」
や

「看
護
婦
」

の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
自
覚
的
に
老
人
家
庭
奉
仕
員
と

な

っ
た
人
々
の
間
で
、
圧
礫

が
あ
り
、
決
定
が
難

し
い
の
が
問
題
と
さ
れ
る
。

③

M

市

前

二
区
と
比

べ
、
総
合

数
は
、
約
半

分
、
神
奈
川
県
下

の
F
市

と
ほ
ぼ
同
数

で
あ
る
。
し
か
も
、
六

五
歳
以
上
の
高
齢
者
合

は
、

り

F
市

の
約

三
分

の

一
に
す
ぎ
な

い
高
齢
化
指
数

の
低

い
市

で
あ

る
。

ω

実
施
形
態

伽

前

二
区
と
違

っ
て
、
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

は
、
市

の
家
庭
奉
仕
員
、
家
事
援
助
者

(登
録
家
政
婦
)
の
他
、

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ



-
に
も
委
託
さ
れ
て
い
鋸

M
市

(甲
)
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
人

乙
)
に
対

す
る

「
霧

委

託
契
約
」
は
、

「
第

三
条

乙
は
、
家

事
援
助
者

と
し
て
、
業
務
遂
行
に
要
す
る
人
員
を
選
任
し
、
登
録
し

て
お
く
も

の
と
す
る
。

2

乙
は
、
登
録
し
た
家
事
援
助
者

に
対

し
(
2

)

派
遣

開

始

前

お

よ
び

必
要

に
応

じ

て
、
家

事

援

助
業

務

の
遂
行

に
必
要

な
事

項

に
関
す

る
研

修
会

等
を

実
施

し
、
・:
:
・」

と
定

め

て

い
る
。

申
請

・
決
定
手
続

派
遣

決
定

は
、

ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が
訪

問

調

査

の
上
、

単

独

で
決
定

す

る
。

M
市

で
は
、

高

齢

者

世
帯

(
一
二
二
)
、

身

障

者

世
帯

(
一

五
〇
)

に
対

す
る

家
庭

奉

仕
員

等

派
遣

事
業

を
事
務

レ

ベ

ル
で
掌

握

す

る
担

当
者

の
他

に
、

実

際

に
地

区
を

分
け

て
決

定

調

査

に
出

向

く

「現

場
」

を

も

つ
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が

い
る
。

家

庭

奉
仕

員

は
決

定

に
は
、

関
与

し

て

い
な

い
。

S
区

や
0
区

と
異

な

る
事

務

分
担

の
あ

り
方

が
、

決
定

方

法

に
も

影
響

を

与

え

て

い
る
も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

M
市

の
場

合
、

低
所

得

世
帯

か
否

か

に
か

か

わ
ら
ず

、

専

ら
利

用
者

の
身

体

状

況

に
あ

わ

せ

て
家

庭

奉
仕
員

の
派
遣

か
、

家

事
援

助
者

の
派
遣
か
が
決
定
さ
れ
菟

現
在
・
老
人
家
庭
奉
仕
暴

派
遣
事
業

の
対
象
者

の
う
ち
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
派
遣

さ
れ
て
い
る
世
帯

は
、

三
四
世
帯

で
あ

る
。

な
お
M
市

の
場
合
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

の
派
遣
対
象
は
、
運
営
上
、
高
齢
者
世
帯

の
み
か
、
同
居
家
族

が
い
て
も
、
共
働

き
で
日
中
高
齢
者
だ
け

の
世
帯

に
限
定

さ
れ

て
い
る
。

家
事
援
助
者

の
場
合

も
、
家
庭
奉
仕
員

の
場
合
と
同

じ
く
派
遣
通
知
書

に
よ
り
利
用
者
に
通
知
さ
れ
る
。
派
遣
さ
れ
る
家
事
援
助
者
並

(
4

)

び

に
具

体

的

な
派
遣

日
時

は
、

通

知

の
段

階

で
は
特

定

さ

れ
ず
、

直
接

利

用
者

が
家

政
婦

紹
介

所

に
連
絡

し

て
決
定

さ

れ

る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
期
間

早

け

れ
ば

一
週

聞
、

平
均

二
～

三
週
間

と

い
わ

れ

る
。

し

か
し
体
勢

が
整

わ

な

い
、

緊

急
性

が
な

い
、

ヘ
ル
パ
ー

の
調
整

が

つ
か
な

い

等

の
特

殊

な

ケ

ー

ス
は
、

二
～

三

ヵ
月

位

か
か

る

こ
と
も
あ

る

と
さ

れ
る
。
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在宅福祉サービスの法的研究

待
機
者

待
機

者

は

な

い
と

さ
れ

る
が
、

申
請

か
ら
決

定

ま

で
、

か
な

り

の
時

間
を
要

す

る
場

合

が
あ

る

こ
と

は
、

前

述

の
と
お

り

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

サ
ー

ビ

ス
の
変

更

(具
体
的
に
は
、
回
数
や
担
当

ヘ
ル
パ
ー
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
)

は
、

ヘ
ル
パ
ー
か

ら

の
連
絡

を

受
け

て
、

福

祉
事
務

所

が

調
査

の
上
、

必

要

が

あ
れ

ば
行

わ

れ

る
。

回
数

の
変

更

は
、

ふ

や
す
場

合

が

通
常

と

さ
れ

る
が
、

利

用
者

へ
の
変

更

は
、

い
ず

れ

の
場

合

も

口
頭

で
行

わ

れ
、

文

書

は
利

用

さ
れ

て

い
な

い
。

廃

止

廃

止

の
具
体

的

ケ

ー

ス
は
、

入
院

.
死
亡

.
ホ

ー

ム

へ
の
入
所

な

ど
事

情

が
明

確

な
場

合

で
あ

る

た

め
、

福

祉
事

務

所

で
、
事

務

処

理

が
な

さ
れ
、

本

人

へ
の
通
知

は
な

さ
れ

て

い
な

い
。

派
遣
期
間

派
遣

期

間

に

つ
い
て

は
、

特

別

に
は
定

め
ら

れ

て

い
な

い
。

毎
年

六

～
七
月

に
所

得
状

況

調
査

が

な

さ
れ

る

が
、

特

別

の
事

情

が

な

い

か

ぎ

り
、
自

動

的

に
継

続

さ

れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

家

庭

奉
仕

員

に

つ
い
て

は
、

表

4

の
よ
う

な

「家

庭

奉

仕

員

ケ

ー

ス
記

録
」

の
策
定

が
義

務

づ
け

ら

れ

て

い
る
。

家

事
援

助

者

に

つ
い
て

は
、

表

5

援

助
者

業

務

日
誌

を

つ
け

る

こ
と
が
要

請

さ

れ

て

い
る
。

特

に
裏
面

に
は
記

事
欄

が
あ

り
、
仕

事

の

こ
と

で
福

祉
事

務
所

に
連

絡

し

た

い
こ

と
が
あ

る
場

合

に
は
、

記

入

し

て
も

ら

う

な
ど
独

自

の
試

み

が
な

さ
れ

て

い
る
。

も

っ
と
も

・

記

入
欄

の
継
続

的

な
活

用

は
な

か

な
か

期
待

で
き

な

い

で

い
る
と

の

こ
と

で
あ

っ
た
。

ま

た
、

M

市

で

は
介

護
券

の
交

付

は

三

ヵ
月

毎

に

行

わ

れ

て

い
る
が
、

そ

の
際

に
は
郵

送

で
は

な
く

ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が
持
参

し
状

況
を

確

認

す

る
方

法

が
と

ら
れ

て

い
駕

四
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表4

家 庭 奉 仕 員
ケ ー一 ス1記 録

住 所 氏 名

奉
仕
日
時

年 月 日()
記事

午 前 ・午 後 時 分 か ら

午 前 ・午 後 時 分 まで

奉 仕 内 容
身 体 介 護
口 食 事 め介 護

ロ 排泄 の介 護

ロ 衣 類 着 脱の介 護
口 入 浴 の 介 護

ロ 躰 の猷 獺

ロ 臓等の1tそ碗 頒 な

躰 のfl

家事等
ロ 調 理
口 衣動稲卿嚇
口 雌罰砺及び鯉蝋
口 蠕朋肋賄
口 麟翻等との鯖
ロ モの瞳動騨
ロ 蝋 身上脚燈に謝る

相難歌囎指闘

奉
仕
日
時

年 月 日()
記事

午 前 ・午 後 時 分 か ら

午前 ・午 後 時 分 まで

奉 仕 内 容
身体介護
口 食事の介護
ロ 排泄 の介護
口 衣類着脱の介護
ロ 入浴 の介護
ロ 身齢撒 襯
日 鰭渤舳そ鴫顛 な

躰 の11

家 事 等
口 調 理

ロ 類 磁猷 踊 修

ロ 醜 等循甑 び盤 蝋

口 蝋 彌 顯 賄

口 麟 臨 等との麟

ロ モ眺 瀕 嫌事

口 生話、身上膨 介護鵬する

撫 並庶 聴 購 等

奉
仕
日

時

年 月 日()
記事

午 前 ・午後 時 分 か ら

午 前 ・午後 時 分 まで

奉 仕 内 容
身体介護
ロ 食 事の介護
口 排泄の介護
ロ 衣類着脱の介護
口 入浴の介護
ロ 躰 の甑読髪
ロ 鵬勧価 その鵜勲

躰の轍

家 事 等
口 調 理
口 去頸の躍 及び植護

ロ 住居物 湘 脚 鯉蝋

ロ 生秘 縄 の賄

ロ 臨 細 等と礎 落

ロ その鵬 勲 獅

口 生活湯 上及拗 護燗 する

熈 童びに囎 指鱒
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表5

家 事 擾 助 者 業 務 日 誌(年 月) 担 当 者 ≒

:
対象者

(才)

バス.電 車.交通手段

1自 転車,徒 歩 一 「

住所
布

電話
1

t}
司

に

区分 老 人 障 害 者(児 〉 第1週

t}

第2週

() 箏3鞭 削 讐5導 ・
」

業 務 内 容
A訊.PM

()

AM.PM

()

ム 匿.PM

()

A同.P匙{lAM.PM

()i()

掃 除 ゆ 撒 ②ゴミ処理③浴室
1 1

l

l 「

i洗 濯

1

①洗濯②布団干し③アイロン I
l i

1

欺 事
}

①調理②食器洗い③後片付け }
1 i

家

事

i

l買 物i① 買物② クリーエング
1

1

縫 物ゆ 拗 ②繕い物
}

i

I

1その他

lf
C
i

{
1居

①食事介助②腺薬補助
ii

宅

①体位交換②移動③ リハビリ補助 i
1i

①清拭②入浴補助③着脱衣 Ek
fI

i内
i
r

① トイレ介助②おむつ交換 ii]li1

1居

助l

l宅

1外

通院①車椅子②同行付添 i
①買物②散歩③理 ・美容④銀行等

iI

I

①薬取り i

相
談

助

言

施 策 ①福祉施策 i
I

金 銭
Ii

①公共齢 等支払い代行i…
一 一一

,

話し相手 ①話し相手
i

il

i

その他 ①代読.② 代筆
1

iI
Il

仕事のことで福祉事務所に連絡 したいことがありましたら、裏の記事欄に記入して下さい。
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(表5つ づ き)

事記

1
1
11

ー

ー

1

-

1
}1

[

[
」

ー

1

ー

111
1
1
1
111
I

I
I
-
81,

ー

」ー

1

ー闇

-

「
、

臨

囑

ー

-

I

I
I

I

I

I
」

{

ρ

「

ー
i

II

層ー

1

1-

I
I

1

…

lI
-1
i
i

日月

1
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サ
ー
ビ
ス
の
内
容

家

庭

奉
仕

員

等

の
派
遣

回

数

は
、
平

均

週

二
～

三
回
、

一
回

二
～
三
時

間

で
あ

る
。

多

い
ケ

ー

ス
で
は
、

一
回

三
時

間
、

週
六
回

の
場

合

も
あ

る
と

さ
れ

る
。

家

事

援
助

者

の
場

合

は
、

日

曜

・
休

日

の
派

遣

も

行

わ

れ
る
場

合

が
あ

る
が
、

夜

間

の
派

遣

は
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ
い
て

家
事

援

助
者

と
し

て
は
、

採

用
時

研

修

を
経

て

い
る
も

の
を

登
録

す

る
と

い
う

東
京

都

の
要

請

は

こ
こ

で
も
難

し

い
と

さ
れ

て

い
る
。

一
年

に

一
度

の
東
京

都

の
定

期

研
修

に
は
毎

回

一
〇

人

程
度

が
参

加

で
き

る

に
過

ぎ

な

い
と

い
わ
れ

る
。

こ
の
外

、

市

の
家

庭

奉
仕

員

の

場

合
、

年

一
回

意
見

交
換

が
行

わ

れ

て

い
る
。

た
だ
家

事

援
助

者

に

つ
い
て
も

地

元

で
研
修

を

と

の
声

も
あ

り
、
来

年

度

か
ら

は
都
内

に

出

向

か
ず
、

M
市
内

で
研
修

を

行

う

こ
と

も
考

え

ら

れ

て

い
る
と

い
う
。

費

用

費

用
徴

収

に
当

た

っ
て
は
、

表

6

・
表

7

の
よ
う

な

必
要
書

類

の
提

出

が
義

務

づ
け

ら

れ

て

い
る
。

(6
槻
奮

、同
讐

に
対
し
家
覆

助
者

が
派
遣

さ
れ
て

い
る
世
帯
は
、

八
八
幕

で
あ
る
が
、

そ

の
う
ち
有
料
世
帯
は
七
世
帯

に
過
ぎ
な

い
。
M
市

の
場
合
、
老
入
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
対
象

が
、
高
齢
者
世
帯
中
心

に
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。超

過
負
担
に
つ
い
て

家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

に

つ
い
て
は
、
市

の
老

人
家
庭
奉
仕
員
に

つ
い
て
の
総
事
業
費

が
、

四
、

五

一
〇
万
円

で
あ
る
が
、
そ

の
う

ち
補
助
対
象
額
が

一
、

三
三
〇
万
円

で
そ
の
三
分
の
二

(国
の
間
接
補
助
を
含
む
)
約
九
九
七
万
円
が
、
都
か
ら
補
助

さ
れ
て

い
る
。

家
事

援
助
者

派
遣
事
業

に

つ
い
て
は
、
総
事
業
費
二
、
六
九

三
万
円

が
そ
の
ま
ま
補
助
対
象
額

と
な
り
、

四
分
の
三

(国
の
間
接
補
助
を
含
む
)
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約

一
、

九

八
九

万
円

が
補

助

さ

れ

て

い
る
。

圧
(
1
)

老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

要
綱
上
明
確
で
な

い
こ
と
は
、

前
述
の
二
区
と
同
様

で
あ
る
。
M
市
老
人
家

庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
運
営
要
綱
は
、
実
施
主
体
を
M
市
と
し
た
上

で
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
の

一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
有
り
得
る
こ
と
を
規
定
す

る
の
み
で
あ
る
。

(2
)

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

へ
の
委
託
契
約
書
で
は
、

業
務
に
要
す
る
費
用
が
、

契
約
書
別
表
の
実
施
基
準
に
従

い
支
払

わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ

れ
、
介
護
券
を
売
買
す
る
形
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

実
際

に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
家
事
援
助
者
は
、
ほ
と
ん
ど
障
害
の
家
事
援
助
者
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者

に
は
老
人

家
庭
奉
仕
員
あ
る
い
は
家
事
援
助
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

市
職
員
で
あ
る
家
庭
奉
仕
員
は

一
五
人
、

家
事
援
助
者
八
五
人
、

社
団
法
人

M
市
シ
ル
バ
i
人
材

セ
ン
タ
ー
に

登
録
さ
れ
た

ヘ
ル
パ
ー

四
九
人

が
、

一
一
八
の
老
人
世
帯
、

一
四
八
の
障
害
者
世
帯

の
世
話
を
し
て
い
る
。
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
チ
ー
フ

ヘ
ル
パ
ー
制
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

(
3
)

要
綱
上
は
、
S
区
や
0
区
と
同
様
、
都
要
綱
を
そ
の
ま
ま
受
け
て

「家
庭
奉
仕
員
は
、

定
期
的
派
遣
が
必
要
な
低
所
得
世
帯

の
他
、

別
に
定
め

る
そ
の
他

の
世
帯
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体
の
解
釈
に
よ

っ
て
か
わ

っ
て
く
る
例
と

い
え
よ
う
。

(
4
)

最
も
最
近
は
、

M
市
で
も
家
事
援
助
者

の
数
が
少
な
い
た
め
、

ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
派
出
所
に
直
接
出
向
い
て
調
整
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

と

い
わ
れ
る
。

(
5
)

介
護
券
が
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
り
持
参
さ
れ
る
こ
と
や

「
業
務
日
誌
」
の
作
成
な
ど
家
事
援
助
者
派
遣
事
業
に

つ
い
て
も
、
S
区
や
0
区
と
比

べ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
実
情
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

(
6
)

介
護
券
は
、
三
ヵ
月
毎
に
前
納
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
計
四
八
四
万
六
千

一
円
以
上
の
世
帯
だ
と
、

一
日

(六
時
間
)
当
り
五
八
二
〇
円
の

割
合
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
分
割
を
望
む
利
用
者
も
出

て
き
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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二

神
奈
川
県
下
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス

神
奈
川
県

(政
令
都
市
も
含
む
)
の
場
合
、
東
京
都

と
異
な
り
、
県

(市
)
通
知

の
変
遷
を
た
ど
る

こ
と
は
、

方
式

の
相
異
か
ら
、
技
術

的

に
む
つ
か
し
い
。

た
だ

い
ず
れ

の
自
治
体
も
現
状
を
み
る
か
ぎ
り
、
東
京
都

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

ほ
ど
の
特
殊
な
実
施
形

態
を
と
る
と
こ
ろ
は
な

い
。
そ
の
意
味

で
神
奈
川
県
下

で
は
、

国
通
知
に
よ
り
す
な
お

に
依
拠
し
な
が
ら
、
自
治
体

の
実
情
に
そ

っ
た
実

施
形
態
が
選
択
さ
れ

て
い
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

e

政
令
都
市

の
場
合

①

Y

市

Y
市

の
老
齢
化
指
数
は
八

・
三
%

に
す
ぎ
な
い
が
、
六
六
歳

以
上

の
老
齢
人
口
は
、

二
六
万
人
を

こ
え
、
今

ひ
と

つ
の
政
令
都
市

K
市

の
九
万
六
千
人
強
と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
な
数
を
し
め
て

い
る
。
東
京
都

一
一三
区
と
比
較
し
て
も
そ
の
差

は
大
き

い
。

Y
市

の
老
人
家
庭

奉
仕
員
事
業

の
大
半

が
、
財
団
法
人
Y
市
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
協
会

に
委
託
さ
れ
て

い
る
政
策
的
背
景
も

こ
の
点

と
関
連
す
る
も

の
と

い
え
よ

う
。実

施
形
態

Y
市
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
は
、
Y
市

の
公
務
員

で
あ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
、
財
団
法
人
Y
市

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ
協
会

へ
の
委

(
1

)

託

に
よ

っ
て
実

施

さ

れ

て

い
る

(
Y
市
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
協
会
の

ヘ
ル
パ
ー
の
内
訳
そ
の
他

は

表
8
参
照
)
。

派

遣
対

象

が
、

老
衰

そ

の
他

の
た
め

(
2

)

日
常
生
活
に
著

し
く
支
障
を
き
た
し
て

い
る
低
所
得
世
帯

で
あ
る
場
合

に
は
、
市

の
家
庭
奉
仕
員
が
派
遣

さ
れ
る
。

申
請

・
決
定
手
続

Y
市

の
場
合
、
家
庭
奉
仕
員

の
申
込
は
、

居
住
地
を
所
管

す
る
福
祉
事
務
所

に
申
込
む

こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
老
人
家
庭
奉
仕
員

の
申

請

者
が

「
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
世
帯

の
生
計
中
心
者
」

で
あ
る
こ
と
は
、
他
市
と
同
様

で
あ
る
が

「
派
遣
を
必
要
と

139 (139)



表8..成3年6月 分活動 状況

(財)Y市 ホ ームヘ ルプ協会

§ 利 用 者 数3,35ユ 人 一i市 委 託 分3,317人
一 自 由 契 約 分34人 延

べ活動 回数

§ ヘルパ ー数2,052人 一 ホ ー ム ヘ ル パ ー1,593人30・113回
(2・058人)一 協 カ ヘ ル パ ー437人 遜 濁 論

i一ケ ア ヘ ル パ ー22人79,X96時 聞一(指 導 員
・アル バイ ト6人)1

§ 活 動 件 数4,938件 一「市 委 託 分4,870件
一 自 由 契 約 分

68件

評L55年 ・測3年3月i3年4川3年5月3年6月

1利 用 者 数(人)16923,・4Gi3,・823,27・13,35・

ヘ ル パ ー 数(人)
　　

605ii1,9031,933 2,005 2,052

i活 動 件 数(件) 7・gl…67・14,7・ ・it4,7684,938

§ 利用者別区分

計 ねた訓 曾能i痴 呆 病 弱 身 障障 薄 その他

3,351人

(100.0°0)

756
(22.5)

9361ユ37738776

(27.9)1(4.・):(22.・)1(23.2)

S
(0.3) {一}

§ ヘルパー1人 当た りの活動(月 平均)※ 平均支払額には実費交通費を含みます。

ヘ ノレノぐ一 活動件数 活動日数 活動時間 時間/日 平均支払額

ホ ー・ム a49酬 15.4日40.5時 間 2.6時 間 47,586円

協 力 1.62件 10.7日28.6時 間 2.7時 間 30,513円

卜二
噛面 2.30件 14.4日37.9時 間 2.6時 間 43,911円

ケ ア1 10.7件 19・2則93.5時 間 4.9時 間232,925円

§ 利用者1人 当た りの利用(月 平均)※ 市委託分,自 由契約分の合算平均です。

ヘ ル パ ー 数 利 用 日 数 利 用 時 間 【 平 均 請 求 額
1

1.47人 9.0日 23.6時 間 3,737円

§ 利用者負担区分別内訳

計
1・(・)12(・)

3(160)4(320)5(480) 6(65・)li舳 契約i

3,35x人

(IQO.0°0)

403
(12.0) 15;ll)i(ll9)1(、lll)1

4δ1196

(13.5)(5.8)

34
(LO)1
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す
る
者

の
意
志
を
尊
重

し
」
と
し
て
、
利
用
者

で
あ
る
老
人

の
意
志
を
配
慮
す

べ
き

こ
と
を
明
言
を
も

っ
て
定
め
て

い
る
の
は
Y
市
だ
け

で
あ
る

こ
と
は
注
目

さ
れ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、

Y
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
実
施
要
綱

.
Y
市
家

庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
事
務
取
扱
要
領
の
規
定

に
基
づ
き
、
市

の
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
か
、

Y
市

ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
協
会

に
委
託
す

る
か

の
決
定
並
び

に
派
遣
回
数

の
決
定
を
行
う
。

「
協
会
」

に
委
託

さ
れ
る
場
合

に
は

派
遣
さ
れ
る

ヘ
ル
パ
ー
の
具
体
的
な
割
当
や
、

日
時

の

決
定

は

「協
会
」
が
行
う
。

派
遣
対
象

に

つ
い
て
は
、
要
綱
第
二
条

で
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
さ
ら

に
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
基
準
が
、
要
綱
別
表
剛(表
9
参
照
)
で
明

記
さ

れ

て

い
る

(東
京
都
の
場
合
は
、
派
遣
基
準
は
公
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
要
領
の
中

で
派
遣
の
要
否
に
か
か
わ
る
用
語
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
擾

.

が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

Y
市
は
後

述
す
る
神
奈
川
県
下
の
他
市
と
比

べ
て
も
例
外
的
で
あ
る
)
。

も

っ
と
も

Y
市

の
場

合
、

派
遣

要

件

に
該

当

し

て

も

「
O
伝

染
性

疾
患

の
あ

る
者

(た
だ
し
、
り
患

の
恐
れ
の
な
い
者
を
除
く
)
、
口

家
庭

奉
仕

員

に
対

し

て
非

行

の
あ

っ
た
者
、

日

そ

の
他

派
遣

す

る

こ
と

が
不
適

当

と
認

め

る
者

」

の

い
る

世
帯

に
は
派
遣

さ
れ

な

い
(要
綱
第
三
。
な
お
、
本
市
職
員
で
あ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
場
A
口
に
は
、

伝
染
性
疾
患

の
者
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
精
神
病
者
の
場
合
に
は
派
遣
さ
れ
な
い
。
要
領
第
九
1
2
)

と
規

定

さ

れ

て
お

り
、

東
京

都

と
比
較

し

て
派
遣
要

件

に

つ
い
て

の
裁

量
要

素

が
大

き

い

こ
と

は
指
摘

し

て
お
く

必
要

が

あ
ろ

う

(例
え
ば
、
重
度
の
痴
呆
性
老
人
は
、
精
神

病
者
に
該
当
す
る
の
か
譲

論
を
呼
ぶ
き

ろ
夢

ろ
ご

・
ま
た
・
市

の
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
対
象

と
さ
れ
る
低
所
得
者

の
場
合

に
は
、
要
綱

第

二
条
ー
3
・
要
領
第
九
1

2
に
よ

っ
て
二
重

の
規
制
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
と

い
う

こ
と
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
制
約
要
件

の
適
切
性

の
検
討
あ
る

い
は
規
則

(要
件
)
制
定
手
続

の
整
備

と
共

に
、

よ
り
公
正
な
決
定
手
続

過
程

の
整
備
が
必
要
な
分
野

と
い
え
よ
う
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
期
間

福
祉
事
務
所
内
で
の
決
定
ま
で
約

二
週
間
、
協
会

の

ヘ
ル
パ
!
が
派
遣

さ
れ
る
場
合

に
は

ヘ
ル
プ
協
会

に
書
類
を
ま
わ
し
、
具
体
的

に

ヘ
ル
パ
ー
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
地
域

に
よ

っ
て
異
な

る
が

一
週
間
強
か
か
る
こ
と
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
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表9家 庭奉仕員派遣基準

世帯の家事 ・介護能力 老 人 等 本 人 の 状 態

ラ ン ク

A

内 容1ラ ンク1内 容

時 間 数

(週当 り)

介

,害
日
護
場

,が
障

,介

る

は
族

,
め
び
け

又
家
病
た
及
欠

帯
び
疾
の
事
に

世
及

,等
家
力

身
者
齢
労
の
能

力能護介

)
・
る

事
け

。
家
欠

単
護
高
就
常

の
合

(
に

1

2

介 護者及 び家 族が,
高 齢,疾 病,障 害,

3

B

　

等
家
力
合

事
部

労

の
能
場

家

一

就
常

の
る

(
に

日
護
け

,介
欠

め
び
部

た
及

一

の
事

に

力能

)
護
る

介

け
・
欠

1

2

3

農繋晶蚤繕至麗鷺謂
等を自力で行 うことが困離な場, 18騨 内1
合,も し くは,常 時介 護を必要 「
とす る場 合 。(全 面介 助)1

日常生活動作のうち,食 事,用
便等の一部 の動作が可能な場合,1
又は時 々介護が必要な場合。
(一部介助)1 」12時間以内1

室内では,ほ ぼ身の回 りの こと
ができるが買物等外出が困難な
場合。(ほ ぼふつ う)

9時間以内

C

常に就床 し,又 は重度の障寄等
のために日常生活上の起居動作

等 を自力で行 うことが困難な場12時 間以内
合, もしくは,常 時介護を必要
とする場合。(全 面介助)

日常生活動作の うち,食 事,用
便等の一部の動作が可能な場合,
又は時々介護が必要な場合。
(一部介助)

1

9時 聞以 内l
i

室 内では,ほ ぼ身 の回 りの こ と1
がで き るが 買物等外 出が困 難 な1

場 合。(ほ ぼふ つ う)

際 繋罐 講 畿 簿i
,等 を 自力 で行 う ことが 困難 な場

合, も し くは,常 時介護 を必要
とす る場合 。(全 面介助)I

l

6時 間以 内1

1

2

が
介
が

力

族
び
題

能
)

家
及
問

護
い

び
事

に

。
介
な

及
家
力
合

・
が

者
の
能
場

事
題

護
常

の
い
家
問

介
日
護
な

(

に

9時 間 以 内ll

I

日常生活動作のうち,食 事,用 旨
便等の一部 の動作が可能な場合i
又は時々介護が必要な場合。
(一部介助)

6時 間以 内 ・

室 内では,ほ ぼ身 の回 りの こと
3鷹 課 灘 罫 出が困難な 3時間以内1
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む
　

福
祉
霧

所

で
は
要
件
を
充
た
せ
ば
、

ヘ
ル
プ
協
会

に
書
類

を
ま
わ
す

の
で
、
福
祉
事
務
所

の
段
階

で
待
讐

が
出
る

こ
と
は
な

い
。

ヘ
ル
プ
協
会

で
は
地
区
ご
と
に
派
遣
す
る

ヘ
ル
パ
ー
を
決
定
す
る
の
で
、

ヘ
ル
パ
あ

少

な
い
地
区

の
場
合
に
は
、

ヘ
ル
パ
ー
登
録
者

の

多

い
地
区
に
照
会

を
行
う
等
調
整

に
手

聞
取

る
た
め
、

二
週
間
以
上
を
要
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
と
い
わ
れ
る

(全
体
的
に
み
て
、
利
用

者
数
は

ヘ
ル
パ
薮

を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る

こ
と
は
、
表
8
の
通
り
で
あ
る
)
。
そ

の
た

め
、

緊

急

の
場

合

は
、

市

の

ヘ
ル
パ
志

派

遣

す

る
場

合

も
あ

る

と

い
わ
れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

な
お
・

Y
市

の
場
合
も
東
京
都

と
同
様
、
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣

を
申
し
込

ん
だ
者

は

「
-
…
家

庭
奉
仕
員
派
遣
申
込
書

の
記
載
内
容
に

変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
・
家
庭
奉
仕
員
派
遣
変
更

廃

止
申
請
書

に
よ
り
、

…

福
祉
霧

所

に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
・り
な

い
」
(要
禦

七
条
)
と
さ
れ
る
が
・

さ
ら
に

「福

祉
事
務
所
長
は
、

前
項

の
申
請
に
よ
り
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
回
数
等
を
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
と
認

め

る
と
き

は
・

三

…
家
庭

奉

仕
員

派
遣

変

更

通
知
書

又

は

…

に

よ
り
、

当

該

申
込

者

に
通

知

す

・。
も

の
と
す

⇔
」

と

し

て
、

変

更

申
請

書

が
・

派
遣

回

数
等

の
変

更

の
際

も
利

用

で
き

る
も

の

で
あ

る

こ
と
を

明
号
口
を
も

っ
て
規

定

し

て

い
る

(東
京
都

の
擾

.
に
は
、
前
項

の
届
出

が
あ

っ
た
場
合

に
お

い
て
派
遣
対
象
世
帯

の
要
件
が
変
更
し
た
と
認
め
た
と
き
は
…
…
」
と
よ
り
抽
象
的
な
表
現
に
な

っ
て
い
る
)
。

生
活

保

護
法

の
場

合

に
は
、

保

護
基

準

の
引

き

上
げ

を

求

め

る

こ
と
が
、

争

訟
手

続

上
難

し

い

こ
と
を
考

え
る

と
、

注
目

し

て

よ

い
規
定

と
思

わ
れ

る
。

し

か

し
・

実
際

に
は
利

用

さ

れ

て

い
な

い
。

ま

た
申
請

が
だ

さ

れ

て
も

ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

は
数

が
少

な

い
た

め
、

変

更
申

請

が
、

サ
ー

ビ

ス

内
容

の
向
上
に

つ
な
が
る
場
合
は
少

な
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ホ
去

ヘ
ル
プ
協
会

の

ヘ
ル
パ
ふ

派
遣

さ
れ
て

い
る
場
合

に
は
、

派

遣

さ

れ
て

い
る

ヘ
ル
パ
ー
を

通

じ

て
協
会

の
相
談

指

導
員

か

ら
福

祉

事
務
所

の
ケ

ー

ス
ワ
ー
カ

ー

に
連

絡

が
あ

り
、

事

実

上
変

更

が

な

さ

れ

る

こ
と

も
あ

る

と

い
わ
れ

る
。

市

が
利

用
者

に
変

更

申

込
書

の
提
出

を

求

め

る

(多
く
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
)

こ
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と

は
少

な
く
、

市

側

か
ら

サ
ー

ビ

ス
の
変

更

が
な

さ
れ

た
場

合

に
も

変
更

通

知
書

が
出

さ
れ

る

こ
と

は
少

な

い
と

い
わ

れ

て

い
る
。

廃

止

利

用
者

か
ら

の
申
請

が
前

提

と

な

っ
て
お
り
、

市
側

か
ら

廃
止

を
決

定

す

る

こ
と

は
な

い
と
さ
れ

て

い
る
。

し

か

し
、

実
際

に
は
利

用

者

か

ら
も

廃
止

申

請
書

が
提

出

さ
れ

る

こ
と
は
少

な
く
、

入
院

・
死
亡

等

の
場

合

は
、

口
頭

で

の
申

し
出

に
対

し
、

電

話

で
確

認

の
上
廃

止

す

る
形

が

な

さ
れ

て
い
る
。

派
遣
期
間

特

に
定

め

が

な

い
。

一
年

に

一
度

、
所

得
状

況

調

査

が
行

わ
れ

る
が
、

ヘ
ル
パ
ー
派

遣

に
か

か

わ

る
全
体

的

な
状

況

が
調

査

さ
れ

る
わ

け

で
は
な

い
。

し
た

が

っ
て
、
利

用
者

側

か
ら

辞
退

の
連

絡
が

な

い
限

り

サ

ー

ビ

ス
の
提
供

は
継

続

的

に
行

わ

れ
る

の

が
原
則

と
な

っ
て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
把
握

に
つ
い
て

市

の

ヘ
ル
パ
ー

が
派

遣

さ
れ

て

い
る
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
!

と

の
話

し

あ

い
は
職
場

内

で
な

さ
れ
る

こ
と

に
な

る
。

し
か

し
特

に
手
続

的

な

も

の
が
設

け

ら
れ

て

い
る
わ
け

で
は

な

い
よ
う

で
あ

る
。

協

会

に
委

託
さ

れ

た

ケ
ー

ス
に

つ
い
て

は
、

協
会

か

ら
市
内

の
各

区

の
福

祉
事

務

所

に
状

況

報

告
書

が
、

送

付

さ

れ

る

こ
と

は
な

い
。
協

会

の

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ

ー
は
、

協
会

に
対

し

て
は
業
務

報
告

書

・
活
動

報
告
書

を

提

出

す

る
。
業

務

報
告

書

は
、

利

用

者

の
状

況

が
か

わ
ら

な
け
れ

ば
改

め

て
提
出

さ
れ

な

い
。

活
動

報

告
書

は
、

サ

ー

ビ

ス
実

施

の
都

度

提

出

さ
れ

る

が
、

必
ず

し
も
、

利

用
者

の
状

況

報
告

の
た
め

の
も

の

で
は
な

い

(表

10

・
表

11
)
。

こ
の
よ
う

な

こ
と
か

ら
、

市

は
協

会

か
ら

積
極

的

な

連

絡
が

な

い
限

り
、

利

用
者

の
状

況

を
、

つ
か
み

に
く

い
と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ

う
。

事

実
、

派
遣

対

象

者

が
、

「
ね

た
き

り

老
人
」

で
あ

る
場

合

に

は
、

保

健
所

の
保
健

婦

や
民

生

委
員

か

ら

の
連
絡

で
比
較

的
状

況

は

把

握

さ
れ

易

い
が
、

元
気

な

コ

人

暮

し
老

人
」

の
場

合

の
状

況

は
把

握

し

に
く

い
と

の
区

の
ケ

ー

ス

ワ
ー

カ

ー

の
指
摘

も

あ

る
。
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表10ホ ー ムヘルパ ー業 務報 告書

利 用 者 番 号

ヘルパ ー番 号

利 用 者 氏 名

ヘルパ ー氏 名

サ ー ビス 内容 の うち,介 護(身 の回 りの お世 話=食 事,排 泄,清 拭等)に 関す る

質 問で す。

現在,利 用者 宅 で訪 問 の度 に実 施 してい るサー ビス について,以 下 の質 問 にお答

え くだ さい。(該 当す る項 目 に○ を つけて くだ さい。)

1.食 事 に関 して,食 べ させ る介 助が あ ります か?

イ.ほ とん ど介助 す る ロ.少 し介 助す る ハ.見 守 って い る 二.介 助 はな

い

1-2.イ,ロ と答 えた人 のみ,食 事 の飲 み込 み程度 につ いて

イ.飲 み込みが 困難 ロ.普 通(時 々むせ る程度 も含 む)

2.排 泄の介 助が あ りますか?

イ.あ る ロ.な い

2-2.イ と答 え た人 のみ,介 助 の方法 につ いて

イ.お む つ交 換,失 禁 の世 話 ロ.ポ ー タブル トイ レで の介 助 ハ.採 尿器

(尿 瓶,差 し込 み便 器等)の 使用 介助 二.ポ ー タブル トイ レや採尿器 使用後

の後始 末 のみ ホ.便 所 へ の誘導,見 守 り

3,着 替 えの介 助が あ ります か?

イ.ほ とん ど介 助す る ロ.一 部 介 助す る ハ.な い

4.入 浴介助 の手伝 いが あ ります か?

イ.あ る ロ.見 守 りだ け ハ.な い

5.身 体 を拭 いてい ますか?

イ.全 身拭 いて い る ロ.一 部拭 いて いる(足 浴や手浴 を含 む)ハ.準 備 ・

後片 付 けのみ 二.な い

5-2.イ,ロ と答 えた人 のみ,身 体 を拭 くと きに手 をか して くれ る方が い ます か?

イ.い る ロ.い ない

5-3.イ,ロ と答 えた人 のみ,利 用 者 の状 態 につ いて

イ.寝 た き り ロ.座 位(座 る こと)が 可 能

n.洗 髪 の介 助 を して い ます か?

イ。 して いる ロ.し て いな い

7.通 院 や外 出の介助 を して い ます か?(月 に1回 以上 あ る場合 に記入 して くだ さ

い。)

イ.車 イスを使 って して い る ロ.支 えなが ら歩 いて して い る ハ.付 き添 い

の み 二.し て いない

7-2,イ,ロ,ハ と答 え た人 のみ,通 院 や外 出の際 に,バ ス ・タクシー ・電車 な ど

を利用 します か?
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イ.利 用 す る ロ.利 用 しな い

?-3.イaロ,ハ と答 え た人 の み,通 院や外 出の介 助の時間 は どの くらいです か?

イ.2時 間未満 ロ.2時 間以上

&リ ハ ビ リの介 助の手伝 いが あ りか?

イ.あ る ロ.な い

軌 床 ずれ を予 防す るため にs身 体 の向 きを変 え ます か?

イ.変 え る ロ.変 えな い

10.寝 た き りの方 で シー ツ交換 が あ ります か?

イ.あ る ロ.な い

ユ1.ひ げ髭剃 りを して い ますか?

イ.し て い る ロ.し て いな い

12.爪 切 りを して い ます か?

イ.し て い る ロ.し て いな い

13,洗 顔 ・歯 磨 き(入 れ歯 の手入 れを含 む)の 介 助 が あ ります か?

イ.あ る ロ.な い

14.室 内を移動 す るの に,利 用者 の身体 を支 え る介 助 が あ ります か?

イ.あ る ロ.な い

15.床 ず れ の手 当ての手 伝 いが あ りますか?

イ.あ る ロ.な い

以 上 の質 問す べて にな い と答え た方 は,確 認 のため下記 に○ をつ けて返送 して く

だ さい。

イ.質 問1～15に 該 当す るサ ー ビスは お こな って いな い。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

一
人

暮

し

の
場

合
、

買

物

・
掃

除

が
主

で
、

週

一
回
、

三
時

間

が
多

い
。

ね

た
き

り
老

人

の
場
合

は
、

週

三
回

位

が
多

い
。

週
六

回
、

毎

日

三
時

間

の
ケ

ー

ス
も

多

い
。

市

の
ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣

は
、
処

遇
困

難

と

い

っ

て
も
主

と
し

て
、

心
理

的

な
面

で
の
処

遇
困
難

が

中

心

と
な

っ
て
き

て
お

り
、
身

体

的
状

況

の
困

難

な
ケ

ー

ス

は
、
時

間
的

な

制
約

か

ら
も
市

の

ヘ
ル
パ
ー

で
は
対

応

で
き

ず

に
、
協

会

へ
の
委

託

が

ふ
え

て
き

て

い
る

こ
と

が
わ

か

る
。

日

・
祝

日

の

サ
ー

ビ

ス
は
行

わ
れ

て

い
な

い
。

土

曜

日
は
、

午

前

中

の
み

実
施

さ

れ

る

(協
会
と

利
用
老
の
個
人
契
約

の
場
合
は
、
土
曜
日
も
終
日
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
て
お
り
、

午
前
中

の
み
の
実
施
に
限
ら
れ
る
の
は
、

(
4
)

委
託

(市
)
側
の
状
況

に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
)
。

サ
ー
ビ

ス
労
働

市

の
家

庭
奉

仕

員

に

つ
い
て
市

の
健

康

診
査

が
行

わ

れ
、

労

災

が
適

用

さ

れ
る

こ
と
は
、

他

の
自

治
体

ど

同

様

で
あ

る
が
、

ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ
協

会

の

ヘ
ル
パ
ー

に

つ

Dα即



表11平 成○○年○○月活動報告

利 用 者

氏名

佐所

○ 田 ○ 夫 番号 口 〔]-00123

Y市 △△ 区 ×x町 在住

ヘ ノレノー°

1氏 名 ○ 山 ○ 子 番号1口 ぴ ・・…

住所 △△ 区在住 姪(671)0000

1.活 動 した 日の開始時刻 ・終了時 刻 を記入 して くだ さい。

金曜副is日 日曜 日 月曜 日

1日

9=00か ら

12=00ま で

火曜 日 水曜司 耀 日

門襲爆i細 門戴8要1環 要
8『

か ら

休み:ま で

15日

9:00か ら

12=00ま で

唄郵 騒撫 ～1熱 雲ぜ1袈
16日

か ら
まで

17日18田119日

:襲1・1:懸 ■ 襲

I
20日!21日

11:00か ら 【:カ 、ら

13=00ま で1:ま で

22日

9:00か ら

12100ま で

29日

9:00か ら

12:00ま で

i

!24日23日

:袈 「
125日26日

袈 、茎:88袈1:

i27日128日

か ら11:00か ら1か ら

ま で14:00ま で1ま で

30日131日

裟:
ら
で

か
ま

2.担 当相談 指導員 への連 絡事項(休 みの連絡 は,担 当指導員 に必 ず電話 を して くだ

さい。)

○ 田 さんの ところの火 ・木 ・土 曜 日を担 当 して い る方 とお話 しを した いので,

近 日中 に話 し合 いの場 をつ くって ほ しいのです。

月 ・金 の午 後 な ら都合 が い いのですが。

先 の ことですが,7/14～20田 舎 へ帰 ります ので,か わ りのヘ ルパ ー さんを お願

い します。

3,現 在活動 して い る時 間 のほか に,活 動 で き る時間が あ りま した ら記入 して くだ

さい。

「一一 「
午前 ・午後

3時 間
午前 ・午後

時間
午前 ・午後1午 前 ・午後

時間 時間

金 土

午前 ・午後
時間

午前 ・午後
時間
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婦 動記録(製繋 騨薦 鱗 旨圭麟 器難セ鷹 酒

日付1 活 動 内 容 と 特 記 事 項

8日

18日

20日

22日

ヘルパー風邪のため休み(○ ○指導員に連絡 済み)

病院 が混ん で いたた め,30分 延長 しま した。(○ ○指 導 員 に連 絡 した

ところ,次 回 の活動 で調 整 す るこ とにな りま した。)

前回分の調整で.30分 短縮 して活動 しま した。

○田さんは食欲 も出てきて少 しずつ風邪 もよ くなっているよ うですが,

まだ少 し咳込 む状態です。

とて も暖かな臼で久 し振 りに気持の良い日で した。

体位交換 もな るべ く窓側の時闇を長 く取 りま した。

春の陽差 しを感 じて いるように○田 さん も時折目を細めていま した。

27日 ベ ッ ドが低 いので少 し高 くして も らった との事 。

少 しの ことで すが,と て も楽で す。

(
5
)

い
て
も

労

災

が
適

用

さ
れ

る
。

ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

(登
録

ヘ
ル
パ
ー
は
こ
こ
に

は
含
ま
な

い
)
は

協
会

と

雇
用
契

約

を
結

ん

で

い
る

の

で
、

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

等

に
は
、

有

給
休

暇

も
保
障

さ

れ
、

ま

た
、

派

遣
を

指

示

さ
れ

た
高
齢

者

の

都

合

で
、

派
遣

が
中

止

さ
れ

た
場

合

に
は
、

待

機
補

償

が

な
さ

れ

る
。

健

康

診

査

に

つ

い
て
も

就
業

規

則

(別
紙
)
に
基

づ
き
独

自

に
実
施

さ

れ

て

い
る
。

雇

用
保

険

は
雇

用

保
険

法

が
要

請

す

る
要

件
を

み

た
さ

な

い
た

め
現
在

は
適

(
6

)

用
さ
れ
て
い
な

い
と
さ
れ
る
。

家
庭
奉
仕
員

の
研
修

に

つ
い
て
は
、
Y
市
職
員
で
あ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
、

Y
市

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ
協
会

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
、

い
ず

れ
に
対
し

て
も
要
綱

(
7

)

上

は
規

定

が
な

い
。

パ

ン

フ
レ

ッ
ト

に
ょ
れ
ば

、

ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ
協

会

の
場

(
8
)

合

に
は
、

育
成

研

修

の
他

に
、

初

任

者
研

修

・
地
区

別

研
修

・
現
任

研

修

な

ど

が
行

わ
れ

て

い
る
と

い
う
。

採

用
時

に
、

未

経
験

の
者

は
、
協

会

ヘ
ル
パ

ー

と
し

て
採

用

し
、

動
務

の
か

た

わ
ら
、

週

二
回
、

二

ヵ
月

間
育

成

研
修

を

受

け

て
も

ら

う

(ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
資
格

・
研
修
歴
は
別
表
参
照
)
。
ケ

ア

ヘ
ル
パ

ー

は
、

一
年
契

約

で
、

常

勤

で
勤

務

す

る
も

の
を

さ
す
。

家
庭

奉

仕

員

の
派
遣

を

申

し

込

ん
だ
者

(要
綱
第
四
条

に
よ
り
、
世
帯
の
生
計

中
心
者
を

い
う
)
は
、

要

綱

別
表

2

の
規

定

に
よ
り
派

遣

に
要

し

た
費

用
を
負

担

す

る

こ
と

と

さ
れ

る
。

減
免

制
度

は
設
け

ら

れ

て

い
な

い
。
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超
過
負
担

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

協

会

は
、

ヘ
ル
パ

ー
と
雇

用
契

約

を
結

ん

で
お
り

、

そ
れ

に
と
も

な

い
労

災
保

険

の
保
険

料

・
待

機
補

償

・
有

給

休
暇

の
費

用
を
負

担

し

て

い
る
が
、

以

上

の
点

に
関

わ

る
費

用

と

し

て
、

市

は
年

間

七
〇

〇

〇

万
円

を
支

出

し

て

い
る
。

注
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(
1
)

Y
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
実
施
要
綱

(以
下
Y
市
要
綱
と

い
う
。)
は
、
「
Y
市
は
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

の

一
部
を
公
共
的
団
体
に
委
託
す

る

こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
派
遣
世
帯

・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
区
分

の
決
定
に

つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
」
(第
八
条
)
と
し
、
さ
ら

に
、
Y
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
事
務
取
扱
要
領

(以
下
Y
市

「取
扱
要
領
」
と
い
う
。)
は
、
「家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

の
実
施
に
際
し
て
、
要
綱

第
八
条

の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の

一
部
を

(財
)
Y
市
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
協
会
(以
下

「協
会
」
と

い
う
。)
に
委
託
す
る
。

こ
の
場
合
、
各
年
度
毎
に
次

の
内
容
を
明
記
し
た
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
委
託
契
約
書
を
締
結
す
る
。
e
委
託
業
務

の
内
容
、
ω
業
務
の
委
託
期
間
、
日
家
庭
奉
仕
員

の
報
酬
、

活
動
費
等
業
務

の
実
施
運
営
に
充

て
る
た
め
の
委
託
料

の
額
、
四
家
庭
奉
仕
員
の
活
動

に
関
す
る
訪
問
日
程
表
、
活
動
記
録
簿
等

の
書
類

の
整
備
、

㈲
業
務

に
か
か
る
報
告
書
の
提
出
、
㈹
契
約
解
除
等
に
関
す
る
事
項
、
㈹
そ
の
他
適
正
な
業
務
履
行

の
確
保
に
関
す
る
事
項
」
(第
七
)
と
し
、
さ
ら

に
派
遣
の
依
頼

に
つ
い
て

「福
祉
事
務
所
長
は
、
要
綱
第
五
条
第

1
項
及
び
第
六
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
派
遣
を
決
定
し
た
も
の
の
う
ち
、
協
会
に

派
遺
依
頼
す
る
場
合
、
Y
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
依
頼
書

(様
式

2
号
)

に
よ
り
協
会
に
対
し
、
派
遣
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
決
定
事

項

の
備
考
欄

に
委
託
の
旨
、
明
記
す
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
Y
市

の
場
合
に
は
東
京
都
と
比
較
し
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

の
実
施
形
態
が
、
要
綱
、
要
領
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
に
規
定
さ
れ

て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
Y
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
は
、
市
委
託
分
が
三
三

一
七
人
で
、
自
由
契
約
は
、
四
四
人
に
過
ぎ
な
い
。

(
2
)

要
領
第
九
は
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

派
遣
対
象
が

「
老
人

・
身
体
障
害
者

・
精
神
薄
弱
者
で
老
衰

・
心
身

の
障
害

・
傷
病

.
重
度
の
身

体
障
害
並
び
に
重
度
の
精
神
薄
弱
の
た
あ
日
常
生
活
に
著
し
く
支
障
を
き
た
し
て
い
る
低
所
得

の
世
帯
で
あ

っ
て
そ
の
家
族
が
介
護
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
状
況

に
あ
る
場
合
」

に
は
、
Y
市
職
員
で
あ
る
家
庭
奉
仕
員
が
派
遣
さ
れ
る
。
現
実
に
は
、
所
得
A

・
B
階
層
で
、

一
人
暮
し
で
痴
呆
が

あ
る
者
、
家
族
が
同
居
し
て
い
て
も
、
精
神
障
害
が
あ
る
な
ど
の
場
合
に
市

の
家
庭
奉
仕
員
が
派
遣
さ
れ
る
場
合
が
多

い
と
さ
れ
る
。

(
3
)

市
役
所
の
話
で
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
事
例
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(
4
)

本
文

で
述

べ
た
よ
う
に
、
利
用
者
数

は

ヘ
ル
パ
ー
数
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
。

土
曜

・
日
曜

・
夜
間

の
派
遣
は
、

現
在

の
ヘ
ル
パ
ー
の
多
く
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表12

様 平成 年 月 日

⑧
次 の と お り、 ホ ー ムヘ ル プ サ ー ビス を実施 して くだ さい 。

i

-

i

-

I

II

F

ヒ

ー

利 用 岩
住所 区

氏名 { 剥 酬()
1

サービスの

実施時間数

月 火 水 木 金
i

土1開 始終了
i

二 ～=

:～:
一 時 刻

休憩時間
1

有 ・無 分

実 施 期 間,i 平成 年 月 日から 平成 年 月 日まで

内

容

介 護 サ ー ビ ス の 内 容 家 事 サ ー ビ ス の 内 容

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

食1掬)介 識

排 泄のJI・護

衣類着脱 の介護

入浴 介助 の補助

身体 の,酎式、洗髪

通院等の 介助

その他必 要な身体 の介護

1)

ア

イ

ウ

エ

オ

カ、

調理

衣類の洗濯 ・捕悠

住居等の掃除 ・整理整頓

生活必需品の買物

関係機関等との連絡

その他必要な家事

()

l

I

備

考

一一 甲一一 ・巳.一 一

同行瀾 日 「平成 　 輩「 「 言等 前.孕後 諄}分 から

ラ

ン

ク

A・B・C・D

i 特記事項

F

担 当 者1 連 絡 先

151(151)



が
、
家

庭

の
主
婦

で
あ

る
た
め
、
人
材

の
確
保

が
、
む
ず

か
し

い
こ
と
も
予
想

さ
れ

て

い
る
。

(
5
)

Y
市

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ
協
会

は
、

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
、

ケ

ア

ヘ
ル
パ
ー
と
雇
用

契
約
を
結

ん
で

い
る
。

雇
用
契
約
書

は
な

い
が

、
指
示
書

(
表

12
)

を

も

っ
て
、

こ
れ
に
か
え
る
と
さ

れ

る
。

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
協
会

は
、
雇
用
者

と
し

て
、
労
災

保
険

に
加
入
し

て

い
る
。
労
災

に

つ
い
て
は
、
腰
痛

等

で
労
災

給
付
が
認

め
ら
れ
る

ケ

ー

ス
が
出

て

い
る
と

い
う
。

(
6
)

雇
用
保

険
法

の
改

正
に
よ
り

雇
用
保
険
は

パ
ー
ト
労
働
者

に
も
拡
大

さ
れ

て

い
る
が

、

ヘ
ル
パ
ー
協

会

の
場
合
要
件

(①

一
週
間

の
所

定
労
働

時

間

が

二
二
時
間
以
上

、
②

一
年

以
上
継
続
雇

用
が
見

込
ま
れ

る
、
③

年
収
が
九

〇
万

円
以
上
あ

る

こ
と

が
見

込
ま
れ
る
)
を

み
た

さ
な

い
た
め
適

用

さ
れ
な

い
と

の
こ
と

で
あ

る

(
ヘ
ル
パ
ー

一
人
あ

た
り

の
活
動

日
数
、
平
均

支
払
額

に

つ
い
て
は
別
表
参

照
)
。

(
7
)

育

成
研

修

「
ご
あ

ん
な

い
」

一
〇
頁
。

(
8
)

育
成
研

修

に

つ
い
て
は

「
ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
活
動
す

る
た
め

に
は
、

一
定

の
研
修
を

終
了
し

て

い
る

こ
と

が
必
要

で
す

が
、

こ
う
し
た

研
修

を

う
け
た

こ
と

の
な

い
方

々
を
対

象
と

し

て
、
講

義

と
実

技
実
習

か
ら
な

る

ヘ
ル
パ
ー
育
成

の
た
め

の
研
修
を
実
施
し

て

い
ま
す
。

講

義
と

し

て
は
、
社
会

福
祉

概

論
を
は
じ

め
と
し

て
在

宅
福
祉

の
諸
制
度

、

ま
た

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

の
心
構

え
や

サ
ー

ビ
ス
内
容

に

つ
い
て
、
ま

た
、
老
人

と

の
接

し
方

や
ボ

ケ
の
理
解

・
障
害
者

の
理
解

な
ど
多

岐

に
渡

っ
て
い
ま
す
。

実

技

と
し

て
は
老
人
食

の

つ
く

り
方

な
ど

の
調
理
実

習

の
ほ
か
、

ね
た
き
り
老
人

な
ど

の
家
庭
介

護
、
及
び

車
イ

ス
の
扱

い
方

を
含

め
た
障
害
者

の
介
護
方
法

な
ど

の
実
技
実
習

を

行

っ
て
い
ま

す
」

と
説

明

さ
れ

て
い
る
。
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②

K

市

K
市

は
、

Y
市

と
な

ら
び

神
奈

川

県
下

の
政

令
都

市

で
あ
り
、

高

齢
者

人

[
[は
、

Y
市

に
は
及

ば

な

い
も

の

の

一
〇

万

人

に
せ

ま
ろ
う

と

し
て

い
る
。

こ
の
こ
と

は
、

実

施

形

態

に
も

反
映

さ
れ

て

い
る
も

の
と

い
え

よ

う
。

実
施
形
態

K
市

の
老

人

家
庭

奉

仕
員

等

派
遣

事
業

は
、

ω
地

方

公

務
員

法

上

の
身

分
を

有

す
る
市

の
職

員
、

②

非
常

勤
職

員

の
ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
、

(
1
)

 ③

社

会
福

祉
協

議

会

に
登

録
さ

れ

て

い
る

ヘ

ル
パ
ー

に

よ

っ
て
実

施

さ
れ

て

い
る

が
、

主

た

る
担

い
手

は

登
録

ヘ
ル
パ
ー

で
あ
る
。
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表74昭 和62年 度 の総派遣 ケ ース にみ る諸 状 況(62.7.1～63・3・31)

◎ 総派 遣数285件 。

◎ ケース 自立度 全介 助77件,半 介助135件,ほ ぼ 自立73件

◎ 全介 助 ケー スの身体 状況

・脳卒 中等 によ る片 マ ヒ

・老 哀

・慢 性 関節 リュウマ チ

・狭 心症,心 不全等

・パ ーキ ン ソン氏病 や膠 原病

・全盲+疾 病

・骨 折

・悪性腫瘍

・そ の 他

◎介護者の有無

・介護者 あり

件

件

件

件

件

件

件

件

件

2

6

6

2

5

4

4

5

5

4

息子(娘,嫁)が 就労中で 日中不在

介護者が,高 齢 ・病弱で介護不十分

別居の子供 ・嫁が介護者のため,不 十分

・介護者 ま った く無 し

199件

65件

58件

32件

86件

(関係市社協 平成元年度事業年報より転載)

表15派 遣件数の推移

派遣紬 ねたきり1独り暮し痴 呆 性1嶋 障害1そ の 他鳳 遡

昭 和63年1254件75件
5月 分1

1

64件 、9件47件149件i'3。 、人

1

平成元年
5月 分

46・件 ・・8件;… 件34件i96件 ・22件ii5・7人

◎派遣総数に占め るねたきり老人の比重が極めて高 い

◎伸び率か らみた場合の痴呆老人増が目につ く

◎伸び率からも絶対数増か らもその他が注 目されるが,こ れは虚弱老人のフォロー

と介護者がいる家庭への休養目的少回数派遣増

(関係市社協 平成元年度事業年報より転載)
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在宅福祉サービスの法的研究

家
庭
奉
仕
員
等

の
派
遣
世
帯
区
分
は
、

原
則

と
し
て
次
の
通
り
と
さ
れ
て
い
る
。
「
O
家
庭
奉
仕
員

は
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

世
帯

.
費
用
負
担
額
無
料

の
世
帯
並
び
に
そ
の
他
福
祉
事
務
所

の
総
合
的
な
関
わ
り
を
必
要

と
す

る
も

の
に
派
遣
す
る
、
⇔
登
録

ホ
ー

ム

(
2

)

ヘ
ル
パ
ー
は
、
前

号

の
派
遣

対

象

世
帯

以
外

の
も

の
に
派
遣

す

る
」

(
K
市
家
庭
奉
仕
員
等
保
健
婦
等
派
遣
事
業
実
施
要
綱
案
第

一
〇
条
)
。

K
市

で
は
近

年
家

事
援

助

サ
ー

ビ

ス
よ
り
身

体
介

護

サ

ー

ビ

ス
の
要

求

が
高

ま

っ
て
き

て

い
る

と

い
わ

れ

る
が
、

市
社

協

に
登
録

し

て

い
る
登

録

ヘ
ル
パ
ー
も
、
福

祉
事
務

所

長

(
K
市
)

か
ら

社

協

に
委
託

が
あ

っ
た
場

合

に
は
、

市

の
家
庭

奉
仕

員

と

区
別

な

く
、

身

体
介

護

型

の

サ

ー

ビ

ス
に
も
従
事

し

て

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

し
か

し
、

市

の
話

で
は
、

登
録

ヘ
ル
パ
ー

の
中

で
特

に
看

護

婦

な
ど

の
経

験

の
あ

(
3

)

る
者

を
、
身

体
介

護

型

に

と

い

っ
た
特

別

の
配

慮

は
し

て

い
な

い
と

の

こ
と

で
あ

る
。

市

の
家

庭
奉

仕

員

で
足

り
な

い
場

合

に
は
、

登

録

ヘ
ル
パ

ー
が
派
遣

さ

れ
る

と

い
う
。

申
請

・
決
定
手
続

派
遣

の
決
定

は
、
蒲

案

で
は
福
祉
霧

所
長
が
行
う
と
さ
れ
て

い
瓠
四
実
際
に
は
・
担
当

の
ケ
ー
ス
7

カ
ー
が
単
独

で
調
査

浜

定
し

て
い
る
。
福
祉
事
務
所

で
は
、
図

4
に
示
す
よ
う
に
、
福
祉
事
務
所

の
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣

す
る
か
、
市
社
協
に
委
託
す
る
か
が
決

定

さ
れ

る
。
申
請
書

の
受
理

に
先
立
ち
所
内
面
接
が
行
わ
れ

て
お
り
、
申
請

の
却
下
手
続
が
と
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
わ
れ
る
。

市
社
協

に
委
託
さ
れ
た
ケ
ー

ス
に

つ
い
て
は
、

社
協

の
相
談
指
導
員

(
八
名
)
に
よ

っ
て
、

登
録

ヘ
ル
パ
ー
の
選
定

が
行
わ
れ
、

登
録

ヘ

ル
パ
差

相
談
指
導
員
が
利
用
者
宅
を
訪
問
し
・
回
数

.
日
時

等
を
決
定

す
る
こ
と
に
な
菊

派
遣
依
頼
か
ら
派
遣
開
始
ま
で
の
日
数
に
つ
い
て

.
六

三
年

一
月

か

ら

三
丹

ま

で
の
間

に
、
派

遣

開

始

さ
れ

た
六

五
ケ

ー

ス
の
平

均

日
数

は

一
二

・
六

日

.
平
成

元
年

一
月

か
ら

五
月

ま

で
に
間

に
、

派

遣

開
始

さ

れ

た

一
〇

三

ケ

ー

ス
の
平

均

日
数

は

=

二
・
九

日

と
報

告

さ
れ

て

い
る
。

近
年

期

間

が
若

干

の
び

て
き

て

い
る

の
は
、
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と 手 続

相 談 指 導 員

へ'ル パ

利用者宅訪問

受 諾 通 知 書 訪 問 開 始

保健婦 ・看護婦選定 決 定 通 知 書

相 談 指 導 員

保健婦 ・看護婦

初 回 訪 問

聾

相 談 指 導 員

ヘ ル パ ー

利用者宅訪 問

夢 契 約 書 . IvJl1HYG

保健婦 ・肴護婦選定 書

相 談 指 導 員

保健婦 ・看護婦

初 回 訪 問
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在宅福祉サービスの法的研究

図4業 務 の 流 れ

画
窓口1協 議

相 談

利 用 者 福祉事務所 」

調 決

付 査 定

2.社 会 福 祉 協 議 会 受 付分

{1)看 護サー ビス(市 単補助分)

窓口/受 付

福 祉 事 務 所 の

家庭奉仕員を派遣

「区 社 協
團 圃

窓口/受 付 ・調査

{2}自 由契約分(家 事介護サービス ・看護サービス)

窓 口/受 付

匝 臓

派 遣 委 員 会

(関 係市社協

(事 業 部)

窓口/受 付 ・調査

平成元年曳事業年報より転載)
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表16

.一

利 用 者N。 、

.

登 録 ヘ ル パ0派 遣(

通

市
福 祉 事 務 所 長 様 托鋪 細、

法 人

年 月 日 民 福 第

の あ り ま し た 登 録 ヘ ル パ ー 派 遣 に つ い て は 、

ま す 、,

1、 派 遣 年 月 日

2.依 頼 の 対 象 及 び 派 遣 回 数

)通 知 書

知 第 号

年 月 日

市社会福祉協議会
会 長

号 に よ り 、 依 頼

し た の で 通 知 し

年 月[-1

1

氏

名

■I

l倖

1'"幽 幽1

レ痢
L

.

=

回 数 ノ/1墨 回
5

時 聞 委気,/回
…

【

時 間 週 計
ヒ

時 間
1

一.

サ ー・ビ ブ、

内 容1

}

:…

I

i
1

3.ヘ ル パ ー 氏 名 及 び 派 遣 曜 日 等

i
ヘ ル・パ ーNo,

,

ヘ ル パ ー 氏 名 派 遣 曜 日 i11:」貴 ロ寺 問 有芋

…

月 ・火 ・水 ・木 ・金 ・土

1

.

i明
月 ・火 ・水 ・木 ・金 ・土

..一
i t

月 ・火 ・水 ・木 ・金 ・土

I

i

;月 ・火 ・水 ・木 ・金 ・土
1 i

航
[

*

氏 名1
1

TEL

1

　

 

蝉
剤蝸

剰有暑
ロ

イ通
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在宅福祉サー ビスの法的研究

衰17

通,:ロ 第

年 月

ぢ

日

指 示 書(

次 の 利 用 者 に 対 し て の 活 動 を

実 施 年 月 日 年 ヨ」

)

し て 下 さ い

JL
1

利 琴ヨ者1 1住l
I

躍

1
年 齢1歳 性 別

1

所i

1,__

1派 遣 期 間
十

年 月 日 ～ 年 月 日

旨

指 」越 回数 .一
回!

1
派遣ロ欄 期 時間/回

月 火 水1イ こ
1

金 土
-

暉

l
II

I

-1
-1 i
1

凸

》ユ{、

旨}1帽
… ピl

Iス1

の の1

旨馨」
ii

ii

II

内
i
l留1

圃
項i

　

容!1

」ζ

利 用 者 か ら 、 上 記 の サ ー ビ ス 以 外 の 要 望 が あ っ た 場 合 、 また は
、 あ な た 肖 身 が 必 要 だ と 思 う サ ー ビ ス 内 容 等 が あ り ま し

た ら 、 担 当 者 に ご 相 談 下 さ い 。

相 談 指 導 貝
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A
・

B
・

C
区

に
お
け

る
活

動
可

能

ヘ
ル
パ
薮

が
、

派

遣
依

頼

数

の
増

加

に
比

し

て
、

大
変

厳

し
く

な

っ
て
き

て
お

り
、

そ
れ

.り

の
、

影
響

が
出

て

い
る
も

の
と
思

わ
れ

る
。

ぽ
　
　

K
市

の
場
合
登
録

ヘ
ル
パ
ー
は

一
〇
〇
〇
名

ほ
ど
で
あ
る
が
、
派
遣
申
薯

と
登
録

ヘ
ル
パ
あ

日
程
の
調
整
が

つ
か
な

い
な
ど
で
待

磐

が
で
て
い
る
と
い
霜

公
的
な
老
人
家
庭
奉
仕
員
箋

の
ほ
と
ん
ど
を
登
録

ヘ
ル
パ
も

対
処
す
る
こ
と

の
限
界

と
も

い
え
よ
.つ
。

ま

た

こ
う

し
た
状

況

の
も

と

で
は
・

当
面

申
請

者

の
優

先
順

位

を
決

定

す

る
手
続

が
必
要

と

な

っ
て
く

・Q
こ
と
も
指

摘

し

て
お
く
必
要

が
あ

ろ

う
。

K
市

で
は
・
優
先
順
位
を
決
定
す
る
に
際

し
、

必
要
度
を
点
数
化
す

る
と

い

っ
を

と
は
な
さ
れ
て

い
な

い
。
ま

た
待
機
が
必
要
な
場

合
、

待

機

通
知

書

は
出

さ

れ

て

い
な

い
。

サ
　
ビ
ス
の
　
　

市
社
協
に
サ
ー
ビ
ス
が
委
託
さ
れ
た
ケ
麦

に

つ
い
て
は
、
社
協
内

で
変
更
が
決
定
さ
れ
る
。
利
用
者
か
・り
、

ヘ
ル
パ
乏

変
更

の
希

望
が
出
さ
れ
・

ヘ
ル
パ
ふ

ら
社
協

の

〒

デ

ィ
ネ
表

乏

相
談

が
あ
り
、
妥
当
と
考

え
・り
れ
・Q
と

こ
こ
で
事
実
上

の
変
更
が
決
定

さ

れ
、

そ

の
後

福

祉

事
務
所

に
報

告

さ

れ

る

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る
。

注
目
さ
れ
る

こ
と
は
・

週
二
回

の
派
遣

で
は
対
応

て」
き
な
い
と

い
う
理
竃

福
祉
霧

所

か

り
舗

に
ケ
よ

移
管

さ
れ
て
い
る
ケ

ー

ス
や
・

生

保

ケ

ー

ス
等

・

逆

に
社

協

か
ら

福

祉
事

務
所

に
ケ

ー

ス
移

管

さ
れ

て

い
る

こ
と
、

重

介

護

ケ
ー

ス
ほ
ど

ヘ
ル
パ
ー

の
交
替

率

が
高

い
こ
と

で
あ

る
・

一
般

に
、

Y
市

や

K
市

で
は
、

市

の

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

の
数

が
少

な

い

こ
と
、

そ

の

こ
と
か

ら
く

る
時

間
的

な

制

約
か
ら
・
身
体
的

に
重
度
な
ケ
支

は
民
間

に
委
任
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
(派
遣
開
始
年
度
の
死
亡
が
多
い
こ
と
窪

血思
)
。
福
祉

事
務
所
か
ら
社
協
に
ケ
支

移
管
さ
れ
る
場
合
も
含
め
、
も
と
も
と
の
派
遣
決
定

は
、
市

の
家
庭
奉
仕
員
か
、
登
録

ヘ
ル
パ
ふ

に
よ

っ

z6a(16の



在宅福祉サービスの法的研究

て
別
個

に
な
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
決
定
通
知
書
が
出
さ
れ

る
わ
け

で
は
な

い
。
手
続
的
に
は
・

ホ
ー
ム

ヘ
ル

パ
ー
利

用
変
更
決
定
通
知
書
を
利
用
者

に
発
行
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際

は
ほ
と
ん
ど
口
頭

で
変
更
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

*

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
交
代
状
況

・
ヘ
ル
パ
ー
交
代

の
あ

っ
た
派
遣
ケ
ー

ス

一
=

一件
/

二
八
五
人
11
三
九
%

派
遣
ケ
ー
ス
で
重
介
護
困
難

ケ
ー

ス
で
あ
る
ほ
ど
、

ヘ
ル
パ
ー
の
交
代
率

は
異
常

に
高
く
、
期
間
中

に
七
～
八
人

ヘ
ル
パ

ー
が
交

代
し
た
例
も
あ
る
。

*
福
祉
事
務
所

と
社
会
福
祉
協
議
会
間

の
ケ
ー

ス
移
管

☆
福
祉
事
務
所
↓
社
協

へ

.
有
料
ケ
ー

ス
に
な

っ
た

七
件

.
週

二
回

の
派
遣

で
は
対
応

で
き
な

い

五
件

・
そ

の
他

四
件

☆
社
協
↓
福

祉
事
務
所

.
生
保
ケ
ー

ス
等
指
導
上
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
派
遣

が
適
当
と
思
わ
れ
る

六
件

派
遣
期
間

原
則
と
し

て
派
遣
開
始

日
の
属
す
る
年
度
内

と
さ
れ

る
。

た
だ
し
こ
の
期
間
は
更
新

で
き
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
更
新
を
希
望
す
る

場
合
は
更
新
申
請
書
を
出
し
て
も
ら

い
、
費
用
徴
収
額

の
再
確
認
を
行

っ
た
上

で
、
変
更
決
定

通
知
書
を
出
す

こ
と
が
多

い
と
さ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
廃
止

(1&1)161



死

亡

や
入

院

の
場

合

は
、
手

続

的

に
は
利

用
者

か

ら

「
ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
利

用
変

更
申

請
書

」

の
提
出

を
求

め
、

「
変

更

決
定

通
知

書
」

が
出
さ

れ

る

こ
と

に

な
る
が

、
単

身

者

や
、

死
亡

の
場

合

は
、
職

権

処

理

と

な

る
。

ま

た
、

「
サ
ー

ビ

ス
の
提

供

を
希

望

す

る
者

に
は
、

出
来

る
だ

け
派

遣

を
行

う

こ
と
」

と
す

る
厚

生

省

の
指
導

も

あ

り
、

実

施
主

体

の

側

か

ら

サ
ー

ビ

ス
を
打

ち
切

る

こ
と

は

ほ
と

ん
ど

な

い
と

い
わ
れ

る
。

*

派
遣

廃

止
等

・
死
亡

ケ
ー

ス

ニ
六

ケ
ー

ス

・
入

院

四

ニ
ケ
ー

ス

こ
れ

ら

の
数

字

は
、
派
遣

対

象

者

の
多

く

が
何

等

か

の
疾
病

を
有

し

て
お

り
、

複
数

の
り
患
者

も

珍

し
く

な

い
こ
と

を
示

す

と
共

に
、

保
健

・
医
療

と

の
連

携

の
重

要

性

を
端

的

に
あ

ら

わ
し

て

い
る
。

ま

た
、

派
遣

開
始

初

年

度

に
お

け

る
、

死
亡
者

二
六

人

と

い
う
多

さ

は
、

タ

ー

ミ

ナ

ル
ケ

ア
ー
的

要

素

が
加

わ

り

つ

つ
あ

る
事

を
示

し

て

い
る
。

「
廃

止
申
請

書

」

の
提

出

が
可

能

な
場

合

も
、
実

際

に

は
、

ほ

と
ん

ど
利

用

さ
れ

て

い
な

い
と

い
う
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

K
市

は
、

七

つ
の
地

区

に

分
か

れ

て
、

地

区
毎

に

ヘ
ル
パ

ー

の
集
会

を
持

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

こ
れ

は

三

ヵ
月

に

一
回

で
あ

り
、

ヘ

ル
パ
ー
全

体

の
交

流
会

は
、

一
年

に

一
度

で
あ

る
。

ケ

ー

ス
毎

の
問
題

把

握

は
、

も

っ
ぱ

ら

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
活
動

日
誌

に
依

拠
し

て

い

る

の
が
実

情

で
あ

る
。

社

協

に

は
、

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー

タ

ー
が
常

駐

し
、

活

動
実

施

を

チ

ェ
ッ
ク
し

て

い
る
と

い
わ

れ

る
。

し

か
し
、
活

動

日
誌

の
書

き

方

は
、
詳

細

な

も

の
か

ら

簡
単

な
も

の
ま

で
、

ヘ
ル
パ
ー

に
よ

っ
て
さ
ま

ざ

ま

で
あ

り
、
研

修

を
通

じ

て

マ

ニ

ュ
ア

ル
を
確

立

し

て

い
く
必

要
性

が
指
摘

さ
れ

て

い
る
。
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在宅福祉サービスの法的研究

表18統 計か らみる派遣の実施と特色(K市)

回数 ・時間数よりみた派逮状況

へ 　

＼ 岬/週1要H

＼3H

昭 和63年
5月 分 34件

2回
2H

3H

78件

3回
2H

3H

56件

H
H

回

2

3

騨O

H

H

回

2

3

ー
降

11件

平成元年
5月 分 77件1・ ・8件 ・93件123件

1

9件

H
H

回

2
3

6

27酬

　

20酬56件 ・

夜間派遣

U件

24件

◎週5回 ～6回 派遣 ケースの伸 び率の高 さが注 目され る。

◎週3回 派遣 の・いわゆ る平均的 ケースの伸 びが ゆっ くりであ るの に反 して ,週1回 ～2回

派遣 ケースの急増は,従 来 派遣 が困難で あ った虚弱老人や介護者の休養 ・安息を理 由 とし

たケースへの派遣 を物語 ってお り,事 業 の各層へ の浸透を うかがわせ る
。

◎夜間派遣 ケースの家族形態 は,老 人 と常動就労中の息子(娘)と の二人 ぐらしといった1¥°

ターンが多い。

(関 係市社協 平成元年度 事業年報 よ り転載)

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

週

二
回

、

一
回

.
三
時

間

の
派
遣

が
多

い
が
、

週

五
～
六

回

の
派

遣

ケ

ー

ス

の
伸

び

率

が
高

い
。

K
市

で

は
、

要

綱

上

必
要

や
む

を

え
な

い
場
合

は
、

午

後

五
時

か
ら

八
時

ま

で

の
時

間
帯

に
も
、

家

庭

奉
仕

員
等

を

派
遣

す

る

こ
と

が

で

き

る
、

と
規
定

さ

れ

て

い
る

(表

18
及
び
表

20
処
遇
困
難
な
派
遣
状
況
調
査
参
照
)
。

日

曜

.
祝

日

.
年

始

・
年

末

の
派
遣

は

な

い
。

受
給
者

の

一
割

位

は
、

休

日

の
派
遣

を

希
望

し

て

い
る

と
推
定

さ

れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ
い
て

K
市

の

「
統

計

か
ら

み

る
派
遣

の
実

態

と
特
色
」

で
は
、

評

価

と
課

題

の
中

で
、

①

社
協

登
録

ヘ
ル
パ
ー
派
遣

ケ
ー

ス
が
重

介

護
困

難
化

し

て

い
る

こ
と

に

伴

い
、

ヘ
ル
パ
ー
資

質

の
向

上

が
急

務

に

な

っ
て

い
る

こ
と
、

②

派
遣
依

頼

の

急

増

に
伴

い
、

安

定

的

な

ヘ
ル
パ

ー
確

保

の
方
策

が
必

要

で
あ

る
、

と
指

摘

さ

れ

て

い
る
。

要

綱

案

は
、
家

庭

奉
仕

員

等

に
対

し

て

は
、
採

用
時

研
修

並

び

に
年

一
回

以

上

の
研
修

を
実
施

す

る

こ
と

(第

一
六
条
)
と

し

て

い
る
。

た
だ

し
、

条
文

上

は
、

登

録

ヘ
ル
パ
ー

の
研

修

は
、

市

が

行
う

の
か
、
社

協

が
行

う

の
か

は
明

ら
か

で

は
な

い
。

K
市

の
話

で
は
、

市

の

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ

ー

い
ず

れ

の
場
合

も
、

社

協

で
研

修

が
行

わ
れ

て

い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
。

K
市

で
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現
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ヘ
ル
パ
ー
を
対
象

に
、
三
六
〇
時
間

の
研
修
を
実
施
し
始

め
て

い
る
が
、
研
修

が
終
了
す
る
ま

で
半
年
か
か
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
登
録

ヘ
ル
パ
ー
も
含
め
、
家
庭
奉
仕
員
等
に
は
、
年

に

一
回
健
康
診
断

が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

ヘ
ル
パ
ー
が
業
務
実
施
中

及
び
往
復
途
上
事
故
に
あ

っ
た
場
合

は
、
傷
害
保
険

が
適
用
さ
て
お
り
、
労
災

の
適
用
は
予
定
し
て
い
な
い

(
8

)

も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
要
綱
案

は
、
家
庭
奉
仕
員
等
が
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
守
秘
義
務

の
他
、
派
遣
世
帯
の
個
人
的
な
事

情

に
立
ち
入
ら

な
い
こ
と
や
、
業
務
中
予
測

し
な
か

っ
た
こ
と
や
困
難
な
事
態

が
起

こ

っ
た
場
合
は
独
断

で
処
理
せ
ず
上
司

の
指
示
を
受

け

る
こ
と
、
業
務
時
間
中
に
私
用
し
な
い
こ
と
等
を
他
市

よ
り
も
詳
し
く
規

定
し
て
い
る
。
登
録

ヘ
ル
パ
ー
の

「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
性
格
」

を
特

に
考
慮
し

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
改

正
前

の
老
人
福
祉
法

一
二
条
に

つ
い
て
の
行
政
解
釈
に
お
い
て
も
、
派
遣
世
帯
等

の
決
定
を

の
ぞ
き
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

の

一
部
を
、
社
協
に
委
託
す
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て

い
た
と

こ
ろ
と

い
え
よ
う
。

そ
の
意
味

で
は
東
京
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の 派 遣 状 況 Nal

ヘルパー派遣内容

週6回3時 間

i派遣ヘルパー3人(現 在)
1

/内容
1清 拭、オムツ交換などの身
1の回りの世話、居室の掃除、1
ふとん干し、入浴サービス付

薩奮擁櫨黛ぜ繋醸
脚
i関 わ った一ル パ ー8人

1

保腱婦 ・看護婦派遺内容

　π… 一 一「

所

保健所の保健婦が訪問 }全面介護を必要とする重度のねたき1

礁蕪 鶴朧懲 露
{麗麟 撫擁翻

見1刷

騰 な辮 蜘 ・ら・娘の介護へのi
意欲が影響 していると考えられる。{
また、本人の状態は下降をたどって1
いるが、大変な介護は今後も続 く.l

l
老齢の夫の介護力泌 要となってきた

場合、さらに家業との閲 系で[理難さ
は増加 して くる。

織冥ル讐 父割
i内容
1本 人の運動、保清、入浴サ

保健所の保健婦が訪問 本入は、環境から来る 「ねたきり」
の樵 病院リハを続け、起きてい

る時間を徐々に増やして くる中で、

本入の意欲も出て、 トイレに間に合
うまでに状態が向上した。居室 もカ

一ビス付 き添 い、病 院 リハ ビ レ ンダ ーを は った り、窓 を開 け るよ

リへの付き添い、昼食 づくり

1華舞 織 妻叢秘行
i

開 わ ったヘ ルパ ー2人

}
i

,羅 霧 灘 劇陰鞍 灘 謝
繭耀

iた だし、妻の状況(呆 けや毛臓疾

謄騰 総ll盤 糞
i1る ・

週2回3時 間
派遣ヘルパー1入(現 在)

1病院の謂 醸(保 漸 から

の訪問指導) 臓 本鵬 鰍 落ちてきて
とくに排泄に関 しての自立度は下降

1内 容

轟 騨麸繕
i

が激 しい。本にに自覚があまりない

模様。オムツの練習も試みたが、と
にかく汚れたら換える、という事が

騰
息子は、ヘルパーの派遣のみにより

1関わったへ、匹1人

1

解決(?)を 図ることを考えている
ようで、施設入所などに関しては消

極的。話し合いを必要とする。

週6回3時 間 媒 健所の保健'r'回)
派遣ヘルパー3入(現 在)1社 協の保健婦(月2回)

内容1

謙署鰭 轡 劉
i

関わったヘルパー6人1

在宅 で生活 した い とい う希望 が 強い

1が 、ヘ ルパ ーが い くまで、 オム ツを

i交 換しないで我慢 している為・撲泄

腱 撮 灘 鐙 こんでしまい
食事についても、できあいの物を買
って くるが、ガス等を特定のヘルバ
ーにしか使わせない為、火を通す事

が出来ない。

年末年始 も、一時入所を強く拒否す
る爪 ヘルパー対応力魎 難・1
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表20処 遇 困 難 ケ ー ス

1

「
1

2

3

4

1

侮人の
囎 ,G一

i

世繍 劇 轍 介護者嚇

女
ー
li
ー

85
62.12

医師の診断では痴呆症とはなってい
ないが、夜間、自室の蟹笥をあけ家

族が 「包丁」を隠してしまったなど
と衣類などを散乱させていた4

63.
ほぽねたきりの状態になる。食欲は

あるものの、体力、気力も衰えてき
て、膝関節の拘縮が顕著になってく

る。褥瘡は軽い程度。眠っている時

間が多 くなってきた。

一}一 『-

i

OT△

△

1夫は高齢のため腰傭があり、介護は困難
。

娘とその夫は商店経営のため日
中介護に当たれない。
孫は昼間就労 している。

家族握鶏 勧く複雑で、本人と㊧は
義理の関係であり、介護意欲に

も影響がある。また、介護に不

慣れなうちは、オムツを交換す
るのにも本人との関係がうまく
っくれない状況が読いた。

男 86 62.7～9

大腿骨骨折により入院 退院後ほと
んどねたきりの状況になる。

1日中布団をしいて寝ており、尿意
があっても立ち上がり、専用の トイ
レに行き着 くまでに間に合わな く、

汚しているQ雨 戸も締め切り、部屋
の中は尿臭が充満している状況だっ

た。居室は、家族の住む部屋と別に

新 しく増築 し、 「離れ」のような構
造0居 間にくると汚れるからと言う
ことで、行かせてもらえない状況。

食事もこぼしながらも、箸を使って
食べることができたが、家族とは別
に食べている。寝たきりの状態から

、筋肉は衰えており、闘も開けてい

られない状態だった。

「
.io

Q

I

傷灘 齪騰 婆雛叢
作を起こし、入院。それをきっ
かけに呆け症状も現出。はじめ
の頃は夫の昼食の世話も行って
いたが現在ではそれも困郵な状

紘

娘は昼間就労 している。
昔からの経過で、妻 ・娘とも本
人に対して 「好きなことやって

きてこういうふうになったのだ
」冷淡であるQ
一緒に食事をしたり、テレビを
見たりすることは無 く、常に 「
離れ1に 置いておく、といった

対鳳 トイレも本入のだけ別に
居室に作っている。

女 87 62.8

杖 で や っ と歩 ける程度 、61年 トイ

レで転倒 した こ ともあ って 、 トイ レ

には這 って行 く。 日申一人 で居 るこ

と力移 いた め、訪問 を喜ぶ。

Vk」

トイレに行くことか璽難(這 うこと

も困難になったため)、 寝床でして
しまう事が多くなる。夜間介護をす
る者も居ない状態で、霞分で処理は

できない。日中は、ヘルパー訪問時
は居闇で座っているが、他の日はね

たきり。

●T

△

息子は、三交代勤務のため、夜
間いない事もあるが、食事の支

度や入浴(シ ャワー)介 護など
よく世結をしている。他の息子
はすべて死亡している。

ヘルパーの訪問回数の増を期待

している。

女
1
73 62.?

慢性関節 リウマチによる両上下肢体
機能障害
ほとんと寝 たきりで、歩行は不可能

排泄は、オムツを使用しているが、

自分での交換が出来ないため、ヘル
パーがいくまで我慢 している.
ぼけ症状は全くない。

●
なし
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No.Z

1

週5回5時 間 病院から(月1回 往診)

噛
食事の世話(昼 、夜)
洗濯
掃除
身の回りの恒話
買物

週6回3時 間 看護派遣(社 協〉月4回 最近1ま状態が悪く、ヘルパーカ桁 く
と失禁がひどくオシッコにまみれて

保腱所(訪 問看護)い るも多い。日常的に民生委員も係
わっているが、夜中に電話がかかる食事の世話

鰐i欝 棚2回 騰 翻 過 多くなってきてし'るとのこと
身の回りの世話 息子が来たり、病院の往診の時には
買物 民生委員(日 常的に援助)し っかりしていることもあるが、日

常的にはまだら呆けの状態が進んで
いるように思われる。

緊急時も長男に日中は連絡するこ
とができないこともあり、今のよう

劇だ讐では、在宅を続けることはか
なり難しくなっていると思われる。

ヘルパーが9:00～!2:00朝 食と昼食

16:00～1P:00夕 食とほとんどヘル'
パーまかtに なっている。息子は仕 、

事も忙しいせいか、ほとんど本人の

世話をしない。
週1回 の休みにオムッの交換とお弁
当を買って食べさせるだけ。日曜日

も仕事に行くカ4r朝9時 頃オムッを
取り替えて、帰って くる疫の9時 頃

までは1日 中放置状態である、ふだ
んのEIも朝オムッを取り換えずに出

掛けることもあり、協力をお願いし
てもなかなかやってもらえず、ヘル
パーにかなりの負担がかかってきて

いる。

週6回3時 間 看護派遣(月4回)ヘ ルパーの漏 置が始まって1ヵ 月位
経った時に2日 間も鮨 回して しまう

購丁娠 謝 人と 轍 黎窮㌫ ま魏 謝
(本人に仕事を与え 不安がいつもつきまとっている。
る事を目的に〉 五男の方がすべて丸抱えしていると

ころもあり、他の兄弟などにもあま

話し相手 り協力を求めない。

近隣へも本人の事を知られたくない`

様子である。
いつまた出ていってしまうか分から

ない状態であり、タ方の3時 間以外
の時間帯について、近隣の協力、兄

弟等の協力がないと、地域で生活し
てい くのは難しいのではないだろう
か。
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在宅福祉サービスの法的研究

5

6

7

女

女

女

?3

fi3

骨粗霧症のためi萌『蝋 状態の良
い時には、なんとかe生 活(ト イ

レ、食事など)が できていたが、最

近は、痛みなどがある時には動けな
い状態になることもあり、失禁する

ことも多く、食事も本人だけではほ
とんどできない。

痴呆も少 し有り、夜中に人が来たと

か、誰かがのぞいたとか、被害妄想、

的なことも言うことも多 くなってき
ている。

脳卒中による四肢麻痺
歩行障害、自力での自立は不可能
ほとんどねたきり。

食事以外は全介助要。
長男就労中のため、日申は一人にな
っている。
ヘルパーの訪問が無い時間帯は、自

室でテレビを見て過ごす。多少痴呆
がある。噸L・ が強い。

76日 常生活動作は大体自立しているが

、寂しくなるとフラッと家を出てし
まう行動あり。
今年の3月 にもヘルパーが訪問した
ところ、すでに家をでてしまい丸2
日間笛 画の末、大和警察で保護され

隆齪溺文鰭 ε魏砥帥は
1本入が一人で過ごしている。いつま
た俳掴をするかわからない濾

●
1知 獅60年 死亡脈 単身
世帯 。

別世帯に長男がいるが、離婚の
時に前夫の元に置いてきた事情
があり、長男の現在の家族には

、本人のことは内緒にしている

0

T
l

△

●

T

l

△

●

裟 男と曜 。

麟難 蘇鍵 藩 も

五男 と同居。

長男、次男がS区 に、四男がY
市にいるが、五男が母親の殊に
かんしては、すべて臼分のやり

1方でやっていることもあり あ

まり脇力は得 られない。
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No.3

i 週6回6時 間 看護派遣(月6回)
ご主人がねたきり奥さんも両上下肢

夫月4回 障害のため家の中も車イスの生活、

妻月2回 朝 ヘル パ ーカ桁 ってベ ッ トか ら車 イ

騰 スへ移 す、 午前 中9:00～12:00タ 方

3:00～6:00で ヘル パ ー派還

織 奥さん自身家事は全くできないが主
婦として経済を握りかなりきつい面
も有 る。

利用者がヘルパーを自分の都合で調

整 したり(時 眉艇i長、休日等)す る
トラブル もあ った。

林臼 ・年末年始等の問題 もあり最終
的には家政婦協会へお願いしてもら
った力文 ともかくヘルパーが行かな
い と1日 力飴 ま らな い ケ ースで ヘル

パーの精神的な負担がかなり多い。

ご主人のどうしても病院へは入りた
くないという気持ちを、奥さんが全

面的に受け入れ在宅でやっていくと
いう2人 の強い意思があった嵐 他

の機関と協力しあいながらなんとか

や って きた ケ ースで あ る。(現 実 的

纏 朧 震甜駄 現「
月曜～金曜11～17副 特に係わってむ噸 ㌔
まで派遣。

月曜と金曜は自由契約0
内容は食事の世話(昼 、夜)

掃除、洗濯、逓跳介駄 散歩

パーをお手伝いさん的に考えている}

のカ＼ ヘルパーに対 して感aの 気持

ちどころカ4Pた く当たっているので
、ヘルパーのやる気をそいでしまい

、交替も多い。
(娘は理解を示している)

蒲 にプライド鵬 く、本人はへ,レi

週6回3時 間 保健婦が週1回 言語のリハビ
9時 ～12時 リに訪問している。

内容は、リハビリ体操、散歩
通院介助

一→投的な家事援助サービスと違い、

体力をかなり使うので、ヘルパーに
腰痛等を訴えられる。

i
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在宅福祉サービスの法的研究

8男76夫 婦 とも身障者

夫はほとんどねたきり、脊堆負傷、 ▲ 一 ●
女66心 不全有、四肢マヒ

妻もリウマチにより簡上下肢瞳害
日常生活はヘルパーが行かないと食

事もとることができない状態

東京に妻の賄がいる他、身近に
は介護者なし

9 女け8 骨折による左下肢機能瞳害
うつ病 ●
ほとんどねたきり状態であった爪

1 最近は少 し元気になりトイレまで歩
2 行可能となっhq
ー
1
」

f
普段はテレビ等を見て過ごすf-

10 男 60 膳卒中による右片麻痺
1 歩行可、右手が使えないがADLは 0

i ほとんど自立している。

1 しか し、 母親 やヘ ルパ ー、お手 伝 い

1 さんに頼りすぎている薗が多く、精

1
神的には自立 しているとはいえない

A

T

i

O

●

T

ー

▲

O

i

膿 女のみ.土 、日は旙

月曜～金曜まで就労。朝早く夜
遅いため介護できない。

高齢の母(80歳)が 介護して
いる。

家事は知人のお手伝いさんが17
っている。
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No.4

月曜¥金 曜9時 ～16時
2入 ～3人 のヘルパー一が交代

月1回 程度保健婦来訪 一日7時 闇L自 由、委託併用で派遣
のため、ヘルパーが疲れて長続きが

で一週間係わってきた。

傷繊 嵯纏㌦護牟

むつかしい。
一年前より、呑み込みがよくなり、

食欲も出て、体重増加、介助が時に

簡単なリハビリ(ベ ッドから

車椅子移動、立位運動、手足

c-:

夫の退職を機に派遣回数を減らして

の屈伸等。 ゆければと思っている。

週6回5時 間

不安感力験 いので、一応次男
が帰宅する時までの派遣とな

っている0

2人 のヘルパーが交代で介助

本入の食事の支度Dト イレ介

段』 リハビリを重荷行ってい
る◎

週1回 神経科医師往診 介助者の裏切らないケアーが拠りど
ころの感が強 く、介助者の行勤や言

月に数回保健婦訪問 動が即状態に影響していくことがヘ
ルパーにも、相談員にとっても大き

現在までに保健所のリハビリ な負握である。引いたり押 したり、

囎 鵬騨司篶i繍鰻il難
っていないことがますます状態を悪
化させてきていると思われる。

家族の、特に夫の協力が欲しい。
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在宅福祉サービスの法的蘇究

11 女 57 多発性脳梗塞による右片麻痒
陳旧性心筋梗塞 薦血圧症 A-T-D

三人家族、夫と長男と暮らして
いる。

ねたきり、常時おむつ使用。

全 く歩けない、話せない。
血圧の変動が一一日のうちでも激 しい

。疲がからみ、呑み込みが悪い。
意志の疎通はある(う なつ く、いや

△

夫は平成1年2月 停年退職した
が再就職の希望をもっている。
長男は、定職がなく、朝どこか
にでかけ、夕方、ヘルパーが帰
る頃帰宅

いや) 朝食は夫が勤めている時は、夫

がつくり長男が食べさせていた
O

12 女 58 更年期性うつ病

初期訪問時、ねたきりの挽態で、朝
食堂の椅子に座 らせてもらうと、一
日動けない.

常時おむつ使用。寝返りやテレビの
チャンネルさえかえられない。表情

が乏しく声もかすれて小さい。

足の痛みの訴えあり、有名病院を点
hと 診察されてきたが、本人の意志

の問題と書われて投薬以外の治療な

し。不安感強い
5月 現在、介助歩行可能、顔色等著
しく改善してきた。

T

ii

1ｺ

夫は夜遅い帰宅。

長男も銀行勤務、次男は現在予
備校に通い始めたが、次男を非
常に頼っており、介助の殆どを
次男に依存してきた0

夫との人間関係もよくない0夫

もオムッ交換や、介助を次舅に
まかせきりにしている◎本人に

医療費等の高額なのを文句を書
うのでトラブルがある。次翼と
と本人との関係は濃密で発病の

原因の一部に、夫や子供が自分
から離れていくことに対 して、

耐えられなかったか らと諾して
いる。

資料提供 関係市社協
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都

の
老

人
家

庭
奉

仕

員

等

派
遣

事
業

ほ

ど

の
特

異
性

は

な

い
。

事

実
、

神
奈

川

県

下

の
自

治
体

で
は
後
述

の
よ
う

に
、

K
市

に
類

似
す

る

サ

ー

ビ

ス
の
実

施

形

態
を

と

る

と

こ
ろ

が
少

な

く
な

い
。

し

か

し
、
老

人

福

祉
法

の
立
法

趣
旨

は
、

社

協

に
登

録

し

て

い
る

ヘ
ル
パ

ー
を

全
面

的

に
利

用

す

る

こ
と

ま

で
予
定

し

て

い
た

の
か

は
、

疑

問

で
あ

る
。

市
要

綱

は
特

別

に

は
規
定

し

て

い
な

い
が
、

一
般

に
登
録

ヘ
ル
パ

ー
と

は
、

ヘ
ル
パ

ー
と
し

て
登

録
を

希

望

し

た
市

民

を

さ

し
、

登
録

に
当

た

っ
て
は
・

人
格

高

潔

で
あ

る

こ
と

等
、

一
定

の
要
件

が
定

め

ら

れ

て

い
る

こ
と

が
多

い
が
、

登
録

を

拒
否

さ

れ
る

こ
と
は

ほ
と

ん

ど

な

い
と

い
わ

れ

る
。

週

の
う

ち
、

稼

働

で
き

る
時

間

、

曜

日

を
登

録

し
、

そ

の
範

囲

内

で
活

動

す

る

こ
と

に
な

る
。

登

録

ヘ
ル
パ
ー

に

つ
い
て

は
・

特

に
資

格

を

必
要

と
し

な

い
が
、

登
録
時

に
、

何

等

か

の
資
格

を

有

す

る
も

の
が
、

別

図

の
よ
う

で
あ

る

こ
と

が
注

目

さ
れ

る
。

ヘ
ル
パ
ー

の
年
齢

構
成

、

ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ

ー
登

録
推

移
状

況

は
、

先

の
通
り

で
あ

る
。

*
活

動
費

登
録

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ

ー

時

給
-
ー

介

護

型

一
、

三
〇

〇

円

交

通
費

実

費

家

事
型

八
〇

〇

円

一
七
時

～

二
〇
時

の
夜

間
帯

は
介

護

一
、
六

三
〇

円

家

事

一
、

〇

九
〇

円

登

録
保
健

婦

・
看

護

婦

一
回

七

、

三
九
〇

円

費

用

家

庭
奉

仕

員
等

に

つ
い
て

は
、

要

綱
案

別

表

1

に
基

づ
き
、

費

用
徴

収

が
な
さ

れ

る

(第

一
三
条
)

が
、

「
派
遣

を

受
け

て

い
る
者

が
、
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在宅福祉サービスの法的研究

災
害
等

に
よ
る
損
失

.
退
職

・
失
業
等

や
む
を
得
な

い
事
由

に
よ
り
費
用
負
担
能

力
に
著

し
い
変

動
が
生
じ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、

再
認
定
し

て
差
し
支

え
な

い
も

の
と
さ
れ

て
い
る

(第

一

三
条
三
)
。
こ
の
減
免
規
定
に

つ
い
て
も
、
行
政
機
関

の
裁
量

の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ

り
、
減
免
認
定

に
当
た

っ
て
の

一
定

の
要
件
や
手
続
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
費

用
徴
収

に
当

た

っ
て
は
、
市
当
局

は
課
税
台
帳
を
見
て
生
計
中
心
者

の
所

得
状
況
を
調
査
す

る
こ
と
も
あ

る
と

い
わ
れ
る
。
世
帯

の
生
計
中
心
者
は
だ
れ
か
、

こ
れ
も
実
際

に
は
、
判
定

の
難
し

い
場
合
が
あ
る
。

K
市

で
は
、
娘

の
配
偶
者
等
、

費
用
徴
収

を
課
し
て
よ
い
か
難
し

い
場
合

に
は
、
担

当
者
会
議

に

か
け
て
決
定
が
行
わ
れ

て
い
る
。

注
(
-
)

実
施
形
態

K
市
家
庭
仕
奉
員
等
保
健
婦
等
派
遣
事
業
実
施
要
綱
案
(以
下
K
市
要
綱
案
と
い
う
。)
は
、
こ
の
事

業

の
実
施
主
体
を

K
市
と
し
、
そ
の
事
業

の

一
部
を
市
社
会
福
祉
協
議
会

(以
下

、
市
社
協
と
い
う
。と

に
委
託
で
き
る
と
し
て
い
る
(第

二
条
)
。
ま
た

「
こ
の
要
綱

に
お

い
て
、
e
家
庭
仕
奉
員
と
は
、
地
方

公
務
員
法
上
の
身
分
を
有
す
る
市
の
職
員
並
び
に
非
常

勤

職

員

の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
い
う
。
ω
登

録
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
登
録
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
い
う

(第
三
条
O
、
⇔
)

と
し
、
家
庭
仕
奉
員

.
登
録

ヘ
ル
パ
ー
を
家
庭
仕
奉
員
等
と
い
う
と
し
て
い
る
(第
四
条
)
。
家
庭
奉
仕

員
等

の
派
遣
対
象
は
、
老
人
に

つ
い
て
は

「
老
衰

・
心
の
障
害

・
傷
病
等
の
理
由

に
よ
り
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
の
あ
る
概

ね
六
五
歳
以
上
の
者
」
の
属
す
る
世
帯

で
あ

っ
て
、
要
綱
案
第
六
条
に
規
定

す
る
①
相
談

.
助
言
に
関
す
る
こ
と
、
②
身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
③
家
事

に
関
す
る
こ
と
、
の

無料世帯
の 割 合

表21費 用負担区分の状況

3(・)14(16・)i5(32・)i6(48・)i7(65・)1一

6T,°o24zo

 

欺
4421

 

測

ー

55,°0'44

 

30
1

勘803524

1(0)

件
17

件
281

2(0)

114

201

昭 和63年
5月 分

平成元年
5月 分

◎ 無料世 帯の伸び率に比 して,有 料世帯 のそれが8ポ イン ト上 回 ってい る。

(178%=186%)

(関 係市社協 平成元年度 事業年報 よ り転載)
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サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
場
合
と
さ
れ
る
。
K
市
は
身
体
介
護
型

の
サ
ー
ビ

ス
を
独
立
さ
せ
て
い
る
と
い
う
点

で
、
国
通
知
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。今

回
の
調
査
で
、
身
体
介
護
型
サ
ー
ビ

ス
の
独
立
に
つ
い
て
は
、
従
来
家

事
援
助
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
を
独
立
さ
せ
た
に
過
ぎ

な
い
と
解
す
る
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
と
、
老
人
家
庭
仕
奉
員
の
仕
事
自
体
を
医

療
介
護
の
方
向
で
さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
と
解
す
る
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
と
が
あ
り
、
自
治
体
に
よ

っ
て
受
け
と
あ
方
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
も

っ
と
も
、
後
者

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
自
治
体

が
圧
倒
的
に
多

い
。

(2
)

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
登
録
状
況
及
び
辞
退

平
成
元
年
度
中
に
新
規
に
登
録
し
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
が
二
九
五
名
お
り
、

ま
ず
は
順
調
な
登
録
状
況
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
各

ヘ
ル
パ
ー
は
曜

日
、
時
間
帯
、
希
望
対
象
、
地
域
等
々
の
条
件
を
附
し
て
登
録
す
る
の
で
、

利
用
者
と
無
条
件
に

マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
と
は
限
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
年
度
中
に
七
〇
名
も
の
登
録
辞
退
者
が
あ

っ
た
。
辞
退
理
由
は
転

居
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
、
他
の
仕
事

に
就
い
て
い
る
、
家
入
の
介
護
を

し
て
い
る
、
家
族
の
反
対
等

々
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
自
体
に
内
在
す
る
さ

ま
ざ

ま
な
課

題
t

①
活
動

ヘ
ル
パ
ー

の
フ

ォ

ロ
ー
体
制
、

②
定
期

的
な
研

修
と
教
育
に
よ
る
更
な
る
動
機
づ
け
、
③
活
動
条
件
の
改
善
1
ー
を
整
理
し

て
、
そ
の
定
着
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(関
係
市
社
協

平
成
元
年
度
事
業
年
報
よ
り
転
載
)

表22(1)ホ..,.ム ヘ ル パ ー 登 録 推 移 状 況

9月 ト・帥 ・即2即 月 2則3月

,・7・・,・86i・,・・81・,・3・1…3・1…451…5・
+「

1615 34128t 16
i24}

1
13

8月6月17月5月4月

k
1,04111,0621119691994!1,022登 録 数

21

 

閃

8

91

i
圃

17

 

512

 

01
Li7
1dd

i
0

新規 登録144261函
(関係市社協 平成元年度事業年報より転載)

表22(2)保 健婦 ・看護婦 登録推 移状況

ー 14月15小 月17月i8月lg即 ・月t・・帥2小 月i2月13月

登 録 数
i

54'
i

58 621
}

62i 62 64
1

64 fi4 63 65174 7Q

1新規鯛

ld
51 5

i

ol
}

0 51 i

O 0 2 2 6 0

畔 退i a. ・1
1

oll ・1 3 o1
1

0 31 0 ・1 0

(関係市社協 平成元年3事 業年報より転載)
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在宅福祉サービスの法的研究

図5ヘ ルパ ー登 録資格 所持状 況

40

父

塾35

3Q

25

?0

15

10

5

0
ABCDEFGHI

優}一丁保健婦 圏ト家庭 奉仕11の 経験 あ り

旺 繍(欝 婦を 離 鑑㍉ 駈万.㈱.
教 員 ・栄養士等

(関係市社協 平成元年度事業年報より転載(地 名は記号化 した))
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図6ヘ ルパー年齢構成

60代

20%

216入

50代

28%

335人

20代

4%

54入

∴ヘ ル パ ー 総 数

・1
,220人 ・4

1擁 轍 、　る

30代

15%

183入

10代

33io

102入

活 動 ヘ ルパ ー につ い て は,10代,7≪ 代 の 年齢 層 が61%を 占 め て お り・60代 がC7r%・30

代 が15%と な って い る 、 これ を男 女別 に した もの が 次 の 図 で あ り・ 女性 は62%が40代 ・

50代 で あ り,子_f一 て もitJの か か らな い 年 代,及 び 了イfて が 終 了 した 年 代が 多 くな って い

る。

6〔〕代

19%

227入

50代

28°ia

333入

Wl覧

Z/?

30代

15%
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女性 ヘルパー

L194人
40代

34%

401人

代

%

人

0

8

り
】

F
hJ

(関係市社協 平成元年度事業年報による)
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在宅福祉サービスの法的研究

(
3
)

K
市
で
は
登
録

ヘ
ル
パ
ー
が
身
体
介
護
型
の
サ
ー
ビ

ス
を
行

っ
た
場
合
、

時
給

=
二
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
る
。

家
事
援
助
型

の
サ
ー
ビ
ス
の
場

合
は
八
七
〇
円
で
あ

る
。
交
通
費
実
費
が
支
給
さ
れ
る

(
一
七
時
～
二
〇
時

の
夜
闇
帯
は
介
護

一
六
三
〇
円
、
家
事

一
〇
九
〇
円
で
あ
る
。
実
際
に

は
、
介
護
か
家
事
援
助
か
判
断
の
む

つ
か
し
い
事
例
が
ふ
え
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
る
)
。

(4
)

「
家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
住
所
地
を
所
轄
す
る
福
祉
事
務
所
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
」

(K
市
要
綱
案
第

七
条
)
「
福
祉
事
務
所
長
は
、

派
遣
対
象
者
の
状
況
及
び

そ
の
者
が
属
す
る
世
帯

の
状
況
等
を
調
査
し
、

本
要
綱
を
基
に
そ
の
必
要
を
検
討
し
た
上

で
、
派
遣
の
要
否
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
派
遣
対
象
者

に
対
す
る
家
庭
奉
仕
員
等
派
遺
回
数
、
時
間
数
及
び
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
並
び
に
費
用
負

担
区
分
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
」
(第

八
条
第

一
項
)
。
な
お
、
要
綱
上
は
規
定
は
な
い
が
、
申
請
に
当
た

っ
て
は
派
遣
対
象
者

か
ら
、
健
康
診
断

書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
派
遣
対
象
者
に
重
介
護
ヶ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
前
掲

門事
業
年
報
」
は
、
次

の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る

(
五
頁
)
。

◎

派
遣
回
数
と
時
闇

週
三
回
、

一
回
三
時
間

の
い
わ
ゆ
る
平
均
的
ケ
ー
ス
の
伸
び
が
緩

や
か
な
の
に
対
し
て
、
週
六
回
派
遣
及
び
週

一
～
二
回
派
遣
ケ
ー
ス
の
急
増
が

目
に

つ
く
。
こ
れ
は
、
全
面
介

護
を
要
す
る
重
介
護
困
…難
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
と
、
介
護
者
が
い
る
も
の
の
高
齢

で
あ
る
と
か
、
病
弱

で
あ
る
等
介
護
意
欲

の
維
持

の
た
め
、
適
度
な
休
息
を
必
要
と
す
る
対
象
家
庭

へ
の
派
遣
が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

◎

費
用
負
担
区
分

派
遣
世
帯
数
の
増
加
に
伴

い
、
有
料
世
帯

へ
の
派
遣
割
合
も
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
制
度
発
足
の
大
き
な
理
由
で
も
あ

っ
た
所
得
の

多
寡

に
か
か
わ
り
な
く
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
を
必
要
と
す
る
世
帯

に
派
遣
す
る
と

い
う
方
向
性
が
徐

々
に
定
着
し
て
き

つ
つ
あ
る
結
果
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)

訪
問
回
数

・
日
時
等
の
決
定
は
、
社
協
に
よ

っ
て
な
さ
れ
、
社
協
か
ら
受
託
通
知
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

(
6
)

派
遣
依
頼
者
数

の
増
加
は
、

事
業
の
広
報

・
宣
伝
実
施
状
況
と
も
か
か
わ

っ
て
こ
よ
う
。

K
市
の
状
況
は
表

23
の
通
り

で
あ
る

(前
掲

「事
業

年
表
」

に
よ
る
)
。

(
7
)

市

の
家
庭
奉
仕
員
は
四
七
名
と
人
数
的
に
も
制
限
さ
れ
て
お
り
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
ケ
ー
ス
に
対
応
す
べ
き
と
の
理
由
か
ら
、

名
目
上
ど
の

市
で
も
週
二
回
、

一
日
二
時
間
程
度
の
派
遣
と
さ
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
。
調
査
し
た
他
市

(特
に
東
京
都

の
特
別
区
)
で
は
、
処
遇
困
難
な
ケ
ー
ス

に
市
の
家
庭
奉
仕
員
が
派
遣
さ
れ
る
、
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

そ
こ
に
い
わ
れ
る

"処
遇
困
難
"
と
は
、
家
族
関
係
が
嫌
悪

で
あ

っ
た
り
、
他

に
も
障
害
者
が
い
た
り
と
い
う
場
合
を
さ
し
、
利
用
者

で
あ
る
高
齢
者

の
身
体
状
況
が
深
刻
で
あ
る
場
合
に
は
対
処
し
に
く
い
現
実
が
推
察
さ
れ
る
。
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表23広 報 ・宣伝実施状況

(1)K市 の社会福祉

月 号 内 容

平成 元年4月

5.月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2年1月

2月

3月

・あなた も活 動 してみ ませ んか

(ホ ームヘルパ ー ・看 護婦等募 集)

・在宅福祉 の担 い手370名 集 う

一 ホー ムヘル プ事業 全体 交 流会一

・い つか通 る 「老 い」 の道①

一一 一自 らの心 の準 備を と思 い ホームヘ ルパ ーに一

・い つか通 る 「老 い」 の道②

一 一 自 らの心 の準 備を と思 い ホームヘ ルパ ーに一一

・ホー ムヘル パ ーが研 修一一 基礎 的な知識 や技術 な ど一一一

・いつか通 る 「老 い」 の道③

一 お年寄 りの前 向 きな生 き方 に教 え られ一

・いつか通 る 「老 い」 の道④

一 ホ ームヘルパ ー ・齎護 婦等募 集一 一

・いつか 通 る 「老 い」 の道⑤

一 ホ ームヘルパ ー ・看 護婦等募 集一

・あな たの知 恵 と力を活 か してみ ませ んか

(ホ ームヘルパ ー ・看 護婦等)

・ホ ームヘ ルパ ー ・看護婦等 募集

・研修 に励 むヘルパ ー さん たち

一 一S地 区 懇談会 と登 録時研 修会 一

・あ なた も活動 してみ ませ んか

(ホ ー ムヘルパ ー ・看護婦 等募集)

(2)市 政 だ よ り(全 市政)

月 号 内 容

平成元年5月

12月

2年2月

・ひ ろが る新 しい ホー ムヘル プ事 業

一 利 用者 は ス ター ト時 の3 .2倍 に一一

・募 集 してい ます ホ ームヘルパ ー と看 護婦等

・いつ かは通 る 「老 い」 の道

一 自らの心 の準 備 に とホームヘルパ ーに一

(ISO180



在宅福祉サー ビスの法的研究

{3)市 政 だ よ り(区 版)

月 号 内 容

平成2年3月

3月

(S区 版)

・ホ ームヘル パ ー
,保 健婦 ・看護 婦募 集

(N区 版)

・ホ ームヘルパ ー
,保 健婦 ・看護婦 募集

(4)区 社協 ・地 区社協機関紙等

月 号 内 容

平成元年12月 (N区 社協)
・在宅福祉に寄与!ホ ームヘルプ定着

一 利用者7倍 に一

(5>一 般 紙,ラ ジオ,機 関誌紙等

月 号 内 容

平成 元年9月

9月

9月

12月

2年1月

1月

1月

3月

3月

神 奈川新 聞

・お年寄 りに温かい手 を一 一ホーム ヘルパ ー募 集 一

か なが わ着護 だよ り

・私 達 の職 場一 一ホームヘ ルプ事業 の紹介一

月 刊 地域 福祉

・保 健 と福 祉の連 携

シル バー情報 「お かや ま」

・K市 ホ ームヘル プ事 業

社 協情 報

・ホームヘル プ サー ビス と看護 サー ビスの連携

神奈 川新 聞

・ひ と り暮 し老 人 とホ ームヘル プ事業

ラジオ 日本

・ホ0ム ヘルパ ーか らみた老人 と住 まい

高齢社 会福 祉総合 セン ター 「壮 寿」

・ホ ームヘル プサ ー ビス事業 一 地域 に新 しい風一 一

季刊 けあわ 一 く

・ヘ ルパ ー さん,看 護婦 さん ,そ して 保健婦 さん ……

みん なのネ ッ トワー クが本人 と家 族を支 え る一一

(関係市社協 平成元年度事業年報より転載)
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ま
た
原
則
と
し
て
、
登
録

ヘ
ル
パ
ー
と
の
相
乗
り
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
身
体
状
況
に
問
題
の
多
い
利
用
者
は
、
生
活
保
護
世
帯
で
も
、
社

協

に
委
託
さ
れ
て
く
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
K
市

の
実
情
か
ら
し
て
も
、
特

に
東
京
都

の
よ
う
に
家
政
婦
協
会
が
、
家
庭
奉
仕
員
事
業

の
受
け
皿
に

な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
家
庭
奉
仕
員
事
業
で
対
処
し
得
る
高
齢
者

の
範
囲
は
、
身
体
状
況
か
ら
み
て
相
対
的
に
軽
度
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(8
)

登
録

ヘ
ル
パ
ー
は
、

非
営
利
、

市
民
参
加
型
の
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
と
位
置
づ
け

ら
れ
、

雇
用
契
約
は
結

ば

れ

て

い

な

い
。

K
市
社
協
は
、

保

険
会
社
と
個
別
に
契
約
を
結
び
、

ヘ
ル
パ
ー
が
活
動
中
災
害
に
遭
遇
し
た
場
合
に
も
、
労
災
保
険
以
上
の
対
応
が
補
償
さ
れ
る
と
指

摘

さ

れ

て
い

る
。

182{182)

②

神
奈
川
県
下

の
そ

の
他

の
自
治
体

の
場
含

①

Y

市

ノ 

Y
市

は
、
六
五
歳
以
上

の
高
齢
化
指
数
が

一
〇
%
を

こ
え
、
実
質
的

な
高
齢
者
数
も
、
五
万
人

に
せ
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
。
総
人

口
数

も
政
令
都
市
を
除
け
ば
調
査
対
象

の
中

で

一
番
多

い
。
東
京
都
下
M
市

の
総
人
口
数
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
。

実
施
形
態

Y
市

の
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
は
、
市

の
常
勤
職
員

で
あ
る
家
庭
奉
仕
員
三
四
名
、
他

に
市

に
登
録
す

る
非
常
勤

の

ヘ
ル
パ
ー

一
五
名

で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
常
勤

の
家
庭
奉
仕
員
は
家
事
援
助
と
身
体
介
護

の
両
方
を
担
当
す
る
。
登
録

ヘ
ル
パ
ー
は
家
事
援
助
型
が
主

で
あ

る
が
、
慣
れ
た
ら
介
護
も
担
当
す

る
。

こ
の
よ
う
な
分
担
は
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
実
施
要
綱

に
基
づ
い
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

同
要
綱

に
は
前
述

の
よ
う
な
実
施
形
態

に

つ
い
て
の
規
定
は
な

い
。

な
お
、
特

に
重
介
護
を
要
す
る
も

の
は
老
人
介
護
委
託
事
業
実
施
要
綱

に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
に
委
託
さ
れ
、

同

ホ
ー

ム
の
寮
母
が
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。

現
在
六
施
設

(各
施
設

一
人
の
家
庭
奉
仕
員
)
に
介
護
委

託
が
な
さ
れ
、

二
八
名

が
利
用
し
て
い
る
。
重
介
護
老
人

の
処
置
を

こ
の
よ
う
な
形
で
、
要
綱
上
独

立
さ
せ
て
実
施
し
て
い
る
市
は
、
神
奈
川
県
下
に
は
他
に
例



在宅福祉サービスの法的研究

ノ

を

み
な

い
よ
う

で
あ

る
。

Y
市

の
場

合

、
高

齢

者

が
割

合

と
し

て
も
、

絶
対

数

と

し

て
も

た
か

い
比
率

を

し

め
、

特

に
、

六

五
歳

以

上

の

高

齢

者

数

は
、

(
ほ
ぼ
同
様

の
事
業
の
実
施
形
態
を
と

っ
て
い
る
)
F
市

の
高

齢
者

数

を

二
万

人

弱
上

回

っ
て

い
る

こ
と
を
指

摘

し

て
お

く

必
要

が

あ

ろ
う

(ち
な
み
に
、
在
宅
ね
た
き
り
老
人
数
は
八
〇
〇
人
を
こ
え
・
F
市

の
三
倍
弱

H
市
の
四
倍

鼠

謬

・

申
請

・
決
定
手
続

市

の
ケ
ー

ス
ワ
ー

ヵ
1

が
高

齢

者

の
家

庭

を
訪

問

の
上

決
定

す

る
。
時

に

は
家
庭

奉

仕

員

が
同
行

す

る

こ
と
も

あ

る
。

Ψ
市

に
は

三
人

の
ケ

ー

ス
ワ
ー
カ

ー
が

い
る
が
、

一
人

が
訪

問

調
査

を
専

門

に
担

当

し

て

い
る
。

利

用

者

か
ら

は
電

話

で
の
申

込

が
多

い
。

こ

の
電

話

の

(
2

)

段
階

で
要
件

に
該
当

し
な

い
も

の
は
断
わ
る
こ
と
に
な
る
。

調
査

の
内
容

は
、
本
人

の
意
志

の
確
認
、
必
要
性

の
度
合
、
身
体
状
況
、
提
供
さ
れ
る

べ
き
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
、
派
遣

日
時

の
設
定
、

回
数
、
時
間

の
打
ち
合

せ
、
緊
急
時

の
連
絡
先
等
で
あ
る
。
派
遣

が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、

口
頭

で
伝
え
る
。
派
遣
通
知
書
な
ど

(
3

)

の
書

類

は
あ

る
が
、

申
請

者

に
は
渡

し

て

い
な

い
。

派
遣

が
適

当

で
な

い
と
判
断

さ

れ

る
時

(こ
の
段
階
で
は
少
な
い
が
)

に
は
、
事

情

を

説

明

し
納
得

し

て
も

ら
う

。

「
老
人

家

庭
奉

仕

員

等
派

遣
不

承

認

通
知
書

」

は
あ

る
が
、

使

用

し

て

い
な

い
と

の

こ
と

で
あ

る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
期
間

は
、

二
〇

日
間

と

い
わ

れ

る
。

待
機
者

待

機
者

は

い
な

い
。

待
機

者

を
出

さ

な

い
方

向

で
対

応

し

て

い
る
。

常

勤
家

庭

奉
仕

員

と
登

録

ヘ
ル
パ

ー

の
組

合

せ

で
、

な

ん

と
か
対

応

し

て

い
る

と

の

こ
と

で
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
変
更

申
請

が
あ

れ
ば

、

実
状

に
応

じ

て
対

応

す

る
。

「老

人
家

庭

奉
仕

員

等
派

遣
対

象

者

異
動

届
」

と

「老

人

家
庭

奉
仕

員

等
派

遺

変
更

通

知

」

は
、
書

類

上

は
整

備

さ
れ

て

い
る

が
、
使

用
さ

れ

て

い
な

い
。
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廃

止

廃
止

の
理
由

と
し

て
は
入
院
治
療

・
親
族

の
引
き
取
り
、
転
居
、
身
体
状
況

の
回
復

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

多
く

は

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の

情
報
を
得

て
、
本
人

に
確
認
し
て
い
る
。
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
廃
止
通
知
書

は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な

い
。
身
体
状
況
が
回
復
し

て
、
派
遣
を
辞
退
さ
れ
る
場
合

は
、
殆
ど
電
話

で
対
応
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
に
も
利
用
者
に
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
と
の
配
慮
か
ら
、

老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
辞
退
届

の
提
出

は
求
め
ら
れ
て
い
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
通
知
書
も
使
用
さ
れ
な

い
。

派
遣
期
間
は
、
申
請
か
ら
年
度
末
ま

で
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

家
庭
奉
仕
員

に

つ
い
て
は
、
他
市

と
同
様
、
家
庭
奉
仕
員
活
動
記
録
簿
を
市
長

に
提
出
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
に
は
、

他
市

の
よ
う

に
・
注
華

項

の
記
載
欄

は
な
鳴

ま
た
登
録

ヘ
ル
パ
あ

場
合

は
、
訪
問
時
間
と
確
認
印

の
み
と
な
る
。
利

用
者

の
状
況

は
廃

止

の
項

で
も
述

べ
た

よ
う

に
、

家

庭
奉

仕

員

か
ら

の
積

極
的

な

情
報

提

供

に
負

う

と

こ
ろ

が
多

い
と
考

え
ら

れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

派
遣

回

数

は

一
件

当

り
、

週

二

～
三
回

、
合

計

三

～
四
時

間

の
派

遣

が
多

い
と

さ
れ

る
。

施

設

の
家
庭

奉
仕

員

に
よ

る
介

護

委

託

の
場

合

は
、

一
回

約

三
時

間

で
あ

る
。

最

近

病
院

へ
の
付

添

い
を

希

望
す

る

ケ

ー

ス
が
か

な

り
増

え

て
き

て

い
る

と

い
わ
れ

る
。

施

設

の
介

護

委

託

の

ヘ
ル
パ

ー
は
、
休

日

に
も

サ

ー

ビ

ス
を
行

う

こ
と
が

あ

る
が
、

常
勤

の
家
庭

奉

仕
員

、

登

録

ヘ
ル
パ

ー

の
場

合
、

土

曜

の
午
後

、

(
5

)

日
曜

・
祝

祭

日

の
派
遣

は
な

い
。

サ
ー
ビ

ス
労
働

登
録

ヘ
ル
パ
籍

は
・
家
事
援
助
型

蒔

間
七
四
〇

円
、
身
体
介
護
型
に
竺

、

三

〇
円
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
嚢

の
家
庭
奉
仕

員

は
、

平

日

(
一
派
遣
三
時
間
当
り
)
四
、

七
〇

〇

円
、
休

日

は

二
五
%

増
と

な

る
。
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在宅福祉サービスの法的研究

表24ホ ームヘルパー(家 庭奉仕員)の 募集

本市では登録ホームヘルパ ー(パ ー ト)を 日常生活を営むのに支障のある世

帯へ派遣 してお ります。

登録 ホームヘルパー(パ ー ト)を 募集 してお りますので,下 記 によりお申 し

込み ください。

※登録後業務明説会び及研修会 を実施 します。

1.年 齢 おおむね50歳 未満

a対 象世帯 老衰,心 身の障害 もしくは傷病等の理 由によ り,臥 床 している

などのおおむね65歳 以上の老人又 は身体障害者若 しくは心身障

害児で,日 常生活を営むのに支障をきた してお り,老 人等や家

鋒が介護サー ビスを必要 としている世帯に派遺 します。

上記にかかわ らず,市 長が派遣す ることが適当でないと認め

る者に対 しては,奉 仕員を派遣 しません。

3.ホ ームヘルパーの業務 内容

(1)身 体の介護 に関す ること。

① 食事の介護

③ 衣類着脱の介護

⑤ 身体の清拭及び洗髪

② 家事に関すること。

① 調 理

③ 住居等の清掃及び整理整頓

⑤ 関係機関との連絡

③ 相談及び助言に関すること。

② 排濯の介護

④ 入浴の介助

⑥ 選院等の介助その他

② 衣類の洗濯及び繕い

④ 生活必需品の買い物

⑥ その他必要な家事

① 生活,身 上 及び介 護 に関す る相 談及 び助言

② その他必要 な相談 及び助 言

4.ホ ー ムヘルパ ーの派遣時 間

(1>1日2～4時 間,1週2～6日 の派遣 を行 な って お ります。

② 一 般 には,週2～3回 で1日3時 間程 度 の派遣希 望が 多いです 。

(3)時 間的 に は,朝9時 ～12時,朝10時 ～昼1時 まで の希 望が 多い です。

(4)派 遣 回数 が2～3回 とい う世帯 を2つ 以上持 つ ことは可能 です 。

㈲ 派遣 回数及 び派遣 時間 について は,各 世帯 の状況 に よ り違 います。

5.賃 金(時 間 当 た り)

家事 援助型740円,介 護 中心型1,120円

賃金 について は,年 度 によ り上が って い き ます。交 通費 のかか る方 に つ

いて は,Y'市 旅費条 例に もとつ いた特別 旅費 を支 給 します。

6.申 し込 み先,問 い合 わせ 先

同封 の履 歴書 と調 査 票 に必要事 項 を記入 して,写 真 を貼 り郵送 また は ご持

参 して くだ さい。
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市

の
常
勤
職
員

に

つ
い
て
は
順
番

で
採
用
時
研
修

・
定
期
研
修
を
受
講
す
る
よ
う

に
指
導
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。

登
録

ヘ
ル
パ
ー
に

つ
い
て
は
、
午
後
四
時
以
降
の
研
修

と
な
る
の
で
、

一
般
的
な
研
修

に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
登
録

ヘ
ル
パ
ー
全

員
を
集
め
て
の
も

の
で
は
な
い
。
出
席
し
た
場
合
は
、
日
当
、
交

通
費
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
平
成

三
年
度

よ
り
特
別
な
研
修
計

画

が
立
て
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

市

の
常
勤
職
員
並
び

に
施
設

の
家

庭
奉
仕

員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
公
務
員
災
害
補
償
制
度
な
ら
び

に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
適
用

が
あ

り
、
ま
た
健
康
診
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
登
録

ヘ
ル
パ
ー
に

つ
い
て
は
、
健
康
診
査

は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
市

の
登
録

ヘ
ル
パ
ー
の
場

合
、
労
基
法
上

の
補
償
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

費

用

費
用
徴
収
基
準
が
、
要
綱
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
減
免
規
定
は
な
い
。

費
用
の
徴
収

に
当
た

っ
て
は
、
本

人
の
了
解
を
得

て
市
民
税

課
で
、
所
得
状
況

に

つ
い
て
確
認
を
行
う

こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

超
過
負
担
に
つ
い
て

不

明
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注
(
1
)

こ
の
よ
う
に
介
護
委
託

が
別
立

て
で
実

施
さ
れ

て

い
る
背

景
と
し

て

本
文

で
述

べ
た

こ
と

の
他

、

Y
市

に
は
意
欲

的
な
老
入
福
祉
施

設
が

い
く

つ
か
存

在
す
る

こ
と
が
あ
げ

ら

れ
よ
う
。

(
2
)

本

来
的

に
は
来
所

し

て
も

ら

い
利

用
者

が
納
得
す

る
形
で
説
明

す
る

の
が

理
想
と
考

え

て
い
る
と
の

こ
と

で
あ

る
。

(
3
)

こ
う
し
た
対

応

の
理
由

の

一
つ
と
し

て
、

ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

の
多

忙
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
。

(
4
)

し

か
も
家
庭
奉
仕

員
派
遣
事
業

実
施
要
綱

で
は
、

記

録
簿

は
翌
月

の
五

日
ま

で
に
提
出

さ
れ

れ
ば

よ
く
、

迅
速
な
対
応

は
期

待

で
き

な

い
。
ま



た
本
来
記
録
簿

は
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
利
用
料
決
定
通
知
書

の
基
礎
資
料
と
し
て
の
意
味
が
強
く
(同
要
綱
七
条
)
、
状
況
把
握
を
目
的
と
す
る
も
の

と
は
考
え
に
く
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

(5
)

休
日
派
遣
に

つ
い
て
は
、
需
要
は
無

い
と
い
わ
れ
る
が
い
か
が
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

(6
)

登
録

ヘ
ル
パ
ー
の
応
募

は
新
し
い
地
域
に
沢
山
有
り
、

古

い
地
域
に

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
希
望
者
が
多
く
、

需
要
と
供
給
が
う
ま
く
か
み
あ
わ

な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
る

(前
述
の
Y
市

・
K
市
と
同
じ
よ
う
な
問
題
状
況
に
あ
る
)
。

在宅福祉サービスの法的研究

②

Z

市

Z
市

の
高

齢

化
指

数

は
、

一
四

.
六

%

と
き
わ

め

て
高

い
。

し

か
し
、

人
数

で
み

る
と
、

八

三
〇

〇

人
程

度

で
、

H
市

の

二
分

の

一
以

下

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

実
施
形
態

身

体

介
護

型

の
ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

サ
ー

ビ

ス
は
、

特

別
養

護

老

人

ホ
ー

ム
の
家

庭

奉

仕
員

(
五
名
)

に
委

託
さ

れ
、

家

事
援

助

型

の
サ
ー

ビ
ス
は
、

z
市

の
職
員

で
あ
る
家
庭
奉
仕
員

(
五
名
)
と
、
社
協

の
老
人
家
庭
奉
仕

員

(五
名
)
に
委
託
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
鷲

こ
の
こ

と
か

ら
も

わ
か

る
よ
う

に
、

老

人
家

庭

奉
仕

員

に

よ
る

サ

ー

ビ

ス
内
容

は
、

Z
市

で
は
、

e
身

体

の
介

護

に
関

す

る

こ
と
、

⇔
家

事

に
関

す

る

こ

と
、

霜

談

・
助

言

に
関

す
る

こ
と

に
分
類

さ

れ

て

い
翻
)
(轟

第
四
条
)
・

老

人
家

庭

奉
仕

員

の
派

遣

世
帯

数

は
、

独
居

世

帯

二
〇
、

夫

婦

世
帯

四
、

そ

の
他

三
七
、

計

六

一
世

帯

で
あ

る
。

六

一
世
帯

中
、

無
料

世

帯

は
四
七

(生
活
保
護
世
帯
七
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

四
〇
)

で
あ

る
。

Z
市

の
高

齢
化

指

数

は
、

一
四

・
六
%

と
高

い
こ
と

を
考

え

る
と
、

六

一
世

帯

は
少

な

い
よ
う

で
あ

る
が
、

絶
対

数

が
少

な

い

こ
と
と
社

会
福

祉

協
議

会

の

フ

レ

ン
ド
リ

ー

ヘ
ル
パ

ー
や

デ

ィ
サ
1

ビ

ス
を
利

用

し

て

い
る
人

も
少

な
く

な

い
と

い
わ
れ

る
。

申
請

・
決
定
手
続
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家
庭
奉
仕
員

の
派
遺
を
受
け

よ
う
と
す
る
世
帯

(以
下

「
申
請
者
」
と
い
う
)

は
家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
請
書

を
市
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い

(第
五
条
)
。

申
請
を
受
け
た
市
長

は
、

「
…
…

そ
の
必
要
性
を
検
討
し
た
う
え
で
家
庭
奉
仕
員
派
遣
世
帯
状

況
調
書

に
よ
り
家
庭
奉
仕
員
派
遣

の
要

否
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

一
週
間
当
り

の
派
遣
回
数
及
び

一
日
当
り
の
派
遣
時
間
数
を
決
定

す
る
も
の
…
…
」

(第
六
条
)
と
さ
れ
る
。
市

の
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
か
、
社
会
福
祉
法
入
に
委
託
す
る
か
の
決
定
も
、
形
式
的
に
は
市
長

に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
市

(
3

)

長

の
決

定

に
当

た

っ
て
の
裁

量
事

項

が
大

き

い
こ
と
も

他

市

と
同
様

で
あ

る
。
実

際

に
は
、

ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー
と
市

の

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
、

社
会

福

祉

法

人

の
ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ

ー
が
、

定

期
的

に
会
合

を
持

ち
、
派

遣

を
決

定

す

る
場
合

が
多

い
と
さ
れ

る
。
来

所

し

て
申
請

書

が
提

出

さ

れ

る
場

合

よ
り

、
電

話

で
派

遣

の
依

頼

を
受

け

る
場

合

が
、

ど

こ
の
市

で
も

一
般

的

で
あ

る
と
指
摘

さ
れ

て

い
る

が
、

Z
市

も

例
外

で

は
な
く
、

依

頼

を
受

け

る

と

ヘ
ル
パ
ー

と

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が
当
該

世

帯

に
出

向
き

、
状

況

が
調

査
さ

れ

る
。

調

査

し
た
上

で
要

件

に

(
4

)

該

当

し

て
は

じ
め

て

申
請
書

が
受

理

さ
れ

る

の

で
、

却

下
手

続

が
と
ら

れ

る

こ
と

は

ま

れ
と

さ
れ

る

(「
Z
市
福
祉
プ

ラ
ン
の
基
本
的
あ
り
方

中
間
報
告
」
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ

の
中
で
、
「
市
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
置

い
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

が
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
)
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
は
大

体
、

一
週
間

位

と

い
わ

れ

て

い
る
。

対
象

者

の
少

な

い
市

ほ
ど
、

決

定

ま

で

の
期

間

は
短

く

て
す

む
も

の
と
推

測

さ

れ

る
。

待
機
者

「
資
格

は
あ

る
が
、

決
定

を
留

保

さ
れ

て

い
る
」

と

い
う
意

味

で

の
待

機

者

は

い
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

サ

ー

ビ

ス
の
内
容

は

不
十

分

で
も
、

な

る

べ
く
多

く

の
人

に

サ
ー

ビ

ス
が

行

き
渡

る
よ

う

に
し

て

い
る
と

説

明

さ

れ

て

い
る

(し
か
し
、
z
市
福
祉
プ
ラ
ン
策
定

懇
話
会
作
業
部
会
の
福
祉
職
員
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
は
、
「在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
揃

っ
て
き
た
が
、
待
機
が
長
す
ぎ
る
」
、
「
二
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
が
必

X88(188)
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要
、
来
な
い
人

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
」
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
。
Z
市
福
祉
策
定
懇
話
会

「
Z
市
福
祉
プ
ラ
ン
の
基
本
的
あ
り
方
中
間
報
告
」
二

四

榊
頁
)
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

変

更

の
内

容

と
し

て

は
、

ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ

ー

の
派

遣

の
曜

日
、

サ

ー

ビ

ス
の
内

容

の
変
更

な

ど

が
、

具
体

的

な
事

例

と

し

て
あ

げ

ら
れ

て

い
る
。

こ
の
よ

う
な

場
合

に
は
、
家

庭

奉

仕

員
派

遣
変

更

決
定

通

知
書

が
出

さ

れ

る
と

い
う
。

短
期

の
入

院

の
場

合

に
は
、

一
ヵ
月

を

目
途

に
休

止

の
措

置

が

と
ら

れ
る
。

し
か

し
、

短
期

の
場

合

に
は
、

中
止

決

定

通
知
書

が
出

さ

れ

る

こ
と

は
少

な

い
と

い
わ
れ

る
。

ま

た
、

長

期

入

院

や
転
出

の
場

合

は
、

廃

止

に
な

る

が
、
中

止

や
廃

止

は
、

利

用
者

か

ら

の
申
出

に
よ

る
場

合

が

ほ
と

ん
ど

で
、

こ

の
場

合

も
、

電
話

で

の
申
出

が
多

く
、

家
庭

奉

仕

員
派

遣
変

更

(中
止
)
申

請
書

の
提

出

は
、

な

さ
れ

て

い
な

い
と

い
わ

れ

る
。

実

施

主
体

が
、

派
遣

の
廃
止

や

中
止

を
求

め

る
場

合

も
、

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

や
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ

ー
の
説

明

で
事

実
上

の
対
応

が

な
さ

れ

る
場

合

も
あ

る
と

さ
れ

る
。

な
お

綱
上

は
、

家

庭
奉

仕

員

の
業

務

に

つ
き
、

「業

務
遂

行
中

予
測

し

な
か

っ
た
困

難

が
お

こ

っ
た
時

に
は
、

場

合

に
よ

っ
て

ケ

ア

会

議

に
提

起

し
、

ケ

ー

ス
検

討

及
び

処

遇

調
整

等

を
図

る
も

の
と

す

る
」

と
さ

れ

て

い
る
。

派
遣
期
間

(
5
)

家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
期
間

に
つ
い
て
は
、
特
別

の
定
め
は
な
い
。
毎
年

一
度

(六
月
頃
)
所
得
状
況

の
確
認
調
査
が
行
わ
れ
る
が
、
利
用

者

の
状
況
把
握

に
は
別

の
手
続

が
必
要
な
こ
と
に
留
意

し
た
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

家
庭
奉
仕
員
は
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
予
定
表

(表
25
)
に
基
づ
き
、

サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
た
と
き
は
、
申
請
者
の
確
認
を
受
け
る

こ
と
、

ま

た
家
庭
奉
仕
員
派
遣
業
務
日
誌

(表
26
)
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
記
録
し
、
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る

(要
綱

一
四
条
)
。
ま
た
、

社

会
福
祉
法
人

に
事
業

が
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、

「
…
…

派
遣
を
受
け
た
委
託
法
人
の
長

は
、

当
該
月

の
翌
月

五
日
ま

で
に
家
庭

(189)189
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表26

家 庭 奉 仕 員 派 遣 業 務 日 誌

下記の とお り訪問しま した。

課i

」
氏i

係

長i

係

員

1

臨

仕
員旨

年 月 日 曜日為
対象
者名

訪
問
時
間

時 分～ 時 分

1

交 通手 段 自転 車 ・バ イ ク ・バ ス ・その 他() 計 時間 分

サ

!

ビ

ス

内

容

(身 体 介 護)1健 身
体

口 良
口 否

(特 記 事 項 ・所 感 等)

食 事 の 介 護 康
状
態

排 泄 の 介 護 精
神

口 良
口 否衣 類着脱の介護

入 浴 の 介 護 生
活
状

⊂〕 良

〔〕 否

身体の清拭 ・洗髪

(家 事 援 助)
調 理 1態一
洗 濯 補 修 1相

口 良

口 否

掃 除 ・i整 理

買 物1
蓼
助
言

他 と の 連 絡i

通 院 介 酬

下記の とお り訪問 しま した.

1

課

長1

係

長

係1

員

1
↓

奮
員

一 日 噸 対豪
者名

口

訪
問
時
間

時 分～ 時 身

交通手段 自転車 ・バ イク ・バス ・その他() 計 時間 分1

サ

ー

ビ

ス

内

容

(身 体 介 護) 健
康
状
態

身
体

口 良
口 否

(特 記 事 項 ・所 感 等 〉

食 事 の 介 護
排 泄 の 介 護 椿

神
口 良
口 否衣 類 着脱の介 護

入 浴 の 介 護 i 生
活
状
態

[コ 良

口 否

身体の清拭 ・洗髪
(家 事 援 助)

調 理
洗 濯 ・ 補 修 相

毯
助
言

口 良

[コ 否

掃 除 ・ 整 理
買 物
他 と の 連 絡

通 院 介 助

(19D191



表27

市家庭奉仕員派遣費用負担額決定(却 下)通 知書

1

第 号

年 月 日
馳

殿

市長 画

年 月 日付で申講のあった家庭奉仕員の派遣に伴 う

費用負担の減免について次の とお り決定したので通知 します.

決 定 区分 口 減 額 口 免 除 口 却 下

派遣対象者
氏名

男 ・女 明大昭¥年 月 日生(歳)

生計中心者

の氏名
住 所

費用負担額

全額免除
円(年 月分から 年 月分)

費用負担額

一部免除
円(年 月分か ら 年 月分)

1
費用負担決定額 円

今 回 減 免 額 円

費 用 負 担 額 円

」

決定理由

、

ア 、

陰

(192192
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表28

家庭奉仕員派遣費用負担額減免申請書

市 長 殿

申請者

ていただきた く申請 します。

住所

年 月 日

電話()

氏名 愈 続柄

私は、次の理由により家庭奉仕員派遣に伴 う費用の負担を減免 し

申 請 区 分 . 口減 額 口 免 除

対象者氏名 男 ・女 現大匿 早 年 月 日生(歳 】

生計中心者

の氏名
住 所

滅免申請額 円(年 月分 か ら 年.月 分 〉

滅免の理由

派遣の内容

1週 当た りの

派遣 回数
週 回

Q当 た りの

派遣時間数
時間

1時 間 当た りの

串請者負担額
円

申詰者世帯の

階層区分
階層

備考

193「193)



(
6

)

奉

仕

員
派

遣
実

績

報
告

書

を
市
長

に
提
出

し

な

け
れ
ば

な
ら

な

い
」

(第
六
条

4
)
と
定

め

ら
れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

派
遣

回
数

は
、

週

に

一
～

二
回

、

一
回

二
時

間

(長
く
て
三
時
間
)

で
あ

る
。

週

三
回

の
ケ

ー

ス
も

あ

る

(待
機
者
が
な
い
理
由
と
し
て
な

る
べ
く
、
多
く
の
利
用
者

に
広
く
浅
く
サ
ー
ビ
ス
が
ゆ
き
わ
た
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
)
。
平

日

の

サ
ー

ビ

ス
は
、

九
時

三
〇

分

か
ら
、

四
時

三
〇

分
ま

で
、

土

曜

日
は

一
二
時

ま

で
で
あ

る
。

日
曜

・
休

日

・
祝

日

の
サ

ー

ビ

ス
は
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ
い
て

市

の
家

庭
奉

仕
員

に

つ
い
て

は
、

年

一
回

の
健
康

診

査

が
実

施

さ

れ
る
。
委

託

さ
れ

て

い
る
社

会
福

祉

法

人

の
社

会

福

祉
施

設

な
ら
び

に
社
会

福

祉
協

議
会

の
職

員

は

そ
れ

ぞ
れ

の
規

定

に
よ

っ
て

い
る
。

社
会

福

祉
協

議
会

の
職
員

の
賃

金

は
、

時

給
六

五
〇

円

で
あ

る

(前

述

の

「
Z
市
福
祉
プ
ラ
ン
の
基
本
的
あ
り
方
中
間
報
告
」
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
「
ヘ
ル
パ
ー
研
修
は
事
務
局
で
や

っ

て
ほ
し
い
」
、
「市
と
社
協

ヘ
ル
パ
ー
の
賃
金
格
差

の
是
正
」
、
「
研
修

セ
ン
タ
ー
が
ほ
し
い
」
、
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー

ヘ
ル
パ
ー
の
研
修
期
間
が

短
い
、

入
手
不

足

の
た
め
入
会
後
す
ぐ
に
ケ
ー

ス
に
訪
問
し
て
い
る
」
等
の
声
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
四
二
頁
)
。

費
用
徴
収

家

庭
奉

仕

員

の
派

遣

に
要

す

る
申
請

者

の
費

用

の
負

担
額

が
、
要

綱

(
一
〇
条
)
な

ら
び

に
別
表

に
よ

っ
て
定

め
ら
れ

て
い
る
。

費

用
負

(
7

)

担

に

つ
い
て
は
、
減
免
申
請

の
規
定

が
あ
り
、
昨
年

度

一
件

の
申
請

が
あ
り
認
め
ら
れ

て
い
る
。

超
過
負
担

老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

の
国

・
県

の
補
助
を
除

い
た
残
り
は
九
〇
〇
万
円
と
い
わ
れ

て
い
る
。

194(194)

,王

(
1
)

た
だ
し
、

こ

の
点

は
要
綱

上
は
明
記

さ
れ

て

い
な

い
。
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Z
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
実
施
要
綱

(以
下
Z
市
要
綱
と
す
る
)
は
、
事
業
の
実
施
主
体
を
Z
市
と
す
る
こ
と
、
た
だ
し
市
長
は
、
派
遣
対
象

世
帯

・
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
派
遣
期
間
、
派
遣
回
数
及
び
費
用
負
担
区
分
の
決
定
並
び
に
費
用
の
徴
収
を
除
く
事
業
を
社
会
福
祉
法
人
Z
市
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
社
会
福
祉
法
入
地
域
福
祉
協
会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

登
録

ヘ
ル
パ
ー
は
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
名
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
と
し
て
市
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業
と
は
、
別
の
形
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。
K
市
と
比
較
し
た
場
合
、
市
の
実
施
す
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業
と
し
て
よ
り
納
得
で
き
る
形
態
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
も

っ
と
も
、

Z
市

の
場
合
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
は
合
わ
せ
て
も

一
五
名
で
あ
り
、
前
述
し
て
き
た
東
京
都

や
政
令
都
市
の
場
合
に
は
、
こ
の
程

度

の
家
庭
奉
仕
員
数

で
は
対
応
で
き
ず
、
そ
の
こ
と
が
、
自
治
体
の
事
業
と
し
て
は
や
や
問
題
あ
る
形
態
を
産
み
だ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

(2
)

神
奈
川
県
で
は
、
東
京
都

の
場
合
と
異
な
り
、
国
通
知
に
対
応
す
る
形
で
、

県
通
知
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

昭
和
五

一
年
に
出
さ
れ
た

「老
人

福
祉
費

(在
宅
)
補
助
金
交
付
要
綱
」
が
、
必
要
に
応
じ
改
正
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
平
成

二
年
七
月

二
日
施
行

の
同
要
綱

で
は
、
老
人
家
庭

奉
仕
員
派
遣
事
業

は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要
綱
、
主
任
家
庭
奉
仕
員

(
チ
ー
フ

・
ヘ
ル
パ
ー
)
設
置
事
業
運
営
要
綱
に
基
づ
き
、
市

町
村
が
行
う
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
及
び
主
任
家
庭
奉
仕
員
設
置
事
業
を

い
う

(要
綱
二
条
)
と
さ
れ
、
規
則
第
五
条

の
規
定
に
よ
る
条
件
の

一
つ
と
し
て

「市
町
村
長
は
、
第

二
条
第

一
項
第

一
号
に
定
め
る
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
等

に
委
託
し
て
行
う
場
合
に
お
い
て

は
、

こ
の
要
綱

の
定
め
る
条
件
を
付
し

て
行
う
も

の
と
す
る
。」
(第
五
条
五
)
と
さ
れ
て
い
る
。

要
綱
に
別
添
さ
れ
た

「
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要
綱
」
は
、
平
成
元
年
五
月

二
九
日
厚
生
省
通
知

「
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要
綱
」

と
同

一
で
あ
る

(国
通
知

の

「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
」
が
地
城
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
機
構
等
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

=

の
そ
の
他

の
と
こ
ろ
で
、
国
通
知
の
市
町
村
が
、
市
町
村
長
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

=

の
㈹
と
し
て

「市
町
村
長
は
、

こ
の
事
業

の
実
施
に
当
た
り
、
派
遣

世
帯

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
を
加
え
て
い
る
、
な
ど
の
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
)
。

前
掲

の
国
通
知
は
、
家
事
援
助
型
と
身
辺
介
護
型
を
独
立
さ
せ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
東
京
都

は
、

こ
の
通
知
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
は
前
述

の
通
り

で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
通
知
は
、
国
通
知
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
神
奈
川
県
で
は
、
市
の
補
助
対
象
基
準

の
算
出
に
お

い
て

甲
市
町
村
長
は
、
家
庭
奉
仕
員
の
対
象
者
に
対
す
る
派
遣
決
定
ご
と
に
そ
の
サ
ー
ビ

ス
内
容
を

『
身
体
介
護
中
心
業
務
』
又
は

『
家
事
援
助
中

心
業
務
』
に
区
分
し
て
、
算
出
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
」

こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
姿
勢
の
違
い
を
受
け
て
、
神
奈
川
県
下
で
は
、

Z
市
を
は
じ
め
身
辺
介
護
型

の
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
を
独
立

(195)195



さ
せ
て
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
少
な
く
な
い
。

(
3
)

年
齢
の
高

い
ヘ
ル
パ
ー
に
チ
ー
フ
と
し
て
調
査
を
し

て
も
ら
う
と

い
う
。
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事

は
、

受
付
、
決
定
、

調
査
表
の
決
済
、
決

定
通
知

の
発
行
、
実
績
報
告
に
基
づ
い
て
納
付
書
を
作
成
す
る
な
ど
で
あ
る
。

(
4
)

家
庭
奉
仕
員
の
場
合
、

サ
ー
ビ

ス
の
提
供

の
仕
方

で
、
派
遣
希
望
者

の
ニ
ー
ズ
と
合
わ
な
い
た
あ

(例
え
ば
、
夜
闇
の
利
用
希
望
な
ど
)
、
利
用

者
が
説
明
を
き
い
て
辞
退
す
る
場
合
や
、
他

の
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な

い
と
い
わ
れ
る
。
希
望
が
あ

っ
て
後

で
そ
れ
が
事
実
上

取
り
下
げ
ら
れ
て
も
、
必
ず
し
も
、

一
般
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
、
担
当
職
員

に
よ
る

一
方
的
な
説
得
や
、
申
請
取
り
下
げ

の
指
導
の
結
果
と

ば
か
り
は
い
え
な

い
よ
う
で
あ
る
。

(
5
)

「市
長

は
、
既
に
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
し
て
い
る
老

に

つ
い
て
は
、
毎
年
四
月

一
日
に
前
年
所
得
税
課
税
年
額
を
調
査
し
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
費

用
負
担
基
準
階
層
決
定

(変
更
)
通
知
書

に
よ
り
申
請
者

に
通
知
す
る
も
の
」
(第

一
〇
条
三
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)

委
託
法
人
や
家
庭
奉
仕
員
と
の
実
質
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
行
政
手
続
上
確
立
す
る
こ
と
が
、

適
切
な
処
遇
と
い
う
意
味

か
ら
も
必
要
で
あ
ろ

う
。

(
7
)

減
免
規
定
に
関
連
し
て
K
市
と
の
違
い
は
、

費
用
負
担
額
の
減
額
又
は
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

「家
庭
奉
仕
員
派
遣
費
用
負
担
額
減
免

申
請
書
を
市
長
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
」
(要
綱
第

一
一
条
)
が
要
綱
上
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も

「市
長
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
受
け
た
と
き
は
、
申
請
書

の
内
容
を
審
査
し
て
そ
の
適
否
を
決
定
し
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
費
用
負
担
額
減
免
決
定

(却
下
)

通
知
書

に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
」
(第

一
一
条

2
)
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
「
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
」

の

判
断
は
、
市
長

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

減
額
申
請
が
出
さ
れ
認
め
ら
れ
た
ケ
ー

ス
は
臨
時

の
支
出
が
あ
り
家
計
が
苦
し
い
と
い

っ
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

19fi(196)

ノ

③

K

市

　 

K
市

は
、

Z
市

と

同
様

、
六

五
歳

以

上

の
高

齢

者

入

口
指

数

が
、

一
〇

%

を

ゆ
う

に

こ
え

る
高

齢

化
都

市

で
あ

る
。

し

か
も
、

絶
対

数

で
も
、

Z
市

よ
り

む

し
ろ

F
市

の
三
万

人

に

続

く

数
字

を
示

し

て

い
る

(
二
万
三
〇
〇
〇
人
)
。

ね

た
き
り

老

入
数

は

F
市

の

三

二

一
人

に
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対

し

二
三

一
人

で
、

Y
市

と

比
較

す

る

と
約

四

分

の

一
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

実
施
形
態

　

K
市
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
運
営
要
綱
に
お

い
て

「
家
庭
奉
仕
員
等
」
と
は
、
市
職
員

で
あ
る
家
庭
奉
仕
員
と
市
に
登
録

し
て
い
る

家
庭
奉
仕
介
助
員
を

い
う
と
さ
れ
る
。
家
庭
奉
仕
介
助
員
と
は
市

に
登
録
し
た
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
郁

こ
こ
で
も
事
業
形
態

は
・

隣

接
す

る
F
市

と
同

様

で
あ

る

こ
と
が

わ
か

る

(も

っ
と
も
平
成
三
年
度
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
事
業
委
託
が
予
定
さ
れ

て
い
る
)
。

家

庭
奉

仕

員
等

に
よ

る
援
助

の
内
容

は
、

O
身
体

の
介

護

に
関

す

る

こ
と
、

⇔
家

事

に
関

す

る

こ
と
、

㊨
相

談

・
助

言

に
関

す

る

こ
と

に

分
類

さ
れ

て

い
る
。

申

請

に
当

た

っ
て

は
、

健

康
診

断
書

の
提

出

は
義

務

づ
け
ら

れ

て

い
な

い
が
、

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ

ー
や
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ

ー

の
判

断

に

よ
り
、

身

体
介

護

型

の
援

助

が
必
要

な
場

合

に
は
、

市
職

員

で
あ

る
家
庭

奉
仕

員

が
派
遣

さ

れ

て

い
る
。

申
請

・
決
定
手
続

平
成

三
年

度

か

ら
、

ホ
ー

ム

ヘ

ル
プ

サ
1

ビ

ス
の
他

入
浴

サ
ー

ビ

ス
な
ど

の
在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
に
共

通

し

て
使

用

で
き

る
在

宅
福

祉

サ

ー
ビ

ス
利
用

登

録
申

請
書

(表

29
)

が
使

用

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
在
宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い
て
相

談

が
あ

る
と
申
請

書

が
手

渡

さ

れ

(
電
話
の
場
合
は
郵
送
)
在

宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用

登
録

申
請

書

が
提

出

さ
れ

る
。

担

当

の
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ

ー
に
よ

り
調

査

が
な

さ
れ

る
。

調

査

の
結
果
、

在

宅

福

祉

サ

ー

ビ

ス
利

用

登
録
決

定

通
知

書

(表
30
)
が
交

付

さ

れ

る
。

登

録

さ
れ

る

と
、

登

録

は
、
対

象
者

が
自

宅

で
生
活

し

て

い
る
限

り
有

効

と

な
り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
を

受

け

る
際

は
、

電
話

等

で
申

し

出
れ

ば

よ

い
こ
と

に
な

る
。

(
2

)

市

の
担

当

の
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ

ー
は
申

し
出

に
よ

り

在

宅
福

祉

サ

ー

ビ

ス
相
談

記

録
票

(表
31
)

に
基

づ
き

調

査
を
行

う
。

申
請

者

へ
の
連

(
3

)

絡

は
、
連

絡
済

み

で
あ

る

こ
と

が
明

記

さ

れ
れ
ば

よ
く
、

希

望
す

る

サ
ー

ビ

ス
が
受
け

入

れ

ら
れ

る
場
合

に
は
、

サ
ー

ビ

ス
の
実

施

主
体

(例
え
ば
市
社
協
)
に
対

し

「在

宅

福

祉

サ

ー

ビ

ス
実

施
依

頼
書

」

(表

32
)
が
交

付

さ

れ

る

こ
と

に
な

る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
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表29

謹
職

」 宵

長市

一

i諸 住 所
(あて先 〉

㊥氏 名

( )

 

一

話電

次のとおり登録申請 します。
対象老か らみた続柄

対 象 考

1

住 所 市
騙 ( )

フリガナ

氏 名

男M
・T

女S

年 月 日生( 歳)

申 請 者
以 外 の
連 絡 先

住 所
鰐∈邑云麟 t 〉

氏 名
対象者から
み た 続 柄 1

!対 象 者
i

者
体
等

象
身
況

対

の
状

〉

緊急ベル 〉

}

轡

.
昂

介

ド
ふ

急
浴

ツ
敷

潔勢工

・

一

・

パ

・
き

ル

車

ま

へ
浴
台

ね

ム

入
液

・

痴
蜀シ

遣

山輪

嫌

貸
-

所護

霧

緊
蝋無

 
イ

一
浴

常

具

短

一ア
ホ

入

日
市
慣

ロ

ロ

O

口
巳

口

希望する

サービス

老
社

第 号 1
量

担当
起 案 平 成 ■ 畠 1

…

i
l
I

決 裁 平 成 ● , 1
登 録 平 成 , , 1

してよいで しP

係

瀧
礪

次のとおり

課長

決定区分 口 登録します 〔コ 登録 しません 通 知 平 成

粟一薙覇入所、デイサービス、ホームヘルパーの派遣又は入浴サービスを希望する場合は、健康診断書

及び利用者状況書を添1寸してください。
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在宅福祉サービスの法的研究

表30

在 宅福 祉 サ ー ビス利 用 登 録決 定 通 知 書
穫 第 号

平成 年 月 日

様

市 長 圓

次のとおり決定しましたので通知しますO

決定区分 〔〕 登 録 します 。 口 登録 しませ ん 。

住 所 市
騒 ( 〉対 象 者

フリガナ 男M

氏 名
・T年 月 日生(

女S
歳>i

理 由

※ 上記の方は、在宅福祉サービス利用登録制度に登録されました4

この制度への登録は、対象者が自宅で生活している限り有効てす。

今後、それぞれの在宅福祉サービスを受ける際は、電話等で申し出てくださいO

※ 在宅福祉サービスには、以下のものがあります。

○ 短 期 入 所(2回 目以降は、老人ホームへの申込みも可能です0)

○ デ イサ ー ビス(老 人ホームへの申込みも可能ですO)

○ ホームヘルパ ーの派遣

○ 入 浴 サ__..ビス 〈デイサービスと併せて利用することはできません.)

○ 日 常 生 活 用 具 貸 出

○ 寝 具 洗 濯 乾 燥

詳細については、別紙の在宅福祉サービスの案内を御覧ください0

..利 用を希望する場合は
、老人福祉課まて相談してください。

鰍
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表31

在 宅福 祉 サ ー ビ ス 相 談 記 録 票
相 談 日 ・年 月 日() 口 窓口・口 電話

担当者
氏 名

1

氏 名 男 ・ 女 生年月日
MS 年 月 日生
T

住 所 市 電 話 ()

相 談 者
お欄 浄殿
続柄

一

住 所
醗口 同居()

利用登録 ・ 済 ・ 剥 捜鰐 鰍 ・ ない 口 ある(〉

希望する

サービス

〔]ホ ームヘルプサーピス(口 家事援助 口 介護援助)

ロ デ イ サ ー ピス
響

口 入 浴 サ ー ビス(口 巡回入浴 口 施設入浴)

口 日常生 活用具貸 出(ロ ギャヂベッド ロ エアー・パッド 〉

口 寝 具 洗 濯 乾 燥(口 ふとん 口 毛布 ・シーツ ・ねまき)

口 短 期 入 所(口 静養館 口 七里ガ浜 口)
}

鑛 劃 月 日()～ 月 日(〉
日間 口 社 口 私

施 設 と
の 確 認

予定表ヘロ 済
の 記 入

〔]済
申請者へ
の 連 絡

口 済

備 考

※ 短糊入所の理由、お年寄りの状態を記入すること

需

申 請 書
の 処 理 (配布)/(提 出)口 申請書 口 診獺 口 状況書

訪 問 日 /()訪 問 者 (同行〉

1
邑

繍1ロ 済/僑 ㈹
..

・-3:.1

書の送け
Q済/

(200)200



在宅福祉サービスの法的研究

表32

在 宅福 祉サ ー ビス実 施 依 頼 書
幅 第 号

平成 年 月 日

様

市 長 國

次のとおり在宅福祉サービスの実施を依頼します。

住 所 市

聯 ( 〉対 象 者
フリガナ 男 M

氏 名
女

T

S
年 月 日生( 歳)

申請 者
以 外 の

住 所

賭 ( )

連 絡 先
氏 名 対象者から

み た 続柄

対 象 者
の 身 体
状 況 等

口 短 期 入 所
委託する ロ デ イサ ー ピス

サービス
ロ ホ=ム ヘ ル パ ーの派 遮(ホ ームヘルパー ・ 緊急介護人)
〔]入 浴 サ ー ビ ス(移 動入浴車 ・ 施設 入浴)

〔コ 日 常 生 活 用 具 貸 出(特 殊寝台 ・ エアーバ ッド ・ 緊急ペル
ロ 寝 具 洗 濯 乾 燥(毛 布rシ ーツ、ねまき ・ 掛,敷 ふ とん)

)

利 用 者
負 担 口 無 口 有 当たり 円

備 考

20](201)



(
4

)

(
5

)

早

い
場

合

で

一
週
間

、

遅

い
場

合

は

一
ヵ
月

で
あ

る
。

待

機
者

は

い
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
に

つ
い
て
は
、

電

話

で
処

理

が
な

さ

れ
書

類

は
使

わ

れ

て

い
な

い
。

廃

止

(
6

)

却

下
手

続

は
と

ら
ず
、

口
頭

で
説

明

す

る
。

派
遣
期
間

期
間

の
定

め

は
な

い
。

一
年

に

一
度

状

況
書

(表
33
)

を
再

提

出

し

て
も

ら

う
。

サ
ー
ビ

ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

市

の
家

庭

奉
仕

員

は
、

別

紙

の
よ
う

な
家
庭

奉

仕

員
等

業
務

日
誌

(ケ
ー

ス
記
録
)
(表
34
)

を
作

成

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

介

助
員

は
・
市
長

に
対
夢

庭
奉
仕
介

助
員
活
動
報
告
書

を
提
出
す

る
こ
と
が
霧

づ
け
ら
れ
て
い
る

(
ホ
⊥

ヘ
ル
プ
サ
吉

ス
事
養

嚢

領
第

四
条
)
。
業

務

内
容

や
特

記
事
項

の
記

述

は
、
家

庭

奉
仕

員

の
場

合

以

上

に
簡
単

で
あ

る

こ
と

が

わ
か

る
。

な

お
、
介

助

員

は
対
象

世

帯

か

ら
、
時

間
数

の
延

長

等

の
申

し

出

を
受

け

た
時

は
、

市

長

に
報
告

し

て
そ

の
指

示

を
受

け

る

こ
と

と
さ
れ

て
い
る

(要
領
第
七
条
)
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

身

体
介

護

と

し

て
は
、

主

と

し

て
清

拭
、

入

浴
介

護

、
家

事

援
助

サ
ー

ビ

ス
と

し

て
は
、

買

物

・
掃

除

.
洗

濯

.
調

理

が
主

と
さ

れ

る
。

派

遣

回

数

は
週

一
回

(
二
時
闇
)

が
多

い
が
、
週

三
回

、

計

六
時

間

の
場
合

も

あ

る
。

サ
ー

ビ

ス
の
実

施

は
、

朝

八
時

三
〇

分
か
ら

五
時

ま

で

(土
曜

日
は
役
所
が
休
み
の
場
合
は
派
遣
さ
れ
な

い
)
。
日
曜

・
祝

日

・
年

始

年
末

も

休

み

と
な

る
。

サ
ー
ビ

ス
労
働

市

の
家
庭

奉

仕
員

は

=

一名
、

技

能
員

も

し
く

は
技
能

史

員

と

し
て

の
資

格

で
採

用

さ
れ

て

い
る
。
市

の
家

庭
奉

仕

員

は
、
規

定

の
研

修

は
す

べ
て
受
け

て

い
る

(研
修
は
、
社
協
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
)
。
介
助

員

の
場

合

は
、

全

員
参

加

で
は
な

く
、

希

望

が
あ

れ
ば
参

加

で
き

2az(zaz)



在宅福祉サービスの法的研究

表33

家庭奉仕員等派遮期間更新に伴 う家族状況 申告書

平成 年

《あて先 》 福祉事務所長

申告者氏名

月 日

印

住所

電話

利用者氏名

家族状況について,次 のとお り申告 します。

氏 名 続柄 生年月日
職業 ・勤務先

又は在学校名

所得税等

課税状況

匿

鮪7
● 噂

$麗 有 無

轟T

.S隔"

1

有 無

nr
,●

$口 有 無

隔r
・

s轟

一 　

有 無

一一一一

謁曾
f

$麗 有 無

nr
■ σ

s轟 有 無

所得税等課税状況 「有」の方は、家庭奉仕員等派遣期間更新に伴 う所得税

等課税状況 申告書を添付 して下 さい。
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表34

家 庭 奉 仕 員 等 業 務 日誌(ケwス 記 録)

平 成 年 月 日～平 成 年 月 日

課長 搬 係 担導

次 の と お り 訪 問 し ま し た 。

日(曜 日) 日() 業 務 内 容

掃 除 ・ 裁 縫 。 買 物 ・炊 事 。洗 濯 ・相 談 。

そ の 他天 候

時 間

(所 要時間)
時 分～ 時 分

(時 間 分)

記 事

奉仕員名 ⑩

…
日(曜 日) 日() 業 務 内容

掃 除 。裁縫 ・買物 。炊 事 。洗 濯 。相 談 ・

そ の他

}
置
-

暫

1

」

1

天 候

【

時 間

(所 要時間)

時 分～ 時 分

(時 間 分)
記 事

ヒ
ー

i}

-
不「

-

奉仕員名 ㊥

!
日(曜 日) 日() 業 務 内容

掃 除 。裁 縫 。買物 。炊 事 。洗 濯 ・相 談0

そ の他天 候

時 間

(所 要時間)

時 分～ 時 分

(時 間 分)

記 事

奉仕員名 ㊥

日(曜 日) 日()
業 務 内 容

掃 除 ・裁 縫 。 買 物 ・ 炊 事 ・洗 濯 ・相 談 。

そ の 他天 候

幽

1か

腎{

卜

」

ー
「

ト
ー

」,

iー

、

1
,ヒ

ー

時 間

(所要時間)
時 分～ 時 分

(時 間 分)

記 事

,1 奉仕員名 ㊥

1
,

日(曜 日) 日() 業 務 内 容

掃 除V裁 縫 。 買 物 ・ 炊 事 ・洗 濯 。相 談 ・

そ の 他天 候

時 間

(所 容時間)

時 分....時 分

(時 間 分)

記 事

奉仕員名 0

(204204



在宅福祉サービスの法的研究

表35

家 庭 奉 仕 介 助 員 登 録 申 謂 書

1

申 請 者

平成 年 月 日

市 長 殿

住所 市 電言舌()・

:

(登録者)氏 名 ㊥
一,一

男 ・女 年 月 日生

次 の とお り登録 し た い の で 申請 し ます 。

活動を希望する対象 口 老 人 口 心 身障害児者

活 動 可 能 艮 口 月 口 火 口 水 口 木0金 〔}土

活 動 可 能 時 間 纏 時から 纏 時まで

健 康 状 態

備 考

次 の と お り 決 定 し て よ い か 。(伺 い) 起 案 ・ ・

部 長 次長 課 畏 係 長 担 当 決 裁 ・ ・

登 録 ・ 。

通 知 。 ・

決定区分

口 登 録 す る 〔】 登 録 しない

(登録 しない)理 由
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謙
難

朗
面
、

隣
麹
b

m

欝

ヨ

辮

い
①

槻

瀞
回
側

律
噸
今
図
鯉

獅

碑

難

蕪

沖

歯

欝

望

餅
曾
並

皿

准

・
卦

齢

臨

(

)

錦

轡

劃

黙

皿
躍
灘

よ

宍

美

湯

冷

皆

"

～

喰

凌

憩
雌

醜

・
蕪

講

愚
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(
8
)

る
。
経
費

は
市

で
負
担
さ
れ
る
。

市

の
家
庭
奉
仕
員

の
場
合
に
は
、
年

一
回
健
康
診
断
が
行

わ
れ

て
い
る
。
家
庭
奉
仕
介
助
員
に

つ
い
て
は
何
も
な

い
。
公
務
員
災
害
補

償
保
険
制
度
は
、
市

の
家
庭
奉
仕
員

に
は
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
家
庭
奉
仕
介
助
員

は
、
市
が
入

っ
て
い
る
保
険
で
対
応
さ
れ
て

い
る
。
市
は
家
庭
奉
仕
介
助
員
に
対
し
、
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た
使
用
者

の
災
害
補
償
責
任
を
、
負
う
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

費

用

(
9

)

生
計
中
心
者

は
、

別
表

に
定
め
る
派
遣

一
時

間
当
り

の
額

に

一
ヵ
月

に
派
遣
を
受
け
た
時

間
数
を
乗

じ
た
額
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
、

と
さ
れ
る

(要
綱
五
条
)。
費
用

の
算
定
に
当

た

っ
て
、
課
税
所
得
額
や
、
収

入
総
額
が
当
事
者

で
判
ら
な

い
場
合

に
は
、
了
解
を

得

て
課
税
台
帳

の
閲
覧

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

超
過
負
担
に
つ
い
て

老
人
家
庭
奉
仕
員

の
総
事
業
費

は
五
、
九
〇
〇
万
円
、
県

の
補
助
が

一
、

五
三
〇
万
円
、
差
額
が
K
市

の
負
担
と
な
る
。

在宅福祉サービスの法的研究

注
(
1
)

政
令
都
市
K
市
と
の
違

い
は
、
介
助
員
が
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
な
く
、

市
に
登
録
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

介
助
員
が
公
権
力

の
行
使
に
当
た
る
公
務
員
か
否
か
を
判
断
す
る
に
は
、
将
来
的
に
微
妙
な
違

い
が
出

て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
K
市
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
実

施
要
領
は
、
「
一

介
助
員
と
し
て
登
録
を
希
望
す
る
者
は
、
家
庭
奉
仕
員
登
録
申
請
書
を
市
長
に
提
出
す
る
。
二

市
長
は
、
前
項

の
申
請
が
あ

っ

た
と
き
は
、
前
条

の
資
格
基
準

に
基
づ
き
、
介
助
員
と
し
て
の
適
否
を
審
査
し
、
介
助
員
と
し
て
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
家
庭
奉
仕
介
助
員
登
録

簿

に
登
載
す
る
。

三

市
長
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
り
介
助
員
と
し
て
登
録
し
た
者
に
対
し
、
家
庭
奉
仕
介
助
員
証
を
交
付
す
る
」
と
規
定
し
て
い

る
。な

お
、
介
助
員
は
、
e
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
、
ω
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
、
㊨
福
祉
に
関
し
、
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
こ
と
、
㈲
老
人
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等
の
介
護

象

事
及
び
相
談
助
言
を
適
切
に
実
施
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る

(要
領
第

二
条
2
)
。
介
助
員
に
は
、
蒔

間

当
り
七
四
五
円
が
支
給
さ
れ
る
。

も

っ
と
も
K
市
で
も
、
平
成
三
年
か
ら
事
業
の
大
半
は
社
協
に
委
託
さ
れ
、

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
は
社
協
に
登
録
す
る
形
態
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

(
2
)

K
市

に
お
け
る

ケ
麦

マ

カ
あ

仕
事

は
、

次

の
と
お
り

で
あ
る
。

①

ケ
ー

ス
の
相

談

.
受
付

.
派

遣

の
判

断

.
ヘ
ル
パ
あ

振
り
分

け
、

②
老
人
ホ
!
ム
の
入
所
補
助
、
③
在
宅
老
人
の
相
談
業
務
、
④
老
人
ク
ラ
ブ

の
手
伝

い
な
ど
。

(
3
)

在
宅
福
祉
マ

ビ
ス
利
用
登
録
決
定
通
知
書
に
は
、

登
録
し
な
い
と

い
う
決
定
も
含
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
形
式
的

に
は
行
政
不
服
審
査

に
乗

せ

る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

し
か
し
、

個

々
の
在

宅
福
祉

サ
ー

ビ

ス
が
要

件

に
合

わ
な

い
と

い
う
理
由

や
、

サ
ー

ビ

ス
の
供

給
主
体

に
余

裕
が

な

い
と

い
う
理
由

で
、

即
時

の
対

応
が

な
さ
れ
な

い
場

合

に
は
、

現
状

で
は
苦
情
申

し
立

て
の
方
法

は
な

い
こ
と

に
な

る
。

(
4
)

現
状

で
は
・

登
録
が
既

に
な

さ
れ

て
い
る
人

の
例

は
少

な

い
か
ら
、

新

し

く
老
人
家
庭
奉
仕

員

の
派

遣
申
請
を
し

た
場

A
、
と
理
解

し

て
よ
い
で

あ

ろ
う
。

(
5
)

迅
速

に
対

応
し

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
午

ス
に

つ
い
て
は
、

調
査

な
し

で
も
対
応
し

て

い
る
。

毎

日
行

か
な

け
れ
ば

な
・り
な

い
状
態

の
時

は
、

入
院
を
勧

め
る
。
経
済
的
に
余
裕
が
あ
り
掃
除
だ
け
で
直
接
に
は
困
ら
な

い
場
合
に
は
、
空

い
て
い
る
介
護
員
が
い
る
場
合
に
は
派
遣
す
る
。

(
6
)

年
に

一
度
あ
る
か
無
い
か
で
あ
る
。

自
分

で
や
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、

家
族
と
の
人
間
関
係
が
よ
く
な
り
援
助
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た

と
い
う
の
が
主
な
理
由
と
さ
れ
る
。

(7
)

要
領
は
平
成
三
年
四
月
か
ら
の
実
施

で
あ
る
。
登
録

ヘ
ル
パ
ー
は
、

平
成

三
年
度

か
ら
社
協

に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

事
業
報
告
は
市
長

に
提

出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
恵
し
た
い
。

(
8
)

国
は
三
六
〇
時
間
の
研
修
を
要
求
し
て
い
る
が
、

週

一
～
二
回
の
実
働
を
希
望
し
て
い
る
登
録

ヘ
ル
パ
ー
に
、

研
修
の
た
め
の
時
間
を
要
請
す

る

こ
と
は
難
し
く
、
市
独
自

に
可
能
な
範
囲
で
実
施
し
て
い
る
の
が
実
情
と
さ
れ
る
。
K
市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
な
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
、

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
登
録

ヘ
ル
パ
ー
制
度
が
成
り
立

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
希
望
者
が
出
る
と
す
ぐ
登
録
し
て
も
ら

っ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
年
数
回
広
報
で
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
決

し
て
充
分
な
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。

(9
)

K
市
要
綱
八
条

に
お
い
て
、
家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

(「申
出
者
」)
は
、
当
該
世
帯
の
生
計
中
心
者
と
さ
れ
て
い
る
。

こ

の
点
は
他
市
も
同
様
で
あ
る
が
、
要
領
六
条
は
、
さ
ら
に

「
要
綱
八
条

に
い
う
生
計
中
心
者
と
は
、
対
象
老
の
属
す
る
世
帯
を
事
実
上
主
宰
し
、
生
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在宅福祉サービスの法的研究

○ ○ 市在宅 福祉 サ0ビ ス利 用登録 制度 実施要綱

(目 的)

第1条 この制 度 はa短 期入 所事業,デ イサ ー ビス事業,ホ ームヘル プサ ー ビ

ス事 業等 の サー ビス(以 下 「在宅福 祉 サー ビス」とい う。)の 利用 希望者 を登 、

録す ることによ り碗 福祉サー ビスの提供を罰 かつ迅速に行い,も って在i

宅福祉の向上 と介護者の負担軽減を図ることを目的 とす る。

(対 象 者)

第2条 この制度 の対象者は,市 内に居住する虚弱,ね たきり又は痴呆等によ

り在宅で生活するおおむね65歳 以上の老人及び心身障害児者 とす る。 ただ し,

次 の各号に該当す る者を除 く。

(1)入 院治療を必要 とす る者

② 伝染性の疾患があって,他 に伝染のおそれのある者}

(種 類)i

第3条 在 宅サ..,..ビスの種類 は,次 の各号 に掲 げ るとお りとす る。i

(1)短 期入 所1

(2)デ イサー ビス1

(3)ホ ームヘル プサ ー ビス

(4)入 浴 サ ー ビス[

㈲ 日常生活用具貸出

⑥ 寝具洗濯乾燥

2前 項各号に掲げる在宅福祉サービスの内容,実 施方法等については,別 に1

定める。1
(申 請)1

第4条 前条第1項 各号に掲げる在宅福祉サービスの利用を希望する者(以 下1

「申請者」 とい う。)は,在 宅 福祉 サ ー ビス利用 登録 申請書(以 下 「申請 者」i

という。第1号 様式)を 市長 に提出 しなければな らない。 この場合において,i

同項第1号 か ら第4号 までに掲げ る在宅福祉サー ビスの利用を希望す るとき 旨

は,健 康診断書(第2号 様式)及 び在宅福祉サー ビス対象者状況書(第3号1

様式)を 添付するものとする。1
1(登録 の 決 定)

第5条 市長は,前 条 の申請書を受理 したときは,速 やかにその内容を審査 し,

登録の適否を決定 して,在 宅福祉サービス利用登録決定通知書(第4号 様式)

によ り申請者に通知す るものとす る。1

(利 用 の 申 出)1

第6条 前条の規定 により登録を認め られた者(以 下r登 録者」という。)が 在

宅福祉サービスを利用 しよ うとするときは,あ らか じめその旨を市長に申し

出なければな らない。:

(実施者への通知)1

第7条 市長は,前 条の規定により申出を受 けたときは,速 やかに在宅福祉サ1
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一 ビス実施依頼書(第5号 様式)を 在宅福祉サービスを直接実施する者(以

下 「実施者」とい う。)に 送付す る。

(緊 急 利 用)

第8条 市長 は,緊 急を要すると認め られ るときは,第4条 に規定する申請に

よらずに,在 宅福祉サービスを提供できる。 この場合において,在 宅福祉サ

ービスの提供を受けた者は,事 後において同条に規定する手続をとらな くて

はな らない。

(報 告)

第9条 登録者は,原 則 として年1回,在 宅福祉サービス対象者状況書 によりt

身体状況等 を市長に報告 しなければな らない。 この場合 において,市 長が必

要 と認めるときは,健 康診断書を添付するものとす る。

(利用資格の喪失)

第10条 登録者は,次 の各号のいずれかに該当するに至 ったときは,在 宅福祉

サー ビスの利用資格を喪失す る。

(1)死 亡 したとき。

② 市外 に転出 したとき。

③ 特別養護老人 ホーム等へ入所 した とき。

(4)そ の他在宅福祉サービスを利用す ることが適 当でないと認め られた とき。

(台 帳 の 整 備)

第11条 市長は,登 録者の身体状況及び在宅福祉サービスの利用状況等を台帳

に記録 し,資 格喪失の 日まで保管 しておかなければな らない。

(実 施 者 の 責務)

第12条 市長の指示を受 けて在宅福祉サービスを直接実施する者は,在 宅福祉

サー ビスを利用する者の福祉が増進され るよう誠実に行 うとともに,在 宅福

祉サービスの実施に当たって知 り得た登録者等についての情報を他に漏 らし

てはな らない。

(市 長 の 責 務)

第13条 市長 は,こ の制度の内容 について市民への周知を図るとともに,民 生

委員活動等を通 じ,対 象者の把握に努 める ものとする。

2市 長は,福 祉事務所,民 生委員z保 健所i社 会福祉協議会 その他関係機関

と協力 し,在 宅福祉サー ビスが総合的,か つ,き め細か く運用 されるよう努

あ るものとする。

付 則

この要綱は,平 成3年4月1日 か ら実施する。
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活
維
持

の
中
軸
と
な
る
当
該
世
帯
の
世
帯
主
又
は
最
多
所
得
税
額
納
付
者
と
す
る
」
(傍
線
筆
者
)
と
し
て
い
る
。
申
出
者
が
費
用
の
負
担
者
で
あ
る

こ
と
に
関
わ

っ
て
の
規
定
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
私
的
扶
養
が
娘
の
配
偶
者
な
ど
に
も
拡
大
さ
れ
得
る
こ
と
を
他
の
自
治
体

よ
り
も
明
確

に
規
定
し
て
い
る
点
で
、
注
目
さ
れ
る
。

在宅福祉サービスの法的研究

④

H

市

F
市

に

つ
ぐ
神
奈
川
県
下

の
中
核
都

市

で
、
高

齢
者

の
実
惰
は
F
市
と
ほ
ぼ
同
様

の
傾
向

に
あ

る
と

い
え
よ
う
。
高
齢
化
指
数
は
高
く

な

い
が
、
六

五
歳

以
上

の
高
齢
者
数

は
約
二
万
人

で
、
F
市
よ
り
約

一
万
人
ほ
ど
少
な

い
こ
と
に
な
る
。

案
施
主
体

H
市

の
家
庭
奉
仕

員
派
遣
事
業

は
、
市

の
常
勤

の
家
庭
奉
仕
員

(八
名
)
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
登
録

ヘ
ル
パ
ー

(
一
六
〇
名
)
で
実
施

さ

(
1

)

れ
て
い
る
。
市
は
社
会
福
祉
協
議
会

に
事
業
を
委

託
し
て
い
る
。

申
請

・
決
定
手
続

市
長
は
、
奉
仕
員
等
の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

の
申
出

に
基

づ
き
派
遣
対
象
者

の
状

況
及
び
世
帯

の
状
況
等
を
調
査
し
、
派
遣

の

要
否
並
び
に
サ
ー
ビ

ス
内
容
、
費
用
負
担
区
分
を
決
定
す

る
も
の

(第
八
条
)
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
他
市
と
同
様

で
あ
る
。
実
際

に
は

保
健
婦

と
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
訪
問

・
調
査
し
ワ
ー
カ
!
が
決
定
す
る
。
そ

の
折
り
病
歴
な
ど
も
調
査
す
る
。
電
話

で
申
込
を
受
け
付
け
、

訪
問
調
査

の
折
り

に
申
請
書
を
受
け
付
け
る

の
が

一
般
的
と
さ
れ
る
。
派
遣
が
不
適
当
と
さ
れ
る
場
合

は
家
族
介
護
が
可
能

で
あ

っ
た
り
、

在
宅
介
護

の
程
度
を
超
え

て
い
る
場
合

で
あ

る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら

の
派
遣
が

不

適

当

と
さ
れ
る
ケ
ー

ス
は
、
電
話
が
あ

っ
た
段
階

で

「
納
得
」
の
上
辞
退

に
な
る

の
で
、
却
下
手
続

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
市

の
家
庭
奉
仕
員

は
低
所
得
世
帯

に
限
定
す
る

の
で
は
な
く
、

身
体
介
護
を
要
す
る
者
等
重
症

の
者
に
派
遣

す
る
よ
う
に
し
た

い
が
、

現
実

に
は
市

の
家
庭
奉
仕
員

・
登
録

ヘ
ル
パ
ー
を
問
わ
ず
、
派
遣

が
可
能

な

ヘ
ル
パ
ー
の
中
か
ら
派
遣

を
決
定

せ
ざ
る
を
え
な
い
状

況
に
あ

る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
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申
請
か
ら
決
定
ま
で

は
約

一
週
ぐ

ら

い
で
あ

る
。

待
機
者

事
業

の
内

容

に
あ

っ
た
派
遣

し
か

で
き

な

い
か
ら
、

待
機

者

は

い
な

い
と
考

え

ら

れ

て

い
る
。

ヘ
ル
パ
ー
派
遣

の
要

件

に
あ

っ
て
い
て

も

、

ヘ
ル
パ

ー

の
人
数

上

の
制

約

か
ら

派
遣

で
き

な

い
場

合

は
決
定

を

し
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ

う

(し
か
し

ヘ
ル
パ
ー
の
募
集
に

つ
い
て

も
常
時
努
力
が
な
さ
れ

て
お
り
事
業
要
件
に
あ

っ
た
範
囲
内

で
の

二
i
ズ
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
も

解
釈
さ
れ
て
い
る
。

要
件
に
合
わ
な
い

ニ
ー
ズ
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
に

つ
い
て
は
現
状
で
は
具
体
的
な
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
)
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

の
場

合

の
手
続

は
、

電
話

連

絡

が
主

と

さ
れ

て

い
る
。

廃

止

に
さ

い
し

て
も
、

打

ち
切

り
手

続

が
と

ら
れ

る

こ
と

は
な

い
。

廃

止

は
、

死
亡

の
場
合

が
多

い
と

い
わ
れ

る
。

派

遣

は
、

停

止
廃

止

の
申

請

が

な

い
限

り
継

続

さ
れ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
全
体
的
把
握

市

の

ヘ
ル
パ

ー
が

派
遣

さ

れ

て

い
る
場
合

は
、
表

37

の
よ

う
な
活

動

日
誌

が
出

さ
れ

る

の

で
、

行
政

側

が
、
老

人

の
状

況

を
把

握

す

る

こ
と
が
可

能

で
あ

る
が
、

社
協

の
登
録

ヘ
ル
パ

ー

の
場

合

は
、

表

38
、

表

39

の
よ

う
な
派

遣

力
ー

ド
に
利

用
者

の
確

認
印

が
挿

さ
れ

る
だ

け

で
、

利

用

者

の
状

況

は
、

市

側
か

ら
積

極
的

な
働

き
か

け

が

な
さ

れ
な

い
限

り
不

可
能

で
あ

る

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

る
。

し

か
も
報

告

書

自

体
、

謝

金
並

び

に
利

用
者

の
利

用
料

を
計

算

す

る

た
め

の
も

の
と
さ

れ
、

利

用
者

の
状

況
把

握

を

目
的

と

す
る
も

の
で
は

な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

老

人
家

庭

奉
仕

員

の
仕

事

は
、

他
市

と
同
様

要

綱

上
規

定

さ

れ

て

い
る
が
、

担

当
者

は
家

事
援

助

と
身

体

介
護

は
厳

密

に

は
分
け

ら
れ

(
2
)

な

い
と

い
う

考

え

を
持

っ
て

い
る
。

家
庭

奉
仕

員

の
派

遣

回
数

は
、

平

均

週

二
回
、

一
回

が

二
時

間
半

位

と
さ
れ

る

(保
健
婦
の
サ
ー
ビ

ス
等
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
と

一
週

一
八
時
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表37

ヘ ル パ ー 活 動 日 誌

利
用
者

月

日 付

_一 判
世1時 間r
fi'1 ヘ ル パ ー 活 動 内 容

レ 撒 洗濯'憾'買 物 ●懐
までL通 院璽 胃ガイ ド●その 他

■ 囎 輔 ・炊事 ・買物 ・傭
ま でi・ 通 院 介 助 ・ ガ イ ド ・そ の 他

特 記 事 項

～ 卜 掃 除 ・洗濯 ・憾 慣 物 ・介酬

までL融 働 ・ガイ ド・その他}

}

～ 卜 掃除 慨 溜 炊事 畷 物 ・織i
i

ま三⊥ 二墨難 璽 ・ガ林 ・その他1

～ ド 掃除'洗 濯'炊 事'買 物'介 訓

ま で1・ 逓 院 介 助 ・ ガ イ ド ・そ の 他

～

齪

・掃 除 ・ 洗 濯 ・炊 事 ・買 物 ・ 介 護

・通 院 介 助 ・ ガ イ ド ・ そ の 他

～i・ 掃 除 ・洗 濯 ・炊 事 ・買 物 ・介 護

までi樋 院 働 ・ガイ ド.初 他

1 …
まで}・ 通 院 介 助

～1・ 掃 除 ・洗 濯 ・ 炊 事 ・買 物 ・ 介 護i
:

・ ガ イ ド ・ そ の 他

一 卜 掃除 ・瀞 炊事 働 ・介訓

まで ・通 院 介 助 ・ガ イ ド ・そ の 他1

～

まで

.,.

まで

まで

....

まで

～

まで

:蕊甑 鷹 畿 例
'描 除'洗 濯'炊 事 帰買 物'介 網

・通 院 介 助 ・ ガ イ ド ・ そ の 他

'掃 除.洗 濯 電 炊 事 ・買 物 ・ 介 護i

・通 院 介 助 ・ ガ イ ド 。 そ の 他

・ 掃 除 ・洗 濯 ・炊 事 ・買 物 ・ 介 護

。 通 薩 介 助 ・ ガ イ ド ・そ の 他

・掃 除 ・ 洗 濯 ・炊 事 ・買 物 ・ 介 護

・通 院 介 助 ・ ガ イ ド ・ そ の 他
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間
ほ
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
と
い
う
)
。

土

・
日
、

国

民

の
祝

日

お
よ

び
夜

間

は
、

ヘ
ル
パ

ー

の
派
遣

は
な

い
。

社

協

の

登

録

ヘ
ル
パ
ー

に

つ
い
て
は
、

平

日

の
場

合

、
夜

八
時

ま

で

の
延

長

制
度

が
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
労
働

に
つ
い
て

常

勤

の
家

庭
奉

仕

員

は
、

市

の
公
務

員

と
し

て
給

与

が
支

払

わ

れ

る
。

市

の
非

常

勤
職

員

、

社
協

の
登
録

ヘ
ル
パ

ー
と
も

に
時

給

八

〇

〇

円

が
支
払

わ

れ

て

い
る

(身
体
介
護

・
家
事
援
助
と

い
う
区
分
は
な
さ
れ
て
い
な
い
)
。

社

協

登
録

ヘ
ル
パ
ー

に

つ
い

て
の
延

長
時

間

給

は
、

一
、

○

○
○

円

で
あ

る
。

市

の
職
員

に

つ
い
て
は
、

公

務
員

災

害
補

償

制
度

が
適

用

さ

れ

る
が

市

の
非
常

勤

職
員

.
社
協

ヘ
ル
パ
ー

に

つ
い
て
は
、

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
保
険

で
対

応

さ
れ

て

い
る
。

研
修

は
、

社

協

の
登
録

ヘ
ル
パ
ー

の
場
合

、
月

に

一
度
土

曜

日
の
午
後

に
四
時

間

程
度

ケ

ー

ス
検

討
会

が

行

わ
れ

て

い
る

が
、

研

修

に
出
席

す

る

た
め

の
日
当

は
支

払

わ
れ

て

い
な

い
。

費

用

徴
収

は
、

要

綱
別

表

に
基

づ
き
行

わ

れ

て

い
る
。

現

在
、

有

料

世
帯

は

三
七
%

で
あ

る
。

218C2zs)

 

注
(
1
)

H
市
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
運
営
要
綱

(以
下
H
市
要
綱
と

い
う
)
第

二
条
は
、
「
こ
の
事
業
の
実
施
主
体

は
H
市
と
す
る
。
た
だ
し
、
派
遣

世
帯
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
及
び
費
用
負
担
区
分

の
決
定
を
除
き
、
事
業
の

一
部
を
社
会
福
祉
法
人

H
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
で
き
る
も
の
と
す
る
」

と
規
定
し
、
ま
た
要
綱
三
条
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
等
と
は

「
O
家
庭
奉
仕
員
、
福
祉
部
福
祉
総
務
課
に
所
属
し
家
庭
奉
仕
に
従
事
す
る
職
員
及
び

非
常
勤
の
職
員
、
⇔
登
録

ヘ
ル
パ
ー
、
福
祉
活
動

に
従
事
す
る
た
め
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
奉
仕
員
」
と
し
て
い
る
。

(
2
)

神
奈
川
県
下
で
も
、
H
市
を
は
じ
め
後
述
の
自
治
体
は
、
東
京
都
と
同
様
、

身
体
介
護
型
を
別
立
て
に
せ
ず
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
、
O
家
事

及
び
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
⇔
相
談
及
び
助
言
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
事
業
を
営
ん
で
い
る
。



在宅福祉サービスの法的珊究

⑤

F

市

H
市

と
同
様
、
神
奈
川
県

の
中
核
を
に
な
う
都
市

で
あ

る
。
高
齢
化
指
数
は
高
く
は
な

い
が
、
六

五
歳
以
上

の
高
齢
者
数
は
三
万
人
を

こ
え
K
市

の
ほ
ぼ
三
分
の

一
を
占
あ
、
相
応
の
高
齢
者
問
題
を
か
か
え

て
い
る
と
み
る
こ
と
が

で
き

る
。

実
施
形
態

F
市
家

庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要
綱
で
は
、
奉
仕

員
は
、
家
庭
奉
仕
員
と
臨
時
家
庭
奉
仕
員

か
ら
な
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
臨
時

家
庭
奉
仕
員

は
、
市

に
家
庭
奉
仕
員

と
し
て
登
録
し

て
い
る
者

を
さ
す
。

F
市
社
協
は
、
市
社
協

に
登
録
し
た

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
な
る
ケ
ア

フ
レ
ン
ド
と
い
う
制
度

を
実
施

し
て
い
る
が
、
特

に
F
市
か
ら
の
委
託
は
な

い
。
F
市

の
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

は
、
と
も
か
く
F
市
が
、

直

接

「
実
施
主
体
」

と
な

っ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
と

い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
対
象
が
高
齢
者

で
あ
る
場
合
、
家
庭
奉
仕
員
と
臨
時
家
庭

(
1
)

奉
仕
員

の
業
務
内
容

に
か
わ
り
は
な

い
。

現
在
、

F
市

で
は
、
家
庭
奉
仕
員
が

一
〇
名
、
臨
時
家
庭
奉
仕
員
が
三

一
名

で
あ
る
。
身
体
介
護
を
主
と
す
る
者
や
家
族
に
介
護
方
法

を
指
導
す

る
必
要

が
あ
る
場
合

は
、
家
庭
奉
仕
員
が
派
遣

さ
れ
る
。
現
在
の
臨
時
家
庭
奉
仕
員

に
は
経
験

の
あ
る
人
が
多

い
が
、
専
門
性

の
な

い
人
は
、
家
事

サ
ー
ビ
ス
に
ま
わ

っ
て
も
ら

っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
希
望
が
あ
れ
ば
、
臨
時
家
庭
奉
仕

員
も
研
修
を
受

(
2

)

け

て
、

難

し

い
ケ

ー

ス
に
も
対
応

し

て
も

ら

っ
て

い
る

と

い
う
。

申
請

・
決
定
手
続

奉
仕

員

の
派

遣

を

受
け

よ

う
と

す

る
者

は
、

福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用

(変
更
)
申

請
書

及

び
必

要

に
応

じ

て

健
康

診
断

書

を

添

え
て
市
長

に
提
出

す

る

(運
営
要
綱
第
九
条
)
。

F
市

は
、

全

て
の

サ
ー

ビ

ス
に
共

通
す

る
福

祉

サ

ー

ビ

ス
利

用

(変
更
)
申

請
書

を
、

利

用

し

て
お

り
、

一
度

申
請
書

が
提

出

さ
れ

る

と
そ

れ

に
基

づ
き
保

健

福
祉

サ
ー

ビ

ス
総
合

ヵ

ル
テ

(表

41
)
が

作
成

さ

れ
、

そ

の
申
請

書

が
継

続

的

に
生

か

さ
れ

る

こ
と

に

な
る
。
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表40

福祉サー ビス利用決定(変更)通知書

殿

次 の とお り決 定 します。

市指令老 第

昭和 年 月

市長

r印」

号

日

決 定 区 分tro印 のザ ビスの 口 利用を認める 〔〕利用を認めない

決 定 理 由

[『
一

所住
者用利

・ ・(才)

　}… 一一一一 司
者申 請

住 所i

量

陣
.
夢

-
て
ア
イ

.
サ
ー
ビ
ス

蕩

ー
L

-
i

l

…

i
-ー

i
ー
⊥

施

サ

ー

ビ

ス

内

容

一
実

8

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

9

時

入

所

期 間(開 始日)隣 ・ 年 月
一

日から 昭和 年 月 日 まで

世 帯 区 分[コ 生活保護受給世帯 口 その他の世帯

額日

由罹釧社
額収徴用費

=

口私的理由

円

家麟 韻 派馴 纏 脳i 回1萬麹

指 示 事 項
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在宅福祉サービスの法的研究

表41

保 健 福 祉 サ ー ビ ス 総 合 力 ル テ

㊧ 瞳 紬{慰 魑 ⑲ ㊨ ㊤ ⑱
禽 嚥 ⑳ ㊧ 逗ξ;()(:)(二)(:)

1

調 司 年 月 日

ケ ー ス 番 号
≒

地区i
幽

醗 委員i :
ふ り が な ・ 性 別 生 年 月 日

氏 名 男 ・ 女 年 月 日

住 所 市TEL() k

家 屋
持 家 ・ 借 家 ・ ア パ ー ト(階)・ 集 合 住 宅(階)

そ の他()・ 専 用 室 無 ・ 有(帖)

生活歴(元 職業,住 みなれた場所等) o趣 味

Oし 好

たば こ

アルコール

o食 べ物の好 き嫌い

無 ・ 有

既往歴 現病歴

主治医 乱()
■

身 障 手 帳YI%種 級 障害名 性 保i無 ・ 有
▼

サ ー ビ ス の 状 況

サ

ー
ビ

ス

内
容

1 2 3 4 5 s 7 8 y ユ0 11 12 工3 14 15 16

デ

イ
サ

ー
ビ
ス

家

庭
奉

仕

員

機

能

訓

練

入

浴

入浴車
■ ■,●,騨 ・ ■

施 設
・ ・ ■ ● ■ ● 帥,

通 所

一

時

入

所

寝

具

乾

燥

日
常
生
活
用
具

寝 台 訪

問

看

護

保

健

婦

訪

問

保

健
所
訪

問

亨

v

で

給

食

緊

急

通

報

タ

ク

シ

1

券

I

I

浴 槽

開
始

廃
止 1
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(表41つ づ き)

皿

意

志

の

伝

達

視 力 障 害 無 ・ 有

聴 力 障 害 無 ・ 有

言 語 障 害 無 ・ 有

痴 呆 無 ・ 有

日

常

生

活

動

作

歩 行
自立 ・杖使用 ・つかま り歩き(歩 行介助)・ はって移動 ・車椅子

ねたき り・補装具()

行 動 範 囲
単独外出(毎 日・たまに ・殆 どしない)・ 家の回 り・屋内のみ

床の上

床 上 動 作 正座 ・腰掛け(足 投げ出し)・ 座位介助 ・寝 がえ り(可 ・不可)

食 事
箸 で 自由 に ・匙使 用 ・手づ かみ(握 り飯)・ 介助(有 ・無)

(普 通食 ・きざみ ・おか ゆ ・流動 食 ・鼻腔)・ 義歯(有 ・無)

用 便
自立 ・介助 して トイ レ ・ポー タブル 便器 ・おむつ(昼 ・夜)

失禁(有 ・無)・ 尿 回数(日 回)・ 便回 数(日 回)

入 浴 自立 ・洗ってもら う・全面 的にいれて もら う・清拭

着 脱 衣 自立 ・少し手をかせぽひと りで着れ る・殆 ど着せ る ・で きない

寝具のしまつ 自立 ・低い押 し入れなら自分 で出来 る ・たたむだげ ・できない
[

家

族

状

況

〔]

1

0

氏 名 年齢 性別 続柄 主介

緊急時の

連 絡 先

その他 今後の方針

1
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在宅福祉サービスの法的研究

も

っ
と
も
、

過
去

に
申

請
書

が
出

さ
れ

て

い
て
も

、

当
該

サ
ー

ビ

ス
に
と

っ
て
必

要
な
書

類

(例
え
ば
、
健
康
診
断
書
)

や
そ

の
後

の
状

況
変
化

に

つ
い
て
は
別
途
調
査
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
な
弔

そ
の
結
果
、
派
遣

の
適
否
を
決
定
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
決
定
通
知
書

(表
40
)
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
に
な
る
。
決
定
通
知
書

は
、

却

下
の
場
合
も
想
定
し

て
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
、
却
下

の
決
定
通
知
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
申
請

書

は
、
派
遣
対
象
者

の
身
体
及
び
世
帯

の
状
況
等
を
調
査
し
た
後

で
し
か
受
理
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
そ

の
理
由

の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ

て
い

郁申
請
か
ら
派
遣
ま
で

ケ
ー

ス
に
よ

っ
て
、

緊
急
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
正
式

の
決
定
を
ま
た
ず

に
対
応

す
る
。

そ
の
場
合
は
、
相
談
か
ら
二
～

三
日
で
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
相
手
方
が
、
派
遣
希
望

日
を
特
定

し
て
い
る
場
合

は
、
実
際

の
派
遣
ま

で

一
週
間
か
ら
二
週
間

を
要
す
る
こ
と
も
あ
る
。

派
遣
期
間

派
遣
期
間
は
、
登
録
制

の
た
め
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。

サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
で
あ
る

ヘ
ル
パ
ー
は
、

一
年

に

一
度
交
替
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

福
祉

サ
ー
ビ

ス
変
更
申
請
書

は
、
形
式
的

に
は
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
求

め
る
変
更
申
請

に
も
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
点

に

つ
い
て
F
市
の
担
当
者

は
、
家
庭
奉
仕
員

の
人
数

に
制
限
が
あ
る
以
上
特

に
現
状

で
は
、
派
遣
回
数
の
増
加
等
を
求
め
る
変
更
申
請
は

出

さ
れ
て
も
意
味

が
な

い
と
答
え

て
い
る
。

こ
う
し
た
前
提

の
基

で
は
あ

る
が
、
F
市

で
は
提
供
さ
れ
る
サ

ー
ビ

ス
が
、

一
応

の
弾
力
性

を
持

つ
も

の
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
に

つ
い
て
は
、
決
定
通
知
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書
や
実
施
計
画
書

の
中

で
、

一
週
間
○
回
、

△
時
間

と
固
定
的

に
定
め
ら
れ
て
い
た
の
を
、

そ
こ
に
は
明
記

せ
ず
、
対
象
者

の
状
況

に
合

わ
せ
て
・
例
え
ば
、
今

週
は
三
回
、
来
週

は
二
回

と
い
う

よ
う
に
調
整
し
て
行
こ
う
と

い
う
も

の
で
あ

る
。

そ
こ
で
は
当
然
他
の
対
象
者

　
ら
　

の
状

況

が
考

慮

さ

れ
具

体

的

な
組

合

せ
が
考

え
ら

れ

る

こ
と

に
な

る
。

廃

止

電
話

で
通
知

。
書

類

は
使

わ
な

い
。

登

録
制

な

の
で
、

入
院

な

ど

の
場
合

は
、

中

止

に
は

な

る
が
、

廃
止

に
は
な

ら

な

い
。

資
格

は
ず

っ
と
残

る

こ

と

に
な

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

他
市

と
同
様

F
市

で
も
、

家

庭
奉

仕

員

・
臨
時

家

雇
奉
仕

員

に

つ
き

そ

れ
ぞ

れ

別

の
訪

問

計
画

書

.
活

動

記
録

簿

が
用
意

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
他
常

勤

の
家

庭

奉

仕
員

の
場

合

に
は
、

ケ

ー

ス
記

録

票

の
作
成

が
義
務

づ
け

ら
れ

て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

臨
時

家

庭
奉

仕

員

の
場

合

こ
れ

に
該
当

す

る

の
が
、

業

務

田
誌

で

あ

る
と

考
え

ら

れ

る
。

業

務

日
誌

の
方

が
記
載

内
容

が
簡

単

に
な

っ
て

い
る

こ
と

は
、

非

常

勤
家

庭

奉
仕

員

と

し

て

の
性

格

上

や
む

を
え

な

い
が
、

サ

ー
ビ

ス
の
実

施

過
程

を

把
握

す

る

と

い
う
点

で
は
、

不

充

分
で
あ

る
。

市

の
内

部

に

も
本
来

は

　
ヵ
月

に

一
度

位

ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー
が
訪

問

を

す

べ
き

と

の
意

見

も

あ

る
よ

う

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

サ
ー

ビ

ス
は
、

週

に

一
回

、

二
～

三
時

間

と

い
う

の
が

一
番

多

い
と

い
わ

れ

て

い
る
。

多

い
ケ
!

ス
も

あ

る
が
、

ま

れ

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ
い
て

臨
時

家
庭

奉
仕

員

の

日
当

は
、

一
、

五
〇

〇

円
プ

ラ

ス
時

給

五
八
〇

円

で
あ

る
。

研

修

は
希

望
者

の
み

で
、

県

の
研

修

に
参

加

で
き

る
。

そ

の
場

合

は
、

日
当

が
支

払

わ
れ

る
。

健

康

診

査

は
実

施

さ

れ

て

い
な

い
。

事

故
補

償

は
、

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
保

険

で
対

応

さ

れ

て

い
る
。

臨
時

家

庭
奉

仕

員

は
、

二
～

三
ケ

ー

ス
を

も

っ
て

い
る
人

が
多

く
、

一
ヵ
月

に
八

日

～

=

一
日
の
活
動

日
数

と
な

る
。

中

に
は
、

二
〇
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日
位

の
活

動

日
数

の
者

も

あ

る
。

超
過
負
担
に
つ
い
て

常
勤

の
家
庭
奉
仕
員

の
給
料
程
度
が
も
ち
だ
し
と
な
る
。

在宅福祉サー ビスの法的研究

注
(
1
)

臨
時
家
庭
奉
仕
員
の
登
録
を
希
望
す
る
者
は
、
登
録
申
請
書
を
市
長

に
提
出
す
る

(運
営
要
綱
第
六
条
)
。
市
長

は
・
申
請
が
あ

っ
た
と
き
は
・

8
心
身
と
も
に
健
全

で
あ
る
こ
と
、
⇔
老
入
等
の
福
祉
に
関
し
、
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
こ
と
、
倒
家
事

介
護
の
経
験
と
相
談

.
助
言
の
能
力
を

有
す
る
こ
と
、
の
要
件
を
備
え
て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
奉
仕
員
を
選
定
し
登
録
し
て
お
く
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

(2
)

F
市

で
は
、

身
体
介
護
を
独
立
さ
せ
て
規
定
し
て
は

い
な
い
が
、

近
年
身
体
介
護
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
家
庭
奉
仕
員
の
仕
事
自
身

が
高
度
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
家
庭
奉
仕
員
が
、
市

の
現
業
職
員
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
・
専
門
性
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
も
、
家
庭
奉
仕
員
が
実
績
を
積
み
重
ね
、
事
実
と
し
て
奉
仕
員
の
仕
事

の
重
要
性
を
訴
え
て
い

く
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
、

F
市
で
は
常
勤

の
家
庭
奉
仕
員

で
も
、
事
故
を
懸
念
し
、
入
浴
介
護
に
は
積
極
的
で
は
な
い
と

い
わ
れ
る
。

(
3
)

F
市
の

「総
合

カ

ル
テ

扁
方
式
は
利
用
の
状
況
を
継
続
的

・
総
合
的
に
把
握
す
る
点
で
有
効
で
あ
り
、
そ
の
結
果
・
利
用
者

の
状
況
を
・
実
施
主

体

に
、
よ
り
迅
速
に
察
知
し
て
も
ら
え
る
と

い
う
意
味
で
は
利
用
者
に
も
利
点
が
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
4
)

派
遣
の
要
件
を
柔
軟

に
理
解
し
、
で
き
る
だ
け
申
講
者

の
要
求
に
応
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
は
す
で
に
サ

ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
人

々
と
の
間

で
日
程
や
時
聞
配
分
を
調
整
し
た
り
、
臨
時
家
庭
奉
仕
員
と
交
渉
し
余
分
に
日
程
を
確
保
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
と
い
う
。

待
機
者
が
少
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
現
在
の
派
遣
要
件

で
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
ケ

ー
ス
・
例
え
ば
・
毎
日
派
遣
し
て
ほ
し

い
と
か
、
昼
だ
け
様
子
を
見
に
来
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
望
の
場
合
は
、
応
え
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
に
は

一
週
間
に

一
度

の
派
遣
で

は
ど
う
か
と
い
う
対
案
を
出
し
て
も

申
請
者

の

二
ー
ズ
に
合
わ
ず
、
"辞
退

"
と
い
う
申
し
出
が
多
く
な
る
。

そ
の
他
要
件
に
合
わ
な
い
部
分
を
・

一
般

の
家
政
婦
の
派
遣
で
補
充
し
た
り
、
老
人
保
健
施
設
を
紹
介
す
る
な
ど
し

て
、
申
請
の
単
な
る
突
き
返
し
に
終
わ
ら
な

い
処
置
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
行
政
不
服
審
査
法
の
基
で
の
権
利
救
済
に
そ
う
方
向
で
、
手
続
を
組
み
立
て
な
お
し
て
行

く
こ
と
も

一
方
法
で
あ
る
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が
・
他
面
サ
ー
ビ
ス
璽

機
馨

を
介
在
さ
せ
た
苦
情
処
理
制
度
の
創
設
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
.つ
に
田
心
わ
れ
る
。

占犠

C蕪

舞

蕪

犠
肪鍵
蒜
藷

麗
罹

督

窃難

姉獲

饒
窮

ピ
い
え
よ
う
・
F
市

で
は
変
更
や
中
止
に
対
し
て
も
、

一
定

の
範
囲
内
ま
で
は
、
逐

一
変
更
や
中
止
の
手
攣

と
る
こ
と
は
必
要
な

い
の
で
は
な
い

か
と
も
指
摘

さ
れ

て

い
る
。

(5
)

こ
う
し
た
場
禽

題
の
一
つ
は
、
変
更
や
中
止
の
手
攣

必
要
と
し
な
い
、
い
い
か
え
れ
ば
、
実
施
者
の
贅

に
任
せ
る
ガ
イ
ド
一ブ
イ
ン
を
ど

の
麗

に
す
る
か
・
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
.
こ
の
点
に
つ
い
て
、
①
こ
う
し
た
マ

ビ
ス
の
弾
力
あ
る
響

に
対
応
す
る
た
詮

は
、
現
在
の
よ

湿

ギ
鉱

忽

日
献

鍬

賜

誓

寵

躍

腫
鮮

易

簾

粥
鵡

篇

嚢

撃

観
郎

纏

甜
叡

齢

臼

勉

馨

溺

耀

は
・
結
局
の
と
こ
ろ
・
決
霧

当
た
っ
て
の
担
当
者
の
判
断
能
力
に
か
か
っ
て
お
り
、
現
状
で
は
午

ス
ワ
ー
カ
と

か
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い

襲
認
控犠
欝
糠
説
禁
郵
饗
卸醐潴暫
磐
隔
聾
蛭
継
餅
腿
構
卿貿雑
號
賊縮

醐羅
灘
靴

で
は
・
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
お
り
、
大
享

ぎ
る
こ
と
、
が
担
当
者
側
か
ら
霧

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ

ビ
ス
の
勢

的
運
用
を
導
入
す

る
場
食

一
定
の
供
給
量
を
前
提
と
す
れ
ば
、
あ
る
週
に
お
け
る
他
の
利
用
者

に
対
す
る
サ
壱

ス
の
供
給
量
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

は
・
商
品
交
換
的
権
利
霧

関
係

の
鐸

を
前
提
と
す
る
以
上
、
当
然
に
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
て
く
る
。
利
用
老
や
家
族

の
鐸

を
Dこ
.つ
得
て
行
く
か

が
課
題
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
福
祉
マ

ビ

ス
に
対
す
る
腰

の
転
換
と
同
時
に
、
マ

ビ

ス
の
絶
対
馨

増
加
さ
せ
る
方
策
、
市
当
局

を
離
れ
た
禧

処
羅

構
の
裂

が
併
せ
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
サ
ー
ビ
棄

務
の
弾
力
的
婿

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
絶
対
量

を
増
加
さ
せ
る
方
策
と
併
せ
て
検
討
さ
れ
な
い
限
り
、

サ
ー
ビ

ス
の
譜

を
皇

規
制
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
F
市

で
は
、
老
人
家
肇

仕

畢

業
に

つ
い
て
・
費
用
徴
収
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
費
用
徴
収
が
な
さ
れ
て

い
た
り
、
民
間
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
A
。
に
は
、
権
利
は
.躍、

れ
だ
け
商
品
交
鵠

係
的
葎

利
霧

関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
や
す

い
こ
と
に
な
り
、

こ
の
よ
・つ
な
弾
力
的
蓬

用
を
製

と
し
て
定
惹

せ
て
行

く

こ
と

は
難

し

い
の
で
は
な

い
か
と
指
摘

さ
れ

て
い
る
。

ま

た
・

サ
ー

ビ

ス
の
弾
力

的
運
用

が
・
方

向
性

と
し

て
不

可
避
な
も

の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、

F
市

の
試

み
は
、

サ
ー

ビ

ス
の
実
施

過
程

の
フ

ォ

ロ

ー
ア
ッ
プ
と
そ
れ
を
可
能
と
す
る
組
織

の
形
成
が
不
可
避
と
な
ろ
う
。
東
京
都

の
家
事
援
助
者
嚢

嚢

に
つ
い
て
も
、
こ
,つ
し
た
視
点
か
.り
の
検
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討
が
望
ま
れ
る
。

在宅福祉サービスの法的研究

⑥

A

市

全
人

口
数
、

六
五
歳
以
上
人
口
数
、
ね

た
き
り
老
人
数
等

で
比
較
す
る
と
、
後
述

の
甘
市
、
W
市
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模

で
あ
る
。
甘
市
・

　Y
市
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
す
る
特
徴
あ
る
家
庭
奉
仕
員
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
に
対

し
、

A
市

の
家
庭
奉
仕
員
事
業

は
、

ほ
と
ん
ど
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
家
庭
奉
仕
員

に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
。
Ψ
市
や
Z
市
が
身
体
介
護
型
の
家
庭
奉
仕
員
事
業
を
、

特

別
養

護
老
人

ホ
ー
ム
に
委
託
し
て
い
る
例

は
あ
る
が
、
事
業
が
、
全
面
的

に
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
委
託
さ
れ
て
い
る
の
は
A
市
の

み
で
あ
る
。

実
施
形
態

家
庭

奉
仕
員
事
業

は
、
お
お
む
ね
委
託
先
の
特

別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
の
家
庭
奉
仕
員
(
一
七
名
)
に
よ

っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
市

の
家

庭
奉
仕

員
四
名

は
、

緊
急
時

の
対
応
を
除
け
ば
、

〒

デ

ィ
ネ
表

入

受
付

・
調
李

決
定
が
忠

)
と
し
て
機
能
し
て
い
麓

申
請

・
決
定
手
続

派
遣

の
決
定
は
、
市

の
家
庭

奉
仕
員
が
訪
問

し
調
査
の
上
、
決
定
す
る
。

調
査
内
容

は
、
病
状
や
サ
ー
ビ

ス
の
必
要
状
況
が
中
心
で
あ

る
。
派
遣
対
象

は
特

に
制
限
さ
れ
て
い
な

い
が
、
梅
毒

や
肝
炎

の
場
合

は
・
注
意
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
菊

申
請
者

の
身
体
状
況
に

よ

っ
て
は
、
老
人
福
祉
指
導
主
事

.
介
護
士
な
ど
が
同
行
す

る
。
申
請
に
当

た

っ
て
は
、
健
康
診
断
書

の
提
出
が
義
務

づ

け

ら

れ

て

い

(
3
)

る
。

調

査

の
結

果
、

サ

ー
ビ

ス
を

必
要

と
す

る
場

合

の
み
申
請

書

が
受

理

さ
れ

る
。

こ

の
よ
う

な

こ
と

か
ら

み

て
、

A
市

の
老

人
家
庭

奉

仕

員
の
対
象
者
は
、
他
市

よ
り
重
度

で
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
郁

申
請
か
ら
決
定
ま

で
は
、

通
常

一
週
間

か
ら

一
〇

日

で
あ

る
。

(225)225



(
5

)

待
機
者

は

い
な

い
と

さ
れ

て

い
る
。

派
遣
期
間

(
6

)

特
別

に
は
定
め
ら
れ

て
い
な

い
。

一
旦
受
理
さ
れ
た
も

の
は
、
ず

っ
と
継
続
的

に
利

用
で
き
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

施
設

の
長
は
毎
月

の
家
庭
奉
仕
員
派
遣
実
施
計
画
書
を
作
成
し
市
長

に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
実
施
状
況
報
告
書

に

家
庭
奉
仕
員
等
活
動
記
録
簿
及
び
家
庭
奉
仕
員
ケ
ー

ス
記
録
を
添
付
し
て
市
長

に
報
告

す
る
こ
と
と
さ
れ
、

ま
た
家
庭
奉
仕
員

は
、
家
庭

奉
仕
員
別
訪
問
日
程

に
基

づ
き
業
務

を
行

い
、

そ
の
状
況
を
家
庭
奉
仕
員
等
活
動

記
録
簿
及
び
家
庭
奉
仕
員
ケ
ー

ス
記
録

に
記
録
し
て
お

(
7

)

く

こ
と

と
さ

れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

変

更

届

を
利

用
者

か
ら
受

け
取

る

こ
と

は
な

い
。

廃

止

転

出

・
死
亡

・
入

所

の
場

合

は
、

廃

止
、

入
院

の
場

合

は
、
休

止
と

な

る
が
、

い
ず

れ
も

連

絡

し
確

認
す

る
。
書

類

上

の
手

続

は
と
ら

れ
な

い
。
辞

退
届

を
利

用
者

か
ら
受

け
取

る

こ
と
も

な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

家

庭

奉
仕

員

に
よ
る

サ

ー

ビ

ス
は
、

家
事

援

助

・
身

体
介

護

両

方

に

つ
い
て
行

わ
れ

る
。

主

た

る
家

事

援
助

サ
ー

ビ

ス
は
、

調

理

.
買

物

・
洗

濯
な

ど
と

さ
れ

る
。

老

人
家
庭

奉

仕

員

が
特

別
養

護
老

人

ホ
ー

ム
の
寮
母

で
あ

る

こ
と
、

申

請

に
あ

た

り
健

康

診
断

書

の
提
出

が

義

務

づ
け

ら
れ

て

い
る

こ
と
を
考

え

る
と
、
対

象

者

は
他

市

よ

り
重

度

で
あ

る

こ
と

が
予

想

さ
れ

る
。
身

体

介

護

の
内
容

は

A
市

家
庭

奉

(
8

)

仕
員
等
派
遣
事
業
要
綱
ど
お
り
で
あ
る
。
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派

遣
回

数

は
、

週

に
三
～

四
回

と
他

市

よ
り
若

干

多

い
が
、

一
回

に

つ
き
家

事
援

助

二
時

間

、
身

体
介

護

一
時

間

と

さ
れ

て

い
る
。

平

日

の

サ
ー

ビ

ス
は
八
時

三
〇
分

か
ら

五
時

ま

で
、

土

曜

日
は
、

八
時

三
〇

分

か
ら

一
二
時

ま

で
と
さ

れ

る
。

日
曜

・
祝

日

・
年
始

年

末

・

(
9

)

夜
間
の
サ
ー
ビ

ス
は
行
わ
れ
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ
い
て

家
庭
奉
仕
員

の
給
料

は
、
施
設
の
職
員

と
し
て
の
給
与

に
よ
る
と
さ
れ
る
が
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。
市

の
家
庭
奉
仕
員
の
健
康
診
査
は
、

職
員
と
し

て
の
健
康
診
査

一
回
、
定
期
健
康
診
査

一
回
、
年
計

二
回

で
あ
る
。
施
設

の

ヘ
ル
パ
ー
の
場
合

は
施
設

の
方
針

に
よ
る
。
委
託

費

を
概
算
す
る
段
階
で
市
は
健
康
診
断
料
を
入

れ
て
い
る
。

研
修

に

つ
い
て
は
、

三
六
〇
時
間
研
修
を
進
め
て
い
る
段
階

で
あ
る
。
全
員

に
対

し

一
度

に
実
施
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な

い
の

で
、
現
在
は
九
人
が
研
修

を
受
け

て
い
る
。
委

託
施
設

の
職
員

に

つ
い
て
は
施
設
内
研
修
も
行
わ
れ
て
い
る
。

費

用

(
10

)

費

用
徴
収

は
他

市

と
同

様
、

要

綱

に
基

づ

い
て
徴

収

さ

れ

る
。

ま

た
要

綱

は

「市

長

は
、

対
象

者
本

人

の
事
情

に

よ
ら
な

い
も

の
と
認

め

た
場

合

は
、

費

用

の
負
担

を

免
除

す

る

こ
と
が

で
き

る
」
と
す

る

が
、
「
対
象

者
本

人

の
事
情

に

よ
ら

な

い
も

の
」
と
は
、

担

当
者

の
説

明

で
は
、
天

災

等

を
さ

す
も

の
と

さ
れ
、

実
際

に
適

用

さ
れ

る
場

合

は
少

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

超
過
負
担

に
つ
い
て

超

過
負

担
額

に

つ
い
て

は
公
表

で
き

な

い
、

と

の

こ
と

で
あ

る
。

た
だ
、

国

の
補

助

単

価

は

一
人
当

り

=

二
～

一
四
万

円

で
あ

る

の
に

対

し
、
市

は
最

低

二

二
万

円
保

障

し

て
お

り
、

国

の
基

準

で
は
事

業

は
運
営

で
き

な

い
、

と
指
摘

さ
れ

て

い
る
。

ま

た
家
庭

奉

仕

員
等

派

遣

事
業

は
、

国

二
分

の

一
、

県

四

分

の

一
、

A
市
四

分

の

一
、

の
負

担

と
な

っ
て

い
る

が
、
実

際

は
市

が

五
分

の

三
を
負

担

し

て

い
る
と

の
指
摘

も
あ

る
。
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注
(
1
)

A
市
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
要
綱

(以
下
注
に
示
す
条
文
は
、
要
綱
の
も
の
)
は
、
「
こ
の
事
業
は
、
A
市
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム
等
に

委
託
し
て
実
施
す
る

(第
二
条
)
」
と
規
定
す
る
。
委
託
契
約
書
は
公
表
で
き
な

い
と
さ
れ
る
。

(2
)

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
の
要
件

(第

二
条
)
は
、
今
ま
で
あ
げ
て
き
た
各
市
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
が
、
e
派
遣
対
象
者
又
は
在
宅
し
て
い
る
家
族
が

伝
染
性
疾
患
者
で
あ
る
場
合
、
⇔
派
遣
対
象
者
又
は
そ
の
在
宅
し
て
い
る
家
族
が
、
家
庭
奉
仕
員
に
対
し

て
暴
行
等
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、

㊨
そ
の
他
市
長
が
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
派

遣

を

停

止
し
、
又
は
廃
止
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(第

二
条
)
。

(
3
)

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
申
出
書
に
健
康
診
断
書
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
す
る

(第
三
条
)
。
家

庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
申
請
に
お

い
て
健
康
診
断
書

の
提
出
が
要
綱
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

(
4
)

要
綱
上
は
市
長
が
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
た
場
合
は
、
口
頭
に
よ
り
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
を
申
出
る
こ
と
が
で
き
る

(第

三
条

2
)
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
通
常
は
書
面

に
よ
る
申
請
書
の
受
理
を
原
則
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
長
は
申
出
を
受
け
た
と
き
は
、
派
遣
対

象
者
及
び
家
庭

の
必
要
性
を
検
討
し
た
上
で
要
否
を
決
定
し
、
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
決
定

(変
更
)
通
知
書
又
は
家
庭
奉
仕
員
等
申
出
却
下
通
知
書

に
よ
り
申
出
者
に
通
知
す
る
も
の
と
さ
れ
る
(第
四
条
)
。
派
遣
の
回
数
及
び
時
間
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
派
遣
対
象
者

の
身
体
的
状
況
及
び
世
帯
の

状
況
等
を
検
討
し
た
上

で
決
定

さ
れ
る
(第
五
条
)
。
家
庭
奉
仕
員
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
e
身
体

の
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
⇔
家
事
に
関
す
る
こ

と
、
⇔
相
談
及
び
助
言
指
導
に
関
す
る
こ
と
、
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
Z
市
と
同
様
で
あ

る
(第
六
条
)
。

派
遣
対
象
者
台
帳

に
記
載
し
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
対
象
者
通
知
書

に
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
申
出
書
、
健
康
診
断
書
を
添
付
し

て
施
設
長

に
通
知
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
(第
四
条
2
)
。
ま
た
市
長
は
、
派
遣
対
象
者
又
は
そ
の
家
族
が
、
派
遣

の
要
件
に
該
当
し
な
く
な

っ
た
と
き
は
、
家
庭
奉
仕

員
等
派
遣
廃
止

(停
止
)
決
定
通
知
書

に
よ
り
派
遣

の
決
定
を
受
け
た
者
に
通
知
し
、
委
託
先

の
施
設
の
長
に
も
通
知
す
る
も

の
と
さ
れ
る

(第
四

条

4
)
。

(
5
)

制
度

に

つ
い
て
は
、

広
報

に
よ
る
制
度
の
紹
介

や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
を
行

っ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、

申
請
者
は
、
殆
ど
民
生
委
員
を
通
じ

て
の
口
込
み
が
多

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
A
市
に
限
ら
ず
、

一
般
に
待
機
者
は
い
な
い
と
す
る
自
治
体
は
少
な
く
な

い
。
F
市
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス

提
供

の
際
の
調
整
で
待
機
者
が
出
な
い
よ
う
対
応
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
派
遣
の
要
件
が
適
用
の
段
階
に
お

い
て
ど
の
程
度
厳
し
く

適
用
さ
れ

て
い
る
の
か
も
問
題
に
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
外
部
か
ら
判
断
で
き
る

一
応

の
基
準
や
決
定
手
続
が
制
度
上
明
記
さ
れ
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て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

そ
の
実
状
は
派
遣
希
望
者
に
も
第
三
者

に
も
理
解
し
に
く
い
こ
と
は
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

(
6
)

一
〇
月
か
ら
総
合
申
請
に
切
り
替
え
ら
れ
る
予
定
の
た
め
、
特

に
、
本
文
の
よ
う
な
回
答
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(7
)

実
施
主
体
が
、
派
遣
対
象
者

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
当
面
こ
う
し
た
報
告
書
の
活
用
が
重
要
と
な
ろ
う
。

(8
)

(業
務

の
範
囲
)

第
六
条

家
庭
奉
仕
員
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

O

身
体

の
介

護
に
関
す
る
こ
と
。

(
9
)

(
10
)

アオ エ ウ イ

 

カ

食
事
の
介
護

排
泄
の
介
護

衣
類
着
脱
の
介
護

入
浴
の
介
護

身
体
の
清
拭
、
洗
髪

通
院
等
の
介
助
そ
の
他
必
要
な
身
体
の
介
護

⇔

家
事

に
関

す

る
こ
と
。

アイカ オ エ ウ

調
理

衣
類
の
洗
濯
及
び
補
修

住
居
一等
の
掃
除
及
び
整
理
…整
頓

生
活
必
需
品

の
買
物

関
係
機
関
等
と
の
連
絡

そ
の
他
必
要
な
家
事

⇔

相
談
及
び
助
雷
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

ア

生
活
、
身
上
及
び
介
護
に
関
す
る
相
談
並
び
に
助
言
指
導

日
曜

・
祝
日
等
は
、
家
庭
に
介
護
者
が
い
る
と
考
え
る
、
と
す
る
担
当
者
の
理
解
は

い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
実
施
要
綱
第
七
条

一
項
は
、

派
遣
対
象
者

の
世
帯
の
生
計
中
心
者
は
、

別
表
の
家
庭
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
費
用
負
担
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基
準
に
よ
り
派
遣
に
要
し
た
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
す
る
。

ノ

⑦

H

市

ノ

　

　

H
市
は
、

Y
市

よ
り
小
規
模

で
あ
る
が
、
高
齢
者
人
口
数

そ
の
他
全
体
と
し

て
Y
市
と
ほ
ぼ
同
様

の
傾
向

に
あ
る
市
と
み
る
こ
と
が
で

　

ノ

き

る
。

も

っ
と

も

Y
市

と
比

べ
、
高

齢

化

指

数

は
た

か

い
。

し
か

し
、

古
く

か
ら

H
市

に
住

ん

で

い
る
住
民

は
あ
ま
り

サ
ー

ビ

ス
を
利

用

　

し

な

い
と

い
わ

れ

る
。

Y
市

と
同

様
、

社

会

福
祉

協

議
会

の
活

動

が
顕
著

な

地
域

で
あ

る
。

実
施
形
態

H
市

の
場
合

、

社
会

福

祉
協

議
会

の
職

員

で
あ

る
家

庭

奉
仕

員

(常
勤

一
四
名
、
非
常
勤
二
九
名
)
に

よ

っ
て
、

サ
ー

ビ

ス
が
実

施

さ

れ

て

い
る
。

平
成

元

年

で
八

一
世

帯

に
老

人
家

庭

奉
仕

員

が
派

遣

さ

れ

て

い
る
。

決

定

ノ

H
市

家

庭
奉

仕

員
実

施

要
綱

(以
下
要
綱
と
い
う
)

に
よ

れ
ぼ
、

派

遣

の
決

定

は
、

市

長

が
行

う

こ
と
に

な

っ
て

い
る
。

し
か

し
実
際

に

ノ

ノ

は
、

図

7

に
示
さ

れ

る
よ
う

に
申
請

書

は
、

H
市
社

会
福

祉

協

議
会

に
よ

っ
て
受

理

さ
れ
、

H
市
社

協

の
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

と

コ
ー
デ

ィ

(
1

)

ネ

ー

タ
ー
が
訪

問

、
事

実

上

の
決
定

が
行

わ

れ

る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で

申

請
後

、
訪

問

調

査
ま

で
二
、

三

日
、

そ

の
後

ヘ
ル
パ

ー

の
調
査

で
、

さ

ら

に

一
週
間

な

い
し

一
〇

日
を
要

す

る

こ
と

に

な

る
。

利

用

者

か
ら

の
提

出

が
求

め

ら
れ

て

い
る
健

康

診
断

書

の
提

出

が

お
く

れ

る
場
合

は
そ

れ
だ

け
実

施

が

お
く

れ

る

こ
と

に
な

る
。

待
機
者

ノ

ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ

サ

ー

ビ

ス
の

待

機

者

は

い

な

い

(
H
市

に
は
、
自
宅
待

機

の

ヘ
ル
パ
ー
が

二

一
名

お
り
、
援

助
を
求

め
る
こ
と
も
可
能

と
さ
れ

て

(230) 230



在宅福祉サービスの法的研究

蕪
藩
蓬
蒙
し

軍
融
濤

"
甕
寓
哉
#
堅

(蕪灘s楽 「㍉一ヰ)護 電 響薫 ♂→

嚇縣

・
嵩畑
ヨ
二
田

嘩
き
娼
齢

じ
津

(両
噺
詣
"
離
)

㎝　曇

H票

弓

詮

藏

隷

・
甲
=
も

q

桿
3

蒸

【三
慰

e

舞

叫村

引霊
㎞課
♪
鶯
鷺
愛
ご
に

誌
盗
酔
『
鱒
烹
こ
器

鄙

灘き 露
昏1ヰ螺

三 ご覗LI

譲 逮 鑑
1茜>」

語N鵡 ㊦叢

与
o

,

F

ひ

罵

鮭

訣尋黒・Uー楠,六脳ーや1詰

聾

蚤
く躍曇1,ーー1,ー墨-屡著-詔ー・建e嘩誤芦議誠勲3戯'斌針ヰー津軸ぴを謡e弟詫・蔑…・茂N・…蕊騨・↓灘・㎞∵講恥惑e醤業岬ミ皿「=・皐謬辛諒,ひ.)一盤矯

↓
u

ー

当.

へ

勢

ー

プー摩IIlIIl重噂へ".⊥魂…ド楽・尊・

ψ
寓

津7謝π叫弟か舘脳灘一雌こC
-▼

=『鵠翼O,、鋳
-▼

喜【=
㌶
ピ
黛

争
鷲
=

鍛P
5

鳶　ー}ーII量暑置ー1幽U!斗、噛予!やー逃{=門ぼ三襟C謝淀7ぽ

蔓
P

Σ、軌

亀)

塞
胆

π

寸

r

メ

窟

97
・
)

4

費{
三 ,薫

…
三

貯ぴひ摯浅.養旨ゆ～ω=謬

、

潔
、∵

ヰ
ー

q
メ

混も箭・きマ§蔓…∵三建・奪耐馨謎、…∴や嘩さ簡C!q建甚潔、こ茜蒔駅賀

o

労

備
)

▲

(㈲

曇

C
醇
》
～
主
㍊
)

「

ー

ー

ー

1

」

蒋

ζ
ご
潜

聯ご
簿
幌
「
こ

=
鶉
震
聖

時
墜
貰

も

,

(蕪

噛{し

図

同

質
、
憂

雫
=
恥

ミ
嵩
、耐

奮

岸

痢

}

モ

主

幽

誹

&

¢
↓

↓

↓

羅

髭

・

旨
　'

…國暴

姻

慰

嶺

諜

蝿
粛

側
律
恥

・
ウ
き

隙
ヰ
i

民
×
♪
」r
、
絢
ー
誌
醐

翻
轡

θ
蹴

斜
市

虫
㌔Ψ
図

(「豊

、〃詫
霞
齢

)

(
・。
ヰ

r
凡
×
灘
潔
～
謡
認
)

寸
r

メ

窟

97
・)
4

郵

暑

…,…
刊藍

三
叶
き

ひ

摯

浅

.驚
韓

ゆ
～

」

聞
開

凌

p

ひ

罵

鮭

鬼
臨

尋

黒

・
u

ー

楠
,
六
脳

ー

や
1
詰

聾

蚤

く

小

詰

嘩
誤

芦

議

誠

勲
3

戯
'斌

針

ヰ

ー

津
軸き

認
謡
e

弟

詫

・
蔑

事

茂

N

・
…蕊
騨

・↓

灘

・㎞∵

講

恥

惑

e
醤

讃

ミ
皿「=

・
皐

謬

「葺
.沸
F毒
げ
」盗
督
κ

U

ー

当

.
へ

勢

ー

プ

噂

へ

"
.
⊥

魂…ド楽

・
尊

・

、幣

鰍

、∵

ヰ

ー

q

菱

之

謡

・
陶爵

マ

皐

藻

・ヨ
旧
・

三

建

・
淫

地
耐費
こ

津

触、…∴
や

誌
ー
院
・甲鳶
.
一
!～

」い
彰
一
噛
`
}
由

寓

津

7

謝

π

叫

弟

か

舘脳灘一雌コ

=『O猷、
茸

喜

【=㌶
ピ

U

!

斗

}
=

し
庄

・

茸

邑

Σ

、嚇

231(231)



い
る
)
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

利

用
者

か
ら

の
サ
ー

ビ

ス
内

容

(時
間

・
回
数

・
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
)

に

つ
い
て
の
追

加

.
変

更

の
要
請

が

あ

っ
た
場

合

に

は
、

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー
か

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

が
訪

問

調
査

の
上
、

変

更

が
な

さ

れ

る
。

こ
の
場

合

も
変

更
手

続

が

と
ら

れ

て

い
る
。

廃

止

派
遣

の
廃

止

及

び
停

止

の
措

置

を

採

る
と
き

は
、

ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

か

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

訪
問

調

査

の
上
申

請
者

に
そ

の
旨

を
通

知

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い

(要
綱
九
条
)
と

さ
れ
、

必

ず

通
知

書

が
送

ら

れ

る
と

の

こ
と

で
あ

る
。

も

っ
と
も
廃

止

.
中

止

が
な
さ

れ

る

の

は
、
老

人

ホ
ー

ム
入

所

や
死

亡

の
場

合

が
多

く
、

そ

の
他

の
理
由

に
基

づ
く

廃

止

は
少

な

い
よ

う

で
あ

る
。

派
遣
期
間

設

け

ら
れ

て

い
な

い
。

一
度

決

定

が
な

さ

れ

る
と
継
続

的

に
実

施

さ

れ

る
。
利

用
者

の
状

況

の
変

化

は
、
毎

日

の
ミ

ー

テ

ィ
ン
グ

に
よ

る

ヘ
ル
パ

ー

の
報

告
、

一
ヵ
月

に

一
度

の
検

討

委
員

会

の
再

調

査

で
、

把

握
さ

れ

る

こ
と

に
な

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

図

7
に

よ

る
と
、

ヘ
ル
パ
ー

か
ら

の
現

況
報

告

の
他
、

定

例
研

修

会

で
、

ヘ
ル
パ
ー
相

互

の
情

報

交
換

と

ケ

ー

ス
検

討

及
び
研

修

が
行

わ

れ

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

な

お
、
家

庭

奉
仕

員

は
他

市

と

ほ
ぼ
同

様

の
訪

問

日
誌

を
作

成

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

提
供

さ

れ

る

サ
ー

ビ

ス
は
、

買
物

や
食
事

が

主

で
あ

る
。
回

数

は
、

週

二
～

三
回
、

合
計

四

～
六
時

間

の
派

遣

が
平

均

と

さ
れ

る
。

日
、

(
2

)

祝

祭

日
、

年
始

年

末

の
派
遣

は
行

わ

れ

て

い
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ
い
て
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表42

健
康
診
査
は
、
常

勤
職
員

に
は
年

一
回
、
人
間

ド

ッ
ク
が
行
わ
れ
て

い
る
。
時
給
職
員
に
は
年

一

回
集
団
健
康
診
査
、
梅
毒
と
B
型
肝
炎
の
予
防
接

種

が
行
わ
れ

て
い
る
。
労
災
は
、
非

常

勤

職

員

(時
間
給
職
員
)
に
は
適
用
さ
れ
な

い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
非
常
勤
職
員
は
週
四
日
勤
務

で
、

時
給

一
、
○
○
○
円
で
あ
る
。

研
修

は
、
社
協
独
自

に

(基
本
モ
デ
ル
図
参
照
)

行
わ
れ
る
他
、
国
の
要
請
す
る
新
人
研
修
そ
の
他

研
修

が
行
わ
れ
て
い
る
。
研
修

へ
の
出
席

に
は
日

当
が
上
乗

せ
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。

費

用

費
用
徴
収

が
な
さ
れ
る
の
は
全
体

の
三
割
程
度

で
あ
る
。
要
綱
上
市
長

は
費
用

の
減
免
を
す
る

こ

と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
、
表

42
の
よ
う
な
申
請

書

に
基

づ
き
申
請
が
な
さ
れ
る
。

(?33)

 

注

㎜

(
1
)

H
市
社
協
の
事
務
局
長
が
市
の
出
向
職
員
で



表43

あ

る

こ
と
か
ら
、
事
務

局
長
が
決

裁
す
る

こ
と

に
よ
り
、
市

の
決

定
と
同
じ

こ
と

に
な

る
、

と

判
断

さ
れ

て
い
る
。
社
協

と
市

の

一
体
化

が
進

め
ら

れ

て
い
る
と

い
う
点

で
は
、

Z
市
、

Y
市

と
共
通

し

て
い
る
。

(
2
)

H
市

は
在
宅
療
養
者
訪
問

看
護
事
業

の
盛

ん
な
地

域

で
、

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣

世
帯

に
は
訪

問
看
護
事
業

の
対
象
者

も
少

な
く
な
く
、

一
週
間

を
通
じ

て
何
等

か
の
サ

ー
ビ

ス
が
提
供

さ

れ
る
場

合
も
あ

る
と
さ
れ
る
。

⑧

『

市

　

総

人

口
数
、

高
齢

者
数

で
み

る
と
、

Z
市

は
、

　

ノ

Y
市

と
、

A
市

の
ほ

ぼ
中

間

の
規

模

と

い
え

る
。

昭

和

四
〇

年
代

に
人

口
が
延

び

た
地
域

で
あ

る
。

実
施
形
態

市

は
、

派
遣

・
サ

ー
ビ

ス
の
内
容

及
び
費

用

ノ

の
負
担
区
分

の
決
定
を
除
き
、
事
業

を
Z
市
社

(
1

)

会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る
。

家
庭
奉

仕

員

(障
害
世
帯

へ
の
派
遣
も
含
む
)

234(234)



在宅福祉サービスの法的研究

は
社

会
福

祉

協
議
会

の
非
常

勤

職
員

で
あ

る

(九
人
が
、
九
時
か
ら
四
時
ま
で
毎
日
勤
務
、
二
人
が
週

二
回

の
勤
務
で
あ
る
)
。

(
2

)

そ

の
他
市

の
職

員

が

一
名

、
社

会

福

祉
協

議
会
業

務

を
兼

任

と

い
う

形

で
社

協

に
常

駐

し
、
家

庭

奉
仕

員
事

業

に
対

す

る
市

民

か
ら

の

相

談
、

ヘ
ル
パ

ー
と
派

遣
世

帯

の
調
整

に

つ

い
て
、

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

と
し

て
機

能

し

て

い
る
。

決

定

本

年

か
ら
、

在
宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い
て

は
Z
市

在
宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用
普

及

事
業
実

施

要
綱

(
㍗
市
告
示
第

二
六
条
以
下
要
綱
と
い

う
)

に
よ
り

、
「
簡
易

な

利

用
手

続

に

よ
り

適
時

適

切

に
提

供

す

る

た
め
、
利

用
希

望
者

の
登
録

制
度

に
よ

る

サ
ー

ビ

ス
提

供

シ

ス
テ

ム
」

が

確

立
さ

れ

て

い
る
。

要

綱

に
規

定

さ
れ

る

「在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
」

と

は
、

O

ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ

サ

ー

ビ

ス
事
業

、

ロ
ガ

イ
ド

ヘ
ル
パ
ー

派
遣

事

業
、

口
手

話

通

訳
者

派
遣

事
業

、

佃

ね

た
き

り
老

人
等

お
む

っ
等
給

付

事
業

、

㈲
地
域

ふ
れ
あ

い
日
常

生
活

用
具

貸
与

等
事

業
、

丙

ね

た
き
り

老

人
入

浴

サ

ー

ビ

ス
事
業

、

㈹

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

、

囚

ね

た
き
り

老

人
等

寝

具
乾

燥
等

事
業

、

で
あ

る
。

利

用

登
録

を
受

け

よ
う

と

す

る
者

は
、

在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用
登

録

申
請

書

に
健

康

診
断
書

を
添

え

て

(要
綱
四
条
)
、

市
長

に
申
請

す

る

(実
際
に
は
、
Z
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
申
請
を
行
い
、
後
述
の
よ
う
に
訪
問
調
査
に
は
市
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
も
周
行
す
る
が
、
そ
の
後

Z
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
部
で
事
実
上

の
決
定
が
行
わ
れ
、
形
式
的
に
市
に
書
類
が
ま
わ
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
)
。
申
請

を
受

け

た
市

長

(実
際
に
は
市
社
会
福

祉
協
議
会
)

は
、
要
綱

及
び
在

宅

福

祉

サ

ー

ビ

ス
の
各

事

業
実

施
要

綱

の
規
定

に

基

づ

き

、
在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス

の
必
要

性

及
び

そ

の
内

容

を
審

査

し
、
適

当

と

認

め

る
と
き

は
、
利

用

で
き

る

サ
ー

ビ

ス
名

、

サ
ー

ビ

ス
実

施

機

関

(在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
し
て
い
る
ノ
市
社

会
福
祉
協
議
会
等
の
社
会
福
祉
法
人
を

い
う
。
以
下
同
じ
)
等

を
記

載

し

た
在

宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用
登

録

証

を
交

付

す
る

も

の
と
さ

れ

る

(第

四
条
)
。

(
3
)

ホ

ー

ム

ヘ

ル
プ

サ

!

ビ

ス

の
場

合

、

申

込

が

あ

る

と

市

の
担

当

の

ケ

ー

ス

ワ

ー

カ

ー

と

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー

タ

ー

が
、

訪

問

・
調

査

を

行

っ

た

上

、

ケ

ー

ス

ワ

ー

カ

ー

が

派

遣

の
決

定

・
回

数

の
決

定

を

行

う

。
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そ

の
上

で
、

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

と

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
!

の
班
長

が
再
度

訪

問

し
、

細

か

い
詰

め

を
行

う

こ
と

に

な

っ
て

い
る
。

登

録
制

度

の
下

で
は
申

請

し

た
在
宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
が

承

認
さ

れ

な

い
場

合

で
も
、

登

録

が
な

さ

れ
な

い
だ

け

で
別

に
却

下

通
知
書

が

発

行
さ

れ

る
わ
け

で
は

な

い

(実
際

に
は
申
請
が
あ
る
と
調
査
を
先
に
行
い
、

該
当
し
な
い
者

に
は
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
登
録
申
請
書
も
受
理
し

な
い
方
向
で
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
)
。

同

様

に
在

宅

福

祉

サ
ー

ビ

ス
の
利

用
申

請

が
受

理

さ
れ

る
場

合

に
も

決
定

通
知

書

は
発

行

さ
れ

な

い
。

受

理

さ
れ

た
者

は

サ
ー

ビ

ス
機

関

に
登

録
証

を
提

示

す

る

こ
と

に
よ

り
、

登

録
簿

に
記
載

さ

れ

て

い
る

サ
ー

ビ

ス
が
受
け

ら

れ

る

こ
と

に

な

る
。

利

用

が
承

認

さ
れ

な

い
と

き

は
記
載

が
な

い
か
ら

、

当
該

サ
ー

ビ

ス
が

受

け
ら

れ

な

い

こ
と

に
な

る
だ

け

で
あ

る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
は
、

一
週
間

か

ら

一
〇

日

で
あ

る
。

申
請

後

通
常

は
、

二
～

三

日
後

に
調

査
が

な

さ
れ

る
。

必

要

で
あ

れ
ば

(市
の
)
正

式

の
決

定

を
ま

た
ず
、

そ

の
週
内

に
派
遣

が
行

わ

れ

る
。

待
機
者
は

い
な

い
。

六
〇

歳
以

上

で
あ

れ
ば

、

現
在

す

ぐ

に
派
遣

を
必
要

と

し
な

い
場

合

で
も
申
請

が
あ

れ
ば
、

調

査

が
な

さ
れ

登
録

を

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ
う

し

た
場

合

、
相

応

の
期

間
内

で
あ

れ
ば
、

再

調

査

な
し

に
要

請

に
よ

り
派
遣

が

な
さ

れ

る
。

現

在
、

登
録

(
4
)

だ

け
す

ま

し

て

い
る
者

が
四

～

五
人

は

あ
る

と

い
わ
れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

登

録
内
容

の
変

更

に

つ
い
て
は
、

登

録
利

用
者

は
、

在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用

登

録
変

更

届

に
登
録

証

を
添

え

て
、

市

長

に
届

け
出

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

市
長

は
、

変

更

の
届

を
受

け
、

登

録
利

用
者

に
対

す

る

サ

ー
ビ

ス
内

容

等

を
変

更

す

る
必
要

が
あ

る
と
認

め

る
と

き

は
、
登

録
内

容

を

変
更

す

る

こ
と

が

で
き

る
、

と
さ

れ

る
。

ノ

要

綱
上

は
、

登

録
利

用

に
対

す

る

サ

ー
ビ

ス
内

容

等

の
変

更

の
検
討

を
行
う

た

め
、

Z
市

ケ
!

ス
検

討
委

員
会

を

設
置

す

る
も

の
と
さ

れ

る

(実
際
に
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内

の
変
更
を
決
定
す
る
た
め
の
検
討
委
員
会
は
な
い
よ
う
で
あ

る
)
。
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ま

た
市
長

は
、

登

録
利

用
者

か

ら

の
変
更

申

請

が
な
く

て
も
、

適

当

と
認

め

る
と
き

は
、

登

録
内
容

を
変
更

す

る

こ
と

が

で
き

る

と
し

て

い
る

が
、

市

長

は
利

用
者

の
状
況

を

把
握

で
き

る

の
で
あ

ろ
う

か
。

実
際

に
は
、
社

協

に
常

駐

し

て

い
る
市

の

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

中

心

に
も

た

れ

て

い
る
毎
朝

の
ミ

ー

テ

ィ

ン
グ

や
ケ

ー

ス
検

討
会

で

の
話

合

い
の
中

で
、

サ
ー

ビ

ス
の
変
更

が

市

の
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ

ー
に

連

絡

さ
れ

る
場
合

も

あ

る

と
さ

れ

る

(
そ
の
場
合
、
回
数
の
変
更
と
か
、
短

い
期
間

の
変
更
の
場
合
は
、
利
用
者

に
は
電
話
連
絡
で
済
ま
さ
れ
る
)
。

サ
ー

ビ

ス
内
容

の
変

更

の
場
合

に
は
、
変

更

さ

れ

る
と
変

更

登
録

申
請

と
共

に
手

帳

の
登
録

内
容

が
変
更

さ

れ

る

こ
と
に
な

る
。
変

更

通

知

決
定

書

は
出

さ
れ

な

い
。

廃
止

に

つ
い

て
は
、

登
録

制

が
実

施

さ
れ

て
か

ら
間

が

な

い
た
め

、
例

が

な

い
と

い
わ

れ

る
。

現

在
、

入

院

の
ケ
ー

ス
に

つ
い
て

は
、

特

に
変

更
等

の
措
置

は

な
さ

れ

な

い
。

派
遣
期
間

登

録
制

度

の
も

と

で

は
、

派
遣

期

間

は
な
く

必

要

に
応

じ

て
、
健

康

診
断
書

の
提

出
等

が
求

め
ら

れ

る

こ
と

に
な

る
、

と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

登

録
利

用
者

は
、
在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス

の
提
供

を
受
け

た
場

合
、

在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用

確

認
票

に

サ
イ

ン
す

る
。

サ
ー

ビ

ス

の
実

施

委

託
機

関

は
、
各

事

業
委

託
契
約

書

に
定

め

る
時
期

に
、
実

施

し

た

サ
ー

ビ

ス

の
実

績

を
在
宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
利

用
確

認
票

を
添

え

て
、

市

長

に
報

告

し
な
け

れ

ば

な
ら

な

い
と

さ
れ

る
。
実

際

に
は
、
社

協

に
常
駐

し

て

い
る
市

の

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー
を

中
心

に
、

毎
朝

ミ
ー

テ

ィ
ン
グ

が
行

わ

れ
、

ま

た

一
ヵ
月

に

一
度

ケ

ー

ス
検

討
会

が
行

わ
れ

、

そ

の
結

果

サ
ー

ビ

ス
の
変

更

等

が
、
市

の
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

に

連

絡

さ

れ

る
可
能

性

が
あ

る

こ
と

は
先

に
も

ふ
れ

た

と
お
り

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

(237)23?



ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ

サ
ー

ビ

ス
の
内
容

は
、
家

事

援
助

が
八

四
%

、
介

護

が

一
六
%

の
割

合

と

な

っ
て

い
る
。

派

遣
時

間

は
、

一
日

二
時

間

前
後

、

週

二
回

が
平

均

で
あ

る
。

土

曜

日
や
夜

間
、

休

日
、

祝
祭

日
、

年

始
年

末

の
派

遣

は

な

い
。

社

協

の
非

常

勤
職

員

で
あ

る

ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

=

人

の
内
、

九

人

が
・

九
時

か

ら

四
時

ま

で
毎

日
勤
務

、

二
人
が

週

二
回

の
勤

務

で
あ

る
。

一

一
人

の

ヘ
ル
パ
ー

が

二
班

に
分
け

ら

れ
、

地

区

制

が

と
ら

れ

て

い
る
。

五
人

が

一
ヵ
月

交
替

で
地
区

内

の
ケ

ー

ス
を

ま

わ
り

も

ち
す

る
。

ヘ
ル
パ

ー
が
休

ん
だ

と
き

に
も
、

他

の

ヘ
ル
パ
ー

が
状

況

を

把

握

で
き

る
よ

う

に
し

て
お

く

た
め
、

班

長

は
班

を
指

導

し
把

握

し

て
行
く

の
が
仕

事

と

さ
れ

る

が
、

チ

ー

フ

ヘ
ル
パ
ー

と

は
全

く
別

の

制

度

と

さ
れ

る
。

サ
ー
ビ

ス
労
働

に
つ
い
て

ヘ
ル
パ

ー

に
対

す

る
報
酬

は
、
六
時

間

で
七
、

一
〇

〇

円

、
班

長

に

は
七
、

二
〇

〇

円
が
支

給

さ

れ

て

い
る
。

年

に

一
回
定

期

健
康

診
断

が
実

施

さ
れ

、
労
災

も

適

用

さ
れ

て

い
る

(
一
週
二
日
の

ヘ
ル
パ
ー
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
)
。

研

修

は
、

国

の
規

定

に
準

拠

し

て
行

わ
れ
、

交

通
費

日
当
も

支
給

さ

れ

る

(ほ
と
ん
ど
が
新
人
な
の
で
、
三
六
〇
時
間
の
新
規
採
用
研
修
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
班
長
は
社
協
で
行
わ
れ
る
講
習
に
年

一
回
程
度
交
替
で
出
席
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
)
。

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

の
選
考

は
、

社

協

が
行

う

が
面
接

に

は
市

も
立

ち
合

う

と

の
こ

と
で
あ

る
。

費

用

費

用

は
、

要
綱

別

表

に
基

づ
き

、
徴

収

さ

れ

る
。

現

在

は
六

六
世
帯

中

一
六
世

帯

が
有

料

世
帯

で
あ

る
。

費

用

に

つ
い
て
2

市

は
、
従

来

、

こ
れ
を
手

数
料

と
考

え
、

条

例

で
規
定

し

て

い
た
数

少

な

い
市

で
あ

っ
た
。

し

か
し
現

在

は
雑
費

と

し

て
位
置

づ
け

、
要

綱

別
表

に
基

づ
き

徴
収

さ
れ

て

い
る
。

費

用

は
、

従
来

は
他

市

と
同
様

福

祉
対

象
者

の
属

す
る

世
帯

の
生

計

中

心
者

の
負

担

と

さ
れ

て

い
た
。

現
在

は
、
本

年

の
改

正

に
よ
り

、
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福
祉
サ
1
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
た
福

祉
対
象
者
又
は
そ

の
者

の
属
す
る
世
帯

の
生
計
中
心
者
と
さ
れ

て
い
る
。
生
計
中

心
者
と
認
定

さ
れ

る
と
、
娘

の
配
偶
者

な
ど
か
ら
も
費
用
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
生
計
中
心
者
の
所
得
の
認
定

に
お
い
て
は
、
担
当
者

の
方

で

(了
承
を
え
た
上
)
確
定
申
告

の
写
し
を
と
り
確
認
す
る
と
共

に
、
仕
送
り
等
に
よ
る
生
計
維
持

の
場
合
に
は
、
別
途
調
査
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

超
過
負
担

現
在
、
市

の
事
業

に

つ
い
て
の
超
過
負
担
は
、
約

二

一
四
万

円

で
あ

る
。

在宅福祉サービスの法的研究

注
(
1
)

Z
市
で
は
、
本
年
か
ら
制
度
が
変
更
さ
れ
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
Z
市
地
域
ふ
れ
あ

い
事
業
規
則
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
要
綱
は
、
告
示
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
市
に
み
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
①
従
来
、
市
で
行
わ
れ
て
い
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
協
に
委
託
さ
れ
た

②
手
数
料
と
し
て
、
規
則

に
基
づ
き
実
施

さ
れ
て
い
た
費
用
の
徴
収
は
Z
市
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
別
表
に
基
づ
き
徴
収
さ

れ

る

こ

と
に
な

っ
た

③
事
業

の
利
用
手
続

は
、

Z
市
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
普
及
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
利
用
登
録
制
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ノ

ア

(
2
)

Z
市
も
、
Y
市
ほ
ど
全
面
的

で
は
な
い
が
、
委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
の
み
な
ら
ず
、

決
定
に

つ
い
て
も
、
主
導
権

を
握

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
自
治
法
な
ら
び

に
社
会
福
祉
事
業
法
五
条

一
項
に
い
わ
れ
る
公
的
責
任
転
嫁
禁
止
の
原
則
に
違
反
す
る
可
能

　

性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
合
法
化
す
る
た
め
に
、
Y
市

の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
市
職
員

の
社
協
業
務
と
の
兼
任
と
い
う
形
が
と
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
)

平
成

二
年
の
老
入
福
祉
法
の
改
正
に
と
も
な
い
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
い
う
名
称
は
廃
止
さ
れ
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い

る
。
Z
市

の
よ
う
に
要
綱
が
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
代
わ
り
に
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

(
4
)

そ
の
他
、

正
確
に
い
え
れ
ば
、

現
在
調
査
中
の
ケ
ー

ス
が
数
件
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
決
定
し
て
も
四
月
に
四
人

ヘ
ル
パ
ー
を
増
員
し
た
の
で
調

　

整
す
れ
ば
待
機
者
は
出
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九

一
年
八
月

か
ら
は
、

Y
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
力
員
制
度
を
実
施
し
て
い
く
予
定
な
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の
で
、
将
来

ヘ
ル
パ
ー
で
対
応

し
き
れ
な
く
な

っ
た
時
は
、
協
力
員
を
利
用
し
て
行
く

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
Z
市

で
は
、
老
人
家
庭

奉
仕
員
の
希
望
者
は
多
く
な

い
と
い
わ
れ
る
が
、
地
域
性
に
加
え
、
対
象

の
要
件
と
さ
れ
る

「
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
」
の
理
解
が
、

他
市

(特

に
F
市
な
ど
)
に
比
べ
て
厳
格
な
こ
と
も
、
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

240(240)

　

⑨

Y

市

Ψ
市

は
、
総
人
口
数

で
み
る
と
A
市
や
0
市
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ

る
。
高
齢
化
指
数
が
低

い
と

い
う
意
味
で
は
、

0
市
よ
り
も

A
市

と
よ

り
近

い
と
い
え
よ
う
。
実
施
形
態
か
ら
み
て
社
会
福
祉
協
議
会
が
独
自

の
働
き
を
し
て
い
る
と
い
う
点

で
は
、

A
市

よ
り
も
前
述

の
H
市

と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
。

実
態
形
態

　

Ψ
市
で
は
、

家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
決
定
も
含
め

サ
ー
ビ

ス
の
実
施

が
全
面
的

に
社
会
福

祉
協
議
会

(社
協
)
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。

Y

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

に
集
約
さ
れ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員

の
身

分
関
係
も
複
雑

で
あ
り
、
①

Y
市
か
ら
社
協

に
派
遣

さ
れ
て
い
る
者
、
②
社

　

協

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
、

③
社
協

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
、

④
老
人
福
祉
施
設
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
者

(
Y
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

委
託
を
受
け
た
老
人
福
祉
施
設
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
考
え
ら
れ
る
)
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

γ
市
で
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
全
面
的

な
委
託
は
、
現
状

で
は
社
会
福
祉
事
業
法

に
違
反
す
る
可
能
性
が

　

　

あ
る
。

こ
の
点
を
配
慮

し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
Y
市
社
会
福
祉
協
議

会

へ
の
委

託
は
書
類
上
は
明
確
な
形
で
は
示

さ
れ
て
い
な

い
。

Y

　

市

の
場
合
、

こ
れ
も
他
市
と
異
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
要
綱

で
は
な
く
規
則

に
お

い
て

「
Y
市
老
人
及
び
障
害
者
家
庭
奉
仕
員

の
派

　

 遣

に
関
す
る
規
則
」
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

Y
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
そ
れ
と
は
別

に

「
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

運
営
要
綱
」

(以
下

社
協
運
営
要
綱
と
い
う
)
を
定
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
、

一
見
す
る
と
二

つ
の
事
業

が
Y
市
と
Y
市
社
会
福

祉
協
議
会

に
よ

っ
て
別

々
に



在宅福祉サービスの法的研究

実
施
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
市
長
宛

に
な

っ
て
い
る
家
庭

奉
仕
員
派
遣
申
請
書

は
家
際

に
は
、
V
市
社
会
福

祉
協
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
申
請
書

の
写
し

(
二
枚
目
)
の
宛
先

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
宛

に
な

っ
て
い
る

　

た
め
、
申
請
者

は
自
動
的
に
申
請
書
を
Y
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
宛

に
も
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
・

こ
れ
ら

の
事
業
が
同

一
の
制
度

に
も

と
つ
く
も

の
で
あ
り
、
当
該
事
業

が
実
質
的

に
は
Y
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ

っ
て
決
定
実
施
さ
れ

て
い

る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　Y
市
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
方
式
の
採
用
は
、
地
方
自
治
法
と

の
関
係
や
、
現
状

で
の
①
委
託
関
係

の
も

つ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
・

②
民
間

の
自
主
的
団
体
と
し

て
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
も

っ
べ
き
独
自
性

と
そ
の
実
態
、
③
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

の
守
秘
義
務

の

問
題
、
④
多
様
な
形
態
を
と
る
ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
の
雇
用
上
の
課
題
や
⑤
公
的
責
任
と
の
関
係
な
ど
か
ら
み

て
検
討
す

べ
き
点

は
少
な

く
な
い
。
し
か
し
、
他
面
、

サ
ー
ビ
ス
の
決
定
が
形
式
的
に
市
長
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
だ
け

で
、
具
体
的
な
決
定
手
続
が
明
記

さ
れ

て

お
ら
ず
、
個
別
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
や
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
現
状
を
考

え
る
と
、
γ
市
や
F
市

の
経
験
を
も
と
に
・

手
続
過
程

の
枠
組
み
を
制
度
的

に
確
立
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題

で
あ
る

こ
と
は
認
め
ざ

る
を
え
な

い
。
そ
の
意
味

で
現
在
Ψ
市
社
協

を
中
心
に
模
索
さ
れ
て
い
る
方
向

に
は
注
目

す

べ
き
点
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
委
託
と
い
う
形
態
を
と
ら
ず
、
公
的
制
度

の
枠
組
み

の
中

で
手
続

上
の
整
備

を
し

て
い
く
こ
と
も
論
理
的

に
は
可
能

で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
公
的
責
任

の
貫
徹
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
・

簡
単

に
は
放
棄

で
き
な

い
検
討
課
題

で
あ

る
こ
と
も
付
記
し

て
お
き
た

い
気
が
す
る
。

決

定

実
際

の
手
続

で
は
、

家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
請
書

は
、

「
社
協
運
営
要
綱
」

に
基
づ
き
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
さ
れ
、

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

ー
が
申
請
者

宅
を
訪
問
、
そ
の
上
で
社
会
福
祉
協
議
会

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
に
な
り
・
ケ
ー

ス
連
絡
会

議

に
お
い
て
サ
壱

ス
内
容

が
決
定

さ

れ

る
。

決
定
内
容

は
形
式
的

に
Ψ
市

に
ま
わ
さ
れ
、

Ψ
市
長

が
家
庭
奉
仕
員
派
遣
決
定

通
知
書
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(
1

)

に

よ
り
申

請
者

に
通

知

す

る
と

い
う
方

法

が

と

ら
れ

て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

蹴

難

し

い
ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は
、

ベ
テ
ラ

ン
の
ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ

ー
が
対

応

す

る

こ
と

に
な

る

が
、

方

向

と

し

て
は
全

て

の
ケ

ー

ス
に
全

て

の
ヘ
ル
パ
ふ

対
応
で
き
る
こ
と
を
幕

し
て
窟

四
そ
の
た
め
ほ

ヘ
ル
パ
輩

り
や
す
い
ケ
麦

を
選
択
す
る
の
を
避
け
る
た

鋤

め

に
地

区

制
を

導

入
す

る

こ
と
を
検

討

し

て

い
る
と

い
わ

れ

る
。

(

申
請
か
ら
決
定
ま
で
は
、

平
均

一
週
間

と
さ

れ

る
。

通

常
・

待
機
者

は

い
な

い
。

Ψ
市

で
は
、

生

活

協
同

組
合

の
福

祉

サ

ー

ビ

ス
と
も
連

携

を

と

っ
て

い
る

こ
と
等

が
待

機

者

が

い
な

い
理

由
と
さ
れ
蘂

し
か
し
他
面
・
V
市

で
も
な
お
・
福
祉

マ

ビ
ス
に

つ
い
て
の
宣
伝
不
足
が
指
摘

さ
れ
て

い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ

い

(
4

)

で
あ

ろ
う

。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
に

つ
い

て
は
、

回

数

な

ど

の
大

幅

な
変

更

が
必

要

な
場

合

は
、

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

か
ら
連

絡

を
受

け
変

更

通
知
書

を
交

付

す

る
、

と

さ
れ

る
。

こ
れ
ま

で
行
政
側
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
は

な

い
。

派
遣
期
間
に

つ
い
て

は
、
毎
年

四
月

一
日

に

「
申
請
書

」

を

提
出

す

る

こ
と

に
な

っ

て

い
る

が
、

見
直

し
が

予
定

さ

れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

地
域

を

三
ブ

ロ
ッ
ク

に
わ
け
、

そ
れ

ぞ

れ

の
ブ

ロ
ッ
ク
を
、

七

人
、

四
人
、

四
人

の

ヘ
ル
パ

ー

で
担

当

す

る
方
式

が
と
ら

れ

て

い
る
。

サ

ー

ビ

ス
の
実

施

中
必

要

が
あ

れ
ば

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー

に
連

絡

す

る
。

そ

の
他

、

日
誌
、

な

ら
び

に
朝
夕

の

ミ
ー

テ

ィ
ン
グ

を
通

じ

て
、

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
お

よ
び
係

長

が

状
況

を

把

握

し
て

い
る

と

さ
れ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

に
つ
い
て

社

協
要

綱

で
は
、

家

庭

奉

仕
員

の
派

遣

回

数

・
派
遣
時

間

等

を
定

め

て

い
る
が
第

一
〇

条

で
は

「前

条
第

二
項

に
定

め

る
派

遣
時

間

を
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(
5
)

超

え

て
派

遣

の
必
要

が
生

じ

た
場
合

は
、

あ

ら
か

じ

め
社
会

福

祉

協
議

会

に
登

録

さ

れ

た
家

庭
奉

仕

員

(以
下

「登
録

ヘ
ル
パ
ー
」
と
い
う
)

を
派
遣

す

る
」

と

し

て

い
る
。

　

ち
な
み
に
、

Y
市
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
市

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
勤
務
時
間
は
、
八
時

三
〇
分
か
ら

五
時
、
社

会
福
祉
協
議
会

に
雇
用
さ
れ
て

い
る
老
人
家
庭
奉
仕
員

の
勤
務
時

間
は
、

九
時

か
ら
四
時

と
な

っ
て
い
る

(施
設
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
は
、

委
託
施
設
の
勤
務
時
間
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
)
。

ま
た
、
報
酬
も
そ
れ
ぞ
れ
、

市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

の
基
準

に
従

い
支
払
わ
れ

る

(施
設
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

(
6

)

協
議
会
か
ら
委
託
費
に
そ

っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
)
。

費

用

　

レ

Y
市

に
お

い
て
も
、
老
人
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣
に

つ
い
て
は
、
費
用

の
徴
収

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
Y
市
規
則
の
別
表

に
よ

っ

て
定
め
ら
れ

て
い
る
。
今
ま

で
検

討
し
て
き
た
各
市
と
異
な
り
費
用
徴
収
基
準
が
、
規
則

で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
法
的
に
は
評
価

で
き
よ
う
。

ガ

ド

レ

た
だ
し
、

Y
市

の
場
合
は
、
同

一
の
事
業

に

つ
い
て
、

Y
市
規
則
並
び
に
Y
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
規
定

を
持

っ
て

い
る
。

し
た
が

っ
て
、
費
用
徴
収

金
の
額

や
減
免

の
決
定

は
、
前
者

で
は
市
長
に
、
後
者

で
は
会
長

に
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
規
則

は

一
部

に

み
ら
れ
る
要
綱
の
場
合

と
同
様
、
実

質
的

に
は
行
政
内
部
的
な
も

の
で
、
市
民

に
向
け
ら
れ
た
も

の
と
し

て
策
定
さ
れ

て
い
る
と
は

い
い

　

が

た

い
。

Y
市

に
お
け

る

「
福

祉

サ
ー

ビ

ス
の
改
革

」

が
、

市

民

の
た

め

の
福

祉

を

目
指

す
も

の

で
あ

る

に

も
か

か
わ

ら
ず
、

制

度

的

に

は
前
述

の

よ
う

に
む

し

ろ
逆

の
形

態

に
な

っ
て

い
る
面

も
あ

る

こ
と

に
注

意

を
向

け

た

い
。

ま

た
、

国

通
知

で
は
、
費

用

徴
収

金

の
額
自

体

の
決

定

を
委

託

す

る

こ
と

は
禁

じ

ら
れ

て

い
る

こ
と
も
指

摘

し

て
お

く
必

要

が

あ

ろ
う
。
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注
(
1
)

規
則
と
市
社
協
の
要
綱
と
の
関
係
が
市
民
に
対
し
、
制
度
上
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
と
思
わ
れ
る
。

(2
)

こ
れ
は

「
居
宅
老
人
の
要
援
護
者
に
対
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は
三

っ
の
段
階
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
第

一
段
階

で
は
、

社
会
保
障
制
憤

や
社
会
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
み
な
ら
ず
関
連
諸
制
度
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
情
報
、
こ
れ
ら
の
諸
機
関

へ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
」
(
Y

　

市
報
告
書

二
五
頁
)

と

い
う
考

え
方
を
背

景
と
す

る
も

の
で
あ

る
と

い
わ
れ

て

い
る
。
ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ

ス
に

つ
い
て
も
、

Y
市

で
は
、

そ
の

サ
ー

ビ

ス
の
内
容

が
広
が
り
を
持

っ
て
き
て

い
る
と

い
う
認
識

に
た

ち
、

国
通
知

に
お
け

る
身
体
介

護
独

立
は
そ

の
広

が
り
を

具
体
的

に
示
唆
す

る

も

の
と
し

て
捉

え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た

こ
の
こ
と

か
ら
、

ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
も

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー
や

ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
と
し

て

の
能
力
を
期
待

さ

れ
る

こ
と
に
な
り

、
申
請
内
容

に
形
式

的

に
対
応
す

る
だ

け
で
な
く
、
真

に
必
要

な

サ
ー

ビ

ス
を
供
給

で
き
る
よ
う
積
極
的

に
行
動

す

べ
き

で
あ

る

と
考

え

ら
れ
て

い
る
。

(
3
)

社

協

の
場
合
、
生
活
協
同

組
合

の
福
祉

サ
ー

ビ

ス
と
も
、
連
絡

の
道
が
開

か
れ

て
お
り
、
そ

の
こ
と

に
よ

っ
て
休

日

の
サ
ー
ビ

ス
も
部
分

的
に
は

対
応

さ

れ

て
い
る

。
社
協

に
委

託
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
調
整

が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り

迅
速
性
が
確
保

さ
れ
た

と

い
わ
れ
る

こ
と

は
、

民
間

の
そ
の
他

の

福
祉

サ
ー

ビ

ス
と

の
連
動
、

キ

ー

パ
ー

ソ

ン
と

な
る
社
協

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
存
在

と
、

ケ
ー

ス
連
絡

会
議

の
形
成
等

に
関
連

す
る

も

の
と

思
わ
れ

る
。

ノ

　

(
4
)

公
私
事
業

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
あ
る
程
度
実
現
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
Y
市
社
協
の
も
と
で
も
、
法
内
事
業

(
Y
市
規
定
に
定
め
る
要
件
に

該
当
す
る
者
に
対
す
る
た
め
の
措
置
)
が
・
九
七
%
で
、
法
外
事
業

(
こ
こ
で
は
、
Ψ
市
規
定

の
定
め
る
要
件
に
は
該
当
し
な
い
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人

へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
)
は
三
%
に
し
か
す
ぎ
ず
、
そ
の
理
由
と
し
て
制
度
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
場
合
が
多
い
と

ザ

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Y
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
高
齢
者
向
き
の
サ
ー
ビ
ス
の
宣
伝
が
、
従
来
の
ち
ら
し
や
文
書
形
式
で

は
不
充
分
で
あ
り
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
に
よ
り
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

(
5
)

登
録

ヘ
ル
パ
ー
に

つ
い
て
は
、

社

協
運
営
要
綱

上

は
あ
ま
り
明
確

で
は
な

い
が
、

第

一
一
条

で
登
録

ヘ
ル
パ
ー
と
は
、

Y
市
社

会
福
祉
協
議
会

臨

時
職
員
就
業

規
程
第

二
第

四
項

に
定
め
る
業
務
を

行
う
職
員

と
さ
れ
、
第

=

二
条

で
、

登
録

ヘ
ル
パ
ー
が
行
う

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

は
、

前
条
第

四

条

に
定

め
る
も

の
の
う
ち
、

主

と
し

て
家
事

に
関
す
る
も

の
と
す

る
。
し
か
し
方

向
性
と
し

て
は
、
身

体
介

護
等

に
か

か
わ

る
ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

サ
ー

ビ

ス
を
含

め
て
す

べ
て
の

サ
ー

ビ

ス
を
、
全

て
の

ヘ
ル
パ
ー
が
担

い
得

る
方
向

が
模
索
さ
れ

て

い
る

こ
と
は
本
文

で
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。

(
6
)

Ψ
市

の
ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー

は
、

格

差
な
く
あ

ら
ゆ
る

ケ
ー

ス
に
対

応
す

る

こ
と
を
目

的

と
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
労
働

に
相
異

が
な

い
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
、
市

の
職
員
か
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
か
、
と
い

っ
た
こ
と
で
、
賃
金
に
差
が
で
て
く
る
こ
と
に
な
れ
ば
問

題
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
登
録

ヘ
ル
パ
ー
に

つ
い
て
も
基
本
的
に
は
妥
当
す
る
。

登
録

ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
査
や
研
修
の
面
で
も
、
他

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
異
な
る
あ

つ
か
い
が
と
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

(
7
)

登
録

ヘ
ル
パ
ー
で
あ

れ
、
(
一
応
研
修
を
す
ま
せ
た
)
社
会
福
祉
協
議
会

の
老
人
家
庭
奉
仕
員
で
あ
れ
、
同
じ
費
用
が
徴
収
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
問
題
が
生
じ
る
場
合
も
で
て
こ
よ
う
。

在宅福祉サービスの法的研究

ノ

⑩

A

市

ノ

ノ
　

　

A
市

は
、

Z
市

、

M

市

と
同
様

、

総

人

口
数
、

高
齢

者

人

口
数

と
も
少

な

い
地

域

で
あ

る
。

ね

た
き

り
老

人

数

は
、

七

三
名

と
記

録

さ

ノ

　

れ

て
お
り
、

こ
の
点

で
は
、

Z
市

の
六
七
名
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
六

五
歳
以
上

の
高
齢
者

人
口
数
で

い
う
と
、
2

市
は
A
市

の
二
倍

と

い
う
違

い
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
事
業

の
実
施
状
況

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

実
施
形
態

ノ

A
市

の
家
庭
奉
仕
員

は
、
市

の
常
勤

一
名
、
非
常
勤
職
員

二
名

で
実
施
さ
れ

て
い
る
。

決

定

家
庭
奉
仕
員

の
申
請

は
、
本

人
か
ら
直
接
出
さ
れ

る
場
合
が
多

い
。
申
請
書

の
申
請
者

は
、
書
類
上
は
他
市

と
同
様
世
帯

の
生
計
中
心

(
1

)

者

と
さ

れ
る
。

利

用
者

宅

の
訪

問

調
査

は

、

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ

ー
及

び
担

当

ヘ
ル
パ

ー

に
よ

っ
て
行

わ

れ

る
。

却

下

通
知
書

は
な

る

べ
く
出

さ

な

い
よ
う

に
す

る

た

め
、

確

定

し

た
段

階

で
、
受

け

付

け

る

よ
う

に
さ
れ

て

い
る
。

現
在

ま

で
却
下

通

知
書

は
出

て

い
な

い
と

の

こ
と

で
あ

る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で

申

請

か
ら
実

際

の
派
遣

ま

で
は
、
平

均

し

て

一
週
間

程
度

で
あ

る
。
待
機
者
は

い
な
峰

㌍
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サ
ー
ビ

ス
の
変

更

・
廃
止

鰯

一
旦
派
遣

が
決
定

さ
れ
る
と
、
要
件

に
該
当
し
な
く
な

っ
た
た
め
に
市

の
方
か
ら
変
更

.
廃
止

.
中
止
や
休
止

の
連
絡
を
す
る
場
合
に

も
電
話
連
絡
等

で
済

ま
さ
れ
、
書
面
は
使
用
さ
れ
て

い
な

い
。

紛σ

派
遣
期
間
は
、
特

に
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

奉
仕
員
は
・
老
人
家
庭
奉
仕
員
別
訪
問

日
程
表

に
基

づ
き
決
め
ら
れ
た
時

間
数
サ
ー
ビ

ス
を
行

い
、
そ
の
状
況
を
老
人
家
庭
奉
仕
員
活

動
記
録
簿
及
び

ケ
ー

ス
記
録
表

に
記
録
し
て
お
く
も

の
と
さ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て

κ
市

の
場
合
、
家
事
援
助
型
、
身
体
介
護
型
の
サ
ー
ビ

ス
の
区
分
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際

上
は
家
事
援
助
が
中
心
と
さ
れ
る
。
奉

仕

員
の
派
遣

は
、

一
日
二
時
間
、

一
週
二
回

が
平
均

と
な

っ
て

い
る
。
市
の
業
務
が
休
み
と
な
る
第

二

.
第
四
土
曜

.
日
祭
日

.
年
始
年

末
は
・

サ
ー
ビ

ス
は
提
供
さ
れ
な

い
。

緊
急
通
報
制
度

で
健
康
面

の
カ
バ
ー
は
し
て

い
る

の
で
、

日
祭

日
等
の
派
遣

に
対
す
る
要
望
は
強

く
な

い
と

い
わ
れ
る
が
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

サ
ー
ビ
ス
労
働

市

の
非
常
勤
職
員

は
、

週
三
日
出
勤
と
な

っ
て
お
り
、
勤
務
時
間
は
常
勤
職
員

と
変

わ
ら
な
い
。

た
だ
し
非
常
勤
職
員

の
場
合
報
酬

は
、

日
額

で
算
出

さ
れ
る
。

金
額
と
時
間
的
な
面

で
人
材
は
な
か
な
か
集
ま
ら
な

い
と
い
わ
れ
る
。
非
常
勤
職
員

の
採
用

に
つ
い
て
は
、
特

に

基
準
を
設
け
ず
、
面
接

の
み
で
決
定

し
て
い
る
。
本
人

の

〃
や
る
気
〃
以
外

に

つ
い
て
は
余
り
問
わ
な
い

(問
え
な
い
状
況
)
と
の
こ
と
で

あ
る
。

常
勤

に
は
採
用
時

の
研
修
が
な
さ
れ
る
が
、
非
常
勤

に

つ
い
て
は
、
事
例
研
究
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
だ
け

で
あ

る
。

こ
れ
も
必



ず

と

い
う

こ
と

で
は

な

い
。

健

康

診
査

は
、
非

常

勤

も
含

め

年

一
回
実

施

さ

れ

て
お
り
、

そ

の
他
施

設
訪

問

し

て

い
る
者

等

を
対

象

と

し

て
、

年

二
回
血

液
検

査

が

行

わ

れ

て

い
る
。

た
だ

し
、

労

災
保

険

は
非
常

勤

職

員

に

は
適

用

さ

れ

な

い
と
考

え

ら
れ

て

い
る
。

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
保
険

へ
の
加
入

も

な

い
。費

用

ノ

　
ド

家
庭
奉
仕
員

の
派
遣

に
要
す
る
費
用
に

つ
い
て
は
、

A
市
で
は
負
担
金
と
解
さ
れ
、
A
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
費
用
徴
収
規
則

に
基

づ
き

徴
収

さ
れ
て

い
る
。
規
則

に
基
づ
き
費
用
徴
収

を
行

っ
て

い
る
自
治
体

は
今
回

の
調
査
対
象

と
な

っ
た
自
治
体

の
中

で
は
、

二
例

の
み
で

あ
る
。

所
得
状
況
調
査
に

つ
い
て
は
、
利

用
者

の
申
請
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
老
人
世
帯
が
対
象

と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
不
明
な
場
合

は
了

解

を
得

て
、
課
税
課

に
問

い
合
わ
せ
る
等

の
措
置

が
な
さ
れ

て
い
る
。

実
際

に
は
、
課
税
世
帯

は
二
世
帯

の
み
に
す
ぎ
な

い
。

在宅福祉サービスの法的研究

注
(
1
)

家
庭
奉
仕
員
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
は
、

社
会
福
祉
主
事
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、

A
市

で
は
や
む
を
え
ず
社
会
福
祉
主
事
で
は
な

い
職
員
も
担
当
し
て
い
る
と
い
う
。
現
在
は
、
施
設
入
所
担
当
の
職
員
二
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入
浴

サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
等
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
事
務
も
担
当
し
て
い
る
。

(
2
)

高
齢
化
指
数
は
、
六
%
弱

で
高
齢
化
は
余
り
進
ん
で
い
な
い
地
域
で
は
あ
る
が
、
現
在
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
実
際
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、

高
齢
者
世
帯
に
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

潜
在
的
な
需
要
は
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

要
綱
上
の
要
件
は
、
「
家
族
が
当
該
派
遣
対
象
者

の

介
護
を
行
え
な
い
状
況
に
あ
る
」
と
さ
れ
高
齢
者
世
帯

に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
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ノ

⑪

M

市

ノ

ノ

A
市
、

Z
市

と

ほ

ぼ
同

型

の
地

域

で
あ

り
、

調

査
対

象

と

さ

れ

た
市

の
中

で

は
、

一
番
総

人

口
数

が
少

な

い
。

六

五
歳

以
上

人

口
数

は
、

A
市

と

ほ
ぼ
同

じ
、

ね

た
き
り

老
人

数

は
、

Z
市

よ
り

お

お

い

こ
と
が
、
特

徴

と
し

て
指
摘

で
き

る
。

地
域

的

に

は
0
市

に
近

い
。

0
市

と
類
似

し

た
実

施

形
態

が

と
ら

れ

て

い
る

の
は
そ

の

た
め

で
あ

ろ

う
。

実
施
形
態

M
市

の
家

庭

奉
仕

員

派
遣

事
業

(身
体
障
害
者
も
含
む
)
は
、

M
市

シ

ル

バ
ー

人
材

セ
ン
タ
ー

に
登
録

し

て

い
る
家

庭
奉

仕

員

に

よ

っ
て

(
1

)
(
2

)

お

お
む

ね
実
施

さ

れ

て

い
る
。

市

の
常
勤

の
家

庭
奉

仕

員
も

一
名

い
る

が
、

家
庭

奉

仕

員

と
し

て

の
仕

事

の
他

、

サ
ー

ビ

ス
の
調

整

や
事

務
も
兼

務

し

て

い
る
。

決

定

(
3

)

市
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

・
看
護
婦

・
市

の
家
庭
奉
仕
員
が
申
請
者
宅
を
訪
問
し
、
調
査
の
上
、
上
司

の
決
裁
を
と
る
。
申
請
が
あ

っ
て

も
、
年
齢

や
M
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
要
綱

に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
な

い
場
合

は
、
申
請
書

は
受
理
さ
れ
な
い
。
な
か
に
は
、
申
請

書
を
受
理
し
、
訪
問
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
家
庭
内

で
の
対
応
が
可
能

と
の
判
断

に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
却
下

の
手
続

が
と
ら
れ
る
場
合

(
4

)

も
あ

る

と
さ

れ

る
。

申
講
か
ら
決
定
ま
で
は
、
訪

問

調

査

の

日
程

に
よ
り

若

干
異

な

る

が
、

お

お
む

ね
、

一
週

間
位

で
あ

る
。

(
5

)

待
機
者
は

い
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

サ
ー

ビ

ス
の
変

更

が
行

わ
れ

る

こ
と

は
あ
ま

り

な

い
が
、

行

う
場
合

に
は
、

口
頭

で
よ

い
と
さ

れ
、

内

部

決
定

で
処

理

さ
れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
廃
止

(248) 248



在宅福祉サービスの法的研究

サ
ー

ビ

ス
の
打

ち
切

り

は

な

い

(死
亡
や
転
居
と

い
っ
た
客
観
的
事
実
の
変
化
以
外
に
、
市
役
所
の
方

か
ら
積
極
的
に
廃
止
の
手
続
が
と
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
要
綱
第
八
条
は

「
市
長
は
、

前
条

の
費
用
負
担
金
支
払
い
が
な
い
場
合
そ

の
他
派
遣
を
続
け
る

こ
と
が
適
当
で
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
対
象
世
帯

へ
の
派
遣
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
)
。

余

程

の
変

更

が
な

い
限
り

書

類
上

の
措

置

は

と
ら

な

い
と
も

指
摘

さ

れ

て

お
り
、

死
亡

等

に
よ

る
廃
止

の
場

合

も
、

事
実

上

の
確

認

に
終

(
6
)

わ

っ
て

い
る
も

の
と
考

え

ら

れ

る
。

(
7
)

派
遣
期
間
は
設

定

さ
れ

て

い
な

い
。

サ
ー
ビ

ス
の
全
過
程
の
把
握

に
つ
い
て

(
8

)

業

務

日
誌

や
活
動

報
告

書

が
参

考

と

さ
れ

る
。

し

か
し
、

電

話
連

絡

や

ミ
ー

テ

ィ
ン
グ

に

よ
る

つ
な

が

り
が
大

き

い
と
指

摘

さ
れ

て

い

る
。サ

ー
ビ
ス
の
内
容

家

事
援

助

サ
ー

ビ

ス
と
し

て

は
、

洗

濯
、

掃

除
、

買
物

が
主

で
あ

り
、

身

体
介

護

サ
ー

ビ

ス
と

し

て
は
食
事
、

排

泄
、

着

替

え
が

主

で

あ

る
。

一
件
当

り
、

週

二
～
三
回

、

一
回

二
～
三
時

間

が
基
本

と
さ
れ

て

い
る
。

ね

た
き

り

の
高

齢

者

の
場
合

に

は
、

九
時

か
ら

四
時

ま

で

サ

ー
ビ

ス
が
提

供

さ
れ

る
場

合

も

あ
る

と

さ
れ

る
。

他
市

に
比

べ
か

な

り
柔

軟

な

サ
ー

ビ

ス
が
提

供

さ
れ

て

い
る
と

い
え

よ
う
。

サ
ー

ビ

ス
は
、

平

日

は
八
時

三
〇

分

か
ら

五
時

ま

で
、

土

曜

日
は
八
時

三
〇

分

か
ら

一
二
時

ま

で
と

さ

れ
、

夜

間

や
休

日

は

実

施

さ

れ

て

い
な

い
。サ

ー
ビ

ス
労
働
に
つ
い
て

シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ

ー

に
登

録

し

て

い
る

ヘ
ル
パ

ー

に

つ
い
て
は
、

労
災

の
適

用

が

あ

る
。

こ
れ

に
市

が
別

個

に
掛

け

て

い
る
保

険

249 (249)



が
併
用

さ

れ

て

い
る
。

健
康

診

査

は
、

個

人

で
受

診
す

る
。

費

用

有
料
世
帯
は
四
世
帯

で
あ
る
。

(
9
)

研

修

は
実

施

さ
れ

て

い
な

い
。

費
用

は
負
担
金
と
解
せ
ら
れ

て
い
る
。
所
得
状
況
が
不
明
の
場
合

は
、
当
事
者

の
同
意
を
え
て
税
務
課

ago{250)

 

で
確

認
す

る
。

超
過
負
担

総
事
業
費

五

=
二
万
六
、
三
六

一
円

の
内

、

県

の
補

助

は

一
八

一
万

一
千

円

と

さ
れ

る
が
、

こ
の
中

に
国

の
補

助

が
含

ま

れ

る

の
か

は

不

明

で
あ

る
。

注
(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

M
市
と

シ

ル
バ
ー
人
材

セ

ン
タ
ー

の
間

で
委

託
契
約

が
締
結

さ

れ

て
い
る
が
委
託
関
係

は
要
綱
上

明
ら

か
で
は
な

い
。

地
域

の
特

性

と
し

て
、

独
居
老

人
が
多

い

(
一
四
五
名
)
。

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

サ
ー

ビ
ス
事
業
を

担
当

し
て

い
る

「
ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
i
」

の
仕
事

は
、
左

の
通
り

で
あ

る
。

・
非

常
勤
家
庭

奉
仕
員
派

遣
事
業

に
関
す

る
こ
と
。

・
常
勤
家
庭
奉

仕
員
派

遣
事

業

に
関

す

る
こ
と
。

・
家
庭
奉
仕

員
特
別
養

護
老
人

ホ
ー

ム
業
務
委
託

に
関
す

る
こ
と
。

・
福
祉

サ
ー

ビ

ス
協
会

に
関
す

る

こ
と

。

・
老
人

ク

ラ
ブ

の
活
動

・
援
助

に
関

す

る
こ
と
。

・
敬
老
大

会

に
関

す
る

こ
と
。

平
成

三
年

六
月

よ
り
、
県

の
方
針

に
よ
り

「
利
用
登
録
制

」
が
採

用
さ
れ

て

い
る
。



(5
)

制
度
に

つ
い
て
の
広
報
活
動
は
ほ
と
ん
ど
や

っ
て
い
な

い
。

地
域
の
特
性
と
し
て

一
人
暮
し
の
人
が
多
く
、

制
度
が
知
れ
わ
た
る
と
今
の
供
給

体
制

で
は
対
応

で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
6
)

平
成
三
年
六
月
か
ら

「利
用
登
録
制
」

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な

い

「
M
市
家
庭
奉
仕
員
事
業
要
綱
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
廃
止
通
知
書
は
、
な
く
な
り
、
ま
た

「
廃
止
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
市
長
に
届
け
出
る
も
の
」
と
改

正
さ
れ
て
い
る
。
な
お
変
更
に

つ
い
て
は
従
来

ど
お
り
、
「家
庭
奉
仕
員
派
遣
変
更
申
請
書
を
市
長
に
提
出
」
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(7
)

派
遣
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
利
用
者
の
状
況
を
適
格
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、

利
用
者

の
状
況
が
、

実
施
主
体
に
ど
の
よ
う
に
適

格
に
反
映
さ
れ
る
か
が
重
要
と
な
る
。
し
か
も
、

M
市
の
場
合
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

へ
の
委
託
で
あ
り
、
密
接
な
連
絡
が
と
ら
れ
て
い
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。
M
市
の
場
合
、
派
遣
世
帯
が
少
な
い
の
で
、

一
概

に
は
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
サ
!
ビ
ス
の
変
更
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な

い

こ
と
も
、
こ
の
点

に
か
か
わ

っ
て
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

(
8
)

登
録

ヘ
ル
パ
ー
は
、

サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
た
後
就
業

力
i
ド
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
基
づ
き
老
人
福
祉
課
の
方
で
活
動
記

録
簿
を

つ
く
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

(9
)

別
添

の
委
託
契
約
書

に
よ
れ
ば
、

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
研
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

在宅福祉サービスの法的研究

⑫

0

市

0
市

の
高
齢
化
指
数
は
、

一
〇
%
を

こ
え
、

全
体

の
人

口
数
、
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
数

で
み
る
と
、

K
市

と
ほ
ぼ
近

い
形
態

と
い
え

ノ

ド

る
。

総
人

口
数

と

の
比
較

で

い
え
ば
、

A
市

や

Y
市

と
近

い
が
、

A
市
、

Y
市

と

比

べ
、

高

齢
化

が
す

す

ん

で

い
る

こ
と
が
、

事
業

形

態

に
反
映

さ

れ

て

い
る

と

い
え

よ
う

か
。

実
施
形
態

0
市

の
家

庭

奉

仕
員

派
遣

事

業

は
、

市

の
常

勤

の
家

庭
奉

仕

員
、

0
市

シ

ル
バ
!
人

材

セ

ン
タ

ー

に
登
録

す

る
家

庭

奉
仕

員
、

ホ

ー

ム

ヘ
ル
プ
協
会

に
登

録

す

る
家

庭

奉
仕

員

で
実

施

さ

れ

て

い
る

(本
年
度
よ
り
年
間
の
予
算
内
で
三
つ
の
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム
に
委
託
が
な
さ
れ
、

(250251



(
1
)

各
施
設

よ
り

一
人

の

ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣

さ
れ

て
い
る
。
高

齢
化

に
と
も
な

い
対
象

者

の
重
度

化
が
す
す

ん

で

い
る

こ
と
が
、
推
察

さ

れ
る
)
。

(
2

)

委
託

に
当
た

っ
て
は
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
委
託
契
約
書

が
作
成

さ
れ

て
い
る
。

奉
仕

員
は
、

職
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、

0
市

の
家
庭
奉
仕
員
で
あ

る
こ
と
を
示
す
身

分
証
明
書

(表
44
)
を
携
帯
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
る

(他
市
も
同
様
で
あ
る
)
。

0
市

の
奉
仕
員
の
業
務
も
、
O
身
体
介
護

に
関
す
る
こ
と
、

⇔
家
事

に
関
す
る
こ
と
、
㊨
相
談
及
び
助
言

に
関
す
る
こ
と
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。
登
録
家
庭
奉
仕
員

は
、
家
事
援
助

の
み
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
は
身
体
介
護
の
み
、
市

の
家
庭
奉
仕
員

は
、
家
事
援
助
と
介
護
の
両
方
を
必
要

と
す
る
ケ
ー
ス
を
担
当
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

登
録
員

の
場
合
、
対
象
区
域
内

で
の
派
遣
を
原
則

と
し
て
い
る
た
め
、
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

を
希
望
す
る
者

の
居
住
地
域
と
、
登
録
家

庭
奉
仕
員

の
居
住
地
域
が
異
な
る
等

の
理
由

で
、
登
録
家
庭
奉
仕
員

の
派
遣

が
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

(
K
市

.
Y
市
で
も
同

様
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
)
。
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、

市

の
家
庭
奉
仕
員

が
対
応
す
る
と

い
う
形
が
と
ら

れ
て
い
る
。
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決

定

(
3

)

(
4

)

 調

査

の
内

容

は
、

身

体
状

況
、

精

神
状

態
、

病

状
、

家

電

話

で
申
講

を
受
け

る
と
、

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が
、
訪

問

し
、

調

査

を
行

う
。

族
構

成

、
親

族

・
近

隣

な

ど

と

の
交

流
状

況
、

経

済

状

況

な
ど

で
あ

る
。

委

託
先

の
日
程

が

っ
け
ば

、

委

託

先

の

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー

(専
属
)
と
登

録

ヘ
ル
パ

ー
も

同

行
す

る
。

そ

の
場

で
書

類

に
記
載

し
、

老

人
家

庭

奉
仕

員

等
派

遣

決
定

通
知
書

が
交
付

さ
れ

る
。

登
録

ヘ
ル
パ

ー
が
派

遣

さ

れ

る
場
合

、

一
回

当

り

の
派

遣
時

間

、

一
週
間

の
派

遣

回

数
、

サ

ー

ビ

ス
の
内

容

は
、

市

で
決

定

さ

れ

る
が
、

曜

日

・
時

間

帯

は
委

託

先

で
決

定

さ

れ
る
。

こ
の
よ

う

に
、

訪

問

先
調

査

は
、

派
遣

が

ほ
ぼ
予
想

さ
れ

る

ケ

ー

ス
に

つ
い
て
行

わ

れ
て

お
り
、

派
遣

が
不

適

当

と

な
さ

れ

る
者

に

つ
い
て

の
対

応

は
、

口
頭

で

の
申
請

が
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表44

番 号

写 真

上記 の者は,0市

年 月

身

日

分 証 明 書

氏 名

生 年月 日

家庭奉仕員であることを証明する。

0市 畏 圃

別記様式(第11条 関係)(裏)

注 意

1こ の証 明書 は,職 務 を行 う場合 は,必 ず携帯 しなけれ ばな らない
。

2こ の証 明書 は,関 係人 の請 求が あ った場 合 は,い つで も提示 しな けれ ば

な らない。

3こ の証 明書 は,他 入 に貸 与 し,又 は譲 渡 して は な らな い。

4こ の証 明書 を紛失 し,又 は汚 損 した ときは,直 ちに届 け出 なければ な ら

な い。

5こ の証 明書 は,資 格 を失 った と きは,直 ちに返納 しな けれ ばな らな い。

6こ の証 明書 の有 効期 間 は,年 月 日か ら,

年 月 日まで。

253(253}



あ

っ
た
段
階
で
、
済
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
訪
問
調

査
が
な
さ
れ
、
決
定

通
知
書

が
交
付
さ
れ
た
後

で
、
却
下
通
知
が
出

さ
れ
る
こ
と
は
通
常

は
あ
り
得
な

い
こ
と
に
な
る
。
派
遣

で
き
な

い
と
事
実
上
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
入
院
が
必
要
な
場
合
、
家
族

や
地

域
だ
け
で
対
応

で
き
る
場
合
な
ど
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

申
請
か
ら
決
定
ま
で
は
通
常
は

一
週
間
程
度
、

緊
急

の
場
合

は
事
後
決
済

と
い
う
こ
と
で
処
理
さ
れ

て
い
る
。

待
機
者

(
5

)

待

機
者

(決
定
か
ら
実
施

に
い
た
る
期
間
を
さ
す
)

は
出

る

こ
と

は
あ

る

が
、

短

期

的

で

一
ヵ
月

以
上

の
待

機

は
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

(
6

)

高
齢
者

は
身
体
状
況

に
変
化
が
大
き

い
の
で
、

そ
の
都
度
弾
力
的
に

(書
類
上
の
手
続
は
と
ら
ず
に
)
対
応
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
廃
止

派
遣
打
ち
切
り

に
は
、
家
族
と

の
同
居
、
転
居
、
死
亡
、
健
康

の
回
復
な
ど
が
あ
る
、
廃
止
通
知
書
は
だ
さ
れ
ず
事
実

の
確
認
で
対
応

さ
れ
て
い
る
。

派
遣
期
間

派
遣

の
日
か
ら
年
度
末
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
後
は
形
式
的
で
は
あ
る
が
初
回
と
同
じ
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
過
程
の
把
握
に
つ
い
て

奉
仕
員
は
、
家
庭
奉
仕
員
訪
問
日
程
表
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
奉
仕
員
は
、
派
遣
世
帯

を
訪
問
す
る
都
度
、
家
庭
奉
仕
員
活

動
記
録
簿

に
老
人
等

の
状
況
を
記
録
し
、
老
人
等

の
確
認
を
得
る
も

の
と
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
委
託
契
約
書

は
業
務

に
関
わ
る
報
告
書

(表
45
)
の
提
出
を
義
務

づ
け
て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

X54) 254
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表45

日月年平成

殿0市 長

○○事業実施状況報告書

月分の○○事業を,次 のとお り実施いたしま したので報ケ'、平成 年

た します。

世帯

回

時間

人

入

別紙ヘルパー活動状況明細書のとお り

1

2

3

4

5

6

7

派 遣 世 帯 数

派 遣 延 回 数

派 遣 延 時 間数

登録ヘルパー数

活動ヘルパ ー数

ヘルパー別活動状況

その他特記事項

家

事

援
助

と

し

て
行

わ
れ

て

い
る
主

な

サ
ー

ビ

ス
は
、
食

事
、

掃

除
、

洗

濯

で
あ

る
。

身

体

介
護

の
内
容

と
し

て

は
、

食

事

・
排
泄

・
清

拭

が
あ
げ

ら
れ

て
い
る
。
派

遣

回

数

は
、

週

二
回
、

一
回

約

三
時

間

で
あ

る
。

サ

ー
ビ

ス
の
実

施

は
、

市

の
家

庭
奉
仕

員

の
場

合
、

平

日
は
午

前

八
時

三
〇

分
か

ら
午
後

五
時

ま

で
、

土

曜

日

は

一
二
時

三
〇

分

ま

で

で
あ

る
。

日
曜

・
祝

日

・
年
始

年

末

の

サ
ー

ビ

ス
は
行

わ

れ

て

い
な

い
。

委

託

の
場
合

は
、
八
時

三
〇

分

か
ら

二

一
時

ま

で
、
で
あ

る

(
輔
七
時
以
降

は
時
給
七
六
〇
円
i

活
動
費
二
五
円
を

含

む
l
I
七

八
五
円
に
な
る
)
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ
い
て

市

の
家
庭
奉
仕
員

に
対
す
る
研
修
は
、
国
指
定

の
研
修

の
他

に
、
市
独
自

の
内
部
研
修

が
行
わ
れ

て
い
る
。

登
録
家
庭
奉
仕
員

に

つ
い
て
は
、
月

一

回

の
研
修

が
行
わ
れ

て
い
る
。
研
修
参
加
費

は
委

(
7

)

託
契
約
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
。
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市
の
家
庭
奉
仕
員

に
つ
い
て
の
み
、

一
年
に

一
度
健
康
診
断

(血
液
検
査
、
検
便
を
含
む
)
が
実
施
さ
れ
る
。

交
通
費

の
中
に
は
健
康
診

(
8
)

断

の
費

用

は
含

ま

れ

て

い
な

い
。

シ

ル
バ
ー
入
材

セ
ン
タ

ー

の
雇

用

関
係

に

つ
い
て
は
、
検

討

す

べ
き
点

が
多

い
。

費

用

費
用

の
徴
収
方
法

に

つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
他
市
と
同
様

で
あ
る
。
家
庭
奉
仕

員
派
遣
申
請
書

を
受
け

つ
け
る
段
階
で
す
で
に
、
世
帯

の
生

計
中
心
者

の
課
税
状
況
を
証
明
す
る
書
類

の
提
出
が
求
め
ら
れ

て
い
る

こ
と
が
、
他
市
と
の
相
違

と
い
え
よ
う
。

O
市
で
も
他
市
と
同
様
、

利
用
者

に
断

わ

っ
て
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
方
で
、
市
民
税

の
課
税
台
帳
を
調

べ
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

超
過
負
担

総
額

五
、

二
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
補
助
対
象

は
二
、

二
〇
〇
万
円

で
あ
る
。
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注

(
1
)

0
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
実
施
要
綱

(以
下
、
0
市
要
綱
と
い
う
)
は
、
市
長
は
、
派
遺
世
帯

.業
務
内
容
及
び
負
担
区
分

の
決
定
を
除
き
、

こ
の
事
業

の

一
部
を
社
団
法
人
0
市

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
及
び
0
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
に
委
託
で
き
る
も
の
と
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

0
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
事
務
取
扱
要
領

(以
下
、
0
市
要
領
と
い
う
)
は
、
「
市
長
は
、
要
綱
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
派
遣
を
決
定
し
た
と
き

は
、
要
綱
第

一
三
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
社
団
法
人
0
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
又
は
O
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
協
会
に
、
そ
の
登
録
家
庭
奉
仕
員
の
派

遣
を
委
託
す
る
か
を
決
定
し
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
台
帳

に
必
要
事
項
を
登
載
す
る
も
の
と
す
る
」
(第
三
条
)
と
規
定
し
て
い
る
。

(
2
)

0
市
要
綱
第
九
条
は
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
実
施
第

一
三
条

に
基
づ
き
、

事
業
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
委
託
契

約
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

市
長
は
・

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
委
託
す
る
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等

に
決
定
通
知
書

に
よ
り
通
知
す
る
と
と
も
に
、
申
請
書

の
写
し

を
添

え
て
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
開
始
依
頼
書
に
よ
り
依
頼
す
る
も
の
と
さ
れ
る

(第

三
条

3
)
。

(
3
)

ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
は
、

入
所
措
置
、

一
時
入
所

の
措
置
、
統
計
の
作
成
、
老
人
福
祉
関
係

の
契
約
事
業
、
要
綱
作
成
、
入
所
判
定
委
員
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表46

OO事 業委託契約書

O市 長を甲とし,0市 シルバー人材センター理事長を乙として,次 のとお り

事業委託契約を締結する。

(目 的)

第1条 甲は,次 の事業を乙に委託するものとす る。

(1)さ わやかエプロンサービス事業

(事 業 の 内 容)

第2条 乙は,甲 が定める0市 家庭奉仕員 派遣事業運営要綱及び0市 家庭奉仕

員派遣事業事務取扱要領に基づきf善 良 な管理者の注意を もって委託事業を

実施するものとす る。

(期 間)

第3条 この契約の期間は,平 成3年4月1日 から平成4年3月31日 までとす

る。

(委 託 料)

第4条 甲は,乙 に対 して第1条 の事業に要する経費として委託料を支払 うも

のとす る。

2前 項 に規定する委託料は次のとお りとす る。

(1)事 務費 として 円を支払 うものとす る。

② ヘルパ ー活動費として,時 間給,研 修参加費及び交通費を別表のとお り

支払 うものとす る。

(消 費 税)

第5条 第4条 第2項 の委託料の額 は,消 費税法第28条 第1項 及び第29条 の規

定によ り算出 した消費税額を上乗せ した ものであζ。

(委託料の支払い)

第6条 第4条 第2項 第1号 に定める事務費については,甲 は契約締結後速や

かに乙に支払 うものとする。

2第4条 第2項 第2号 に定め るヘルパー活動費については,実 績払い とし,

乙は,毎 月5日 までに,前 月分のさわやか エプロンサービス事業活動費請求

書(様 式第1号)に さわやかエプ ロンサー ビス事業実施状況報告書(様 式第

2号)を 添 えて,甲 に対 し請求するものとする。

3甲 は,前 項の請求があったときは,こ れを審査 し,速 やかにヘルパー活動

費を乙に支払 うものとする。

(調 査 等)

第7条 甲は,乙 の委託事業の処理状況 もしくは経理内容について,随 時調査

し,必 要 な報告を求め,監 督することができるとともに,事 業の処理に関 し

て必要な指示を与えることがで きるものとする。

(再 委 託 の 禁止)
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第8条 乙は,委 託事業の処理を 自ら行 うものとし,他 の者 にその処理を委託

す ることがで きない。

(秘 密 の 保 持)

第9条 乙は,委 託事業の処理上,知 り得た秘密を他に漏 らしてはな らない。

(事 故 の 処 理)

第10条 乙は,当 該事業 の実施に当た り,重 大な事故が生 じたときは,直 ちに

甲に報告 し,甲 乙協議 の上 その処理を決定す る。

(事 業 の 変 更等)

第11条 甲は,必 要あると認めた場合は,契 約期間中であって も委託事業の内

容を変更 し,又 は委託事業を休止 もしくは廃止 させ ることがで きるものとす

る。 この場合 において,契 約金額又 は履行期限を変更する必要があるときは・

甲乙協議 して定める。

(遵 守 事 項)

第12条 乙は,事 業の実施に当た り,次 の各号に掲げる事項を遵守するものと

する。

(1)事 業に係 る経費の執行については,適 正な支出をするとともに・他の事

業 と経理を明確 に区分す るものとする。

② 事業に係 る収入及び支出を明 らかに した帳簿を備え・かつ当該収入及び

支出についての証拠書類を当該年度終了後5年 間整備保管 してお くものと

する。

(協 議)

第13条 この契約に定めのない事項又はこの契約に疑義を生 じた事項 について

は,甲 乙協議 の上,決 定するものとする。

この契約を証す るため,本 書2通 を作成 し,甲 乙記名押印の上各1通 を保有

す るものとする。

平成3年 月 日

甲

乙

会

、
広

報
、
施

設
の
状

況
把

握
、
相

談
な

ど
と
さ
れ
る
。

担
当

ワ

ー
カ
ー
は

一
人
と

の

こ
と

で
あ

る
。

(
4
)

0
市
要

綱
第
六
条

は
、
「
市

長

は
、
前
条

の
申
請

が
あ

っ

た
場
合
、

こ
の
要
綱

に
基

づ

き
、
派

遣

の
要
否
を
決

定

し
、

申
請
者

に
通
知
す
る

も
の

と

す
る
」
と
規
定
し

て

い
る
。

(
5
)

家
庭
奉
仕

員
制
度

に

っ
い

て
の
市
民

へ
の
情

報

は
、
市

の
広
報

や
、

五
七

歳

の
人

へ

の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク
の
配
布
、

独
居

老
人
訪
問
事
業

に
基

づ

き
、

民
生
委
員

に
週
三

日
ま

わ

っ
て
も

ら

っ
て

い
る

の
で

そ
の
活
動
を

通
し
て
行
わ
れ

て
い
る
と

い
う
。

(
6
)

回
数

や

サ
ー

ビ

ス
の
内
容

に

つ
い
て
の
事
実
上

の
苦
情

は
多

い
と

の
こ
と

で
あ

る
。

(
7
)

K
市

に
お

い
て
は
、

登
録

螂の25(
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表47ヘ ルパー活動費

区 釧 単 価 等

午前9時 か ら午後5時 まで480円
1時 間 給

午後5時 か ら午後7時 まで1,050円

2研 鯵 加剰 ・回当た り2,52・ 円

1醐 灘 が片道 ・㎞ を超 える派灘 つし・て,次 のとお り

支払 う。

ア 交通機関利用の場合は,運 賃の実費を支払 う。

イ 自動車利用の場合は,当 該派遣ヘルパーごとに1か 月

3交 通 費1の 延走 行 ㎞ 数(irEr単 位)を7㎞ で除 して・ ・27円 を

1乗 じて 得 た額(10円 未満 切 り捨て)を 支払 う。

ウ オー トバイ又は原動機付自転車利用の場合 は,当 該派

遣 ヘル1¥°一 ごとに1か 月 の延 走行 ㎞ 数(0、1㎞ 単 位)を

28㎞ で除 して,127円 を乗 じて得 た額(10円 未満切 り捨i

て)を 支払う。i

家
庭
奉
仕
員
の
研
修
時
間
の
確
保
が
、
困
難
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
"
ノた
が
、

O
市
で
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ヘ
ル
パ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
の
登
録
家
庭

奉
仕
員
の
場
合
に
は
、
人
材
セ
ン
タ
ー
の
性
格
か
ら
し
て
、
K
市
等
の
場
合

に

比

べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
よ
り

「職
業
」
と
し
て
の
意
識
が
高
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
東
京
都

の
家
事
援
助
者
派
遣
事
業

に

お

け

る

「
区
に
登
録
し
て
い
る
家
政
婦
」
に
類
似
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が

で

き
よ
う
。
シ
ル
バ
ー
入
材

セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の

「生
き
が

い
」
対
策
と
し

て
の
意
味
や

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
的
な
要
素
の
強

い
就
労
形
態
の
臨
時
的

・
短

期
的
仕
事
の
斡
旋
を
す
る
自
主
的
団
体
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
登
録

家
庭
奉
仕
員
は
、
時
給
費
が
七
四
五
円
、
活
動
費
が
二
五
円
と
さ
れ
て
い
る
が
、

有
料
職
業
紹
介
事
業
を
禁
止
し
た
職
業
安
定
法
三
二
条
と
の
関
係
も
、

一
応
問

題
と
な
ろ
う
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
登
録

ヘ

ル
パ
ー
を
派
遺
す
る
と
い
う
構
造
は
、
人
材
派
遣
と
の
関
連
で
、
東
京
都

の
家

事
援
助
者
派
遣
事
業
に

つ
い
て
予
想
さ
れ
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
闘
題
も
懸
念

さ
れ
る
。
こ
の
点
の
判
断
材
料
と
し
て
、
奉
仕
員
は
、
職
務

に
従
事
す
る
こ
と

を
示
す
身
分
証
明
書
を
携
帯
す
る
こ
と
(第

一
一
条

3
)
、
奉
仕
員
は
、
利
用
者

の
家
庭
を
訪
問
し
た
と
き
は
、
別
に
定
め
る
記
録
簿
等
に
所
定
の
事
項
を
記
録

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
(第

一
二
条
)
、
0
市
要
綱
は
さ
ら
に
市
長
は
、

ヘ

ル
パ
:
の
派
遣
を
委
託
す
る
場
合
は
、

シ
ル
バ
!
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
決
定
通

知
書

に
よ
り
通
知
す
る
と
共
に
、
申
講
書
の
写
し
を
添
え
て
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣

開
始
依
頼
書

に
よ
り
依
頼
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

(
8
)

事
業
委
託
契
約
は
、
配0
市
長
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
i
理
事
長

の

間
で

(259)X59



締
結
さ
れ

て

い
る
。第

二
章

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

26Q(asの

第

一
節

制
度

の
沿
革

-

国
通
知

「在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業
の
実
施
及
び
推
進
に
つ
い
て
」
と
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
-

 国

は
、

昭
和

五

一
年

、
従

来

の
通
知

を
改
廃

し
、

新

し

く

「
在

宅
老

人

福
祉

対

策
事

業

の
実

施

及
び

推

進

に

つ
い

て
」

を

発

し

て

い
る
。

こ
の
通
知

で
は
、

在
宅

老

人
福

祉
対

策
事

業

は
、

①

要
援

護

老

人
対

策
事

業
、

②

生

が

い
対

策
事

業
、

に

分
類

さ

れ
、
要

援

護
老

人
対

策

事

業

と

し

て
は
、
⑦

老

人
福

祉

法
第

一
二
条

に
規
定

す

る
老

人

家
庭

奉
仕

員

派
遣

事

業
、

④

老

人

日
常

生

活
用

具

給
付

等
事

業
、

⑰

老
人

介

護

人
派

遣
事

業

、
㊥

老

人

ホ
ー

ム
に

お
け

る
食
事

サ
ー

ビ

ス
事
業

、
㊥

ね
た

き

り
老

人

短
期

保
護

事
業

が
あ
げ

ら

れ

て

い
た
。

昭
和

五
六

年

通
知

で
は
、

こ
れ

に
、

②

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

が
加

え
ら
れ

て

い
る
。

在

宅

老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

実

施
要

綱

(前
掲
昭
和
五

一
年

「在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業

の
実
施
及
び
推
進
に
つ
い
て
」

の
別
添

4
)

で
は
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

施

設
(以
下

「
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
施
設
」
と
い
う
。
)
を

サ

ー

ビ

ス
提
供

の
場

と
し

て
行
う

通
所

サ
ー

ビ

ス
事

業

と

居

宅

サ

ー
ビ

ス
提
供

の
場

と

し

て
行

う
訪

問

サ
ー

ビ

ス
事

業

と
さ
れ

る
。

ω

通
所

サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

O

入
浴

サ
ー

ビ

ス
、

⇔
食
事

サ

ー

ビ

ス
、

日

生
活

指

導
、

四

日
常
動

作

訓
練

、

㈲
休

養
、

㈹
家

族
介

護
者

教

育
、

㈹

輸

送

サ

ー

ビ

ス
、

と

さ
れ

て

い
る
。

通

所
事

業

の
対
象

者

は
、

お
お

む

ね
六

五
歳

以
上

の
者

で
あ

っ
て
、

身

体

が
虚

弱

の
た
め

に
、

日
常

生

活
を

営

む

の

に
支

障

が

あ

る
も

の
と
さ

れ

る
。

②
訪

問

サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

入

浴

サ

ー
ビ

ス
事
業

、
給

食

サ
ー

ビ

ス
事
業
、

洗

濯

サ
ー

ビ

ス
の

三
事

業

と

さ
れ
、
実

施

主

体

は
地
域

の
実
情

に

応

じ

こ

の
う

ち
、

二
事
業

を
訪

問

サ

ー

ビ

ス
事
業

と
し

て
選

択

す

る

こ
と

に
な

る
。

い
わ

ゆ
る

メ

ニ

ュ
ー
方
式

が
採
用

さ

れ

て

い
る

こ
と
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が
特

徴

的

で
あ

る
。

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

は
、

居
宅

で
入
浴

す

る

こ
と

が
困

難

な
お

お
む

ね
六

五
歳

以

上

の
者

及
び
身

体
障

害
者

と
さ

れ

て

い
る
。

な

お
、
実

施

主
体

は
、

利
用

者

の
決

定
、

サ

ー

ビ

ス
の
内

容

の
決

定

を
除

き

こ
の
事

業

の
運
営

の

一
部

を
社
会

福

祉
協
議

会

等

に
委

託

す

る

こ
と

が

で
き

る
、

と

さ
れ

て
い
る
。

昭
和

六

一
年

度
通
知

で

は
、

要

援
護

老

人
対

策

事
業

は
、

⑦

老

人
家

庭
奉

仕

員
派
遣

事

業

、
④

老

人

日
常

生

活

用
具
給

付

等
事
業

、

◎

在

宅

老

人

短
期

保
護

(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
)
事

業

、
㊤

在

宅
老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

の
四

事
業

と
な

っ
て
い
る
。

在
宅

老

人

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事

業

は
、

老

人

ホ

ー

ム
又

は
老

人
福

祉

セ
ン
タ

ー

に
併

設

し

た

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

セ
ン
タ

ー

に
お

い
て
実

施

す

る

こ
と

が
原

則

と

さ
れ

て

い
る
。

た
だ

し
、

こ
の
事
業

が

適
切

に
実

施

さ
れ

る

と
認

め
ら

れ

る
場
合

に
は
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

セ
ン
タ
ー

を
単
独

設
置

又

は

そ

の
他

の
適

当

な
施

設

に
併

設

す

る

こ
と

が

で
き

る
、

と

さ
れ

て

い
る
。

在

宅
老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

の
事
業

内

容

は
、

こ
の
段

階

で
は
、

e
基

本

事
業
、

ア
生

活
指

導

イ

日
常

動
作

訓
練

ウ
養

護

工
家
族

介

護
者

教

室

オ

健
康

チ

ェ
ッ
ク

カ
送

迎
、

⇔

通
所
事

業
、

ア
入

浴

サ
ー

ビ

ス

イ
給

食

サ
ー

ビ

ス
、

㊨
訪

問
事

業
、

ア
入

浴

サ

ー

ビ

ス

イ
給

食

サ

ー

ビ

ス

ウ
洗

濯

サ
ー

ビ

ス

と

さ
れ

て

い
る
。

事

業

の
実

施

に

つ

い
て
は
、
基

本

事
業

を

行

う

こ

と
を
必

須

と

し
、

地

域

の
実

情

に
応

じ
、

基

本
事

業

に
加

え

て
、

通
所

事
業

及

び
訪

問

事

業

の
う
ち

い
ず

れ

か

又

は
両

方

の
事

業

を
選

択

(
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
う
ち
で
実
施
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
)

し

て
実

施

で

き
る
、

と
さ

れ

る
。

運
営

に

つ
い
て

は
、

O

市

町
村

は
、
利

用
対
象

者

か
ら
事

業

の
利

用

申

込

が
あ

っ
た
場

合

に
、
本

要

綱
を
基

に

そ

の
必

要
性

を
検

討

し
、

決
定

す

る
。

⇔
市

町
村

は
、

送

迎

を

行
う

た

め

の
リ

フ
ト

バ

ス
を
配

置

す

る
も

の
と
し
、

デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー
ま

で
の
移
送

は
、

障

害

の
程
度

.
地
理

的

条
件

等

か

ら
送

迎

を
必

要

と
す

る
も

の
に

つ
い

て
、
実

施

施

設

が

こ
れ

を
行
う

。

㊧
市

町
村

は
、

実

施

施
設

・
民

生
委

員
、

社

会

福

祉
協
議

会

等

の
関

係
機

関

と

の
連

絡

を
密

に
す

る
と

と
も

に
、

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ァ

の
棚

ガ

を
得

ら

れ

る
よ
う

配
慮

し
、

円
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滑

な
運

営

に
努

め

る

(傍
線
筆
者
)
こ

と
等

が
、

規

定

さ

れ

て

い
る
。

平
成

元
年

法

律

二

二

に
基

づ

き
、
老

人

福

祉
法

一

一
条

の
二

が
新

た

に
規
定

さ

れ
、

そ

の
二
項

に

基

づ

き
、

施

設

に

通

所

し

て
、
入

浴

・
給

食

・
機

能
訓

練

及
び

介

護
方
法

の
指
導

の
実

施

そ

の
他
厚

生

省

令

で
定

め

る
便
宜

が
提

供
さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
た

(
こ
れ
を
受
け

て
、
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
第

一
条
の
三
は
、
入
浴
、
給
食
、
洗
濯
、
機
能
訓
練
、

介
護
方
法
の
指
導
、

生
活
指
導

.
養
護
及
び
健
康
診
査

の
実
施
そ
の

他

の
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
が
あ

っ
て

日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
る

六

五
歳
以
上
の
者
又
は
そ
の
養
護
者
に
必
要
な
便
宜
と
す
る
、
と

規
定
す
る
)
。

こ
れ

を
受

け

て

の
通
知

、
前

掲

「
在

宅
老

人

福

祉
対

策

事
業

の
実

施

及
び
推

進

に

つ

い
て
」

の
う

ち
、

別
添

4
在
宅

老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業
実

施
要

綱

は
、

2
実

施
主

体

に

つ
い
て
、
従

来

ど

お
り

原
則

、

O
市

町
村

と
定

め

る
他
、

新

た

に
、

⇔

基
本

事
業

の
う

ち
送

迎
、

通
所
事
業

の
う

ち
給

食

並
び

に
訪

問

事
業

の
各

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い
て
は
、

他

の
事
業

と
独

立

し

て
、

市

町
村

が
適

当

と
認

め

る
民
間

事
業

者

等

に
委

託
す

る

こ
と
が

で
き

る
も

の
と
規

定

す

る
。

な
お
、

訪

問
事

業

の
入

浴

サ
ー

ビ

ス
を

委
託

す

る
場
合

の
民
間

業
者

は
、

昭

和
六

三
年

九
月

一
六

日
老

福
第

二
七
号
、

社

更

第

一
八

七
号

老

人
保

健

福

祉
部

長
、

社
会

局

長
連

名

通
知

に
よ

る

「
在

宅
入

浴

サ

ー

ビ

ス
ガ

イ

ド

ラ
イ

ン
」

の
内

容

を
満

た
す

民
間

事
業

者

で
あ

る

こ
と
、

と
規

定

さ

れ

た
。

こ
の
事
業

の
利

用
対
象

者

は
、

お
お

む

ね
六

五
歳

以
上

の
者

及
び
身

体

障
害

者

(訪
問
事
業
に
限
る
)

で
あ

っ
て
、

身

体

が
虚

弱

又

は
ね

た
き
り
等

の
た

め

に
日
常

生
活

を
営

む

の

に
支

障

が

あ

る
者

と

さ
れ

る

(在
宅
老
人
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用
対
象
者
が
、
ね
た
き
り
等
に

ま
で
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
)
。

し

か
し

、
現

実

に
は
対

応

し
き

れ

て

い
な

い
。
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第

二
節

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

の
案
施

形
態

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

セ
ン
タ
ー

の
形

態

は
事
業

の
内

容

に
よ
り
、

次

の
三
類
型

と

さ

れ
る

(
4
在
宅
老
人
デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
に



在宅福祉サービスの法的研究

表48

国 東 京 都

S.49ケ ア ・セ ン ターの設 置費補 助

事業 開始

S.51在 宅老人福祉対策事業の実

施及び推進 について

S.54デ ィ ・サ ー ビス事 業 開 始

S.56通 知(デ ィ ・サ ー ビ ス事 業

が 加 わ る)

S.62S.61の 国 通 知 を 受 けて,高

難繍羅 垂轟 驚1
事業 ・訪問事業を総合整備)

H,元 老人福祉法改正 「在宅老人

福祉対策事業 の実施及び推進

について」

よ
る
)
。

O

デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

(
A
型
)
基

本
事
業

・
通

所
事
業

・
訪
問

事

業

(洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
)
、

の
実

施

を
必

須

と
す

る
。

ロ

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

セ
ン
タ

ー

(
B
型
)

基
本

事
業
、

通
所

事
業

の
実

施

を

必

須

と
し
、

訪

問
事

業

の
各

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い
て

は
、

選

択

し
て
実

施

す
る

こ

も

の
と

す

る
。

な
お
、

昭
和

六

三
年
度

以
前

に
事
業

を
開
始

し
た

デ

ィ

・

と

が

で
き

る

サ
ー

ビ

ス
セ
ン
タ

ー

に

つ
い
て
は
当

分

の
間
、

通

所
事
業

の

各

サ
ー

ビ

ス
及

び
訪
問

事

業

の
各

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い

て
は
選

択

し

て
実

施

す

る

こ
と

が

で
き

る
も

の
と
す

る
。

⇔

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
ー

(
C

型
)
基
本

事

業
六

項

目
中
、

送

迎

の
実

施

を
必

須

と

し
、

他

の
五
項

目

の

う

ち

三
項

目

以
上

を
選

択

し

て
実
施

す

る

と
と

も

に
、

通
所
事

業

及
び
訪

問

事
業

の

五

っ
の
サ

ー

ビ

ス
の
う

ち

二

っ
を
選

択

し

て
実

施
す

る
も

の
と

す

る
。

「
7

運

営

に

つ
い
て
」

は
、

⇔
市

町
村

長

は
、

利

用
対

象
者

か
ら

の

事

業

の
利

用

申
請

に
対

し

て
は
、

必
要

に
応

じ
高
齢

者

サ
ー

ビ

ス
調

整

チ

ー

ム
を
活

用

す

る

こ
と
、

㈲
利

用

申
請

は
、

市

町
村

社

会
福

祉

協
議

会
等

を
経
由

し

て
受

理

す

る

こ
と

が

で
き

る

こ
と

と

し
、

ま

た
、
従

来

は
市

町

村

が

リ

フ
ト

バ

ス
を
配

置

し
、
実

施

施

設

が
、
移

送

を

行

う
と

さ
れ

て

い

た

の

に
対

し

(昭
和
六

一
年
度
通
知
参
照
)、

㈲
市

町
村

(市
町
村
が
送
迎
を
委

1～63(263)



託
す
る
場
合
は
、
そ
の
委
託
を
受
け
る
者
)
は
、

原
則

と

し

て
送

迎

を
行

う

た
め

の
リ

フ
ト

バ
ス
等

を
配

置

し
、

送

迎
を

行
う

も

の
と

す

る
と

さ

れ
、
実

施

施

設

の
関

与

が
外

さ

れ

て

い
る
。

な

お
、

こ
の
改

正

で
は
、
在

宅

老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

が
、
狭

義

の

1
在

宅
老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

、

2
在

宅
介

護
支

援

セ

ン
タ

ー
運
営

事

業

(在
宅
の
ね
た
き
り
老
入
等
の
介
護
老
等
に
対
し
、
在
宅
介
護
に
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
保
健

.
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
総
合

的
に
は
か
ら
れ
る
よ
う
各
機
関

の
調
整
を
行
う
)

に

分
け

ら
れ
、

1
在

宅

老
人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

の
事
業

内

容

に
は
、

従

来

の
基
本

事
業
、

通

所
事
業

、

訪

問
事

業

に
、

高

齢
者

世

話
付

き

住
宅

生
活

援

助

員

派
遣
事

業

が
加

え
ら

れ

て

い
る
。

(,264) 2n4

 

第

三
節

東

京
都

通

知

の
変
遷

東
京

都

で

は
、

高

齢

者

在
宅

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
i
事
業

の
実

施

が
、

国
庫

補
助

事
業

、

一
部
都

単

独
事

業

で
行

わ
れ

て

い
る
。

根

拠
法

令

は
、

老

人
福

祉

法
第

一

一
条

の

二

(昭
和
三
八
年
法
律
第

一
三
三
号
、

昭
六

一
.
一
二

.
二
六
法
律
第

一
〇
九
号

に
よ
る
改
正
に
伴

い

法
政
化
)

で
あ
り
、

国

の
在
宅

老

人

デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
事

業

実

施
要

綱

(昭
六

一
・
四

・
一
七
付
社
第

五

一
号
)

に
基

づ
き
、

東
京

都

高

齢
者

在

宅

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
ー
事
業

実

施
要

綱

(昭
六

二

.
三

・
三

一
付
六

一
福
老
計
第

一
=
三
ハ
号
)

が
制
定

さ
れ

て

い
る
。

要

綱

は
、

在

宅

の
虚

弱
老

人
、

ね

た
き

り

老
人

等
要

介

護
老

人

に
対

し
、

通
所

又

は
訪

問

に

よ
り
各

種

の
サ
ー

ビ

ス
を
提
供

す

る
も

の

と
す

る
。

実

施

主
体

は
、

区

市

町
村

で
あ

り

、
た
だ

し
、
事

業

の
運
営

を
社

会

福

祉
法

人

等

に
委

託

で
き

る

(都
が
区
市
町
村

へ
補
助
す
る
)
。

事

業

内
容

は
、

O

基
本

事
業

、

ア
生

活

指

導

・
相

談

・
趣

味

い
き

が

い
活
動

イ
健

康

増
進

.
健

康

チ

ェ
ッ
ク

ウ

日
常
動

作

訓
練

工
養

護

オ
家

族
介

護

者
教

室

力
送

迎
、

⇔

通
所

事
業

、

ア
入

浴

サ
ー

ビ

ス

イ
給

食

サ
ー

ビ

ス

ウ

シ

ョ
ー

ト

ス
テ

ィ

エ
機
能

回

復

訓
練

、

㊨
訪

問
事

業

、

ア
入

浴

サ
ー

ビ

ス

イ
給

食

サ
ー

ビ

ス

ウ
洗

濯

サ
ー

ビ

ス

と
な

っ
て

い
る
。

東
京

都

で
は
、

昭
和

四

九
年

度

に
ケ

ア

セ

ン
タ
ー

の
設
置

費
補

助
事
業

が
開
始

さ
れ

、
昭
和

五
四

年
度

に
は
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業



が
開
始

さ
れ

て
い
る

が
、

昭
和

六

二
年
度

に
、
前

述

の
高

齢
者

在

宅

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ

i
事
業

が
開
始

さ

れ
、

基
本
事

業

・
通
所

事
業

・

訪

問
事

業

の
三
事
業

が
統
合

・
整
備

さ

れ
、

事
業

内
容

の
充

実

が

図
ら

れ

て

い
る

(も

っ
と
も
、
区

・
市
町
村
か
ら
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
委
託

を
受
け
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
の
中
に
は
、
「
総
合
化
」
に
よ
る
事
業
の
悪
化
を
指
摘
す
る
も

の
も
あ
る
)
。

在宅福祉サービスの法的研究

第
四
節

神
奈
川
県
の
動
向

神
奈
川
県

の
場
合
、
要
綱

の
変
遷
を
た
ど
る

こ
と
は
、
東
京
都
と
は
様
式
が
異
な
る
た
め
技
術
的
に
む
つ
か
し

い
。

そ

こ
で
神
奈

川
県

の
現
状

に

つ
い
て
の
み
簡
単

に
ふ
れ
て
お
き
た

い

(政
令
都
市
に
つ
い
て
は
、
各
論
の
中
で
必
要
に
応
じ
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
)
。

神
奈

川
県
は
、
老
人
福
祉
費

(在
宅
)
補
助
金
交
付
要
綱
に
お

い
て
、
対
象

と
す
る
事
業

の

一
つ
と
し

て
、
「
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ

ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
県
単
独
事
業

に
基
づ
き
、
市

町
村
が
行
う
ね
た
き
り
老
人
及
び
重
度
障
害
者

に
対
す
る
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を

あ
げ

て
い
る

(老
人
福
祉
費

〔
在
宅
〕
補
助
金
交
付
要
綱
第

一
条
、
二
条
)
。

こ
の

「
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴

サ
ー
ビ

ス
事
業
実
施
要
綱
」

は
、

「
O
施
設
入
浴

11
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
又
は
ケ
ァ
セ
ン
タ
ー
等

の

施

設
の
特
殊
浴
槽
を
使
用
し
た
入
浴

サ
ー
ビ
ス
で
、
利
用
対
象
者

の
施
設
ま
で
の
送

迎
を
含
む
も

の
と
す
る
。
⇔
訪
問
入
浴

ー1
訪
問
入
浴

車

等
に
よ
り
、
利
用
対
象
者

の
家
庭
ま
で
出
向

い
て
行
う
入
浴

サ
ー
ビ
ス
と
す
る
」

と
し
、
事
業
主
体

は
、
市
町
村

と
す
る
。

「
た
だ
し
、

市
町
村

は
、

…
…

こ
の
事
業

の

一
部
を
特

別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
等
を
経
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
又
は
厚
生
省

の

『
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

の
内
容
を
満
た
す

民
間
事
業
者
等
に

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
」
。
県

の
要
綱

で
は

「
委
託
先
が
行
う
業
務

の
内
容

を
定
期
的

に
調
査
し
、

必
要
な
措
置
を
講

じ
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
国
要
綱

に

は
見
ら
れ
な

い
点

で
あ

る
。
形
と
し

て
は
、
平
成

二
年
の
国
通
知
を
受
け

た
形
に
な

っ
て
い
る
が
、
県
単
独
事
業

で
あ
り
、
国
の
デ

ィ

・

サ
ー
ビ
ス
事
業

に

つ
い
て
の
補
助
金
が
少

な
い
た
め
、

デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
補
う
必
要

か
ら
、
県
単
独
事
業

と
し

て
別
途
実
施
さ
れ
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て

い
る
も

の
で
あ

る
。

東
京

都

で
は
、

高
齢

者

在
宅

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ

i
事
業

と

し

て
、

国

の
デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
事

業

に
横

だ

し

(上
乗

せ
)
を
行

い
、

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

を

一
本

化

し

て

い
る
。

こ
れ

に

対

し
、
神

奈

川

県

(あ
る
い
は
政
令
都
市

Y
市
)

で
は
、

国
事
業

と
県

補

助

事
業

(あ
る
い
は
市
単
独
事
業
)

の

二
本

立

て

で
入

浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

を
実

施

し

て

い
る
わ

け

で
あ

る
。

そ

の
他
、

ケ

ア

セ

ン
タ

ー
事

業

に
も
県

は
、
補

助

金

交
付

を
行

っ
て

い
る
。

つ
ま
り
、

国

の
デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事

業

要

綱

に
よ

る
補

助

金
交

付

に
県

が

上
乗

せ

を
行

っ
て

い
る

こ
と

に
な

る
。

ケ

ア

セ

ン
タ

ー
事
業

の
う

ち

特

殊

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

に

つ
い

て
は
、

『老

人
福

祉

地
域

活
動

促
進

事
業

補

助

金
交

付

要
綱

」

が
適

用

さ

れ

る
。

同

交

付

要

綱

は
、

在

宅
老

人
等

の
福

祉

の
増
進

を
図

る

た
め
、

市

町
村

(
Y
市

・
K
市
を
除
く
)
が
老

人

福
祉

の
地
域

総
合

化

に
向

け

て
実

施

し

よ
う

と
す

る
事
業

に
対

し
、

予

算

の
範

囲
内

に
お

い

て
補

助

金
を

交

付
す

る

も

の

と
さ

れ
る

(
一
条
参
照
。
要
旨
)
。

以
上

の

こ
と
か

ら
神
奈

川
県
下

で
は
入

浴

サ

ー
ビ

ス
事
業

は
、

県

単

独

事

業

で
あ

る

「
ね

た
き

り
老

人
等

入

浴

サ
ー

ビ

ス
事

業
」

と

国

の
デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

を
受

け

た

「
ケ

ァ

セ

ン
タ

ー
事
業

」

の

二
本

立

て

で
実
施

さ

れ

て

い
る

と

こ
ろ

が
少

な
く

な

い
こ
と

は
、

後

述

の
と
お

り

で
あ

る
。
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第

五
節

各

自

治

体

の
状

況

一

東

京
都

の
入

浴
サ

ー
ビ

ス

①

S

区

実
施
方
法

・
実
施
形
態

S
区

の
寝

た
き

り
老

人
入

浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

国

の
在

宅
老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

実

施
要

綱

を
受

け

た
、
高

齢

者

在
宅

サ
ー

ビ

ス

セ

ン
タ
ー
事

業

(国
庫
補
助
事
業
、

一
部
都
単
独
事
業
)

に
基

づ
き
実

施

さ

れ

て

い
る
。

国

事
業

で

い
う

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

セ

ン
タ
ー

A

.
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B

.
C
型
が
、

S
区

で
は
併
用
し

て
用

い
ら
れ

て
い
る
。
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ

ス
は
、

デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
A
型

の
中

の
訪
問
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

事
業

の
内
容

に

つ
い
て
S
区
要
綱
は
、

e

対
象
者
を
入
浴
施
設

の
特

殊
浴
槽

で
入
浴
さ

せ
る
。
入
浴

は
、
施
設
職
員

の
指
示

に
よ
り
、
施
設
職
員
が

こ
れ

に
あ

た
る
。

⇔

送
迎

に

つ
い
て
は
、
対
象
者

の
自
宅
と
入
浴
施
設
と

の
間
を
、
対
象
者

の
健
康
状
態
に
応

じ
て
寝
台
車
等

で
行
う
。

㊨

施
設
入
浴
が
不
可
能

な
者

に

つ
い
て
は
、
巡
回
入
浴
者

に
よ
る
在
宅
入
浴
を
行
う
、
と
規
定
し

て
い
る
。

施
設
入
浴
は
、
ケ
ァ
セ
ン
タ
i
及
び
特
別
養
護
老
入

ホ
ー

ム
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。
自
宅
と
施
設

の
間

の
送
迎
は
、
寝
台
車
等

で
行
わ

(
1
)

れ

て

い
る

が
、
業

務

は
業

者

に
委

託

さ

れ

て

い
る
。

訪

問

入
浴

は
、

区

を
四

つ
の
地
域

に
分
け
、

民
間

業
者

に
委

託

し

て
行

わ
れ

て

い
る
。

委

託

は
、

シ

ル
バ
ー

マ
ー

ク

の
認

定

を
受

け

た
民

間
業

者

に
、

見
積

を
だ

さ

せ
、

区

の
予
定

単

価

と
併

せ

て
検

討

し
、

価
格

の

一
番

低

い

と

こ
ろ

が
決
定

さ
れ

る

と

の

こ
と

で
あ

る
。

対
象
者

こ
の
事

業

の
対

象

と
な

る
も

の
は
、

S
区

に
住
所

を
有

す

る
、

お

お
む

ね

六

五
歳

以
上

の
高

齢
者

で
、
次

の
各

号

の
要

件

を
備

え

て

い

る
も

の
と
さ

れ

る

(た
だ
し
、
要
件
を
み
た
し
て
い
て
も
区
長
が
入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
と
さ
れ
る
)
。

㈲ 四 ⇔(⇒ ←う

常
時

臥
床
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
状
態
に
あ
る
こ
と
。

医
師

が
入
浴
可
能
と
認
め
た
者
。

家
庭

に
お

い
て
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難

な
も

の
。

老
人
福
祉
施
設

に
入
所

し
て
い
な

い
者
。

病
院
等

に
入
院
し
て
い
な

い
者
。
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表49入 浴サ0ビ スの担い手

人

人

人

人

1

1

2

4

運 転 手

看 護 婦

ヘ ノレノぐ一

計

 

㈱

【入浴会社 ・施設】

在宅入浴

A地 区A

㈱K

㈱K

H㈱

B地 区

C地 区

D地 区

※のみ非常勤

計4人

施設入浴

Uケ ア セ ン ター 障 護 婦 ・人 吟 助 者2人

S 荘 障 護 婦 ・人 介 助 者2人

Fケ ア セ ン タ ー 購 護 婦 ・人 介 助 者2人

Sケ ア セ ン タ ー 障 護婦 ・人
介 助 者2人

資料提供;関 係自治体(固 有名詞は記号化した)

要
件

の

一
つ
に
、
口

の
医
師
が
入
浴
可
能
と
認
め
た
者
が
あ
げ

ら
れ
て

い
る

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
廃
止
す
る
場
合

の
要
件

に

も

一
つ
に

「医
師

が
入
浴
を
不
適
当
と
認
め
た
と
き
」

が
あ
げ
ら
れ
、

S

区
だ
け
で
は
な

い
が
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
の
可
否
を
決
定
す
る
上
で
医

師
の

判
断
が
重
要
な
要
件

の

一
つ
を
な
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

決

定

申
請

に
当
た

っ
て
は
、

入
浴

サ
ー
ビ

ス
の
申
請
書
と
共

に
医
師

の
証
明

　
　

　

書

を
、

区
長

に
提
出

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

医

師

の
診
断

(入
浴
証
明
書

の
作
成
)

に

つ
い
て

は
、

社

団
法

人

S
区
医

師

会

及
び

T
医

師
会

に
委

託

し

て
実

施

す

る

こ
と

と
さ

れ

て

い
る
点
、
後

述

の
Y
市

と
同

様

で

あ

る

(S
区
要
綱
9
)
。

し
た
が

っ
て
、
診

断
書

の
費

用

は
原
則

と

し

て
無
料

で
あ

る

が
、

病

院

の
場

合

は
有
料

と

な
る

(診
断
書
は
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始
状
況

の
変
化
し
た
時
に
も
提
出
が
求
め
ら
れ
る
)
。

身

体

状

況

か
ら

み

て
、

ま

た
家

族

状

況

か

ら
み

て
入
浴

が
必

要

か
ど

う

か
、

ま

た
自

宅

入
浴

か
、

施

設
入

浴

か

の
判
断

は
、
区

の
職

員

が

行
う
。

区

の
担

当

職
員
自

身

の
判

断

並

び

に
医

師

の
判
断

を

総
合

し
、

入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
可

否

を
決

定

し
、

入

浴

サ

ー

ビ

ス
決
定

通
知

書

あ

る

い
は
入

浴

サ
ー
ビ

ス
却
下

通
知

書

に
よ
り
、

こ

れ

を

申
請
者

に

通
知

す

る

(
S
区
の
実
施
細
目
は
、
「区
長
は
要
綱
に
基
づ
き
、
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申
馨

及
び
饗

書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
職
員
を
当
該
老
人
宅
に
派
遣
し
、
実
施
調
査
及
び
説
明
を
行

う
」
「入
浴
マ

ビ
ス
の
決
定
は
・
医
師
の
診
断

及
び
こ
の
璽

の
彙

を
参
照
し
て
餐

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
塞

る
)
。

そ
の
上

で
前
項

の
規
定

に
よ
り
決
定
を
受
け

た
者
を
登
録

す

る
。

S

区

の
実

施
細

目

で
は
、

区

長

は
、
寝

た
き

り
老

人

入
浴

サ
ー

ビ

ス
登

録
者

台

帳
を

常

に
整
備

し

て
お

か

な
け
れ

ば

な
ら

な

い
・

と
さ

れ

て

い
る
。

こ
う

し

た

こ
と
か

ら

み

て
、

登

録
者

全

員

に
対

し
、

た

だ
ち

に
入

浴

サ
ー

ビ

ス
が
適

用

で
き

る

の
か
・

適

用

さ
れ

る
回

数

は

ど

の
程
度
か
、
あ

る
い
は
待
讐

が
い
る
と
し
た
ら
優
先
順
位

は
ど

の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
、
と

い

っ
た
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利

に
関
わ
る
具
体
的
な
事
項
が
、
特

に
要
綱
行
政

の
下

で
は
問
題
に
な

っ
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
こ
よ

う
。
も

っ
と
も
・

S
区

の

場
合
待
機
者

は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
待
機
者

が

い
な

い
の
は
、
施
設
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
場
合
に
は
受
入
体
制
に
限
界

が
あ

る
が
、
巡
回
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
場
合

に
は
業
者
委
託

で
対
応

に
余
裕
が
あ
る
た
め
施
設
入
浴

が
だ
め
で
も
巡
回
入
浴
が
利
用

で
き

る

た
め
と

い
わ
れ

て
い
る
。
要
綱
上
は
、
前
述

の
よ
う
に
施
設
入
浴
が
不
可
能
な
者
だ
け
が
巡
回
入
浴

サ
ー
ビ

ス
を
利
用

で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
巡
回
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
施
設
入
浴
を
補

う
形

で
利
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
φ

入
浴

に
あ
た

っ
て
は
、
入
浴
時

に
介
助

の
で
き
る
近
響

又
は
そ
れ
に
準
ず

る
者

の
付
添

い
を
同
行
す
る
こ
と
・
と
さ
れ
る
・

こ
の
点

は
、
他
市
と
同
様

で
あ
る
が
、

s
区

の
場
合
要
綱
上

「
付
添

い
者

は
、
送
迎
時

の
介
護

表

服

の
着
脱

身

体

の
清
拭

お
よ
び
入
浴
後

の

休
息

の
介
護
を
行

つ
も
の
と
す
る
」

と
規
定

さ
れ
、
他
市

で
は
付
添

い
の
意
味
が
不
明
確
で
あ
る
の
に
対
し
・
明
確
窺

定
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
あ

る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

早

い
場
合

で
二
～
三
週
間
。
遅
い
場
合

に
は
、
さ
ら
に

一
週
間
程
度

を
要
す
る
。
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表50

入浴サービス事業利用申請書 辮
区長 殿 昭和 年 月u

申
請
者

寅,が創 ⑳

1

利用者との続柄

住 所1
「

電 話C7xif1 ()
…

標記事業の利用 を下記のとおり申請します。

利

用

者

家

族

の

状

況

医
療
等
の
状
況

身

体

の

状

態

ふ りがな

氏 名

住 所

期 男・女
・世田谷区

丁 目 番.,tl

氏 名 年 醐 続 柄 職 業
【一一一

」{

一
r一 一申 一酬咽』

生 年
月 日

1?月でfi・ゾ〈11三一ロごi看【1

年 月 日 く 歳 〉

電話番号 ,

,}…な 介 護

者 に('♪
緊 急、連 絡 先

住所

氏名

電話

現在の病名

障害名

け
の
無

っ
師

りか
医

か
の
有

1.自 分で身体 をお こす ことが(1.で きる

2、 座 ってい ることが(1.で きる

3.床 ずれが(1.あ る一具体的 に

4.発 作が(1.あ る謡 ど うい う時 です か

5.失 禁状 態 が(1.あ る一 ど うい う時 です か

6.石 けん を使 用す るとアレルギー症状 が(1.あ る

7.伝 染性 の疾 患(皮 膚病 な ど)が(1.あ る

8.心 臓 疾患 が(1.あ る

9.言 語障害 が(1.あ る

旺

…

蝿
」
申

■
一
」
」

イ

L
L

～
」

ー
」

,
哩

⊥
よ
臥
ウ
一り

福
受

人
当

老
手

2。 で き な い)

で き な い)

2.な い)

2.な い)

な い>

2.な い)

2.な い)

2.な い>

2.な い)

※ その他 、入浴 に際 し注 意すべ きこ とがあ りました らお書 き下 さい。

(
/
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表51

入 浴 サ ー ビ ス 受 付 ・決 定 プ ロ セ ス

高齢者入浴サー ビス 備 考

◎ 受 イ寸

区内5箇 所の福祉事務所

① 「相談受付 」(窓 口 ・電話)

→F相 談者の身体状況等確認」

② 「内容説明 」(※ 案内書利用または口頭)

ア、入浴方法 施設入浴か在宅入浴

イ、回数 月平均2回

ウ、申請方法

③ 「申請書 ・念書」「案内書」交付

→(窓 口または郵送交付)

④卑請書受付、高齢者福祉課へ送付

◎決 定

一

高齢者福祉課

⑤ 申請書 ・念書受理 、
書 ※訪同を省略する人

書類審査1→身体 ・家族状況確認(対 象になるか) 家庭奉仕員等派遣世帯

※必要に応 じて訪問調査 心身障害者

→(身 体状況等の確認を要する世帯}
その他区関係機関で他の

⑥証明書(診 断書)依 頼 サ._..ビ ス を 提 供 し て い て

→医師会所属の医師または家族
身体状況が確認できる人

⑦証明書 匿(診断書)受 理 ・在宅矯か撮膿かの振 り分け 張上記に該 当す る人で 、訪

書類審査2→・入浴の可否 問を必要と認めた場合は行

・移送の可否(寝 台車利用の可否)
う。(例 、高 齢者 の み で

⑧lf串 請者へ決定通知 説明を特に要する人等)

施設または入浴会社へ利用者通知

⑨施設・入浴会社事前訪問

⑩施設 ・入浴会社が入浴実施計画 、事前通知 、実施

271(27ヱ)
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サ
ー
ビ

ス
の
廃
止

要

綱

に
よ

れ
ば

、

区
畏

は
入
浴

サ
ー

ビ

ス
の
廃
止

に

つ
い
て
も
、

広

く

「入

浴

サ
ー

ビ

ス
が

不
適

当

と

認
め
ら

れ

る
と
き
」

は
、

廃

止

を

す

る

こ
と

が

で
き

る
と
定

め
ら

れ

て
お

り
、

S

区
だ

け

で
は
な

い
が
、

区
長

の
裁

量

の
幅

が
大

き

く
、
実

質
的

な
手

続

過
程

の
整

備

が

望
ま

れ

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。
廃

止

に

つ
い

て
、
書

式

に

よ
る
通

知

は

な

さ
れ

な

い
。

サ
ー
ビ

ス
の
全
体
的
な
把
握

施

設
並

び

に
民

間
業

者

か
ら

は
、

表

52

の
よ
う

な
報
告

書

が
提

出

さ

れ
、

そ
れ

に
よ

っ
て
入
浴

の
継
続

・
打

ち

切

り

が
決
定

さ

れ
る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
客

入

浴

日

に

つ
い
て
は

別

に
定

め

る
入
浴

サ
ー

ビ

ス
実
施

計

画
表

に
基

づ
き
実

施

す

る

と
さ

れ

(
S
区
要
綱

5
)
、

入

浴

回
数

に

つ
い

て
は

規

定

さ

れ

て

い
な

い
。

実
際

に

は
、

月

二
回

程

度

実

施
さ

れ

て

い
る
。

日

・
祝

日
等

に

は
、

サ
ー

ビ

ス
は
実

施

さ
れ

な

い
。

費
用
徴
収

入
浴

サ

ー
ビ

ス
利

用
料

、

送

迎
車

料

は
無
料

と

さ

れ

る
。

在宅福祉サービスの法的研究

注
(1
)

送
迎
は
、

施
設
入
浴
を
委
託
す
る
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
が
、

S
区
や
Y
市

の
よ
う
に
別
途
自
動
車
運
送
業
者
に
委
託
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
リ
フ
ト
付
福
祉
タ
ク
シ
ー
と
法
的
課
題
に

つ
い
て
は
、
橋
本
宏
子

「在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
公
的
責
任
」
神
奈
川
法
学
第

一
一
一
巻
第

一
号

二
七
～
四
四
頁
参
照
。
な
お
、
新
聞
の
報
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
東
京
都

で
は
、
社
会
福
祉
法
人

「
S
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
」

の
職
員
と
運

転
手
が
障
害
者
を

セ
ン
タ
ー
か
ら
自
宅
ま
で
リ
フ
ト
付
き
の
ワ
ゴ

ン
車

で
送

っ
た
際
、
操
作
を
誤
ま
り
車
イ
ス
ご
と
路
上
に
転
落
さ
せ
、
三
日
後
に

脳
ざ
傷
で
死
亡
さ
せ
る
と

い
う
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

(2
)

申
請
者
は
、
「入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
も
の
」
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
場
合

の
よ
う
に
、
特

に
世
帯
の
生
計

中
心
者
で
あ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な

い
。
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
無
料

で
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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②

0

区

実
施
方
法

・
実
施
形
態

前

述

の
S
区

が

「寝

た
き

り
老

人

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

」

と

し

て
、

巡

回

入
浴

と
施

設

入
浴

を
実

施

し

て

い
る

の

に
対

し
、

O
区

で
は

「
ね

た
き
り

老

人
巡

回

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

」

と

し

て
、

実
際

上

巡

回
入

浴

サ
ー

ビ

ス
だ

け

が
行

わ
れ

て

い
る

(
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
の
入
浴

は
、
二
施
設
八
人
が
受
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
の
入
浴
は
、
年

二
回
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

時
期
を
外
す
と
利
用
が
難
し
い
こ
と
。

施
設
入
浴
の
場
合
は
送
迎
が
大
変
な
た
め
、
巡
回
入
浴
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
)
。

巡
回

入
浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

「
老

人

の
入

浴

サ
ー

ビ

ス
を

業

と
す

る
も

の
に
委

託
」
し

て
実

施

さ
れ

て
い
る

(0
区
要
綱
4
)
。
ね

た

き
り
老

人

巡
回

入

浴

サ

ー

ビ

ス
実

施
細

目

は
、

業
者

の
要
件

に

つ
い
て
規
定

し

て

い
る

が
、

現
在

は

シ

ル
バ
ー

マ
ー
ク

の
認
定

制
度

が

で
き

た

こ

と
、

全
国

入
浴

事

業

協
会

で
統

一
基
準

を

出

し

て

い
る

こ
と

か
ら
、

そ
れ

ら
を

ク

リ

ア
し

て
い
る
業
者

で
あ

れ
ば

問
題

は
な

い
と

さ
れ

て

い
る
。
実

際

に
は
、

相

見
積

を
と

り
、

一
番

価
格

の
低

い
と

こ
ろ

か
ら

選
択

さ

れ

る

こ
と

に
な

る
よ
う

で
あ

る
。

現

在

は
、
区

内

を

四

つ

の
区

域

に
分
け
、

四

っ
の
民
間
業

者

に
よ

っ
て
担

当
さ

れ

て
い
る
。

形

態

と
し

て

は
随

意

契
約

で
あ

る
が
、

ね

た
き

り
高

齢
者

入

浴

サ
ー

ビ

ス
委

託
契
約

仕

様
書

に
よ

り
具

体
化

さ

れ

て

い
る
。

委

託
契

約
仕

様

書

で
は
、

入

浴

の
実

施

は
、
従

事
者

(看
護
婦
の
資
格
を
有
す
る
も
の

一
名
以
上
、
入
浴
介
助
者

三
名
以
上
)

と
家
族

と

で
行
う

こ
と
、

受

託
者

(民
間
業
者
)

は
、

在

宅

サ

ー

ビ

ス
ガ

イ

ド

ラ
イ

ン

(厚
生
省
通
知
)

を

遵
守

す

る

こ

と
、

受

託
者

の
不
完

全

履

行

に
と

も
な

い
事

故

等

が
発

生

し
、

対

象
者

に
損
害

を

与

え

た
と

き

は
、

す

べ
て
受

託

者

の
負

担

と

す

る
、

受

託
者

は
、

契

約
締

結

後

す

み

や
か

に
請

負
業

者

賠
償

責

任
保

険

及
び

生
産

物
賠

償

責
任

保

険

に
加

入

す

る

こ
と

と
規

定

さ

れ

て

い
る

こ
と

に
注

目

し

て
お
き

た

い

(別
紙
0
区
ね
た
き
り
高
齢
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
委
託
契
約
仕
様
書
参
照
)
。

対
象
者

要

綱
上

巡
回

入

浴

の
対
象

と
な

る
者

は
、

0
区
内

に
居

住

す

る
在

宅

の
六

五
歳

以
上

の
老
人

で
、

次

の
各

号

の
要
件

を

備
え

て

い
る
も
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の
と
さ

れ

る
。

在宅福祉サービスの法的研究

O

常
時
臥
床

の
状
態
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
状
態
が
原
則
と
し
て
三

ヵ
月
以
上
継
続
し

て
い
る
こ
と
。

⇔

入
浴
行
為
が
健
康
上
支
障
を
与
え
な

い
旨
、
医
師

の
助
言

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
。

㊧

入
浴

の
際

に
、
家
族
等

が
立
ち
会

い
、
必
要
な
介
助
作
業

に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

内

本
人

の
前
年
分
の
所
得

(
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
申
請
者
に
つ
い
て
は
、
前
前
年
分
の
所
得
と
す
る
。)
が
別
に
定

め
る
基
準
額
以
下
で
あ

る
こ
と
。

㈲

そ

の
他
、

と
さ

れ

る
。

区
長
が
特

に
必
要
と
認
め
た
場
合
。

常

時

臥
床

の
状

態

又

は

こ
れ

に
準
ず

る
状

態

の
判

断

に
あ

た
り
、

0
区

ね

た
き
り

老

人
巡

回

入
浴

サ
ー

ビ

ス
実

施
細

目

は
、

「
こ
れ

に

準
ず

る
状

態
」
と

は
、
「東

京

都

0
区

老

人
福

祉
手

当
条

例
施

行
規

則

別
表

に
定

め

る
入
浴

の
状

況

に
該

当

す

る
も

の
を

い
う
」
と
定

め

て

い
る
。

S
区

と
比

し
、

0

区

の
場

合
、

医
師

の
診
断

の
比
重

が
低
下

し

(
そ
の
妥
当
性
は
別
と
し
て
)
、

別

の
判

断
基
準

が
重
視

さ
れ

て

い
る

こ
と

が
特

徴

と
し

て
指
摘

で
き

よ

う
。

ま

た
、

0
区

で
は
、

つ
き

そ

い
も

要
件

の
ひ
と

つ
と

さ
れ

て

い
る

こ
と
も
特

徴

と

い
え

よ
う
。

決

定

入
浴

の
可

否

の
実

際

上

の
決

定

は
、

申
請

書

に
添

付

さ

れ

て

い
る

「
巡
回

入

浴

サ
ー

ビ

ス
健

康

調
査
書

」

と
業

者

の
独
自

の
調

査

に
基

づ
き
業

者
自

身

が
行

う

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

医

師

の
診

断
書

の
提

出

は
義

務

づ
け

ら

れ

て

い
な

い
。

つ
ま
り
、

区

は
形

質
的

な
要

件
を

み

た
し

て

い
る

か
ど

う
か

を
判

断

し

た
上

で
、

入

浴

の
可
否

に

つ
い
て

の
最

終
的

な
判

断

は

全
面

的

に
業

者

に
委

ね

て
い
る

と
み

る

こ
と

が

で
き

る

(委
託
契
約
仕
様
書
で
は

「
受
託
者
は
、
新
規

の
ね
た
き
り
高
齢
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
に
対
し
、
業
務
実
施
を
行
う
前
に
個
別
訪
問
し
・

入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
調
査
を
行
い
、
す
み
や
か
に
担
当
課

に
報
告
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
)
。
区

に
申
請

に
き
た
段

階

で
・

要
件

に
合

わ
な
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い
た
め
申
請
書

の
受
理

に
至
ら
な

い
も

の
は
あ
る
が
、
業
者

に
回

っ
た
段
階

で
入
浴

が
拒
否
さ
れ
、
却
下
通
知
書
が
出
さ
れ
る

こ
と
は
ほ

と
ん
ど
無

い
と
い
わ
れ

る
。
常
時
臥
床
が
三

ヵ
月
以
上
継
続
と
な

っ
て
い
る
が
、
施
設
入
浴
が
ほ
と
ん
ど
機
能
し

て
い
な

い
0
区

の
場
合

に
は
、
施
設
入
浴
が
盛

ん
な
他
地
域

に
比

べ
て

「
三

ヵ
月
以
上
常
時
臥
床
の
要
件
」
は
か
な
り
柔
軟

に
理
解
さ
れ

て
い
る
も

の
と
推
察
さ

れ
る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

具
体
的
な
期
間

は
、

明
ら
か

に
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
業
者
委
託

に
よ
る
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
の
区
市

よ
り
迅
速

に
対
応

さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止

一
度
申
請
が
な
さ
れ
る
と
、

通
常
死
亡
す

る
ま

で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
区
側
か
ら
廃
止
通
知
書
が
出

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

無

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
業
者

に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
過
程
を
、
実
施
主
体
で
あ

る
区
が
ど
の
様
に
把
握
す
る
か
が
重
要

に
な

っ
て

く
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

委

託
契
約
仕
様
書

で
は
、
「
受
託
者

は
、
毎
年
七
月

一
日
迄

に
全
利
用
者

の
状
況

カ
ル
テ
を
作
成

し
担
当
課

に
報
告
す
る
こ
と
」

「
入
浴

サ
ー
ビ
ス
実
施
予
定
表
を
実
施

日
の
前
月

二
〇
日
迄

に

担
当
課

に
提
出
す
る
こ
と
」

「
入
浴

サ
ー
ビ

ス
実
施
報
告
書

は
定
期
的

に
担
当
課

へ
提
出
す
る
こ
と
」

「
受
託
者

は
、

巡
回
入
浴

サ
ー
ビ

ス
実
施

に
よ
り
利
用
者

に
か
か
る

福
祉
情
報
を
知
り
得
た
時
は
、
担
当
課

に
密
な

る
惰
報
連
絡
を
し
担

当
課
と
十
分
な
調
整
を
行

い
指
示
を
受
け
る
こ
と
」
等
が
規
定

さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
中

で
、
定
期
的
に
実

行
さ
れ
実
状
把
握

に
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る

「
実
施
報
告
書

(兼
確
認
票
)
」

は
、

S
区
と
同
様
簡
略
な
も

の
で
、
老
人

(278) 27$
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に
対

し
充

分
な

サ
ー

ビ

ス
が
実

施

さ

れ

て
い
る
か
、

老

人

の
状

況

に
変

化

が
あ

る
か
を

こ
れ

だ
け

で
把

握

す

る

こ
と

は
困
難

で
あ

ろ
う
。

実

施

要
綱

で
は
、

巡

回

入

浴

サ

ー

ビ

ス
を
実

施

す

る
要
件

の

一
つ
と
し

て
、

「
入

浴

の
際

に
、
家

族

等

が
立
会

い
・

必
要

な
介

助
作

業

に
あ

た

る

こ
と

が

で
き

る

こ
と
」

を

あ
げ

て

い
る

の

で
、

サ
ー

ビ

ス
の
実

施
過

程

に

つ
い

て
の
苦

情

は
、

家

族

を
通

じ

て
指
摘

さ
れ

る

こ

と
も

一
応

は
考

え
ら
れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

入

浴

サ
!

ビ

ス
の
内
容

は
、
実

施

要

綱

で
は

輔
ア

洗

体
、

洗

髪
、

洗

顔
、

イ

上

記

ア
の
実
施

が
不

適
当

で
あ

っ
た
場
合

の
清

拭
、

ウ

そ

の
他

必
要

な
措
置

及

び
助

言
、

指

導
」

と
簡

単

で
あ

る

が
、

委

託
契
約

仕

様
書

で

は
、

湯

上

が
り

に

つ
い
て
も

「対

象
者

移

動
、

乾

懲

じ

ょ
く
創
処
理
、

北目
部

マ
ッ
掌

ジ
、

髪
乾
燥
等
、

着
衣
、

体
位
肇

症
状
確
認

(全
身
状
韓

体
母

理

脈
拍
等
を
チ

ェ
ツ

ク
)
」
と
な

っ
て

お
り
、

利

用
者

は
入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
提

供

を

ど

の
範

囲

の
も

の
と
理

解

し

て

い
る

の
か

は
、

気

に
な

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

ま

た
、

家
族

の
介
助

事
業

と

は
何

か

を
含

め

て
、

サ
ー

ビ

ス
内
容

を

ど

の
よ

う
な

形

で
告

知

さ
れ

て

い
る
か

は
明

ら
か

で
な

い

(実
施
要

綱
は
、
内
部
規
定
と
解
さ
れ
、
委
託
契
約
書
は
利
用
者
に
は
明
示
さ
れ
な
い
)
。
な

お
、

一
人

ぐ

ら

し
老
人

の
場

合

は
、

家

族

に
代

わ
り

老
人
家

庭

奉
仕

員

等

が
介

助

に
あ

た

る

こ
と

に
な

る

と
説

明

さ

れ

て

い
る
。

入

浴

の
回

数

は
、

月

二
回

(夏
季
の
み
三
回
)
ま

で
と

し
、

年

二
七
回

を
も

っ
て
限

度

と

さ
れ

て

い
る
。

日
祝

日

の

サ
ー

ビ

ス
の
提
供

は
・

事

故

が
あ

っ
た

と
き
報

告

が
あ

っ
て
も

、

行
政

が
対

応

で
き

な

い
と

い
う
理

由

で
実

施

さ
れ

て

い
な

い
。

費
用
徴
収

総

事
業

経

費

は

一
、

八

二

一
万

円

相

当

で
あ

る
が
、

東
京

都

は
国

の
間

接
補

助

を
含

め
事
業

費

の
四

分

の
三

を
負
担

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
て
い
る

が
、

金
額

で
は
平
成

二
年

で
、

二
四

芳

円

が
補

助

さ
れ

て

い
る

に
過

ぎ
ず

、

一
、

五
〇

〇

万

円
相

当

が
区

の
負

撫

と
な

っ
て

い
る
。

0
区

の
場
合
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に

一
、
○
○
○
万
円
の
経
費

が
か
か

っ
て
い
る
が
、
訪

問
入
浴

に
は
従
来
補
助

が
な

さ
れ
て
お

279 (2?9)



表54

0区 ねたきり高齢者入浴サービス委託契約仕様書

委 託 内 容

1

(、)実轟 峯藩 室内一繍 そうを持ち込み紳 者(議 婦の資格をi
有するもの1名 以上i入 浴介助者3名 以上)と 対象者の家族 とで行 う。

(2)入 浴 サー ビス実 施 回数 は,対 象 者1人 につ き月2回(た だ し,夏 期 のみi

月3回)ま で と し,年 間27回 を もって 限度 とす る。 但 し・年度 中途開 始者i

は残月数の入浴回数とす る。

(3)入 浴サービスの内容は,次 に掲げ るものとす る。 …

ア 洗体,洗 髪,洗 顔1

イ アの実施が不適当であった場合 の清拭i

ウ 入浴又 は清拭に関する助言指導 …

エ その他腰 な躯i

(4)入 浴実施 日に利用者の健康状態によって③アの入浴サー ビスが不適当な

ため,清 拭,爪 切 り等及び家族指導を行 った場合は・入浴サービスとみな1

す ものとする。 、

2入 浴の作難 備i
準 備1(1)事前

本人及び家族か らの身体状況聴取(入 浴可否の判断,確 認)1

② 健康のチ ェック1

全身状態,体 温,血 圧,脈 拍等を看護婦がチ ェックする。

③ 特殊浴そう等の入浴装置の居室内搬入及びセ ッ ト,湯 温,湯 量の調節 と

確認

(4>入 浴

脱衣,対 象者移動,入 浴

(本人の状態を確認 しなが ら行 う)1

(5)湯 上 が り1
　

対象 者移動,乾 拭iじ ょ く創処理,背 部 マ ツサ ー ジ,髪 乾燥 等,着 衣,:

体位整え,症 状確認(全 身状態,体 温,血 圧,脈 拍等をチェック)}

⑥ 事 後 処 理;

家族に対す る助言,指 導1

特殊浴そう等入浴装置の搬出1

3従 事者の職務内容i

(1)看 護 婦1

ア 入 浴 サ ー ビス の実 施 日程 表 の作成1

イ 入 浴 日誌 の記録1

ウ 体 温,脈 拍,血 圧等 のチ ェ ッ ク1

(2sa)280
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工 対象高齢者の全身状態の観察

オ 入浴又は清拭に関す る助雷指導

② 入 浴 介 助 者

ア 入浴にかか る準 備作業 と入浴完了後の整理作業

イ 入浴(洗 体,洗 髪,洗 顔,清 拭等)の 介助作業

ウ その他必要な措置

4報 告 事 項

(1)受 託者は,新 規のねたきり高齢者入浴サービス対象者に対 し,業 務実施

を行 う前 に個別訪問 し,入 浴サービスに必要な調査 を行い,す みやかに担

当課に報告す ること。

② 受託者 は,毎 年7月1日 迄に全利用者の状況 カルテを作成 し担当課に報

告すること。

(3)入 浴サービス実施予定表(別 紙1)を 実施月の前月20日 迄 に担当課に提

出すること。

(4)受 託者は,常 に対象者の安全の確保 と事故防止に十分意を用い,万 一不

測事態が生 じたときは,す みやかに担当課に報告 し指示を受 けること。

(5)受 託者は,入 浴サービスにかかる記録等を整備 し担当課か ら報告を求め

られた場合 は,す みやかに提 出す ること。

(6)入 浴サ0ビ ス実施報告書(別 紙1)は 定期的に(毎 月又は必要な場合は

随時)担 当課へ提出す ること。

5遵 守 事 項

(1)受 託者はf巡 回入浴サービス実施によ り知 り得た秘密を他に漏 らさない

こと。

② 受託者は,巡 回入浴サービス実施によ り利用者にかか る福祉情報を知 り

得た時は,担 当課に密な る情報連絡を し担 当課と十分 な調整を行い指示を

受 けること。

(3)在 宅サービスガイ ドライン(昭 和63年9月16日 老福第27号 社更第187号

厚生大臣官房老人保健福祉部長,厚 生省社会局長連名)は 遵守す ること。

6そ の 他

(1)受 託者の不完全履行にともない事故等が発生 し,対 象者に損害を与えた

ときは,す べて受託者の負担 とする。

② 受託者は,契 約締結後すみやか に請負業者賠償貴任保険及び生産物賠償

責任保険に加入す ること。

㈲ 入浴事業に使用する自動車の運行,駐 車については,関 係者の了解を得

る等十分配慮 すること。

(4)シ ルバーマーク制度については,そ の適用を受けること。

(5)こ の仕様書にない事項 は,担 当課の指示を受 けること。

281(281)



ら

ず

平
成

二
年

度

か
ら
暫

く

一
、
○

○

○

万
円

の
補

助

が
な

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た

に
過

ぎ

な

い
。

0
区

で
は
、

平
成

元

年

に
従

来

設
け

ら

れ

て

い
た
本

人

の
所

得
制

限

が
な

く
な

っ
た

た
め
、

巡
回

入

浴
派
遣

件

数

は
、

六
、

四
〇

四
件

(約
二
六

四
人
)
か

ら
、

平
成

二
年

は
、

一
気

に
八
、

○

〇

五
件

(約
三
三
三
人
)
に
増
加

し

て

い
る
。

利

用

者

が
増

え

て
も

、
業

者

が
仕
事

を

調
整

し

た
り
、

従
業

員

を

増

や
す

こ
と

で
対

応

し

て

い
る

の
で
待

機
者

が
出

る

こ
と

は
ま
ず

無

い
と

い
わ
れ

る
。

費

用

は
無

料

で
あ

る
。
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注
(
1
)

申
請

に
あ
た

っ
て

の
医
師

の
助

言
、
「
診
断
書

」

の
提
出

等
と
個
別

の
入
浴

サ
ー

ビ

ス
実
施

の
際

の
看
護
婦

・
保

健
婦
等

に
よ
る
入
浴
可
否

の
決

定
、
実

施

の
介
助

は
、
入

浴

サ
ー
ビ

ス
事
故

に
お
け

る
責

任

の
所
在

と
も
関
連

し
、
検
討
を
要

す

る
。
前
掲
橋
本

「
在
宅

サ
ー
ビ

ス
と
公
的
責

任
」

六
七
頁
。

③

M

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

M
市

で
は
、

東
京

都

の
高

齢

者

在
宅

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
ー

事
業

を

受

け

て
、

「
M
市

在

宅

老

人

ケ

ァ

事
業

規

則
」

(以
下
M
市
規
則
と

い

う
)
並

び

に

「
M
市

在

宅
老

人

ケ

ァ
事
業

実

施

要

綱
」

(以
下
M
市
要
綱
と
い
う
)
を
定

め

て

い
る
。

事

業
規

則
第

二
条

二

は
、

通
所

事
業

の

一
環

と

し

て
入
浴

サ
ー

ビ

ス

(他
の
自
治
体

に
お
け
る
施
設
入
浴
に
当
た
る
)

に

つ
い
て
規

定

し
、

ま

た
同

三
は
訪

問
事

業

と

し

て
訪

問

入
浴

(
1

)

サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。

い
ず
れ

の
事
業
も
、
社
会
福
祉
法
人
立
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
委

託
さ
れ
て
い
る
。

対
象
者

通
所
事
業

に
よ
る
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
者

は
、

M
市
要
綱
別
表
に
、

O
市
内

に
居
住
す
る
お
お
む
ね
六
五
歳

以
上

の
在
宅
寝
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た

き
り
老

人
等

で
在

宅

で
入

浴
す

る

こ
と
が
困

難

で
あ

る
者

、

⇔
利

用

者

の
意

思

が
確

認

で
き
、

か

つ
、

付
添

い
者

が
同
行

で
き

る

こ
と
、

と

あ

る
。

ま

た
、
訪

問

入

浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

O
通
所

入
浴

サ
ー

ビ

ス
の
申
請

者

で
あ

る

こ
と
、

⇔

身
体

的

事
情

等

で
施

設
入

浴

が
困

難

で

あ

る
者

。

又

は
自

宅

の
浴
槽

で
介
助

入

浴

が

可
能

で
あ

る
者
、

G⇒
利

用
者

の
意

思

が
確

認

で
き
、

か

っ
、

介
護

者

が
付

添

い
で
き

る

こ
と
、

と
規
定

さ
れ

て
い
る

(
M
市
規
則
第

三
条
、
M
市
要
綱
第
三
条
参
照
)
。

決

定

事

業

を
利

用

す

る
者

は
、

市

長

の
承

認

を
受

け

な
け

れ
ば

な

ら

な

い

(市
長
は
す
で
に
利
用
者
が
定
員
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
利
用
の
承
認

を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
M
市
規
則
第
四
条
2
)
。
た

だ

し
、
第

二
条
第

二
号

イ

に
規

定

す

る
事
業

(給
食
サ
ー
ビ

ス
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー

ト

ス
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
機
能
回
復
訓
練
)
に

つ
い
て
は
、

施
設

の
長

に
申
請

し
、

そ

の
承

認

を
受

け

な
け

れ
ば

な

ら

な

い

(
M
市
規
則
第

四
条
)
、

と

さ
れ

て

い
る
。

申

請
書

は
、

在

宅

老

人

ケ

ア
事
業

に
共

通

し

て

い
る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

決
定

の
実

務
者

は
、

高

齢

福

祉
課

の
担

当

者

で
あ

る
。

申
請

か

ら
実

施

ま

で
に

は
、

お

よ

そ

一
ヵ
月

く
ら

い
か
か

る
。
利

用

者

の
主

治

医

か
ら

の
意

見
書

を
提

出

し

て
も

ら

う

た
め
時

間

を
要

す

る

の
も

理
由

の
ひ

と

つ
で
あ

る
。

ま

た
、

調

査

は
、

市

の
高

齢
福

祉

課

の
担

当

者

が
他

の
制
度

の
利

用

の
可
能

性

な

ど
を
含

め

た
検

討

を
行

う
他

、

委

託
施

設

側

の
看

護
婦

に
よ

っ
て
主

に
医

療

的

な
面

で
の
調

査

が
実

施

さ
れ

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

た
め
、

担

当
職

員
数

の
少

な

い

こ
と
も

関
係

し

て
調

査

に
手

間

取

る

と

の
こ

と
で
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
変
更

・
廃
止

サ
ー

ビ

ス
を

変
更

す

る

さ

い
は
、
在

宅

老

人

ケ

ア
事

業

変

更
届

を
提
出

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

が
、

実

際

に
は

サ
ー

ビ

ス
の
変

更
を

行

う

こ
と
は
あ

ま
り

な

い
と
さ

れ

る
。

サ
ー

ビ

ス
の
廃

止

は
、
利

用
者

の
死

亡

、
長

期

入
院

や
老

人

ホ
ー

ム
入
所

等

の
場

合

に
な
さ

れ

る
。

こ
れ

に
対

し
、

行

政
側

か

ら
廃

止

(283)283



す

る

こ
と

は
少

な

い
と

さ
れ

る
。
利

用
者

が
、

長

期

に
利

用

で
き

な

い
よ
う

な
状

態

に
な

っ
て
も
、

気

楽

に
相

談

で
き

る
機
関

と

し

て
、

登

録
者

と

の
関

わ
り

を
維

持

し

て

い
く

た
め
、

あ

え

て
廃

止

の
手
続

は

と
ら

な

い
と
説

明

さ

れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

市

は
毎
月

委

託
先

か

ら
提

出

さ
れ

る
報

告
書

等

に
よ

っ
て
高

齢
者

の
実
状

を
把

握
す

る

こ
と

に
な

る
。

緊
急

な
判
断

を
要

す

る
場
合

は
、

電

話

や
施

設

の
担

当
者

が
市
側

に
直

接

出
向

き
報

告

を

受
け

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

実

施
す

る

ケ

ァ
事
業

は
、

次

の
と

お

り
と
す

る

(規
則
第
二
条
)
。

一

基
本

事
業

(デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
)

イ
、

生

活
指

導

、
相

談

、

趣
味

い
き

が

い
活

動

ロ
、

健

康

増
進
、

健

康

チ

ェ
ッ
ク

ハ
、

日
常

動

作
訓

練

二
、

養

護

ホ
、

家

族

介

護
者

教

室

へ
、

送

迎

二

通
所

事

業

イ
、
給

食

サ

ー
ビ

ス

ロ
、

入
浴

サ
!

ビ

ス

ハ
、

シ

ョ
ー

ト

ス
テ

ィ
サ
ー

ビ

ス

ニ
、

機

能

回
復

訓
練

三

訪

問
事

業

イ
、

訪

問

入

浴

サ
ー

ビ

ス

ロ
、

訪

問

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

と
さ

れ

て

い
る
。

利
用

回
数

は
、

一
ヵ
月

に

一
回

か
ら
、

三
回
く

ら

い
で
あ

る
が
、
時

期

的

に
異

な
る

こ
と
も
あ

る
。

利

用

日

の
体

調

が
す

ぐ
れ
ず

、

二
、

三

ヵ
月

く
ら

い
入
浴

サ
ー

ビ

ス
を
受
け

ら

れ

な

い
登

録
者

も

ま

ま
あ

り
、
利

用

可

能

な
者

の
入

浴

の
機
会

が
増

え

る

こ
と

に
も

な

る
。

費
用
徴
収

2$4(284)



M
市
要
綱
別
表

に
よ
れ
ば
、
両
事
業

の
入
浴

サ
ー
ビ
ス
は
共

に

一
回
五
〇
〇
円
と
さ
れ
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
・

無
料
と
さ
れ

て
い
る
。

利

用
者
は
、

承
認
後

に
利
用
券

を
購
入
す
る
方
法
を
と

っ
て
い
る

(
M
市
規
則
第
五
条
三
、
M
市
要
綱
第
三
条
参
照
)
。

注
(
1
)

委
託
関
係
は
、
規
則
並
び
に
要
綱
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

在宅福祉サービスの法的研究

二

神
奈
川
県
下
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

ω

政
令
都
市
の
場
合

①

Y

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

Y
市
は
、

「
Y
市

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
掌

ビ

ス
実
施
要
綱
」
(垂

独
事
叢

下
Y
褒

綱
と
い
2

に
基

づ
き
剃
黙
を
実
施
し

て
い

る
・

事
業

は
、

、
嚢

入
浴

栽

用
者

を
、
寝
台
車
両
等

で
送
迎
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
内

に
あ
る
特
裂

護
老
人

ホ
去

に
お

い
て
入
浴

の
機
会
を
提
供
す

る
、
あ

る
い
は
、

b
訪
問
入
浴

ー
移
動
入
浴
車

に
よ
り
利
用
者
宅
を
訪
問
し
・
入
浴

の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
・

に
よ

っ
て
嘉

さ
れ

て
い
る

(
三
条
警

・)
。

b
訪
問
入
浴
は
、
(財
)
Y
市

ホ
去

ヘ
ル
プ
協
会
が
委
託

す
る
響

等

に
よ
り
・
ま
た

a
嚢

入

浴
は
、

Y
市

か
ら
委
託
を
受
け
た
市
内

の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
全
施
設
で
行
わ
れ
る
。
訪

問
入
浴
は
・
看
護
塑

名
・
介
護
者

二
名

運
転
手

一
名
、

面

四
名

が
チ
去

と
な

っ
て
実
施
さ
れ
る
。
な
お
、
施
設
入
浴

の
た
め

の
移
送
は
・
寝
台
車
両
等
を
保
有
す

る
市
内

の

移
送
業
者

に
委

託
さ
れ

て
い
る
。
移
送
だ
け
が
別
途
業
者

に
委
託
さ
れ

て
い
る
の
は
移
送

に
消
極
的
な
嚢

が
あ
る
た
め
と
い
わ
れ
馨
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移
送
料

は
、
無
料

で
あ

る
。

対
象
者

事
業

の
利
用
者

は
、
市
内

に
在
住
す
る
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
で
、

e
常
時

臥
床
又
は

こ
れ
に
準
ず

る
状
態

で
あ

っ

て
、
家
庭

で
の
入
浴
が
困
難
な
も

の
、
⇔
医
師

が
入
浴
可
能
と
認
め
た
者
、
⇔
施
設
等

に
入
所
又

は
入
院
し
て
い
な
い
者
、
四
家
族
等
付

添
者

の
得
ら
れ
る
者
と
さ
れ
て

い
る

(
Y
市
要
綱
第
六
条
)
が
、

こ
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
入
浴
希
望
者

に
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認

め
る

と
き
は
・
福
祉
事
務
所
長
は
、

こ
れ
を
利
用
者

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
定
め
ら
れ

て
い
る

(
Y
市
要
綱
第
六
条
二
項
)。

後

述
す
る
他
市
と
比
較
し
・
福
祉
事
務
所
長

の
裁
量
の
余
地
は
大
き

い
と

い
え
よ
う
ゆ

ま
た
そ
れ
だ
け
、
形
式
的

に
は
福
祉
事
務
所
長

に
あ
る
と
さ
れ
る
入
浴

サ
ー
ビ
ス
利
用

の
決
定
手
続
が
、
重
要
と
な

っ
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
。

286Czss)

決

定

入
浴
を
希
望
す

る
者

は
、

入
浴

サ
ー
ビ
ス
申
請
書
を
、
利
用
者
の
住
所
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
長

に
医
師

の
意
見
書

を
添
え
て
申
し

込
む
も

の
と
さ
れ
る

(
Y
市
要
綱
第
六
条
)。

誓
約
書

の
提
出

は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

入
浴

マ

ビ

ス
申
請
圭
露
に
は
、
医
師

の
意
見
書
、
状

況
璽

圓
の
添
付
が
求

め
鮪

る
。
医

師

の
意
見
書

に

つ
い
て
は
、
三

ヵ
月

毎
に
実
施
施
設

(訪
問
入
浴
の
場
合
は
実
施
事
業
者
等
)
あ

て
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
ま

た
入

浴

サ
ー
ビ
ス
事
業

に
お
い
て
は
、

そ
の
利
用
に
当

た

っ
て
介
助

の
で
き
る
家
族
が
常
に
付
き
添
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
も

ふ

(
5

)

 き
た
と
お
り

で
あ
る
。

入
浴

サ
ー
ビ

ス
の
申
込
を
受
け
た
福
祉
事
務
所
長

は
、

入
浴

の
可
否
、
方
法
、
負
担

の
有
無
な
ど
を
決
定
す

る
。
利
用
を
決
定

し
た
と

き
は
・
施
設
入
浴
は
入
浴
実
施
施
設
長

に
、
訪
問
入
浴
は
、
(財
)
Y
市

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ
協
会
理
事
長

に
入
浴

サ
ー
ビ
ス
開
始
依
頼
書

を
、

医
師

の
意
見
書
、
状
況
調
書

(表
56
)
添
付

の
う
え
依
頼
す
る
。



在宅福祉サー ビスの法的研究

嚢

入
浴
隻

覆

頼
を
受
け

た
施
設
長
は
、
護

対
馨

の
医
師

の
意
暴

、
状
況
響

簿

よ
り
利
用
希
署

の
状
況
を
把
握

し

た
上
登
録
し
、
受
諾
書
を
福
祉
事
務
所
長
あ
て
送
付
す
る
と
と
も
に
、
入
浴

掌

ビ
糞

施
通
知
書

に
よ
り
申
込
者
宛
利
用
の
決
定
通
知

を
発
送

す
る

(利
用
曳

胴
者

へ
の
決
定
通
知
が
福
祉
霧

所
長
か
ら
で
は
な
く
施
嚢

か
ら
で
あ
る
こ

と
に
慧

し
た
い
)
・

ま
た
・
嚢

長
は
入
浴

サ
ー
ビ
ス
利
用
台
帳
を
用

い
て
実
施
計
画
を
毎
月
作
成
す
る
。

2

福
祉
霧

所
長
か
・わ
訪
問
入
浴
の
実
施
依
頼
を
受
け
た
Y
市

ホ
去

ヘ
ル
プ
協
会

の
理
事
長
は
・
利
用
者

の
状
況
等
を
登
録
し
当

該
区
域
を
担
当
す

る
指
定
業
者
等
あ

て
指
示
書
を
作
成

し
医
師

の
贅

書

(写
)
、
状
況
調
書

(写
)
を
添
付
送
付

し
実
施
の
謬

を
行

っ
た

上
、
受
諾
通
知
書
を
福
祉
事
務
所
長
あ
て
送
付
す

る

(Y
市
要
綱
八
条
)
。

(注
)

前
述
の
ホ

つ
に
訪
問
入
浴
は

(財
)
Y
市
†

ム
ヘ
ル
プ
曇

が
委
託
す
る
業
者
簿

よ

っ
て
行
わ
れ

る
・
福
祉
霧

所
長
は
・
訪
問
入
浴
を
・

Y
市
↑

ム

ヘ
ル
プ
協
会
理
事
長
援

頼
し
、
理
事
長
は
、
委
託
し
て
い
る
指
定
萎

宛
・
指
示
書

を
作
成
す
る
と
い
いつ
構
造
が
と
ら
れ
て
い
る
・

申
講
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

サ
ー

ビ

ス
の
申

請

が
あ

る
と
、
速

や
か

に
実

施

の
手
続

が

と
ら
れ

る
と

さ
れ

て

い
る
。

供

給

に

は
比
較

的
余

裕

が

あ

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。サ

ー
ビ

ス
の
変
更

・
廃
止

本

人

の
事
情

に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
行
政
側
か
ら
廃
止
の
手
続

を
と
る

こ
と
は
少

な
い
・
廃
止
依
馨

を
本
人
か

ら
だ
し
て
も

ら

っ
て

い
る
。

サ
ー
ビ

ス
全
体
的
な
把
握

実
施
籍

で
は
、

利
用

の
変
更

(ω
墓

区
分
の
変
更
、
②
福
祉
事
務
所
管
内
転
居
、
③
方
法
の
変
更
)
・

利
用

の
休
止

と
も
利
用
者
か
ら

の

申
請

に
よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
医
師

の
意
見
書

は
、

三

ヵ
月
ご

と
箋

施
嚢

(訪
問
入
浴

の
馨

は
実
嚢

者
等
)
あ
て
に
提
出

(287)287



表55

ね たき り老 人等入浴 サ ー ビス申請書く新 規 ・変 更)

福祉事務所長 様

平成 年 月

住所

日

氏名申込 者 ㊥

続柄

TEL

ねたきり老人等入浴サービス実施要綱に基づ き、次のとおり申請 します。

F

入浴希望

対 象 者

住

所

現住所
畳
IJ

C)

変更後

T

E
I,

C
l

フ リガ ナ

男 ・女 明 ・大 ・昭 年 月 日生()歳
氏 名

入浴の

方法別

1.施 設 入 浴 → 移送希

望方法

1.寝 台 車(車 椅 子 ・ベ ッ ド)

2.ハ イ ヤ ー 等

3.自 家 用 車2.訪 問 入 浴

付 添 い

責 任 者

住

所
区 町

電

話
C)

氏

名

學
女 歳

続

柄
阯

新 規

申 請

理 由

1.入 浴 の介助者が え られない

2.家 庭風 呂では入浴が困難

3.そ の他 〔 〕

変更

申請

理由

1.負 担区分 の変更

2.区 内転居

3.実 施方 法の変更

家

族

の

状

況

フ リ カ ナ 利用者と
の

続 柄

生年月日
(年 齢)

性 別 職 業
前年の所得税
課 税 額

備 考
氏 名

〒-

(288)288
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(表55つ づ き)

整 理番 号

起 案

決 裁

開

決 始

定

内

容

2.

1ね駁 身)

ねたき姥 入等入浴サービス 難 決定額 繍

平成 年

平 成 年

あ て 通 知 し て よ ろ し い か 。

X11

(?}

(1)

砺

璽 理ll1

(3)

次 の 理 由 に よ り却 下 し ま す 。

〔 理由 ・

月 日
福祉事務

所 長
福祉課長

福祉援護

係 長

月 日

担 当 者

者込申はえ㌻つの裁決
へおな}

。功いろよてし定決始
更

開
変

りおとの次

　すまし定決
始
更

開
変

りおとの次L

実 施 方 法 ア 、施 設 入 浴 イ 、訪 問 入 浴

負 担 区 分

実 施 方 法

A-一 旧 巨一 一一 響一一___

ア 、 負 担 あ り イ 、 負 担 な し

ア 、 施 設_一 一一一一一一__.一一一一一r訪 問

イ・訪 問一 一 舶 副
剛

負 担 区 分

11=〕

住 所 変 更

」

ア 、 負 担 あ り 一 一一一 一 ゆ 負 損 な し

イ・鯉 なし … …… 〉鰯 あ円

(旧)一 「

・噺)コ

〕
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書

56

調

表

況状

対象老

氏 名

所

間

入

期

月

月

年

年

成

成

平

平

日か ら

日まで

現在の生活状況(本 人の生活状況,介 護状況等)

その他参考事項(本 人 の意向,生 活歴等)

(290)290



在宅福祉サービスの法的研究

す

る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る

こ
と
、
特

に
訪
問
入
浴
は
、

Y
市

ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
協
会

か
ら
の
委

託
の
形
態
を
と

っ
て
い
る
こ
と

(前
述
実
施
方

法
の
項
参
照
)
か
ら
み
て
、
実
施
主
体

で
あ
る
Y
市
が
、
利
用
者

の
状
況

を
主
体
的

に
把
握
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。サ

ー
ビ
ス
の
内
容

入
浴

の
回
数
は
、
月

二
回
平
均

で
あ
る
。

日

・
祭

日
な
ど
は
実
施
さ
れ
て

い
な

い
。

費
用
徴
収

入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額

は
、

Y
市
要

綱
別
表

に
規
定

さ
れ

て
い
る
。
利
用
者
負
担
額

は
利
用

の
都
度
、
実
施
施
設
、
ま
た
は

指
定
業
者

に
支
払
う
も

の
と
さ
れ
る

(
Y
市
要
綱

一
七
条
)
。

福
祉
事
務
所
長

は
、
㎜Y
市
要
綱

一
六
条

二
項

に
該
当
す
る
場
合
に
は
生
計
中

心
者

の
前
年
所
得
税
課
税
世
帯

に
対

す
る
利
用
者
負
担
額
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、

そ
の
中

に
は
、
㊨
そ
の
他
、
社
会
的
理

由
に
よ
り
生
活
状
況

が
著

し
く
低
下
し
た
場
合
も
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
と
お
り
適
用
す

る
と
す
れ
ば
、
福
祉
事
務
所
長

の
裁
量
は
大

き

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
減
免
決
定
に

つ
い
て
も
、
特

別
な
手
続

は
設
け
ら
れ
て

い
な

い
こ
と
は
大
多
数

の
他
市

と
同
様

で
あ
る
。

注
(
1
)

こ
の
他
に
、

Y
市
は
、

国
の
在
宅
老
人
デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱
を
受
け
て
、

Y
市
在
宅
老
人
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

実
施
要
綱
に
よ
れ
ば
、
対
象
者
は
、
市
内
に
在
住
す
る
お
お
む
ね
六
五
才
以
上
の
者

で
、
身
体
が
虚
弱
等
の
た
め
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ

る
者

(
4
)
と
さ
れ
、
こ
ち
ら
の
事
業

の
方
が
、

よ
り
軽
度
な
高
齢
老
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
業
は
、

Y
市
か
ら
社
会
福
祉
法
人

に
委
託
し
て
実
施
さ
れ
る
。

事
業
内
容
は
、
O
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
他
、
⇔
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
⇔
生
活
指
導
等

と
さ
れ
て
い
る

(
5
)
。

職
員
の
配
置
に
も
実
施
要
綱
上
規
定
が
あ
り
、
要
綱
で
規
定
さ
れ
た
以
外
の
職
員
配
置
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
市
に
事
前
協
議
す
る
も

の
と
す
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る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

利
用
回
数
は
原
則
と
し
て
、

一
人
に

つ
き
週

一
～
二
回
と
さ
れ
る

(送
迎
と

の
関
係
で
み
る
と
、
入
浴

サ
ー
ビ
ス
は
、
送
迎
の
手
順
に
規
制
さ
れ

て
高
齢
老
側
の
要
求
ど
お
り
に
な
り
に
く
い
分
野
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
)
。

利
用
の
手
続
は
、

直
接
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
書
を
実
施
施
設
に
提
出
す
る
。

施
設
は

「
申
込
書
」
に
基
づ
き

家
族

へ
の

実
態
調
査
を
行

い
、
利
用
者
を
選
定
し
、
不
承
認
と
す
る
者
に

つ
い
て
は
不
承
認
書
に
よ
り
、
実
施
施
設
あ

て
通
知
す
る
。
施
設
は

「
不
承
認
書
」
に
よ
る
通
知
が

な
い
者
に
は
決
定
通
知
書
を
出

し
、
選
定
外
と
し
た
者
の
う
ち

「
不
承
認
書
」
に
よ
る
通
知
が
あ

っ
た
者

に
つ
い
て
は
、
利
用
の
可
否
を
再
検
討
の

上
そ
の
結
果
を

Y
市
長
に
報
告
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
手
続
過
程
や
、
決
定
に
お
け
る
専
門
性
を
考
え
る
上

で
興
味
深

い
。
大
山
正

『
老
人
福
祉
法
の
解
説
』
九
九
頁
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
事
業
を
営
む
も
の

へ
の
委
託
が
認
め
ら
れ
る
場
合

で
あ

っ
て
も
、
事
業

の
決

定
の
委
託
は
認
め
ら
れ
な
い
も

の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
承
認

・
不
承
認
の
通
知
が
形
式
的
に
は
市
長
か
ら
出
さ
れ
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
実
施
主
体
が
決
定
権
を
持
た
ざ
る
を
得
な

い
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

在
宅
老
人
デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
運
営
に
当
た

っ
て
は
、
地
域
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
総
合
調
整
チ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

実
情
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
申
込
に
当
た

っ
て
は
、
医
師
の
証
明
書

は
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
Y
市
は
、
神
奈
川
県
の
補
助
事
業

で
あ
る
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
無
関
係

で
あ
る
。

(
2
)

市
が
直
接
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
が
委
託
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

市
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
協

会
に
ね
た
き
り
老
入
等
入
浴
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
委
託
し
て
い
る
。
協
会
は
、
市
の
委
託
に
基
づ
き
事
業
を
さ
ら
に
民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

(
3
)

M
市

で
は
、

移
送
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
委
託
さ
れ
、
施
設

の
車
で
、

し
か
も
入
浴
を
担
当
す
る
職
員
が
同
乗
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ

て
い
る
。
移
送
の
殺
階
か
ら
入
浴

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
、
ま
た
、
入
浴
す
る
老
人
の
精
神
的
安
定
を
考
慮
し
て
の
こ
と

で
あ
る
。
M

市
の
や
り
方
は
、
Y
市
や
S
区
と
は
異
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

(
4
)

こ
う
し
た
意
見
書
や
診
断
書

に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
と
同
時

に
、

経
費
面
や
老
人

の
労
力
の
面
で
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

Y
市
で
は
、
前
述

の
S
区
と
同
様

「
こ
の
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
…
…
」

と
し
て
、
横
浜
市
医
師
会
に
医
師
の
意
見
書
業
務
が
委
託
さ
れ
て

い
る

(
Y
市
要
綱
九
条
)
。
意
見
書
料
は
公
費
負
担
と
さ
れ
る

(
Y
市
要
綱

一
五
条
)
。
医
師
は
入
浴
希
望
対
象
者

の
健
康
状
態
及
び
移
送
に
関
す
る

所
見
を
行
う

(事
務
取
扱
要
綱
8
)
。

(5
)

家
族

の
役
割
の
範
囲
と
、

そ
の
目
的
に

つ
い
て
は
、

明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
点
が
少
な
く
な
い

(前
掲
橋
本

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
公
的
責
任
神

292(292)



奈
川
法
学
第

}
=

巻
第

一
号
六
九
頁
参
照
)
。
Y
市

の
場
合
、

K
市
と
同
様
、
家
族

の
役
割
は
、
介
助
作
業

へ
の
協
力
を
主
と
す
る
形
で
規
定
さ
れ
、

比
較
的
明
確

で
は
あ
る
。
ま
た
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
家
族
の
介
助
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

一
人
ぐ
ら
し
老
人
の
利
用
は
難
し
く
な
る
。

も

っ
と
も
、
実
施
要
綱
五
条

二
項

「
福
祉
事
務
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
入
浴
希
望
者
に
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

れ
を
利
用
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
を
、
適
用
す
る
こ
と
は
解
釈
上
は
可
能
と
考
え
る
。
前
提
と
し
て
我
が
国
で
は
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
の

一
人
ぐ
ら
し
が
、
そ
も
そ
も
不
可
能

で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

在宅福祉サービスの法的研究

②

K

市

実
施
方
法

・
案
施
形
態

Y
市

と
同

様
、

政
令

都

市

で
あ

る

K
市

の
場

合

も
、

ね

た
き

り
老

人

入
浴

援

護
事

業

は
、

市

単

独
事

業

と

し

て
施

設

入
浴

と
巡

回
入

浴

サ

ー

ビ

ス
が
実

施

さ

れ

て

い
る
。

K
市

は
、

施

設

入
浴

サ

ー

ビ

ス
に

つ
い

て
は
、

社

会

福
祉

法

人

に
、

巡
回

入

浴

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い
て

は
、

民
間

業

者

に
事
業

の
実

施

を

委

託

し

て

い
る
。

施

設

入
浴

サ

ー

ビ

ス
は
、
対

象
者

を
入
浴

サ
ー

ビ

ス
カ

ー

に
よ
り
自

宅

か
ら

施

設
ま

で
移

送

し
、

施

設
内

の
特

殊

浴
槽

を
利

用

す

る

こ
と

に

よ
り
実

施

さ

れ
、

巡

回

入
浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

入
浴

機

器

を
積

ん
だ

巡
回

入

浴
車

が
対

象
者

の
自

宅

を
巡
回

し
浴
槽

を

室
内

に
搬

入

す

る

こ
と

に

よ
り
実

施

さ

れ

る

(
K
市
実
施
要
綱
第

五
条
以
下
K
市
要
綱
と

い
う
)
。

ま

た
、

先

の
事
業

と

は
別

に
、

国

の
在
宅

老

人

デ

ィ

・
サ

1

ビ

ス
事

業

要
綱

を
受

け

て
、

K
市

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

が
実
施

さ

れ

て

お
り
、

同

事

業

の

一
環

と
し

て
、

別

に
通
所

事
業

と

し

て
の
入

浴

サ

ー

ビ

ス
が
実

施

さ

れ

て

い
る
。

国

は
、

在
宅

老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

事

業

と

し

て

の
訪

問
事

業

の
実

施

を
指

導

し

て

い
る

が
、

K
市

で
は
し
ば

ら
く

は
行

わ
れ

な

い
と

の

こ
と

で
あ

る
。

K
市

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事
業

の
実

施
主

体

及
び

運
営

主
体

は

K
市

で
あ

る
が
、

運

営

に

つ
い

て
は
、

老

人

ホ
ー

ム
を
経

営
す

る
社

会
福

祉

法

人

に
委

託

さ

れ

て

い
る
。
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対
象
者

要
綱
に
お

い
て
、

ね
た
き
り
老
人
入
浴
援
護
事
業

の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
者

は
、
市
内

に
居
住
す
る
概

ね
六

五
歳
以
上

の
在
宅
ね
た
き

り
老
人

で
、
次

の
各
号

に
該
当
す
る
も

の
と
さ
れ
る
。

O

施
設
入
浴

サ
ー

ビ
ス

ア

福

祉
事
務
所

の
ね
た
き
り
老
人
台
帳

に
登
載
さ
れ

て
い
る
者
。

イ

家
庭

で
の
入
浴
が
困
難
な
者
。

ウ
医
師

が
入
浴
可
能

と
認
め
た
者
。

⇔

巡
回
入
浴
サ
ー
ビ

ス

ア

施
設
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
各
号

に
該
当
す
る
者
。

イ

長
期

に
わ
た
る
ね
た
き
り
状
態

の
た
め
心
身

の
衰
弱
が
激

し
く
施
設

へ
の
移
動

が
極
め
て
困
難
な
者
。

デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
対
象
者

は
、
市
内

に
居
住
す
る
、
概

ね
六
五
歳
以
上

の
者

で
あ
り
、
身
体
が
虚
弱

の
た
め
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障

の
あ
る
者
等
と
す
る

(
K
市
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱
第
四
条
参
照
)
。

決

定

事
業

の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
対
象
者

の
家
族
又
は
、
介
護
者

(以
下

「
申
込
者
」
と
い
う
。)
が
対
象
者

の
居
住
地
を
管
轄

す
る
福
祉
事
務
所
長

に
申
し
込
む
。

こ
の
事
業

の
適
用
を
受
け
る
要
件

の

一
つ
と
し

て
、

「医
師
が
入
浴
可
能
と
認
め
た
者
」

が
あ
げ
ら

れ

て
い
る
た
め
、
実
務

で
は
健
康
診
断
書

の
提
出
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
次
回
以
降
入
浴

の
場
合
も

「
申
込
者

は
対
象
者

の
入
浴
証
明
書

を
福

祉
事
務
所

長

へ
提
出
し
、

入
浴
可
否

の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
K
市
要
綱
第
九
条
)
と
厳
格

で
あ
る
。

利
用
者

の
移
送
及
び
入
浴
に
は
、

必
ず
申
込
者

が
付
き
添
う
も

の
と
さ
れ
る

(
K
市
要
綱
第

一
〇
条
)
が
、

付
添

い
の
目
的
は
Y
市

と
比

べ
て
も
明
確

で
は
な

い
。

K
市

の
場
合
も
、
実
際

の
審
査
は
、

担
当
の
職
員

に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
審
査
決
定

に

つ
い
て
は
、
福
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在宅福祉サービスの法的研究

表57

K市 在宅ねたき り老人入浴援護事業に関する委託契約書

K市(以 下 「甲」という。)と 社会福祉法人(以 下 「乙」という。)と
は当事者間において・K市 在宅ねたき り老人入浴援護事業の実施について

,次
の条項によ り委託契約を締結する。

(目 的)

第1条 甲は・K市 在宅ねたき り老人入 浴援護事業(以 下 「援護事業」とい う。)
の実施を乙に委託 し,乙 は,こ れを受諾す るものとす る。

(実 施 方 法)

第2条 乙は・別紙 「K市 在宅ねたきり老人入浴援護実施要綱」に従 って援護

事業 を実施 するものとする。

(福祉事務所 との連携)

第3条 乙は,援 護事業 を実施するにあた り,福 祉事務所 との連携を密に し,
事業 の円滑な運営 に努めるものとす る。

(事 故 処 理)

第4条 乙が,援 護事業実施中に,事 故が発生 したときは,た だちに事態を確

認 し,臨 機の措置を講 じなければな らない。

また,事 故経過等について,速 やか に甲に報告 しなければな らない。

(事 故 責 任)

第5条 乙が・援護事業実施 中,そ の善良なる努力に もかかわらず璽大な事故

が生 じたときは,甲 が責任を もって処理す るものとする。

(委 託 料)

第6条 入浴援護委託単価は・1回 につき 円とする。ただ し,こ の取 り
引きに係 る消費税額 円を含む ものとする。

2乙 は,前 項に規定する委託料を施設会計に繰 り入れて処理す るものとする
。

(委託料の支払方法)

第7条 乙は・前項の委託料をねたき り老人入浴援護委託請求書 によ り講求す

るものとする。

2甲 は・前項によ り請求された金額を実施月の翌月に支払 うものとする
。

(実 施 報 告)

第8条 乙は,毎 月14日 までに,前 月 の入浴援護事業実施報告書を甲に提出す

るものとす る。

(監 査)

第9条 甲が,必 要 と認めたときは,援 護事業実施内容及び委託料 の支払状況

について随時監査す ることができるものとする。

(委 託 期 間)

第10条 援護事業の委託期間 は,平 成 年 月 日か ら平成 年 月 日まで

とする。
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(疑 義 の 解 決){

第11条 この契約の条項に定めのない事項及び この契約の条項の解釈に疑義が

生 じた ときは,法 例 ・川崎市契約規則又は慣習に基づ き,甲 ・乙協議の うえ

解決する ものとする。i

この契約の締結を証するため,本 書2通 を作成 し,甲 ・乙両者記名押印のう1

え各 自1通 を保有す る。1

平成 年 月 日

甲

乙

要 祉を 的 ら を 組 た る 提政 は

日 サ 側 入 サ っ 申 示 な れ 実 織 つ よ 出 デ 綱 事

常1か 浴1き 講 唆 規 て 質 さ て う す イ 篁 務

長

が

「各

号

に
定

め

る
資
格

要

件

を
審

査

し
、
入

浴

の
対

象
者

を
決

定

す

る
」

(
K
市

不)
と
定

め
ら

れ

て

い
る

の
み

で
あ

る
。

サ
ー

ビ

ス
の
申
請

は
、

K
市

デ

ィ
サ
ー

ビ

ス
事

業

要

綱
上

(第

一
〇
条
)
、

K
市
長

に

も

の
と
さ

れ

て

い
る

が
、

実
際

上

は
施

設

に
直

接

申

込

を
す

る
方
法

が

と
ら

れ

て

い

あ

る
。

K
市

デ

ィ
サ

!

ビ

ス
事
業

要

綱

上

(第

=

一条
)

「
…
…
利

用
者

の
決

定

に
当

、
実

施

施

設

の
長

及
び
職

員
、

老

人

福

祉
課

並
び

に
関

係
福

祉

事
務

職
員

等

に
よ
り

た
選
考

委

員
会

の
協
議

を
得

て
、

市

長

が
決

定
す

る

も

の
と
す

る
」

と

さ
れ

る

こ
と

し

て
い
る
も

の
と
思

わ

れ
る
。

老

人
福

祉

法

で
は
決

定

の
委

託

は

で
き

な

い
と
解

せ

て
い
る

こ
と

は
、

こ
こ

で
は
繰

り
返

さ

な

い
が
、
市

長

が
決

定

を
行

う

と

い
う

一
般

が
、

特

に
在
宅

福

祉

サ

ー

ビ

ス
の
場

合

は
意

味

を
持

た
な
く

な

っ
て
き

て

い
る

こ
と

て

い
る

と

い
う
意

味

で
注

目

す

べ
き
条

項

と

い
え

よ
う
。

ワ実
施
ま
で
の
期
間

し

な

い
と

い
う
理

由

で
、

明

ら

か

に
さ
れ

な

か

っ
た
。

(
の
変
更

・
廃
止

ー
ビ

ス
の
中

止

や
廃

止

に

つ
い
て
、

K
市
実

施

要
綱

は
何

も
規

定

し
て

い
な

い
。

行

の
廃

止

は

な

い
。

(
の
全
体
的
な
把
握

個

別
的

連

絡

に
よ

っ
て

い
る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業
実

施
報

告
書

は
、

利

用
者

個
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在 宅 福 祉 サ....ビ ス の 法 的 研 究

表58

K市 在宅ねたき り老人入浴援護(巡 回)事 業に関する委託契約書

K市(以 下 「甲」とい う。)と(以 下 「乙」という。)

とはK市 在宅ねたきり老人入浴援護事業の実施にあた り,次 の条項によ り委託

契約を締結する。

(委 託 業 務)

第1条 甲はrK市 在宅ねた きり老人入浴援護事業実施要綱」及びrK市 在宅

ねたき り老入巡回入浴事業実施基準」 に基づき,次 の業務を乙に委託 する。

2事 前 業 務

乙は・毎月・老人福祉課長に 「ねたきり老人入浴援護実施通知書」を福祉

事務所長及び申請者 に 「ねたき り老人入浴援護実施通知書」を事前に通知す

る。

3入 浴 サー ビ ス

(1)事 前チェック

本人 ・家族か ら状況を聴取す るとともに,体 温,血 圧及び脈拍等を看護

婦が視診 ・触診 して入浴の可否をチェックする。

② 入 浴

洗体,洗 髪,洗 顔及び必要なサービスを行 う。

(3)事 後チェック及び助言指導

入浴終了後に状態確認のため再度,体 温,血 圧及び脈拍等のチェックを

するとともに,本 人 ・家族に入浴又 は清拭 について助言指導 を行 う。

4事 後 業 務

入浴サービス1件 終了毎に浴槽及び使用器具類を洗浄消毒する。

(実 施 体 制)

第2条 乙は・入浴スタッフとして,看 護婦1名,介 助士2名,運 転手1名 を

従事 させ る。

(実 施 回 数)

第3条 対象者の入浴回数は,1入 が概ね月2回 程度 とする。

(完 了 報 告)

第4条 乙は,当 該月 の入浴完了後,速 やかに対象者を管轄する福祉事務所長

あて 「ねたきり老人入浴援護完了通知書」 によ り通知する ものとする。

(委 託 地 区)

第5条 乙の受持区域 は,次 のとお りとする。

(委 託 料)

第6条 入浴援護委託単価は,1回 につ き 円 とする。

ただ し,う ち取 り引きに係 る消費税額 円を含む ものとす る。

(委託料の支払方法)

第7条 乙は,前 条の委託料をねたきり老人入浴援護(巡 回)委 託費請求書に

297Czs?)



より請求で きるものとする。

2甲 は,前 項規定により算出された金額を実施月の翌月に支払 うものとする。

(委 託 期 間)

第8条 この契約の期間は,平 成 年 月 か ら平成 年 月 臼とする。

(秘 密 の 保 持)

第9条 乙は,委 託業務上知 り得 た秘密を第三者に洩 らしてはな らない。

(事 故 処 理)

第10条 乙は,対 象者の事故防止 に細心の注意を払 うとともに,万 一不測の事

態が生 じたときは,速 やかに甲に報告 し指示を受けるものとする。

(賠 償 責 任)

第11条 委託業務の実施 に際 して,乙 は業務上発生す る一切の事故に対 して,

その賠償の責を負 うものとする。

(疑 義 の 解 決)

第12条 この契約に定めのない事項及び この契約に関 し疑義を生 じたときは,

法例K市 契約規則又 は慣習に基づき,甲 ・乙協議のうえ解決する も の と す

る。

この契約の締結を証するたあ,本 契約書2通 を作成 し,甲 ・乙当事者が記名

押 印のうえ,各1通 を保有する。

平成 年 月 日

甲

乙

注

1.入 浴 援護(巡 回)事 業(民 間業者によ る訪 問入浴サ ー ビス)に は,本 事業がK市 「在

宅ね たきり老人入浴援護 事業 実施要綱 」等 に基づ く事業であ ることが 明記 されているが,

入浴援護事業(社 会福祉法人立の特 養ホームでの施設入浴サー ビス)に は,同 種 の規定

はない。

2,施 設入浴 サー ビスにつ いては,受 託 者側が 「善良な る努力 に もかか わらず重大 な事故

が生 じたとき」は,委 託者側 が責任 を もって処理す ることが明記 されている。

3.訪 問入浴 サー ビスの場合 は,一 切の責任 は,受 託 者にあ るとされている。

一一 後述 ,Y'市,Z市 の委託契約書 と比較参照 されたい一 。
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々

の
も

の

で
は
な
く

実

績
報

告

と

し
て

の
内
容

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

ね

た
き
り
老

人

入
浴

事
業

の
入

浴
回

数

は
、

一
人

が
概

ね
月

二
回

程

度

と
す

る

(
K
市
実
施
要
綱
第

一
一
条
)
と

さ
れ

る
。

実

際

は
・

地

域

に
よ

っ
て
は
回
数

が
減

る

こ
と
も

あ

る
と

の

こ
と

で
あ

る
。

デ

ィ

.
サ

ー
ビ

ス
の
利

用

回
数

は
、

利

用
者

の
希

望
、
身

体

的
状

況
、

家

族

の
状

況
等

を
十

分

に
勘

案

し
決

定

す

る
も

の
と
さ
れ

る

が
・

原
則

と

し

て
、

一
人
平

均

週

一
～

二
回

程

度
を

標

準

と
す

る

(
K
市
実
施
要
綱
第
九
条
)
と

さ
れ

る
。

費
用
徴
収

入

浴

証

明
料

は
、

利

用
者

又

は
申

込
者

の
負
担

と
さ

れ
る

(
K
市
実
施
要
綱
第

=

一条
)
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
利

用
者

は
、

入

浴

サ
ー

ビ

ス

・
給
食

サ
ー

ビ

ス

・
日
常
動

作

訓
練

等

に
伴

う

原
材

料
費

等

の
実

費

と

し

て

一
日

当

り

五
〇
〇

円

を
負

担

し
、

直

接

実
施

施

設

へ
支

払

う
も

の
と
す

る

(
K
市
実
施
要
綱
第

一
六
条
)

と
さ

れ

て

い
る
。

在宅福祉サービスの法的研究

②

神
豪
川
県
下
の
そ
の
他
の
自
治
体
の
場
合

ノ

①

Y

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

ノ
Y
市

の
入

浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

ね

た
き
り

老
人

入

浴

サ
ー

ビ

ス
と
デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

に
よ

っ
て
な

さ

れ

て

い
る
。

ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

市

の
委

託
を
受

け

た
入

浴

サ
ー

ビ

ス
専

門
業

者

又

は
特

別
養

護
老

人

ホ
ー

ム
の
内

市
長

が
指

定

す

る
も

の

(以
下

「
指
定
施
馨

」
と

い
・つ
。)
が

行

う

(
ね
た
き
り
老
人

入
浴
掌

ビ

ス
運
営
轟

第

二
条
以
下
ゾ
市
轟

と
い
う
)
と

さ
れ

る
・

入
浴

サ
ー
ビ
ス
専
門
業
者
に
よ
る
入
浴

サ
ー
ビ

ス
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合

に
行
わ
れ
る
。
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O

特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
の
送

迎
用
車

両
が
道
路

の
幅
員
等
を
理
由
と
し
て
次
条

に
規
定
す
る
対
象
者

の
居
住
す
る
場
所

(以
下

「居

住
地
」
と
い
う
。)
の
三
〇
〇

メ
ー
ト

ル
以
内

に
近
付
く

こ
と
が
困
難
な
と
き
。

⇔

居
住
地
ま
で
の
間

に
お
お
む
ね

一
〇
段
以
上

の
階
段
が
あ
る
と
き

(
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
利
用
し
て
担
架
、
車
い
す
等
に
よ
り
前
号
の
車

両
ま
で
搬
送
が
で
き
な
い
と
き
を
含
む
)
。

入
浴
サ
ー
ビ

ス
専
門
業
者

へ
の
委
託
は
、

K
市
、

Y
市
の
例
を
除
け
ば
、
神
奈
川
県
下

で
は
少
な
い
。
入
浴
サ
ー
ビ

ス
専
門
業
者

へ
の

ノ

委

託

は
・

市

の
規

模

(高
齢
者
数
)

と
、

あ

る
程
度

相
関

す

る
も

の

で
あ

ろ

う

か

(
Y
市

の
ね
た
き
り
老
人
数
八
〇
〇
人
)
。
も

っ
と
も
、

Y
市

に
お
け

る
入

浴

サ

ー

ビ

ス
専
門

業

者

に
よ

る
入
浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

東
京

都

二
三
区

の
場

合

等

に
比

べ
て
か
な

り
制

限

的

で
あ

る

こ
と

は
先

に
示

さ

れ

た
と

お
り

で
あ

る
。

ま

た
・

Ψ
市

の
特

徴

と
し

て
山

間
部

が

多

い
地
理

的

環
境

に
あ

り
、

入

浴
車

が
入

れ

な

い
地

域

へ
の
制

限

が
盛

り
込

ま
れ

て

い
る

(
こ

の
よ
う
な
環
境
条
件
の
た
あ
・
巡
回
入
浴
に
対
す
る
、
県
の
補
助
は

一
件

一
万
五
、
O
O
O
円
だ
が
、
若
干
業
者

に
は
上
積
み
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実

清
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
施
設
委
託
の
場
合
に
は
、
施
設
が
単
価
ど
お
り

で
引
き
受
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

超
過
負
担
は
あ
ま
り
無
い
、
と
の
こ
と
で

あ
る
)
。
委

託

は
事

業

開
始

当
初

か
ら

の
業

者

に
継

続
的

に
な

さ

れ

て
お

り
、

随

意
契

約

の
形
態

が

と
ら

れ

て

い
る
。

特
養

老

人

ホ

ー

ム
に
お
け

る
施

設

入
浴

は
、

当
該

施
設

が
対

象

者

を
送

迎

し
、

当
該

施

設

の
特

殊
浴

槽

に

お

い
て
行
わ

れ

て

い
る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

「
当
該
各

号

に
定

め

る
社

会

福

祉
法

人

(以
下

「法
人
」
と

い
う
。)

に
そ

の
実

施
を
委

託

す

る
」

(
デ
ィ

.
サ

ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
三
条
)
と
さ

れ
、

O

虚

弱
老

人

の
内
、

痴

呆

を
伴

う
者

⇔

前

号

以
外

の
虚

弱

老
人

と
わ
け

て
施

設

へ
の
委

託

が

行

わ
れ

て
い
る

(平
成

三
年
五
月
末

日
で
、
デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
へ
の
登
録
者
数
、
虚
弱
三
六

一
人
、
痴
呆

一
四
八
人
)
。

対
象
者

ね

た
き

り
老

人
入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
対

象
者

は
、
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O

市
内

に
居
住

す
る
六

五
歳
以
上

の
ね
た
き
り
老
人

で
、
医
師
が
入
浴
可
能

と
認
め
た
者
。

◎

そ
の
他
市
長

が
特

に
入
浴

サ
ー
ビ

ス
を
必
要

と
認
め
た
者

で
、
医
師

が
入
浴
可
能
と
認
め
た
者
。

医
師

の
承
認
が
要
件
と
な

っ
て
い
る
点
、
大
方

の
市
と
同
様

で
あ
る
。

デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業

の
対
象
者

は
、

「
市
内

に
居
住
す
る
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上

の
者

で
、

身
体

が
虚
弱
な
た
め
、

日
常
生
活
を
営

む

こ
と
に
支
障
が
あ

る
在
宅

の
も

の
」

(デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
二
条
)
で
あ
る
。

ね
た
き
り
老
人

よ
り

健
康

な
老
人
を
対
象
と

し

て
い
る
が
、
社
会
福
祉
法
人

に
そ
の
実
施
を
委
託
す
る
に
際

し
て
は
、

O
虚
弱
老
人

の
う
ち
痴
呆
を
伴
う
者
、

⇔
前
号
以
外

の
虚
弱
老

人

に
分
け
て
委
託
が
な
さ
れ

て
い
る

(同
第
三
条
)
。

Y
市

の
場
合
、

ね
た
き
り
で
か

っ
痴
呆

の
高
齢
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

こ
た
え

る
余
裕

の
あ
る
施
設
を
多
く
有

し
て
い
る
と

い
う
利
便
を
持

っ
て
い
る
た
め
と
い
え
る
が
、
他
市

で
は
充
分
対
応

さ
れ

て
い
る
と
は
思

え

な

い
痴
呆
性
老
人

へ
の
対
応

が
は
か
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
、
特
徴
的

と
い
え
よ
う
。
も

っ
と
も
、
実
際

に
は
、
虚
弱
老
人
で
あ
る
こ
と
が

要
件
の
前
提

で
あ
り
、
痴
呆

で
あ
る
だ
け
の
高
齢
者
は
対
象
と
さ
れ
て

い
な

い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

決

定

ね
た
き
り
老
人
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
申
請

に
当

た

っ
て
は
、
申
請
書
、
ね
た
き
り
老
人
入
浴
同
意
書
及
び
ね
た
き
り
老
人
入
浴
証
明
書
を

市
長

に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
る

(
Y
市
要
綱
第
八
条
)
。
健
康
診
断
書

は
そ

の
後
、

年

に

一
度
提
出

が
義
務

づ
け
ら
れ
て

い
る
。

病
状

で

問
題
が
あ

る
と
き
は
、
も
う

一
度
診
断
書

を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

市
長

に
よ
る
決
定

の
手
続
等

は
、
他
市
と
同
様

で
あ
る
。
決
定

に
当
た

っ
て
の
実
際
上

の
調
査

は
、
委
託
を
受
け

た
施
設
や
民
間
業
者

が
行

っ
て
お
り
、

K
市

の
や
り
方

に
近

い
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
入
浴

サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
常
時

介
護

し
て
い
る
家
族

又
は
付
添

い
人
を
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
他
市
と
同
様
で
あ

る
。
家
族
又
は
付
添

い
人
を
付
け
る
こ
と

の
意
味
に
付

い
て
は
、

要
綱
上
明
記
は
な

い
。
実
務

レ
ベ
ル
で
は
、
老

人
の
病
変

に
対
応

し
た
り
、
安

心
の
た
め
と
す

る
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
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書

類
上

の
要

件

が
揃

え
ば

受

理

し
、
特

に
決
定

通
知
書

は
出

さ

れ

て

い
な

い
と

の

こ
と

で
あ

る
。

本

人

に
は
、

利

用

通
知

が
施

設

や
業

者

に

は
対

象
者

の
名
簿

が
渡

さ

れ
る
。

す

な

わ
ち
、

要

綱
上

定

め

ら
れ

た
病

状

に
合

致

し
介

護
者

が
あ

れ
ば
、

申

請
書

は
受

理

さ
れ

る
。

そ

う

で
な
け

れ
ば

、

そ

の
段

階

で
申
請

書

は
受

理
さ

れ
な

い

こ
と

に
な

る

の

で
却

下

は
有

り
得

な

い
こ
と

に
な

る
。

デ

ィ

.
サ

ー
ビ

ス
で
は
、

市

長

(実
質
的
に
は
担
当
職
員
)

は
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
登

録
申

請

を
受

理

し

た
と
き

は
、

速

や
か

に
実

態
を

調

査

し
、

そ

の
必
要

性

を
検

討

の
上
、

登

録

の
可
否

、

サ
ー

ビ

ス

の
内
容

及
び
利

用
回

数

等

を
決

定

す

る

(
デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱
第

六
条
)
。
利

用

が
決

ま

る
と
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
登

録
決

定

(却
下
)
通
知
書

が
出

さ
れ

る

(し
か
し
、
決
定
理
由
に
、
「
虚
弱
老
人
に
該
当
す
る
た

め
」
と
あ
る
よ
う
に
、
該
当
し
な
い
も
の
に
は

(却
下
)
通
知
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
通
知
は
受
け
入
れ
が
決
ま

っ
た
者
に

つ
い
て
の
み
出
さ
れ
て
い
る
)
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

受

理

さ
れ

れ
ば
、

施

設

は
沢

山
あ

り
、

入

浴

巡
回
車

の
台

数
も

あ

る

の
で
現

状

で
は
待

機

は
な

く
、

即
対
応

さ
れ

る

と

の

こ
と

で
あ

る
。

申

請

か
ら

実

施
ま

で
の
期

間

が
、

即

と
あ

る

こ
と

は

そ
れ

を
物

語

っ
て

い
る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
待

機
者

は
多

い
。

移

送

の
便

が
確
保

さ

れ

れ
ば

受
け

入

れ

ら
れ

る

が
、

現

在

利

用

さ

れ

て
い
る

マ
イ

ク

ロ
バ

ス

(
二
六
人
乗
り
、

一
〇
人
乗
り
)
で
は
、

地

域
的

な
隔

た

り
を

考

え

る
と
、

一
五

～

一
六
人

が

一
日

の
受

け
入

れ

回
数

の
限
度

と
な

っ
て

い
る
。

ノ

施
設
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、

二
年
後

に
特

別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
ニ
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

一
が
完
成
す
る
予
定
と
さ
れ
る
。
Y
市

は
、

痴
呆

・
虚
弱

の
程
度

の
重

い
者

に
対

し
優
先
的

に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、
現
状

で
は
待
機

し
て
、
辞
退
者
が
出

る
の
を
待

っ
て

い
る
の
が
実
状

と
さ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
・
廃
止

変
更
や
廃
止
に

つ
い
て
は
、
書
類
上
の
手
続

は
と
ら
れ
て

い
な

い
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
職
員
が
多
忙

で
あ
る
こ
と
、
民
生
委
員
か

ら
あ
る
程
度

の
状
況

の
把
握
が
行
わ
れ

て

い

る

こ

と
、
施
設
や
業
者
の
方
が
実
情

に
あ

っ
た
調
査
が
で
き
る

こ
と
が

あ

げ

ら

れ

て
い
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る
。入

院

し

た
と
か
、

家

族

が
入

浴

を
手

伝

え

る

よ
う

に
な

っ
た

と

い
う

こ
と

で

の
本

人

辞

退

は
あ

る
が
、
委

託

し

て

い
る
施

設

や
民

間
業

者

の
報

告

に
基

づ
き
行

政

か
ら

廃
止

す
る

こ
と

は
な

い
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

ね

た
き
り
老

人

入

浴

サ

ー

ビ

ス
事
業

要

綱

で
は
、

指

定
施

設

等

の
長

は
、

毎
月

五
日

ま

で
に
前
月

分

の
入

浴

の
実

施
状

況

に

つ
い

て
・

入

浴

サ
ー

ビ

ス
実

施
状

況

報
告

書

(表
59
)

に
よ
り

市
長

に
報

告

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
・

と

さ
れ

て
い
る
。

利

用
者

の
病

状

が

ひ
ど

く

な

っ
た
場

合

、

市

は
施

設

の
連

絡

を
受

け

て
登

録
を
抹

消

す

る

こ
と

に
な

る
。

口
頭

で
・

市

も

し
く

は
委

託

施

設

へ
連
絡

が

あ

る
場

合

が
多

い
が
、

実

施
状

況
報

告

書

を

み

て
利

用
が
少

な

い
、

あ

る

い
は
少
な

く

な

っ
た

こ
と

に

よ
り
役
所

は
状

況

の
変

化

を
知

る

こ
と
も
あ

る
と

い
う
。

健
康

診

断
書

の
提

出

は
義

務

づ
け

ら

れ

て

い
な

い
。
直

接

の
担
当
者

は
・
健

康

診
断

書

の
提

出

を

希

望

し

て
い
る
が
、

利

用
者

側

で
は
面

倒

に
田
心
・
て
い
る
向

き

も

あ

る
と

の

こ
と

で
あ

っ
た
。

虚

弱
老

人
生

活

実
態

調

査
票

が
作
成

さ
れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

入
浴

サ
ー

ビ

ス
の
回

数

は
、
実

施

要
綱

上

は

「
お
お

む
ね

一
箇

月

に

一
回

以
上

と

す

る
」

と
さ

れ

て

い
る

が
・

実
際

は
訪

問

入

浴

・
施

設

入
浴

共

に
月

二
回

が

現
状

で
あ

る
。

デ

ィ

.
サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

「
一
人

に
月

二
回

以
内

の
範

囲
内

で
市
長

が
定

め

る
」

(デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
四
条
二
)

と

さ
れ

て

い
る
が
、

利

用
施

設

が

多
け

れ
ば

目

い

っ
ぱ

い
実

施

し

た

い
と
さ

れ

る
。

実

際

に

は
、

待
機

者

が
出

て

い
る

の
が
現
状

で
あ

る

こ
と

は
・

前

述

の
通

り

で
あ

る
。

費
用
徴
収
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表60

業 務 委 託 契 約 書

Y市(以 下 「甲」とい う。)は,社 会 福祉法 人(以 下 「乙」

とい う。)と デ イ ・サ ー ビス事業 の実 施 につい て次 の とお り契 約 を締結 す る。

(委 託業 務 の範 囲)

第1条 甲は,デ イ ・サ ー ビス事 業 実施要 緬(昭 和59年2月1日 制 定。 以下

「要 綱」とい う。)第4条 に基 づ くサー ビスの提供 に 関す る業務(以 下 「業 務」

とい う。)を 乙 に委 託 し,乙 は これ を受 託 す る。 なお,要 綱第4条 第1項 第

6号 に規定 す る送 迎 に使 用 す る車 両 は,甲 が 乙 に無 償で貸 し付 け る もの と し,

その管 理等 につ いて は,甲 乙協 議 して別 に定 め る。

2乙 は,す べて 自己の責任 にお いて,業 務 を実施 す る。

(実 施 施 設)

第2条 業 務 を実施 す る施設 は,乙 が所有 し管理 す る特 別養 護老人 ホーム

とす る。

(委 託 料)

第3条 甲 は,乙 に対 して業 務 の処理 に要 す る経費 と して,委 託料 を支払 う。

2前 項 に規 定 す る委 託料 の額 は,金 円 と し,そ の内訳 は別紙 の と

お りとす る。

3

(1)第1回4月

(2)第2回7月

(3)第3回10月

(4)第4回1月

(実 費 の 徴 収)

第4条

甲は,委 託料 を次 の とお り4回 に分 けて 支払 う もの とす る。

円

円

円

円

要綱第9条 に基づ く実費は,利 用者1人 につき1日 当たり

利用当 日に利用者か ら乙が徴収する ものとす る。

円 と し,

ただ し,当 該利用者が要綱第9条 ただ し書に該当するときはその者に係 る

実費は甲が負担 する。

(委託料の請求等)

第5条 乙は,第3条 第3項 各号 に規定する月 ごとに委託料を甲に請求するも

のと し,第1回 目の請求書に業務実施計画書を添付するものとす る。

2乙 は,前 条ただ し書の規定による実費を1月 ごとに取 りまとめて,甲 に請

求するもの とする。

3甲 は,第2項 の規定による書類 の提 出があったときは,こ れを審査 し,適

正 と認めた ときは,速 やかに支払 うものとする。

(経 理 の 区 分)

第6条 乙は,業 務に係 る収入及び支出について,他 の経費 と区分 して経理 し

なければな らない。
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域 攣8ま 膿 実施するた劔 こ掲繊 員瀧 しなければならなG・.
(1)

(2)

(3>

(報

第8条

生活指導員

寮 母

運 転 手

告 等)

名

名

名

婦

員

員

護

助

理

看

介

調

ラ

　

ラ

4

一
D

6

名

名

名

乙は,委 託業務の運営状態をデイ ・サービス実績報告書(第1号 様式)

によ り前月分を翌月10日 までに,甲 に報告 しなければならない。

2甲 は,必 要に応 じ乙に対 して業務の執行状況及び経理内容 について報告を

求め,又 は調査若 しくは監査をす ることがで きる・

(遵 守 事 項)

第9条 乙 は,業 務の実施に当た り次の事項を遵守 しなければならない。

(1)業 務を中止 し,又 は廃止 しようとするときは,あ らか じめ甲に報告 し・

その指示に従 うこと。

② 業務 に係 る収入及び支出を明 らかに した帳簿及び事業実施 の記録書類を

整備 しy当 該帳簿等の書類を事業年度終了後5年 間保管 してお くこと。

(委託料の返還等)

第10条 乙はy第8条 第2項 の規定に基づ く甲によ る業務の執行状況等の調査

又 は監査 の結果委託料を不当に支出 した ことが明白なときは,甲 に委託料を

返還 しなければな らない。

2乙 は,前 条第1号 の規定によ り業務の中止又は廃止を したときは,速 やか

に甲に対 しf委 託料の精算 を しなけれ ばならない。

(業務執行方法 の調整)

第11条 甲及び乙は,必 要の都度業務の執行方法等 について調整を図 り,業 務

が円滑かつ適正 に執行されるよう努めるものとする。

(契 約 期 間)

第12条 この契約の有効期間は,こ の契約締結の 日か ら平成 年 月 日まで

とす る。

(そ の 他)

第13条 業務の執行は,こ の契約に定めるもののほか,要 綱の定めるところに

よるものとする。

2こ の契約に定めのない事項又は この契約に疑義を生 じたときは甲 ・乙協議

のうえ決定す るものとする。

この契約の締結を証するため,本 書2通 を作成 し,甲 ・乙記名押 印のうえ

各 自その1通 を保有するものとする。

平成 年 月 日

甲

乙

Ccos)3aa



無
料

で
あ

る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
場

合
、

給

食

サ

ー

ビ

ス
を
受

け

る
と

五
〇

〇

円

が
徴
収

さ

れ

る
。

在宅福祉サービスの法的研究

②

Z

市

案
施
方
法

・
案
施
形
態

Z
市

の
入
浴

サ
ー
ビ
ス
も
、

Z
市
ね
た
き
り
老
人
入
浴
介
護
運
営
要
綱

(以
下
Z
市
要
綱
と
い
う
)
、

Z
市
デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
実
施
要

綱

の
二
本
立
て
で
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

前
者

は
、
県

の
補

助
事
業

で
、
県

の
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱

に
規
定
さ
れ
た
事
業

と
考
え
ら
れ
る
。
同
事
業

は
、

訪
問
入
浴
の
み

で
あ
る
。

実
施
方
法
は
、
老

人
家
庭
奉
仕
員
が
対
象
家
庭
を
訪

問
し
、
家
族

の
補
助

の
も

と
に
実
施
す
る
も

の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
必
要

に
応

じ
て
保
健
婦
の
援
助

及
び
指
導
を
受
け

る
も

の
と
す
る

(
Z
市
要
綱
第
四
条
)
と
さ
れ
る
。
実
際

に
は
、
Z
市

の
市
役
所

の
家
庭
奉
仕
員
五

名
、
市
役
所

が
委
託

し
て
い
る
Z
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
家
庭
奉
仕
員
六
名

の
う
ち

二
名
、
市
役
所

の
保
健
婦

一
名

の
う
ち
三
名

が

一
チ

ノ

ー

ム
と

な

っ
て

サ
ー

ビ

ス
を
実

施

し

て

い
る
と

の

こ
と

で
あ

る
。

K
市

の
実

施

要

綱

で
は
、

移
動

入

浴
車

派
遣

サ
ー

ビ

ス
を
行

う

日

に

つ

い

て
規

定

し

て

い
る

が
、

Z
市

の
場

合

こ
の
点

に

つ
い
て

の
規

定

は
な

い
。

デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
の
実

施

施

設

は
、

別

に
指
定

す

る
市

内

に
所

在

す

る
特
別

養

護
老

人

ホ
ー

ム
と
す

る

(デ
ィ
・サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
識

第
三
条
)
と
規
定

さ
れ

て

い
る
。

対
象
者

ね

た
き

り
老

人

入
浴

介

護
事

業

の
対

象

者

は
、

原
則

と
し

て
六

五
歳

以

上

の
ね

た
き

り
老

人
等

で
あ

っ
て
、

市

長

が
特

に
必
要

と
認

め

た
者

と

さ
れ

る
。

た
だ

し
、

入

浴

に

よ

っ
て
心
身

に
異
常

を
き

た

し
た

と
認

め
ら

れ

る
者

は
除

く
も

の
と
す

る

と

さ

れ

て

い

る

(
Z
宿
要
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綱
)
。Z

市

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業
実

施

要

綱

に
基

づ
く
、

入

浴

サ

ー
ビ

ス
は
、

身

体

が
虚
弱

な

た
め
、

日
常

生
活

を
営

む

こ
と

に
支

障

が
あ

る
在

宅

老
人

(
Z
市
要
綱
第

一
条
参
照
)

で
、

市
内

に
居
住

す

る

お
お

む

ね
六

五
歳

以
上

の
老

人

で
、

市

長

が
必
要

と
認

め

た
も

の
と
す

る

(Z
市
要
綱
第

二
条
)、

と
さ

れ
、

先

の
ね

た
き

り
老

人

入
浴

介

護
事
業

の
対

象

と

な

る
高
齢

者

よ
り
、

健
康

な
老

人

が
対

象

と

さ
れ

る
も

の

と
考

え
ら

れ

る
。

K
市

の

よ
う

に
、

老

人

福

祉
法

一
二
条

の
2

に
基

づ
き

と

の
規
定

は

な

い
が
、

国
補

助

事
業

、

県

の
ケ

ア

セ

ン
タ
ー
事

業

を

受
け

た
事

業

と
考

え

ら
れ

る
。

こ
の
よ

う

に
Z
市

の
場

合
、

対

象
者

別

に
み

た
場
合

、

一
応

二
事
業

の
相

違

は
明

確

に
な

っ
て

い
る

と

い
え

よ
う
。

決

定

ね

た
き
り

老

人

入
浴
介

護

事
業

の
申
請

手
続

(Z
市
要
綱
第
五
条
)
は
、

K
市

と

ほ
ぼ
同
様

で
あ

る
。

申
請

の
主

体

は
、

こ

の
事
業

を
受

け

よ
う

と
す

る
者

で
あ

り
、

K
市

の
よ

う

に
又

は
そ

の
養

護
者

と

い
う

規
定

は
な

い
。

も

っ
と
も

、

申
請

書

を

み
る

と
、

こ
の
事

業

を
受

ノ

け

よ

う
と
す

る
も

の
と
対

象

者

が
異

な

っ
て

い
る
。

ま

た
、

K
市

と

異
な

り
、

申
請

に
当

た
り
健

康

診
断

書

の
提

出

は
義

務

づ
け

ら
れ

て

い
な

い
。

誓
約

書

の
提

出

も
求

め

ら
れ

て

い
な

い
。

申
請

書

を
受

理
す

る
段

階

で
、

要
件

に
あ

わ

な

い
も

の

に

つ
い

て
は
、

他

の
サ
ー

ビ

ス
を
紹
介

す

る
な

ど

の
方

法

を
と

り
、

却
下

通
知

書

は
だ

さ
な

い
方
向

で
処

理

さ
れ

て
い
る
。

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
の
申

請

に
当

た

っ
て

は
、

デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
登
録

申
請

書

と

共

に
、

O

承
諾
書

、

ω
健

康

診
断
書

、

日

そ

の
他
市

長

が

必
要

と

認
め

る
書

類

(デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
六
条
)
を
提

出
す

る

こ
と

と
さ

れ

て

い
る
。

先

の
ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ
ー

ビ

ス
に
お

い
て
、
健

康

診
断

書

や
誓

約
書

の
提

出

が
求

め
ら

れ

て

い
な

い

こ
と
か

ら

す
れ
ば
、

よ
り
健

康

体

の
老

人

の
入
浴

サ
ー

ビ

ス
の
場

合

に
そ
れ

が
求

め

ら

れ

る
こ
と

は
、

や

や
均

衡

を
欠

く

も

の
と
も

い
え
よ

う

(
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
は
、
生
活
指
導
や
食
事
サ
…
ビ
ス
と
い

っ
た
事
業
も
含
ま
れ
る
が
、
入
浴

サ
ー
ビ
ス
以
上
に
健
康
診
断
書
の
提
出
を
必
要
と
す
る
事
業
も
行
わ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
)
。
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在宅福祉サービスの法的研究

申
請

を

受
理

し

た
と

き
要

綱

(デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
七
条
)

で
は
、
速

や
か

に

そ

の
内

容

を
審

査

し
、

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
の

実

施

の
可

否
を

決
定

し
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
登
録

決

定

(却
下
)
通
知
書

に

よ
り
申

請
者

に
通
知

す

る

こ
と

と
さ

れ

て

い
る
。

2

市
長

は
、

前

項

の
規

定

に
よ
り

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
実

施

を
決

定

し
た

と
き

は
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
登
録

通
知

に
よ

り
、

次

の
各

号

に
掲

げ

る
書

類
を

添

え

て
通
知

す

る
も

の
と
さ

れ

る
。

e
申
請

書

の
写
し
、

ω

承

諾
書

の
写

し
、

㊧
健

康
診

断
書

の
写

し
、

侮
虚

弱

老

人
生
活

実

態

調

査
票

の
写
し
、

が
そ
れ

で
あ

る

。

実
際

の
決

定

に
当

た

っ
て

は
、

担

当

課

の
次

長

と

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が
実

務

を
行

っ
て
い
る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

決
定

ま

で
の
期
間

は

一
週
間

程

度

で
あ

る

が
、

決

定

か
ら
実

施

ま

で

は
な

る

べ
く

速

や

か

に
行

う

よ
う
努

力

し

て

い
る

と

の

こ
と

で
あ

る
。サ

ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止

行

政

の
側

か
ら
、

廃

止

や

変
更

の
手

続

を

と

る

こ
と

は
な

い
。

利
用

者

か

ら

の
変
更

の
申
請

も

回
数

の
増

加

な
ど

今

の
要
件

で
無

理

な

も

の
は
、

実
情

を
説

明
す

る

こ
と

で
処

理

し

て
い
る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
変
更

は
、

登
録

変
更

届

に
よ
り

市
長

に
届
け
出

な

け
れ
ば

な
ら

な

い

(デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
八
条
)
と

さ

れ

る
。

対

象
者

が
第

二
条

の
規

定

に
該

当

し
な

く

な

っ
た

と
き

そ

の
他

デ

ィ
・
サ

ー

ビ

ス
の
登

録

を
不

適

当

と
認

め

る

と
き

は
、

デ

ィ
・

サ
ー

ビ

ス
取

り
消

し
通
知

書

に
よ
り

申
請

者

及
び

施

設

に
通

知
す

る
も

の

と
す

る

(デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
九
条
)
と

さ
れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

家

庭
奉

仕

員

か
ら

必
要

が
あ

れ
ば
、

報

告

を
受

け

る

こ
と
が

で
き

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

C309}3G9



表61

Z市 長

ねたきり老人入浴介護事業申請書

殿

住所

申請者

氏名

平成 年 月 日

㊥

次 の とお り申請 します。

老

人

ね
た
き
り

介

護

人

住 所

氏 名

住 所

性 別

生年月 日

性 別

氏 名 生年月 日

男 ・ 女

男 ・ 女

医 師 の 診 断の必要の有無

保健婦の付添の必要の有無

有 ・ 無

有 ・ 無

希 望 回 数 週1回 月1回 半年1回

所 長 課 長 係 長 係 員 起 案

決 裁

次のとお り決定 してよろ しいか

1入 浴 開 始(平 成 年 月)

2却 下 の理由

施 行

番 号 第 号

※ 医師の診断が必要な場合は,医 師の意見書を添付すること。

(31の310



両

事
業

共

に
利

用
回

数

の
規

定

は
な
く
、

ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ

ー
ビ

ス
の
場
合

、

現

状

で

は

二
〇

日

に

一
回

の
割

合

と

い
う

こ
と

で

あ

る
。

費
用
徴
収

費

用

徴
収

の
規

定

は
な

い
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
費

用

の
負

担

は
、
対

象
者

の
う
ち
食

事

サ
ー

ビ

ス
を

受

け

よ
う

と
す

る
者

は
、

当
該

サ
ー

ビ

ス
に
伴

う
原

材
料
費

の
実
費

相

当
額

を
負

担

す

る
も

の
と
さ

れ

る
。

た

だ
し
、

生
活

保

護

世
帯

に
属
す

る
者

に

つ
い
て
は
、

こ
の
限

り

で
は

な

い

(
デ
ィ

・
サ
ー

ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
五
条
)

と
さ
れ

て

い
る
。

在宅福祉サービスの法的研究

　

③

K

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

ノ

ノ

K
市

ね

た
き
り

老

人
等

入

浴

サ

ー

ビ

ス
実

施

要

綱

(以
下
K
市
要
綱
と
い
う
)
は
、

神
奈

川

県
単

独
事

業

「
ね

た
き

り
老

人
等

入

浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

実

施
要

綱
」

を

受
け

た
事
業

で
あ

る
。
も

っ
と
も
、

正
確

に
は
国

の
サ

ー

ビ

ス
事

業

の
訪

問

入
浴
、

通
所

入
浴

の
対

象

と

な
る

部

分
は
、

そ

の
捕

助

対

象

の
適

用

を
受

け
、

そ

の
対

象

と
な

ら

な

い
部

分

に

つ
い
て
、

県

の
補

助

が

な
さ

れ

て

い
る
。

要

綱

の
内
容

は
、

実

質

的

に

は
県

の
も

の
と

ほ
と

ん
ど
変

わ
ら

な

い
。

K
市

の
入
浴

サ
ー

ビ

ス
の
方

法

は
、

9

移
動

入
浴

車

を
派

遣

し
、

室

内

に
鍛

入

し

た
簡
易
浴

槽

に
よ
り

入

浴

と
洗
髪

の
サ
ー

ビ

ス
を
行

う
方

法
。

の

市

長

が
指

定
す

る
特

別
養

護
老

人

ホ
ー

ム
等

(
以
下

「
施
設

」
と
い
う
。)

の
入

浴

設
備

を
利

用

し

て
施

設

で
入
浴

と
洗
髪

の
サ
ー

ビ

ス
を
行

う
方

法

(利
用
者
の
送
迎
を
含
む
)
。
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の

い
ず

れ

か

に
よ

っ
て
行

わ
れ

る

(W
市
要
綱
第
三
条
)
。

ね

た
き
り

老

人
入

浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

市

長

が
、

入
浴

サ

ー

ビ

ス
事
業

の

一
部

を
施
設

又
は
厚

生
省

に
よ

る

「在

宅
介

護

サ
ー

ビ

ス
ガ

イ

ド

ラ
イ

ン
」

の
基
準

を

満

た
す
民

間

事
業

者

等

に
委

託

し

て
行
う

こ
と

が

で
き

る

(K
市
要
綱
第
四
条
)
と

さ
れ
、

施

設
入

浴

は
社
会

福

祉

法

人

に
、
移

動

入

浴

サ
ー

ビ

ス
は
業

者

に
そ
れ

ぞ

れ
委

託

さ
れ

て
い
る
。

ノ

ノ

　

K
市

は

こ
れ

と

は
別

に
、

K
市

老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
運
営

事

業

要
綱

に
よ

り
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
通
所

事
業
、

訪

闘

事
業

の
中

で

入
浴

サ
1

ビ

ス
を
実

施

し

て

い
る

(第
四
条
)。

こ
の
事

業

は
、

事

業

の
運
営

の

一
部

を
社

会
福

祉

法

人
等

に
委

託

で
き

る

(第
三
条
参
照
)

と

さ
れ
、
老

人

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
ー
及

び
特

別
養

護

老

人

ホ
ー

ム
等

(第

二
条
参
照
)
で
サ

ー

ビ

ス
が
実

施

さ
れ

て

い
る
。

κ

市
老

人

デ

ィ
サ
ー

ビ

ス
運
営

事
業

要

綱

は
、

老

人

福

祉
法

第

一
〇

条

の

三
第

一
項

第

二
号

に
規
定

す

る
通

所

サ

!

ビ

ス
事
業

の
実

施

に

つ
い
て
、

必
要

な

事
項

を
定

め

る
も

の
と
す

る

(第

一
条
参
照
)
と
あ

る
よ
う

に
、

国

の
デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事

業

並
び

に
そ
れ

を
受

け

た

県

の
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
事

業

の
補

助

事
業

で
あ

る
。

ノ

な

お
、

K
市

に
お

い

て
は
、
現

在

の
要

綱

に
改

正

(平
成
三
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
)
さ

れ

る
前

の
訪

問

入
浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

Z
市

と
同
様

老

人
家

庭
奉

仕

員

に

よ

っ
て
行

わ

れ

て

い
た
。

そ

の
関

係

で
、

現
在

も

老

人
家

庭
奉

仕

員

に

よ

っ
て
入

浴

サ

ー
ビ

ス
が
行

わ

れ

て

い
る
ケ

ー

ス
が

一

・
二
件

は

あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

対
象
者

ね

た
き
り

老

人
等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

の
対

象

者

は
、

e

お

お
む

ね
六

五
歳

以

上

の
ね

た
き

り
老

人
等
。

口

重
度

身

体
障

害
者

。

㊤

そ

の
他

市

長

が
特

に
必
要

と

認

め

た
者

。
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在宅福祉サービスの法的研究

ノ

と
さ

れ

る

(K
市
要
綱
第

二
条
)
。

老

人

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事
業

の
対

象
者

は
、
市

内

に
居
住

す

る

お
お

む

ね
六

五
歳

以
上

の
ね

た
き

り
老

人
、

虚
弱

老

人
、

痴

呆
性

老

人

ノ

及
び

そ

の
他

市
長

が

必
要

と

認

め

た
者

(以
下

「
ね
た
き
り
老
人
等
」
と

い
う
。
)
と
さ

れ

る

(
K
市
老
人
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第

一
条

参
照
)
。

車
椅

子

に
五

～
六
時

間
程

度

乗

る

こ
と

が

で
き

る
程

度

の
障

害

状
態

に
あ

る
高

齢

者

は
デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
を
利

用

し

て
も
ら

っ
て
い
る

と

の

こ
と

で
あ

る
。

決

定

両

事
業

共
、

決

定
手

続

に

つ
い
て
は
、
要

綱

上
明

確

な
規

定

は

な

い
。

実

際

に
は
、

ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が
申

請

及
び

決
定

・
登
録

を
担

当

し
、

調

査
等

は
施

設

の
生

活

指

導
員

並
び

に
業

者

が

行
う

と

の

こ
と

で
あ

る
。

調

査

の
段

階

で
入
浴

可
能

と
判
断

さ
れ

れ
ば
、

そ

の
時

点

で
事

実

上
決

定

が

な
さ

れ

た

の
と
同

じ
意

味

を
も

つ
こ
と

に
な

る
と

み

て

よ

い
で
あ

ろ
う
。

利
用
者

へ
の
決
定

(却
下
)

通
知

は
、

口
頭

で
な

さ
れ
、
書

類

は
出

さ

れ

な

い
。

申
請

に
は
、

健

康

診
断

書

の
提

出

を
求

め

て

い
る

と

の
こ
と

で
あ

る
。

ね

た
き

り

老
人

等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
の
場
合

は
、

家

族

の
付

添

い
を
原

則

と

し

て

い
る
と

の

こ
と

で
あ

り
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
施

設
入

浴

の
場

合

は
、

初

回

の
み
付
添

い
が
必
要

と

さ

れ
る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

移

動

入

浴

は
、

申

請

か
ら

実

施
ま

で
約

三
週
間

位

で
あ
り
、

施

設

入
浴

の
場

合

は
、

一
ヵ
月

以
内

に
は
実

施

し

て

い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
。
健

康
診

断
書

の
提
出

や
調

査

で
手

間

取

る
場

合

が

あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止

(313)313



表62

1

移 動 入 浴 車 業 務 日誌 記 録 者 氏 名 Q'

入 浴 実 施 日 平 成 年 月 日() 天 候

入 浴 時 間
午 前 時 分 {・ 時 分午

後 実 施

区 分

午前①午後①

午前②午後②立 会 人 氏 名

続 柄
C)

も らい 湯 の有無 有 ・ 無 入 浴 温 度 ℃ 褥 瘡 の有 無 有 。 無

特 記 事 項

老 人 福 祉 課

課長 係艮 係 担当 ヘ ノレパ ー ヘ ノレパ ー

社 会 福 祉 課

課長 係長 係 担当

両
事

業

と
も

に
、

要

綱

に
規

定

さ
れ

て

い
な

い
。

利

用
者

へ
の
書

類

は

出

し

て
い
な

い
と

の
こ
と

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

毎
月

所
定

の
報
告

書

で
報

告

を

受
け

る

と
土
ハ
に
、

必
要

が

あ
れ

ば
直

接

担

当

課

に
連

絡

が
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

入

浴

サ

ー
ビ

ス
の
利

用

回

数

に

つ
い
て
も
、

要
綱

上

の
規

定

は
な

い
。

た

だ
、
移
動

入
浴

サ
ー

ビ

ス
業

務

委
託

契
約

書

で
は
、
「利

用
者

一
人

に

つ

き
月

二
回

を
原
則

と
す

る
。

た

だ

し
、

業

務

移
行

す

る
四
月

中

の
入

浴

回

数

に

つ
い

て
は
、

月

一
回

と

し

て
も

さ

し

つ
か

え
な

い
も

の
と
す

る
」

と

さ

れ

て

い
る
。

実

際

の
移
動

入

浴

サ

ー

ビ

ス
回
数

は
、

二
週
間

に

一
回

と

い
う

こ
と

で
、

具

体
的

な

P

R
を

し

て

い
な

い

た
め

も
あ

り
、

予
定

人
数

に
満

た
な

い

の
で
、

業
者

が
利

用

曜

日
を
指

定

し

て

い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
。ね

た
き

り
老

人

等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
に
お
け

る

施
設

入
浴

利

用
回

数

の
実

際

は
、

三
週
間

に

一
回

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事

業

の
施

設
入

浴

の
実

際

は
、

二
週
間

に

一
回
、

一

週

間

に

一
回

と
施
設

の
受

け
入

れ
状

態

に

よ

っ
て
異

な

っ
て

い
る
。

送
迎
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が
、

対

象
者

自
身

で
調

達

で
き

れ
ば

受
け

入

れ

ら
れ

る

と

の
こ
と

で
あ

る
。

可

能

な
限

り
受

理

し

て

い
る

の

で
、
利

用

者

一
人

一
人

の
利

用

回
数

が

減

る
場

合

も

あ

る
と

の

こ
と

で
あ

る
。

費
用
徴
収

両
事
業

と
も
無
料

で
あ

る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
で
入

浴

と

と
も

に
食

事

サ
ー

ビ

ス
を

受
け

た
場

合

は
、

食
事

代

と
し

て

五
五
〇

円
支

払

う

こ
と
と

さ
れ

る
。

在宅福祉サービスの法的研究

④

H

市

実
施
方
法

・
実
態
形
態

(
1
)

入
浴
事
業
は
、
①

施
設
入
浴
と
、
②
巡
回
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
方
法

で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
施
設
入
浴
は
、
老
人
福
祉
施
設
等
に
委
託
さ

(
2

)

れ
、

利
用
者

の
送

迎
も

、

原
則

と
し

て
施

設

が
行

う

こ
と

と
さ

れ

て

い
る
。

巡
回

入

浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

市

の
直

営

で
あ

る
。

老
人
家

庭
奉

仕
員
三
名

(市
の
蟄

ま
た
市
の
嘱
託
)
・
保
健
塑

名
・
運
転
手

一
名

に
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
難

対
象
者

入
浴
事
業
を
利
用

で
き
る
者
は
、

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱

(以
下
H
市
要
綱
と
い
う
)
第

二
条

で

「本
市
内

に

居
住
し
、
家
族

の
同
意

及
び
入
浴
可
能

で
あ
る
旨
、
医
師
か
ら
指
導
を
得
た
次

の
各
号

に
掲
げ

る
者

と
す
る
。

O

家
庭
に
お

い
て
、
自
力

で
入
浴
が
困
難
な
六

五
歳
以
上

の
老
人

で
、
ね
た
き
り

の
状
態
が
三
箇
月
以
上
継
続

し
、
そ
の
状
態

が
今

後
も
継
続
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

⇔

ね
た
き
り

の
状
態
又
は
、

こ
れ
に
準
ず

る
状
態

で
家
庭

に
お

い
て
入
浴
困
難

と
認
め
ら
れ
る
重
度
障
害
者

で
あ

っ
て
、
原
則
と
し

て

一
八
歳
以
上
六
五
歳
未
満

の
者
。
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⇔

そ

の
他
特

に
市
長

が
認

め

た
者

。
」

と

さ
れ

る

(高
齢
者
以
外
の
障
害
者
も
対
象
)
。

巡
回

入

浴
車

の
利

用

は
、

原

則

と
し

て
、

二
条

一
号

に
該

当

す

る
も

の
に
限

る

と
さ

れ
て

い

郁

利
用
要
件

は
か
な
り
厳
し

い
も

の
で
あ
る
が
、
決
定

の
際

の
担
当
者

の
裁

量
性
が
そ
れ
だ
け
狭

め
ら
れ
る
と
み
る
こ
と
も

で
き
る
。

決

定

要
綱
上
は
、

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴

サ
ー
ビ

ス
事
業

申
請
書

(表
63
)
に
よ
り
、

市
長
が
決
定
す
る
と
抽
象
的

.
形
式
的

に
定
め
ら
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
は
、
希

望
者
か
ら

の
申
請
が
あ
る
と
、
保
健
婦

が
訪
問

・
調
査

し
、
市

の
老
人
福

祉
係
が
決
定
す
る
。
巡
回

入
浴
車
派
遣

申
請
者
調
査
票

で
は
、
本
人

の
承
諾

・
家
族

の
承
諾
が
確
認
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

申
請

に
あ
た

っ
て
は
、
入
浴
承
諾
書

の
提
出

が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
要
綱
上
は
明
ら
か

で
は
な

い
が
、
健
康
診
断
書

の
提
出

も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
入
浴

サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
時

は
、
常
時
介
護
し
て

い
る
家
族
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
付
添

い
人
を

一
人
付
け
る
こ
と

が
、
要
綱
上
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
理
由
や
実
施

の
際

の
家
族

の
役
割

は
明
確

で
は
な

い
。
決
定

に
際
し
て
は
、
利
用
を
承

(
5

)

認
す

る
場
合

も

、
却

下

の
場

合

も
、

ね

た
き

り
老

人
等

入

浴

サ

ー

ビ

ス
事

業

決

定

通
知

書

で
対
処

さ
れ

て

い
る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
時
間

申
請

か
ら

実

施

ま

で

に
は
、

大

体

一
ヵ
月

か

ら

一
ヵ
月

半

か

か

る
。

一
ヵ
月

毎

に
予
定

表

が
く

ま

れ

て

い
る

た
め
、

再

調

整

し

て
新

規

の
ケ

ー

ス
を
組

み
入

れ
る

ま

で
に

は
、

そ
れ

だ
け

の
時

間

が

か

か

る
と

い
わ

れ

て

い
る
。

申
請

の
時

点

で
、

待
機

者

が

い
な

い
こ
と

に

つ

い
て
は
、

情

報

の
不

足

な

ど
他
市

と
共

通
す

る

理
由

が

あ

る
も

の
と
思

わ

れ

る
が
、

利

用
要

件

が

か
な

り
厳

し

い
こ
と
も
、

H
市

に
固
有

の
理
由

と
考

え
ら

れ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
全
体
的
な
把
握

巡
回

入

浴

に

つ

い
て

は
、

表

66

・
67

の
よ
う

な
巡

回

入

浴
車

奉
仕

日
誌
、

巡

回

入

浴
車

運
転

日
誌

が
提

出
さ

れ

て

い
る
。

施
設

入
浴

に
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在宅福祉サー ビスの法的研究

市 長 様

表63

(住 所)

甲請者(氏 名)

(本 人 との 関係)

(電 話)

平成 年 月 日

市 ね た き り 老 人 等 入 浴 サ ー ビ ス 事 業 申 請 書

入浴 を希 望 したL>の で、 次の と軸 り串 請 します。

④

入 浴 を 希

望 す る 看

入 浴 看 の

健 康 状 態

1賛調

治

正
明

大

医 吟弔iこ よ る ノ、i谷 指 導

か か りっ け の 医 師 が 入 浴 して も

よ い と い われ 控 した かo

そ の と き特 別 こ)注意 が あPま し

た ら、 そ の 内 容 に つ い て 記 入 して

くだ 岱い)

医 師 名

住 所

電 話

317C317)



表64

巡回入浴車派遣申請者調査票

調査年月 日

氏名

H年 月EI

男 ・女

保健婦氏名

病名

所

重

住

体

市 電話

㎏ 血圧 皿Hg脈 拍 体温 ℃

医師の入浴指導 可 否 本 人 の 承 諾 可 否 ヨ
家 族 の 同 意 可 否 家 族 の 介 護 可 否

入 浴 室 の 状 況 入 浴 室 の 距 離
1

・ヨ

道路 幅員 。状 況 幅員m 車 の 出 入 り
i

水 道
1504位 使用(申 請者負担)

蛇 口の位置

排 水

電 気
ア ンペ ア(電 気料 申請者 負担)

コ ンセ ン トの 位 置

手拭 き 。タオル 申請者 が用 意す る こと

消 毒 場 所

褥 瘡 の 状 態

(備 考)

(3ヱ8)318
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表65

号

日児

第

年

殿

市長

市 ね た き り老 人等 入 浴 サ ー ビ ス事 業決 定 通 知書

Gの こ と につNて ・ つ ぎの と紬 映定 した の で通 知 します
。

入 浴 サ ー ビ ス 事 業

を 利 用 す る 者

住 所 市

氏 名
生 年 月 日 年 月 日1

決 定 区 分

〔]巡 回入 浴 車 での 入浴 を承 認 します 。

fコ 施殺で の入 浴 を承 認 しま すo

〔]入 浴は 無 理 です。

決 定 理 由

入 浴 開 始年 月 日
年 月 旧 時 分 ごろ

特 記 亭 項

ω 都 合 に 勘 入 浴 ナ ー ビ ス 事 策 を 利 用 し な い と き は
、 速 や か

に 、 福 祉総 務課 考人 福 祉係(電 話 内 線)

に ご 述 絡 く だ さQ

② 施 設 で の 入 浴 の 場 合 は,日 時 等 に つ い て は 老 人 ホ_ム よ

」り連 絡 が あ り ま すo

319(319)



表66

1

巡 回 入 浴 車 奉 仕 日 誌
1

担当者

`

家庭 奉仕員

保 健婦

住 所 氏 名 生 年 月 臼

市
虜治

年 月 日
大正

入 浴 可 ・否 入 浴回 数 回 目 入 浴 月 日 月 日
立会人氏名
障 柄()

奉 仕 内 容 入 浴 ・ 洗 髪 ・爪 切 り ・整 髪 ・ 清 拭 ・ 足 洗

記 事 1特 に異常 な し

課長代理
2

1

課長 係長 係員
一 一一

健康づくり
係長 上記 の とお り報 告 を確 認 します。

巡 回 入 浴 車 奉 仕 日 誌 担 当者
家庭奉仕員

保健婦

住 所 氏 名 生 年 月 日

平塚市
明治 年 月

日
大正

入浴 可 ・否 入浴回数 回 目 入浴月 日 月 日立会入氏名読
柄()

奉 仕 内 容 入 浴 ・洗 髪 ・ 爪 切 り ・ 整 髪 ・清 拭 ・ 足 洗

記 事

巴
1特 に異 常 な し

2

-i
4

→
課長 係長 係員 健康づくり

係長 上 記の と籾 報 告,yr認 し ます.1

}

(320)320
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表67

巡 回 入 浴 車 運 転 呂 誌

平成 年 月 日(曜) 車輌番号 決 裁

出庫時刻 時 分
課長 係長

喧

係

入庫時刻 時 分

燃料

補給

ガ ン リ ン 8 入庫時刻の計器指示数 キ ロ

オ イ ル e 出庫時刻の計器指示数 キ ロ

灯 油 4 本 日走 行 した 総 数 キ ロ

発 時 刻 萢 時 刻 行 先 備 考

時 分 時 分

■ ・

■ ●

o ■

1

修理

1状 況

個所 時間外 時 分 一 時 分 運
転
員業者 そ の他

つ
い
て

は
、

月

毎

に
実
施

報

告

が
提
出

さ

れ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

H
市

の
要

綱

は
、
事

業

内

容

に

つ
い
て
も
、

O

入
浴

及
び

洗

髪
、

⇔

血

圧

・
脈
拍

・
及

び

体

温

の

測

定

、

㊨
健

康

相

談

・

助

.
そ

の
他

必
要

な
措

置

、

と
具

体
的

に
規

定

し

て

い
る
。

入

浴

の
回

数

は
、

要
綱

上

は

お
お

む
ね
月

一
回

と
な

っ
て

い
る

が
、

予

備

日
な

ど

を

つ
く

っ
て
、

な

る

べ
く
月

二
回

実
施

し

た

い
と

の

こ
と

で
あ

る
。

注
費
用
徴
収

費
用
徴
収

は
さ
れ

て
い
な

い
。

(
1
)

H
市

ね
た
き
り
老
人

等
入
浴

サ
ー

ビ
ス
事
業
を

い
う
。

こ
の

事

業

は
、
県

の
補

助
事
業

で
あ

る
。
こ

の
他

に
、
国

の
デ

ィ

・

サ
ー

ビ
ス
事
業
∵

県

の
ケ

ア
セ

ン
タ
ー
事

業
を

受
け
た

H
市
在

宅
老
人

デ

ィ

・
サ
!

ビ
ス
事
業
が
あ

る
。
正
確

に

い
え
ぱ
、
ね

た
き
り
老

人
等
入
浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

の
う
ち
、
国

の
デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事
業

(訪

問
事
業
)

の
対
象
と

な
る
部
分

は
、

国
庫
補

助

の
対

象
と
な

る
。
神
奈

川
県
下

の
自
治
体

は
総
じ

て
、

こ
の

よ
う
な

二
本
立

て
に
な

っ
て

い
る
。

(321)32i



表68

年 月 日

市 長 殿

施設名 園

市 ねたき り老人等 入浴サー ビ ス事業 実施報 告書

つ ぎのと艶 り 年 月 分の入浴 サー ビス実 施状況 を 報告 いた します0

入 浴 者 氏 名 入 浴 日 人 浴囲 数 介 遵 人 氏 名 摘 用

日 回 目

日 回 目

日 回 目

口 回 目

日 回 目

」一

(322)322



(2
)

移
送
サ
ー
ビ

ス
と
同
様
の
問
題
が
出
て
く
る

(橋
本

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
公
的
責
任
」
参
照
)
。

(
3
)

巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
平
成
三
年
度
か
ら
、
施
設
に
事
業
委
託
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
対
象
と
な
る
高
齢
者
は
、
施
設
入
浴
の
場
合
も
特
殊
浴
槽

の
利
用
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
デ
ィ
・
サ

ー
ビ
ス
事
業

の
対
象
と
な
る
高
齢
者
は
、
O
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上
の
者

で
あ

っ
て
、
身
体
が
虚
弱
な
た
め
に
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
に
支
障
が
あ
る
在
宅
の
者
、
⇔
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
者
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
よ
り

軽
度
な
身
体
状
況
に
あ
る
高
齢
者
が
対
象
と
考
え
ら
れ
る
。
デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
高
齢
者
又
は
そ
の
介
護
者
は
、
利
用
申
請
書
に
、

健
康
診
断
書

・
承
諾
書
を
添
え
て
申
し
込
む
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
他
市
よ
り
厳
格

で
あ
る
。

(5
)

こ
れ
に
対
し
、
デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
場
合
は
、

在
宅
老
人
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
通
知
書
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

却
下
の
場
合
に
は
、

利
用
者
通
知
書
が
発
送
さ
れ
な
い
こ
と
を
も

っ
て
、
通
知
に
か
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
老
人
デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱
は
、
施
設

の
長
は
、
帯
長

に
対
し
実
施
状
況
報
告
書
を
提
出
す
る
他
介
護
者
に
対
し
て
も

「
利
用
者
及

び
そ
の
介
護
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
事
業
の
実
施
内
容
等
に

つ
い
て
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

在宅福祉サービスの法的研究

⑤

F

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
事
業

の
実
施
方
法

に

つ
い
て
は
、

移
動

入
浴
車

の
派
遣

に
よ
る
も

の
と
施
設
入
浴
に
よ
る
も

の
が
あ
る

(F
市

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
事
業
実
施
要
綱
以
下
F
市
要
綱
と
も
い
う
第
三
条
二
項
)。
入
浴
事
業

に
は
、
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
事
業

の
他
、
地
域
介

護

サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー
事
業

の

一
環
と
し

て
の
入
浴
事
業
が
あ
る
。

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
事
業
は
、

F
市

が
特

別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
に
委
託
す
る
こ
と

に
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
る

(同
第
二
条
)。

F
市

の

場
合
、

ね
た
き
り
老
人
等
移
動
入
浴
事
業
実
施
仕
様
書

が
委
託
契
約
書

と
な

っ
て
い
る
。
移
送
入
浴
車

の
派
遣
、
施
設
入
浴

に
つ
い
て
は
、

国

の
デ

ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業

(県
ヶ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
)
か
ら

の
補
助

が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

F
市

の
地
域
介
護

サ
ー
ビ
ス
セ

(323)323



ン
タ
ー
事
業
は
若
干
特
徴
的

で
あ
る
。

F
市
地
域
介
護

サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
事
業

は
、
運
営
要
綱

に
よ
れ
ば
、

F
市
地
域
介
護

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
事
業
の
運
営
に
必
要
な
施
設
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
)
で
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
高
齢
者

に
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
在
宅
で
援
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
等

へ
の
援
助
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る

(
F
市
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
要
綱
以
下
F
市
運
営
要
綱

と
い
う
第

一
条
要
約
)
。
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
事
業

は
、

運
営
主
体

の
規
模

に
応
じ
て
選
択
実
施
す
る
も

の
と
さ
れ
、

施

設
入
浴
事
業

の

他
、

一
時
入
所
事
業
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ

ム
事
業
、
デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
相
談
調
整
事
業
等

が
規
定

さ
れ
て
い
る

(同
第
三
条
)
。

対
象
者

F
市
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
事
業
実
施
要
綱

に
よ
れ
ば
、
同
事
業

の
対
象

老
人
は
、

O

市
内

に
居
住
す
る
お
お
む
ね
六

五
歳
以
上

の
ね

た
き
り
老
人

で
、
医
師
が
入
浴
可
能

と
認
め
た
者
。

⇔

そ

の
他
、
市
長
が
特

に
入
浴

を
認
め
た
者

で
、
医
師

が
入
浴
可
能

と
認
め
た
者
。

㊨

施
設
入
浴

の
利
用
者
に
あ

っ
て
は
、

一
号

又
は
二
号

の
要
件
を
備
え
た
者

で
、
移
送

に

つ
い
て
も
医
師

が
可
能
と
認
め
た
者
。

た
だ
し
、
伝
染
性
疾
患
を
持

っ
た
者
及
び
他
人

に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
を
除
く
。

(
1

)

と
さ
れ

て

い
る
。

地
域

介

護

サ
ー

ビ

ス

セ

ン
タ

ー

の
入
浴

対
象

者

は
、

「家

庭

に
お

い
て
入

浴

の
困

難

な
援

護

を

必
要

と

す

る
人
」

(
F
市
運
営
要
綱
第
五
章

、

銘
卜
「
r
条
)
と
さ

れ
、

ね

た
き

り
老

人

等

入
浴

事
業

の
対

象

者

よ
り
軽

度

な
者

が
対

象

と

さ
れ

て

い
る

と
考

え
ら

れ

る
。

施

設

へ
の
移

送

サ

!

ビ

ス
は
、

当

然

に
行

わ
れ

る

の
で
は

な
く
、

家

族
状

況

そ

の
他

か

ら
、

市
長

が
必

要

と
認

め

た
場

合

運
営

主

体

が

こ
れ

を

行
う

も

の
と

さ

れ

る

(同
第

一
二
条
)
。

決

定

324(324)
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入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者

は
、

福
祉

サ
ー
ビ

ス
利
用

(変
更
)
申
請
書

に
医
師

の
証
明
書

及
び
確
約
書

を
添
え
て
、

市

(
2

)

長

に
提
出

す

る

(ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
事
業
実
施
要
綱
、
第
七
条
)
。

F
市

の
場

合

、
全

て

の
サ
ー

ビ

ス
に
共
通

す

る
申
請

書

が
利

用
さ

れ

て

い
る

こ
と

は
、
老

人

家
庭

奉
仕

員

派

遣
事

業

の
項

で
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。

決
定

の
方
法

は
、

他

市

と
同

様

で
あ

る

(同
、
第
八
条
)
。

両
事

業

共

に
、

入

浴

サ
ー

ビ

ス
を

受
け

る
と

き

は
、

家

族

又

は
介

護
者

が

必

ず
付

き

添
う

こ
と

と
さ

れ

る

(同
、

第
九
条
e

・
F
市
運
営

要
綱
、第

一
二
条
)
。

実
際

の
決

定

者

は
、

施

設

の
指

導

員

が
担

当

し

て

い
る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

サ
ー

ビ

ス
の
申
請

か
ら
実

施

ま

で

の
所
要

期

間

は
、

翌
月

の
日

程
表

を
組

ん

で

い
る

こ
と

に
よ

り
、

早
け

れ
ば

一
週
間

以
内

で
あ

る

が
、

遅

け

れ
ば

一
ヵ
月

か

ら

一

・
五

ヵ
月

位

を
要

す

る
場

合

も

あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止

基
本

的

に

は
市

側

か
ら
変

更

・
廃
止

の
手

続

を

と

る

こ
と

は
な

い
が
、

健
康

な

ど

の
状

態

に
よ

っ
て
は
全

く
無

い
と

い
う

こ
と

は
な

い

と

さ

れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

実

施

過
程

の
把
握

は
、

当

市

で

「
カ

ル
テ
」

と
呼

ん

で

い
る
報

告
書

に
よ

っ
て

い
る
。

そ

の
他
、

施

設

よ
り
直

接

報
告

を

受
け

る

こ
と

も

あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
内
容

ね

た
き

り
老

人
等

入

浴
事

業

の
回

数

は

一
人

、
月

四
回

が
限
度

と

さ
れ

て

い
る

(
F
市
実
施
要
綱
第
六
条
)
。
サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
ー
事

業

は
、

325 (325)



本

人

の
希

望

に
応

じ

て
市
長

が
定

め

る
も

の

と
す

る

(
F
市
運
営
要
綱
第
五
章
、
第

二
二
条
)
。

費
用
徴
収

費
用
に

つ
い
て
は
、

施
設
入
浴

の
利
用
者

は
、
入
浴

に
直
接
要

し
た
経
費
以
外

の
飲
食
物
費
、

費

に

つ
い
て
、
利
用

の
都
度
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
。

医
療
費
、
そ

の
他
の
自
己

に
要
し
た
経

326{326)

 

注
(
1
)

F
市

で
は
、

入
浴

サ
ー
ビ
ス
は
危
険
を
と
も
な
う
こ
と
か
ら
、

老
人
家
庭
奉
仕
員
で
も
敬
遠
す
る
も
の
が
多

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重

視
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

健
康
診
断
書

の
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
医
師
が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
件
の

一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
市
長
の
裁
量
範
囲
は
縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
医
師
の
責
任
は
重
く
な

っ
て
い
る
。
健
康
診
断
書
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
法
の
健
康
診
査

を
利
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
が
、
「入
浴
の
た
め
の
移
送
に
耐
え
得
る
か
ど
う
か
」
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
す
る
場
合
の
検
査
項
目
が

一
致

し
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
検
査
項
目
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
申
し
出
が
無

い
以
上

わ
か
ら
な

い
。
家
族
は
自
分
本
意
に
し
か
申
告
し
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
軽
度
梅
毒
や
B
型
肝
炎

に
つ
い
て
、
保
健
婦
と

一
般
の
人

々
の

間
に
危
険
度

の
認
識

の
差
が
あ
る
こ
と
等
の
指
摘
も
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
健
康
診
査
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

⑥

A

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

高

齢

者

へ
の
入
浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

「
A
市

ね

た
き

り
老

人
等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

等
実

施

要
綱

」

に
基

づ
く
、

ね

た
き
り
老

人

等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

と
、

「
A
市

デ

ィ
・
サ

ー
ビ

ス
事

業
実

施
要

綱

」

に
よ

る

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

の
二
本

立

て
で
行

わ

れ

て

い
る

こ
と

は
他

市

と
同
様

で
あ

る
。
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両
事

業

の
実

施

主
体

は
、

A
市

と
さ

れ
る
。

前
者

の
事

業

は
、

e

巡
回

サ
ー

ビ

ス
、

口

施
設

入
浴

サ
ー

ビ

ス
と
さ

れ

る
。

こ
の
事

業

の

実

施

は
、

原

則

と

し

て
巡
回

入

浴

サ

ー
ビ

ス
と

し
、

例

外

的

に
施

設
入

浴

サ
ー

ビ

ス
が
行

わ

れ
る

こ
と
と

さ
れ

て
い
る

(ね
た
き
り
老
人
等

の

ノ

ノ

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
実
施
要
綱
第
三
条
)

こ
と
も

、
Y
市

等

と

は
逆

で
あ

り
、

Y

と

A
市

の
地
域

的

特

性

の
差

が
感

じ
ら

れ

る
。

巡
回

入
浴

サ

ー

ビ

ス
は
、

市

が
委

託

し
た
業
者

(
随
意
契
約
に
よ
る
)
に

よ
り
行

わ

れ

て

い
る
。

施

設
入

浴

サ

ー

ビ

ス
は
、

市

が
委

託

し

た
特

別
養

護

老

人

ホ
ー

ム

で
行

わ

れ
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

は
特

別
養

護
老

人

ホ
ー

ム

(
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
)
等

に
委

託

し

て
行

わ
れ

て

い
る

(デ

ィ

・
サ

ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
三
条
)
。

国
及

び
県

の
補

助

事
業

で
あ

る

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

で
も
特

別
養

護

老

人

ホ
ー

ム
で

は
、

ね

た
き

り

の
高

齢
者

の
た
め

の
特

殊
入

浴

が
実

施

さ

れ

て

い
る
。

A
市

の
場

合

ね

た
き

り
老

人

で
も
、

リ

ハ
ビ
リ

な
ど

を
併

せ

て
受

け

た

い
人

は
デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
を
利

用

す

る

こ

と

に
な

る
。

対
象
者

ね
た
き

り
老

人
等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業

の
対

象
者

は
、

の

市
内

に
住

所

を
有

し
、

自

力

で
入

浴
す

る

こ
と
が
困

難

な

ね

た
き

り
老

人
等

で
、

ね

た
き
り

の
状

態

が
今
後

も

継
続

す

る

と
認

め

ら
れ
、

か

つ
医

師

が
入

浴
可
能

で
あ

る

と
証

明

し

た
者

。

⇔

そ

の
他

前
号

に
準
ず

る
者

で
、
特

に
市

長

が
認

め

た
者
。

で
あ

る
。

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事
業

に
お
け

る
入

浴

サ

ー

ビ

ス
を
利

用

で
き

る
者

は
、

O

市

内

に
住

所

を
有

す

る

お
お

む

ね
六

五
歳

以
上

の
者

で
あ

っ
て
、
身

体

が

虚
弱

な

た

め

に
日
常
生

活

を
営

む

の
に
支

障

の
あ

る
者

。

⇔

そ

の
他
、

市

長

が
特

に
必
要

と

認

め
た
者

。
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と
さ
れ

て
い
る
。
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業

よ
り
総
じ
て
軽
度
の
高
齢
者
が
対
象

と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

決

定

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴

サ
ー
ビ

ス
事
業
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

の
介
護
者

(以
下

「
申
請
者
」
と
い
う
。)
は
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
登
録
申
請

書

に
、
健
康
診
断
書
、

日
常
生
活
動
作
能
力
調
査
票

及
び
誓
約
書
を
添
え

て
市
長

に
申
請
す
る
も

の
と
す
る
。

要
綱
上
は
、

登
録
申
請
書
等

の
受
理
後

に
、

e

市
長
は
、
前
条

の
規
定

に
よ
る
申
請
書

を
受
理
し
た
と
き

は
、
速
や
か

に
実
態
を
調
査
し
そ
の
必
要
性
を
検
討

の
上
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
の
可
否
及
び

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

を
決
定
し
、

入
浴

サ
ー
ビ

ス

(
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
)
登
録
決
定

(却
下
)
通
知
書

に
よ
り
、

申
請

者

に
通
知
す
る
も

の
と
す
る

(
A
市
ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
実
施
要
綱
第
七
条
)
。

と
さ
れ

て
い
る
。

申
請
を
受
理
し
た
場
合
は
、

⇔

市
長
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
り
巡
回
入
浴

サ
ー
ビ
ス
又
は
施
設
入
浴
サ
ー
ビ

ス
の
対
象
者

と
し
て
決
定
し
た
と
き

は
、
入
浴

サ
ー

ビ
ス
登
録
簿

に
記
載
し
、
巡
回

・
施
設
入
浴

サ
ー
ビ
ス
対
象
者
登
録
通
知
書

に
健
康
診
断
書
及
び
日
常
生
活
動
作
能
力
調
査
票
を
添

え
て
、
委
託
業
者
又
は
施
設
の
長

に
通
知
す
る
も

の
と
さ
れ
る
。

㊨

委
託
業
者
及
び
施
設

の
畏
は
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
通
知
書

に
よ
り
通
知
を
受
け

た
と
き

は
、
対
象
者

の
状
況
を
把
握
し
、
入

浴

サ
ー
ビ
ス
実
施
通
知
書
に
よ
り
申
請
者

に
通
知
す

る
も

の
と
す
る
。

と
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他

の
決
定
手
続
は
、
お
お
む
ね
他
市

と
同
様

で
あ

る
。
市
長
が
申
請
を
受
け
て
、
要
綱
第
七
条

に
よ
り
、
決
定
す
る
の
は
入
浴
サ

ー
ビ
ス
登
録
決
定

(却
下
)
通
知
書

で
あ
り
、

委
託
業
者
及
び
施
設
長
が
、

入
浴

サ
ー
ビ
ス
対
象
者
通
知
書
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
と
き

328C3zs)
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表69

日 常 生 活 動 作 能 力 稠 査 票

調査年月日 平成 年 月[1

氏 名 男 ・女 明・入・昭 年 月 日生(歳)

傷膚の状況.病 名

診療 状 況、 間
既往症
現 在

精

神

の

状

況

記 憶
名前(2可O不 司丁一 礪 証(2可0不 可)

生年月 日(2可0不 可)出 生地(2可0不 可)
評 点

意 識

(質問の意味が埋解できて、答 として妥当ならよい。)

今 日の日付(2可O不 可)現 住所(2可O不 可)
いま世話をして くれる人は誰ですか(2可Oイ ぐrの

だれと住んでいますか(2可0不 可)

体の悪いところがあ りますか(2可0不 可)

ryvの 疎 通 3普 通2や や悪い1悪 い0大 変悪い

特記箏項
(精神障害等につき記入) 小 計

(`ll}

身

体
の

状

況

視 力
1J,¥!'w/動3普通2やや悪 い ユO盲

きがわ かる

聴 力
耳元で大声3普通2大声で聴える10
で聴える

雷 謡
一一 一

3普 通2聴 きとりにくい ↓聴 きとれないO唖

特記事項
(肢体不 自由のis、 部位.程 度、補装具等につき記入) 小計

(9)
日

常

生

活

動

作

能

力

歩 行
っかまり歩き3白立2杖{吏月ilユO歩けない

歩行介助

行動範囲 3単独外出2家 の回リ ユ屋内のみO床 の上
●駒

床上動作 ti2駿
げ出し ・座位介助 ・鶴i高)

食 事
手づかみ3箸で自由に2匙使用 ユ0できない
握 り飯

用 便 3白立2縢 覆轟 ・便踊 嚥 青無)

入 浴 3自立2醐 翻 助 ユ懲 もらう ・で繍 ・

着 脱 表 徹2編 謙 ば ユ畿 ど 。できなし・

寝具の始宋 3自立2麓 艦 鎗 たたむだけ ・できない

性格及び行動
上 の 問 題

排徊、酒癖、便いじり、ワイセツ、火、盗癖、好訴.多 弁、寡黙

作語、口論、暴行、その他()

小計

(24)

評 価

b■,o

・工・50
,"訊 ヒ 遭'49・ 一一・35∴ 慧.a34,削 人一「ド

ほ ぼ 自 立 介 護 濃 厚 な 介 護

合計

(54)

備 考

329(329)



〈参 考 〉

表70 厚生省 「障害老人の日常生活 自立度(寝 たき り度)判 定基準」

生
活
自
立

ラ ン クJ

準
寝
た
き
り

ランクA

寝

ヂ
」

'
ノ

↓さ

り

ラ ン クB

何 らかの障 害等 を有す るが,日 常生 活 はほぼ 自立 してお

り独 力で外 出す る。

1交 通"一`一;,等を利用 して外 出す る。

2隣 近所 へ な ら外 出す る。

屋内での生活は概ね 自立 しているが,介 助な しには外出1

しない。

1介 助 によ り外 出 し,日 中 はほ とんどベ ッ ドか ら離 れ

て生活 す る。

2外 出の頻度 が少 な く,日 中 も寝 た り起 きた りの生 活

を して いる。

屋 内での生 活 は何 らかの介助 を要 し,日 中 もベ ッ ドの上

で の生 活が主体 で あ るが座 位 を保 つ。

1車 いす に移乗 し,食 事,排 泄 はベ ッ ドか ら離れ て行

う。

2介 助 によ り車 いす に移乗 す る。

ラ ン クC 1日 中ベ ッ ド上 で過 ご し,排 泄,食 事,着 替 にお いて介

助 を要 す る。

1自 立 で寝返 りを うつ 。

2自 力 で は寝 返 りもうたない。

ヨ十
サ; 間

ラン クA,B,Cに 該 当 す るものについて は,い つか ら

その状態 に至 ったか。

年 月 頃 よ り

(継 続期 間 年 ヵ月 間)

※

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止

介
護
者

に
は
、
申
請
書

の
記

載
事
項

に
変
更

が
生

じ
た
と
き

又
事
業

の
利
用
を
中
止
す
る
時

判定にあ≠っては補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差 し支えない。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

一
週
間

か
ら

一
〇

日
と

さ
れ

て

い
る
。

は
入

浴

サ

ー
ビ

ス
実

施

通
知

書

に

よ
り
申
請

者

に
通
知

す

る
と

さ
れ

て
い
る

こ
と

は

よ
く
実
情

を

反
映

し

て

い
る

と

い
え

よ
う
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

の
場

合

は
、

付
添

い
は
必

要

と

さ
れ

な

い
が
、
対

象
者

の
家

族
等

は
、

こ
の
事

業

を
受

け

る
と

き

に
、

必

要

に
応

じ
事
業

に
協

力

し
な

け

れ

ば
な

ら

な

い

(デ

ィ

・
サ
ー

ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第

一
〇
条
)
。
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は

届
出

を
義

務

づ
け

ら

れ

て

い
る
が
、

辞

退

届

は
と

っ
て

い
な

い
。

事
実

確

認

で
終

わ

る
。

サ
ー

ビ

ス
の
回

数

の
変

更

は
し

て

い
な

い
。

入

浴

サ
ー

ビ

ス
休

止
連

絡

表

は
用

い
な

い
で
、

電
話

で

の
対
応

が

な
さ

れ

て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

ね

た
き

り
老

人
等

入

浴

サ
ー
ビ

ス
の
場
合

介

護
者

の
責

務

と
し

て
、
対

象

者

の
家

族

は
、

こ
の
事
業

を

受
け

る
と
き

は
必
ず

立
ち

会

い
、

介

助

に
当

た
ら

な
け

れ

ば

な
ら

な

い

(
A
市

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
第

一
〇
条
)
。

こ
れ
を

受
け

る
形

で
、

市
長

、
委

託
業

者

及

び

施
設

の
長

は
、

事
業

の
実

施
内
容

及

び
対

象

者

の
身
体

的

状

況

の
変
化

等

必
要

な
事

項

を
、

そ

の
都

度
介

護
者

に
連
絡

す

る
も

の
と
す

る

(同
第

=
二
条
)
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
窓

ね

た
き

り
老

人
等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
の
内

容

は
、

O
入

浴
及

び
洗

髪
、

口
血

圧

・
脈

拍

及

び
体

温

の
測

定
、

⇔
健

康
相

談

・
健

康

に

つ
い

て

の
助

言

及

び

そ

の
他

必

要

な
措
置

、
四

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ
業
務

、
㈲
食

事

サ
ー

ビ

ス
及

び

送

迎

サ
ー

ビ

ス

(施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
者

に
限
る
)
と

さ
れ

る
。

一
般

に

サ
ー

ビ

ス

の
内

容

は
、
各

自

治

体
間

で
、
か

な

り
差

が

あ

る

よ
う

に
思
わ

れ

る
。

利

用

回

数

は
、

ね

た
き
り

等

の
場

合

は
、

お

お
む

ね
月

四
回

、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
場
合

は
対

象

者

の
希

望
、

身
体

的

状
況
、

家

庭

状

況
等

を

十

分
勘

案

し
決
定

す

る
も

の
と
す

る

が
、

週

一
回

～
週

二
回
程

度

を
標

準

と
す

る
と

さ
れ

る
。
他

市

に
比

べ
て
回

数

は
多

い
方

で

(
2

)

あ

る
。

民
間
業

者

へ
の
委

託

の
方

が
効
率

的

な

サ
ー

ビ

ス
が

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ

う
か
。

費
用
徴
収

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

に
あ

っ
て

は
、

介

護
者

は
、

市

長

が

別

に
定

め

る
食

事

サ
ー

ビ

ス
に
関

わ

る
原
材
料

費

の
実

費

を

そ

の
都

度

施

設

の
長

に
支

払

わ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い

(第

一
四
条
)
と
さ

れ

る

の

で
、
事

実

上
負

担

が

な

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。
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注
(
1
)

A
市

ね
た
き
り
老
人
等

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事

業
及
び

デ

ィ

・
サ
ー

ビ
ス
事
業
を

い
う
。

(
2
)

夏

は

お
お
め
に

サ
ー

ビ

ス
を
提

供
す

る
よ
う

心
が

け

て
い
る
と

い
う
。

日

・
祝
祭

日
は
サ
ー

ビ

ス
を
提

供
し

て
い
な

い
が
連
休

が
続

く
と
き
は

こ
の
限

り

で
は
な

い
と

の
こ
と

で
あ

る
。

332{332

ノ

⑦

H

市

案
施
方
法

・
実
態
形
態

ノ

ノ

 

H
市

入

浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

実

施
要

綱

並
び

に
H
市

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

実

施

要
綱

に
よ

り
、

入

浴

サ
ー
ビ

ス
が
行

わ

れ

て

い
る
。

入

浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

の
形

態

は
、

O
施

設

入
浴

サ
ー

ビ

ス
及
び
、

口
移
動

入
浴

サ
ー

ビ

ス
と
さ

れ

る
。

⇔
は
、

O

が
困
難

で
あ

る

と
市

長

が
認

め

る
場

合

に
限

り

行

わ
れ

る
。

施

設
入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
場

合

の
移

送

は
、

施

設

に
委

託
さ

れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
事

業

は
、

市
内

の
社
会

福

祉
法

人

及

び
移
動

入

浴

の
実

施

を
業

と
す

る
者

に
委

託

し
て

行

わ

れ

る

(H
市
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第

二
条
)。

移

動

入

浴

に

つ
い
て

の
委

託
契

約

は
、
自

治

法

上

の
指
名

登

録

を
受

け

て
お
り
、

か

つ
シ

ル
バ
ー

マ
ー

ク

の
認
定

を
受

け

て

い
る
等
、
市

側

の
要

件

に
合

致
す

る
業

者

が

一
件

し
か

な

い
た
め
、
随

意
契
約

の
方
法

が
と

ら

れ

て

い
る
と

い
う
。

デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
事
業

実

施
要

綱

に
お
け

る
入

浴

サ

ー

ビ

ス
は
、

特

別
養

護
老

人

ホ
ー

ム
を
経
営

す

る
社
会

福
祉

法
人

に
業

務

委

託
さ

れ
、

当

該

法
人

が

設
置

す

る
デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
施

設

に

お

い
て
実

施

さ
れ

て

い
る
。

対
象
者

入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
対
象

者

は
、

1

市

内

に
住
所

を

有
す

る

お
お

む

ね
六

五
歳

以
上

の
者

で
、

e

ね

た
き
り

で
家

庭

で
の
入
浴

が
困
難

な

と
き
。



在宅福祉サービスの法的研究

⇔

医

師

が
入

浴

す

る

こ
と
を
可

能

で
あ

る
と
認

め

る
と

き
。

2

前

項

に
規

定

す

る
者

の

ほ
か
、
市

長

が
特

に
必
要

と
認

め

る
者

は
、

入

浴

サ
ー

ビ

ス
を

受
け

る

こ
と
が

で
き

る
。

と
さ

れ

る

(入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
三
条
)
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
対

象
者

は
、

e

身

体

が
虚

弱

な

た
め

に

日
常
生

活

を
営

む

こ

と

に
支
障

が
あ

る
在

宅

の
者
。

⇔

そ

の
他

市

長

が
特

に
必

要

と
認

め

た
者
。

と
さ

れ

る

(デ

ィ

.
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第

二
条
)
。

決

定

市

長

は
、

前
条

に
規

定
す

る
申
請

書

を
受

理

し

た

と
き

は
、

入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
可
否

を
決
定

す

る
、

と

さ
れ

て

い
る

(入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
実
施
要
綱
第
六
条
)
。

実

際

に
は
、

ケ

ー

ス
ワ
!

カ

ー
が
訪

問

・
調

査

し
決

定

す

る
。

訪

問

看
護

事
業

を

受
け

て

い
る
場
合

に
は
、

保
健

婦

か
ら

状
況

を
聞

く

。

老

人
家

庭
奉

仕

員
事

業

の
場

合

と
同

様
、

こ

こ
で
も

二
人

の

「
ケ

ー

ス
ワ
ー

ヵ
ー
」

が
、

施
設

入

所

と
併

せ

て
市

内

の
在

宅
福

祉

サ
ー

ビ

ス
を

分
担

し

て

い
る
。

決

定

(却
下
)
通

知
書

と

い
う
兼

用

の
形

が

と
ら

れ

て

い
る

の
で
、

伝

染

性

の
疾

患

な

ど

で
、

入

浴

が
認

め
ら

れ

な

い
と
き
も
、

決

定

(却
下
)
通
知
書

を
出

す

こ
と

に

な

っ
て

い
る
。

入

浴

サ

ー

ビ

ス
を
希

望

す

る
者

は
、

入
浴

サ
ー

ビ

ス
申
請
書

(第

一
号
様
式
)
に
健

康

診
断

書

(第
二
号
様
式
)
を
添

え

て
市

長

に
提
出

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い

(同
第
五
条
)
。

デ

ィ

・
サ
ー
ビ

ス
の
場
合

は
、
健

康

診
断

書

の
提

出

は
、
特

に
求

め
ら

れ

て

い
な

い

(
デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
実
施
要
綱
第
五
条
)
。

入

浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

の
場
合

申

請
者

の
義
務

と
し

て
、

(333)333



表71

入浴サービス継続希望調査粟

住 所

氏 名

電 話

対象者の平成

H'市

年度

入浴 サ ー ビス について

口希望 します。

継続を

口希望 しません。

希望 しない理 由

}氏

1、
i対 象者1名

生 計

中心者

生年 明治

大正 年 月 日

月 日 昭和

住H'市

所1
性別 男 ・ 女

氏

名

生年

月 日

住
所

H'市

明治

大正 年 月 日

昭和

性別 男 ・ 女

(福)・3-52B545上

※ この調査票は,継 続希望の有無にかかわらず提 出して ください。

なお,継 続を希望される方は,あ わせて別紙入浴証明書 により医師の

診断を受けて ください。

{334)334



在宅福祉サービスの法的研究

表72

入 浴 前 問 診 粟

入浴当日の朝記入 して ください。

対 象 者 氏 名()

介 護 人 氏 名()

1け さの体温は何度で したか?

21月 以内に食べ る量が極端に減 ったとい うことは

あ りませんか?

3便 秘や下痢を してい ませんか?

41月 以 内に眠 りす ぎるようにな った り落ち着 きが

な くなった りなどの変化はあ りませ んか?

　

51月 以内に発熱 した りけいれんがみ られた りなど1

の何か体 に変わ ったことはあ りませんか?

年 月 日

(必 ず 計 って くだ さい。)

度 分

あ る な い

して い る して いな い

変化 ある 変化ない

あ る な い

(これよ り下は記入 しないで ください。)

訪問時 一般状態

BDPCKT

i移動後 一般状態
i

BDP<KT

入 浴後._....般 状態

BDP<KT

その他特 記す べ き事項(指 導 内容)

担 当者(

)

ヘ
ノ

)

)

335(335
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在宅福祉サービスの法的研究

O

医

師

の
入
浴

に

つ
い

て
の
証
明

書

は
、
半

年

に

一
度

提
出

す

る

こ
と
と

し
、

市

畏

が
必

要

と
認

め

る
と
き

は
、
随

時

提
出

す

る

こ

と
。

⇔

入

浴

サ
ー
ビ

ス
を
利

用

す

る
と

き

は
、

成

年
者

で
あ

る
付
添

者

が

必
ず

同
伴

す

る

こ
と

と
さ

れ

る

(入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱

第
九
条

で
当
該
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
、
障
害
者

で
あ
る
未
成
年
老
も
対
象
と
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
)
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

申
請

か
ら

実
施

ま

で

の
期

間

は
、

お

お

よ
そ

一
ヵ
月

く
ら

い
で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止

変

更

・
廃

止

に

つ
い
て

は
書

類

で
は
な

く
、

電
話

連

絡

で
済

ま

す

よ
う

に
し

て

い
る
.

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

サ
ー

ビ

ス
の
全

体
的

な

把
握

は
、

毎

月

の
報
告

書

に
よ

っ
て

い
る
。

必
要

が

あ
れ
ば

直
接

担

当
者

か
ら

の
報

告

が
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

入

浴

サ

ー
ビ

ス
の
回

数

は
、

お

お
む

ね
月

三
回

と
さ

れ
る

(入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
四
条
)。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス

の
入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
利

用
回

数

は
、

原
則

と
し

て

一
週
間

に

つ
き

一
回
若

く

は

二
回

と
す

る

(
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第

=

条
)

と
さ
れ

る
。

休

日

の
利

用
も

一
定

の
範

囲

で
行

わ
れ

て

い
る

こ
と

が
特

徴

で
あ

る
。

費
用
徴
収

入
浴

サ

ー

ビ

ス
事
業

に

つ
い
て
は
、

要

綱

別
表

に
定

め

る
入

浴

サ

ー
ビ

ス
費

用
負

担
基

準

に
基

づ
き
、

費

用

徴
収

が
な

さ
れ

る

(入
浴

サ
ー
ビ

ス
事
業
実
施
要
綱
第
七
条
)
。

費

用
徴

収
額

は
、

生
計

中

心
者

の
税

額

を
費

用
負

担

基
準

に
よ

り
階

層
区

分

し
た

上

で
決

定

さ

れ
る
。

生

計
中

心

者

と

は
、

利

用
者

自

身
、
利

用
者

の
配

偶
者

、

子

ど
も

の
う

ち
最

多
税

納

付
者

と
さ

れ

る
。

他

市

の
世
帯

の
生
計
中

心
者
概

念

(33T)337



が
、

親

族
扶

養

よ
り

広

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
考

え

る
と
、

H
市

の
定

義

は

一
応

は
評

価

さ
れ

よ
う
。

も

っ
と
も
入

浴

サ
ー
ビ

ス
事
業

で

費

用
徴

収

が

な
さ

れ

る
自

治

体

は
総

じ
て
少

な

い
と

い
え

る
が
、

H
市

の
場

合
自

治

体

の
規

模

が
比
較

的

小

さ

い

こ
と

が
影

響

し

て

い
る

の

で
あ

ろ
う
か
。

入

浴

サ
ー
ビ

ス
申

請
書

に

は
、

申
請

者

は
費

用

負
担

額

決
定

に
当

た
り

世
帯

の
市

民
税

課
税

状
況

の
調
査

を

さ
れ

る

こ

と

に
同

意

す

る

こ
と

が
求

め
ら

れ

て

い
る

(老
人
家
庭
奉
仕
員
の
場
合
等
の
他
市
の
例
と
比

べ
て
、
書
面
で
予
め
同
意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

手
続
的
に
注
目
さ
れ
る
が
、

申
請
者
に
世
帯
員

の
課
税
調
査

の
同
意
権
が
あ
る
か
ど
う
か
、

申
請
者
が
高
齢
者

で
あ
る
場
合
、
趣
旨
が
理
解
で
き
る
か
ど

う
か
等
問
題
も
少
な
く
な
い
)
。

な

お
、
市

長

は
費

用

の
減

免

を

す

る

こ
と

が

で
き

る

(同
第
八
条
)
。

し
か

し
、
費

用

の
減
免

の
決

定
手

続

は

な
く
市

長

の
裁

量

に
委

ね

ら

れ

て

い
る
も

の
で
、
今

の
と

こ
ろ
希

望
者

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
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⑧

-

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

Z
市
で
は
ね
た
き
り
老
人
入
浴

サ
ー
ビ

ス
に
関
す

る
要
綱
は
、
告
示
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。

ね
た
き
り
老
人
入
浴

サ
ー
ビ

ス
事
業

は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
に
委
託
さ
れ
、

ホ
ー
ム
の
特
殊
浴
槽
を
使
用
し
て
入
浴

サ
ー
ビ

ス
を

行
う
も
の
で
、
訪
問
入
浴
事
業

は
行
わ
れ
て

い
な

い
。

な
お
、
施
設

へ
の
送
迎
は
、
実
施
施
設

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

対
象
者

ね
た
き
り
老
人
入
浴

サ
ー
ビ

ス
事
業

の
対
象
者
は
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
六
五
歳
以
上

の
ね
た
き
り
老
人
で
、
入
浴
す
る

こ
と
に

つ

(
1

)

い
て
、

家

族

の
同

意

が
あ

り
、
医

師

の
診
断

書

を
有

す

る
者

と

さ
れ

て

い
る
。

(
2

)

 デ

ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業

の
対
象

者

は
、

市

内

に
住

所

を
有

し
、

次

の
各

号

の
い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

と

さ
れ

る
。



在宅福祉サービスの法的研究

表a4

Z'市 長

委 託 契 約 書

(以 下 「甲」 とい う。)と

(以 下 「乙」 とい う。)と の間 に

次の条項によ り委託契約を締結する。

(要 項)

第1条 この契約の要項は,各 号 に掲 げるとお りとする。

(1)委 託 業 務 の名称

料

る
額

轟

税

委

引

務

取
費
ち

業

う
消

②

㈲ 支払時期及び方法

(4)支 払 場 所

(5)

(6)

(履

第2条

所

限

　

場

期

法

行

行

方

履

履

行

円

円

取引に係 る消費税額は,消 費税法第28条 第1項

及び第29条 の規定によ り算 出したもので,業 務委

託料に103分 の3を 乗 じて得た額であ る。

甲が委託業務完了検査終了後適法な請求書を受理

してか ら30日以内

Z'市 指定金融機関横浜銀行支店

Z'市 役所派出所

Z'市

平成 年 月 日

乙は,仕 様書又は設計書等にi基づき業務委託料を もって履行期限まで

に委託業務を完了す るものとする。

第3条 乙は,公 共工事の前払金保証事業に関する法律(昭 和27年 法律第1$4

号)第2条 第4項 に規定する保証事業会社 と履行期限を保証期間 とし・同条

第5項 に規定す る保証契約 を締結 して,甲 に対 して業務委託料300万 円以上

の ものに限 り,3,000万 円を限度としてs当 該業務委託料の10分 の3を 超え

ない範囲で前払金の支払 を請求す ることがで きる。ただ し,契 約書において

前金払を しないと定めたときは,本 条の規定 は適用 しない。

2甲 は,前 項に規定する請求があ ったときは,そ の日か ら14日以 内に支払 う

ものとする。

3甲 は,委 託内容の変更その他の理 由によ り,業 務委託料の10分 の2以 上の

増減が あったときは,そ の増減 した額について,既 に支払 った前払金の率 に

より乙に追加払いを しa又 は返還 させ ることがで きる。

4乙 は,前 払金を当該業務委託以外の目的に使用 してはな らない。

5甲 は,乙 が前項の規定に違反 した ときは,乙 に対 して前払金額の全部又 は

・一部を返還させ ることができる。

(権利義務の譲渡等)

第4条 乙は,こ の契約 によって生ず る権利又は義務を第三者 に譲渡 し,又 は
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継承 してはならない。

ただ し・書面 により甲の承諾を得たときはこの限 りでない。

(再委託等の禁止)

第5条 乙は,委 託業務の処理を他に委託 し,又 は請負わせてはな らない。

ただ し,書 面 によ り甲の承諾を得たときはこの限 りでない。

(委託業務の調査等)

第6条 甲は,必 要 と認めるときは乙に対 して委託業務の処理状況 につき調査

を し,又 は報告を求め ることができる。

(業務 内容の変更等)

第7条 甲は,必 要がある場合 には委託業務の内容を変更 し,又 は委託業務を

一時中止す ることができる
。 この場合において,業 務委託料又は履行期限を

変更する必要があるときは,甲,乙 協議 して書面 によりこれを定め る。

第8条 乙は・その責めに帰す ることができない事由により,履 行期限 までに

委託業務を完了することがで きないと明 らかにな ったときは,甲 に対 して遅

滞 な くその事由を付 して履行期限の延長を求めることができる。

ただ し,延 長 日数 は,甲,乙 協議 して定める。

(損害のために必要 を生 じた経費の負担)

第9条 委託業務の処理に関 し,発 生 した損害 のために必要を生 じた経費は乙

が負担するものとする。

ただ し・ その損害が 甲の責めに帰す る事 由による場合においては,そ の損

害 のために必要を生 じた経費は甲が負担するものと し,そ の額は,甲,乙 協

議 して定める。

第10条 乙の責めに帰する事 由によ り,履 行期限までに委託業務を完了する事

ができない場合 において,履 行期限後 に完了する見込みが ある場合,乙 か ら

履行期限変更願書の提 出を受 けsこ れを承認 した ときは,違 約金を当該委託

業務完了後・契約金支払いの際徴収す ることがで きる。

2前 項の違約金は,遅 滞 日数1日 につき業務委託料の11,000分 の1に 相当す
る額 とする。

(検 査)

第11条 乙は,委 託業務を完了 したときは,遅 滞な く甲に対 して委託業務完了

届を提出 しなければな らない。

2甲 は・前項の委託業務完了届を受理 したときは,そ の日か ら10日以内に目

的物 について検査を行わなければな らない。

3前 項の検査 の結果不合格 とな り,目 的物 について補正 を命ぜ られた時は,
乙は遅滞な く当該補正を行い,甲 に補正完了の届けを提出 して再検査を受け

なければな らない。 この場合,再 検査の期 日については前項を準用する。
4乙 は・ 目的物が検査 に合格 したときは,遅 滞な く当該目的物を甲に引渡す

ものとする。

(契 約 の 解 除)
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在宅福祉サ0ビ スの法的研究

第12条 甲は・乙が次の各号 のいずれかに該当す るときは,こ の契約を解除す

ることができる。

(1)履 行期限までに委託業務 を完了する見込みがない ことが明らかにな つた

とき。

② 法の規定によ り登録を取 り消され,又 は営業の停止を命ぜ られたとき。

㈲ 前各号 の外・この契約 に違反 し,そ の違反によって契約の目的を達す る

ことがで きないと認め られ るとき。

2甲 は,前 項の規定によ り契約 を解除 したときは,違 約金 として業務委託料

の総額の10分 の1に 相当す る額 を,又 は契約保証金を納付 してある場合は契

約保証金を甲は乙か ら徴収す る。

3甲 は,乙 に支払 う業務委託料がある場合 は,前 項の違約金を控除すること

ができる。

(秘 密 の 保 持)

第13条 乙は,委 託業務上知 り得た秘密を他人に漏 らしてはな らない。

(契 約 外 の 事項)

第14条 この契約に定めのない事項,又 は契約 について疑義が生 じた事項につ

いては,必 要 に応 じて,甲,乙 協議 して定めるものとする。

本契約の証と して本書2通 を作成 し,当 事者記名押印の上,各 自その1通 を

保有するものとする。

サ
ー
ビ

ス
の
変

更

・
廃

止

決

定

ノ

事
業

の
利

用
手

続

に

つ
い

て
は
、

Z
市
在

宅
福

祉

サ
ー
ビ

ス
利

用

普

及
事

業

実
施

要

綱

の
定

め

る
と

こ
ろ

に
よ

る

(
ね
た
き
り
老
人

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
五
条
)
と

さ
れ

て

い
る
。

実

際

の
調

査

・
決

定

な
ど

は
、

担

当

課

の
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ

ー
が

ノ

行

っ
て

い
る
。

入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
待
機

者

は
、

Z
市

の
場

合

も

い

と
さ

れ

る

が
、

巡

回

入
浴

サ
ー

ビ

ス
は
行

わ

れ

て

い
な

い
か

ら
、

ね

た
き

り

で
あ

っ
て
も

、
移

送

が
難

し

い
場

合

は
、
利

用

が

で
き

な

い

こ
と

も
あ

る
と

思
わ

れ

る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

申

請

か
ら

実

施

ま

で
は
、

一
週

間

か
ら

一
ヵ
月

く
ら

い
か
か

る

と

さ
れ

て

い
る
。

O

お
お
む
ね
六

五
歳
以
上
の
者

で
あ

っ
て
身
体
が
虚
弱
な
た

め
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
に
支
障
が
あ
る
在
宅

の
者
。

口

そ
の
他
市
長

が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
者
。

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ

ス
事
業

よ
り
も
、
身
体
状
況
が

軽
度

の
高
齢
者

が
対
象

と
さ
れ

て
い
る
。
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ね

た
き

り
老

人
等

入

浴

サ
ー
ビ

ス
事

業

に

つ
い
て
行
政

側

か
ら

の
廃

止

は
、

今

ま

で
の

と

こ
ろ

無

い
と
さ

れ

る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
は
、

一
度
登

録

を
す

る

と
利

用
者

が
、

変

更

・
打

切

り

を
し

な

い
か

ぎ
り

継
続

さ
れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

必
要

が

あ
れ
ば

、

施

設

か
ら
報

告

が

な

さ
れ

る
。

し

か

し
、

老

人

ホ
ー

ム
入

所

の
場
合

と
異

な
り
、

同

じ
担

当
者

の
仕

事

で

は
な

い

の

で
、
市

側

か

ら
積

極
的

な

把

握

を
試

み

る

こ
と

は
難

し

い
と
さ
れ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

ね

た
き

り

入
浴

サ
ー

ビ

ス
は
、

平
均

月

二
回

実

施

さ
れ

て

い
る
。

費
用
徴
収

費
用

は
、

無

料

で
あ

る
。

デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
の
食

事

代

に

つ
い
て

は
、

五
〇

〇

円

が
徴
収

さ

れ

る
。
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注
へ
ー
)

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は

二
名

で
、

老
人
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
事
務

に
加
え
て
入
浴
サ
ー
ビ
ス
担
当
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
に
分
け
ら
れ

て
い
る
。

(2
)

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
詳
し
く
は

住
民
基
本
台
帳
法
に
記
録

さ
れ
て
い
る
者
又
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て

る
者
で
満
六
六
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
又
は
市
長
が
特

に
必
要
と
認
め
た
老
で
、
入
浴
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
家
族
の
同
意
及
び
承
認
を
受
け
て

い
る
者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
Z
市

の
地
域
的
特
性

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

(も

っ
と
も
、
平
成
三
年
の
新
し
い
要
綱

に
は
、
外
国
人
登
録
原

票
の
記
載
は
な
い
)
。

　

⑨

Y

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態



在宅福祉サービスの法的研究

が
Y
市

で

は
、

在
宅

ね

た
き
り

老

人
入

浴

サ

ー
ビ

ス
事

業

と
ケ

ア

セ

ン
タ

ー
事
業

に
基

づ
く
入

浴

サ
ー

ビ

ス
が
実

施

さ
れ

て

い
る
。

　
Y
市

在

宅

ね

た
き

り
老

人
入

浴

サ
ー

ビ

ス
に
関
す

る

要

綱

に

つ
い

て
は
、

告
示

形

式

が
と
ら

れ

て

い
る

(こ
の
点
は
、
近
隣
地
域
で
あ
る
㍗

市
と
同
様
で
あ
る
)
。

入

浴

サ

ー

ビ

ス
の
実

施

は
、

市

長

が
指

定

す

る
施
設

に
委

託

し

て
行

う

も

の
と
さ

れ
る

(在
宅
ね
た
き
り
老
入
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱
第

二
条
)
。

　Y
市

で
は
前

述

の
よ

う

に
併

せ

て
ケ

ァ

セ

ン
タ
ー
事

業

が
設

置

さ

れ

て

い
る
。

ケ

ァ
セ

ン
タ
ー

で

は
、

特
殊

入

浴

サ
ー

ビ

ス
を
始

め
、

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
、

一
時

入
所

等

の

サ
ー

ビ

ス
が
、

行
わ

れ

て
い
る
。

対
象
者

ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ

ー
ビ

ス
の
対

象

は
、

　

8

「
Y
市

ね
た
き

り
老

人

介

護

人

に
対

す

る

見
舞

金

の
支
給

に
関

す
る

規

則
」

第

三
条

に
規

定

す

る
ね

た
き
り

老

人
台

帳

に
登
録

さ

れ

て

い
る
者

で
、
医

師

が

入
浴

が
可
能

と

認
め

た
者

の
う
ち

、
移

送

車

に
よ
り
指

定

施
設

ま

で
送

迎

が
可
能

な
者

。

口

そ

の
他
市

長

が
特

に
必
要

と
認

め

た
者

で
、
医

師

が
入
浴

が

可
能

と

認

め

た
者

の
う
ち

、
移

送
車

に
よ

り
指

定

施

設

ま

で
送

迎

が

可
能

な

者
。

と
さ

れ

る

(在
宅
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱
第

三
条
)
。

ケ

ァ

セ

ン
タ
ー
事

業

の
対

象
者

は
、

虚
弱

老

人

を

は
じ

め
寝

た
き
り

老

人

や
痴
呆

性

老
人

及
び

障

害
者

等

(以
下

「高
齢
者
等
」
と

い
う
。)

で
ケ

ァ
セ

ン
タ
ー

で
提

供

す

る

サ
ー

ビ

ス
を
必

要

と
す

る
者

と

す

る

(ケ
ァ
セ
ン
タ
ー
事
業
要
綱
第

二
条
)
と

あ
り

、
ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ

ー

ビ

ス
事

業

と

の
対

象
者

の
異
同

が
注

目

さ
れ

る

(ね
た
き
り
老
人
の
認
定

に
さ
い
し
、
「
ね
た
き
り
老
人
介
護
人
に
対
す
る
見
舞
金

の
支
給
に
関
す

る
規
則
」
に
基
づ
く
ね
た
き
り
老
人
台
帳
が
利
用
さ
れ
て
い
る
点
、
東
京
都
の
S
区
と
共
通
し
て
い
る
)
。
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ケ

ア

セ

ン
タ

ー
事
業

の
申

込
手

続

に

つ
い

て
は
、
特

に
規

定

が

な

い
。

ケ

ア

セ

ン
タ
ー

の
利

用

に

つ
い
て
は
、

保
健
、

医

療
、
福

祉

の

面

の
調
整

に
よ

り
市
長

が
決

定

す

る

(ケ
ァ
セ
ン
タ
ー
事
業
要
綱
第
五
条
e
本
文
)
と
さ

れ
る
。

市
長

は
、
事

業

を
実

施

す

る
社

会
福

祉

法

人

等

と
十

分
協
議

を

行

い
、

円

滑

な
運
営

を
図

る

よ

う

に
努

め
る

と

と
も

に
、

関
係

機

関

と
十

分
連
携

を
図

る
も

の
と
す

る

(同
第
五
条
⇔
)

と
さ

れ

て

い
る
。

関
係

機

関

と

は
、

市

が
、

事
業

の
実

施
主

体

を
委

託

し
て

い
る
社
会

福

祉

法

人
等

を

さ
す
も

の
と

み
る

こ
と

が

で
き

る
。

決

定

ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ

ー

ビ

ス
を
受

け

よ

う

と
す

る
者

は
、

在

宅

ね

た
き

り
老

人
入

浴

サ
ー

ビ

ス
申

請
書

に
医

師

の
意

見
書

及

び
承

諾

書

を

添
付

し
、
市

長

に
申

請

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い

(在
宅
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
要
綱
第
六
条
)
。

医

師

の
意
見

書

は
、

必
要

が

あ

る
と
き

は
、
随
時

提

出

す

る
も

の
と
す

る

(同
第
八
条

一
)
。

決

定

通
知

書

、

一
枚

で
却

下

通
知

書
も

兼

ね

て

い
る

(同
第
七
条
参
照
)
。

そ

の
他

の
申

請
手

続

は
、

他

市

と
同

様

で
あ

る
。

事
実

上

の
決

定

は
、
各

区

域

を
担

当

し

て

い
る
ケ

ー

ス
ワ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て
行

わ
れ

る
。

対

象

者

が
入

浴

す

る
際

は
、

家
族

又

は

こ
れ

に
代

わ
る
付

添

い
人

を

つ
け

る

こ
と

(同
第
八
条
三
)
と

さ
れ

て

い
る

が
、
そ

の
具

体
的

な

役

割

は
明

ら

か

で
は
な

い
。

承

諾
書

の
中

の
遵

守
事

項

に
は
、

入
浴

す

る
際

は
、

必

ず

一
名

の
付

添

い
人
を

つ
け
、

入

浴

に
立

ち
会

う

と
と

も

に
介
護

に
当

た
る

こ
と
、

と
あ

る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

ケ

ー

ス
に
よ

っ
て
異

な

っ
て

い
る
が
、

施

設

入

浴

の
場

合

は
、

半

月

か

ら

一
ヵ
月

く

ら

い
と

の
こ
と

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止

行

政

の
側

か
ら

の
廃

止

は
少

な

い
と
さ

れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

ね

た
き

り
老

人

入

浴

サ

ー

ビ

ス
に

つ

い
て
、

旋

設
長

は
、

毎

月

六

日
ま

で
に
前

月

分

の
ね

た
き

り
老

人
入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
実

施
状

況

に
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つ
い
て
、

在
宅

ね

た
き

り
老

人
入

浴

サ

ー

ビ

ス
実

施
状

況
報

告

書

に
よ
り
市

長

へ
報

告

す

る

こ
と

と
さ

れ
る

(在
宅
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ

ー
ビ
ス
事
業
要
綱
第
九
条
)
。

市
長

は
、

在

宅

ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ
ー

ビ

ス
処

理

簿

を
備

え
付

け
、

常

に
整
備

し

て
お

く

こ
と
と

さ

れ
る

(同
第

一
一
条
)
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

ね

た
き

り
老
人

入

浴

サ

ー

ビ

ス
は
、
年

間

を

通

じ

て
行

い
、

そ

の
日
時

は
、
市

長

が
別

に
定

め
る

(在
宅
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
要
綱
第
五
条
)
と

さ
れ

る
。

条

文

を
み

る
限

り
、

日
時

の
決
定

は
市
長

が

一
方

的

に
定

め
る

と

い
う
形

に
な

っ
て

い
る
。

費
用
徴
収

ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ
ー

ビ

ス
事
業

は
無
料

で
あ

る
。

ケ

ア

セ

ン
タ

ー

の
利

用
者

は
、

市
長

が
別

に
定

め
る
実

費

を
負

担

す
る

も

の
と

さ

れ

る
。

⑩

A

市

実
施
方
法

・
案
施
形
態

ね

た
き
り

老
人

入

浴

サ
ー
ビ

ス
実

施

要
綱

、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業
実

施

要

綱

に
基

づ
き
事
業

が
実
施

さ

れ

て

い
る

こ
と

は
、

他

市

と

同

様

で
あ

る
。

事

業

の
実

施
主

体

は
、

A
市

で
あ

る
が
、

ね

た
き
り

老
人

入

浴

サ

ー
ビ

ス
事
業

は
市

が
特

別
養

護

老
人

ホ
ー

ム
と
入

浴

サ
ー

ビ

ス
を
行

う

業

者

に
委

託

し

て
行

わ
れ

て

い
る

(
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ

ス
実
施
要
綱
第
二
条
)
。

ね

た
き

り
老

人

入
浴

サ

ー
ビ

ス
事

業

の
実

施

方
法

は
、

O

搬

送

車

に
よ
り
自

宅

か

ら
施

設
ま

で
送

迎

し
、
施

設

の
特

殊

浴
槽

で
実

施

す

る
方

法
。

⇔

業
者

の
巡
回

入

浴
車

を

使
用

し
、

家

庭

で
実

施

す

る
方

法

。
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と
さ

れ

て

い
る

(同
第
三
条
)。

A
市

で
は
、

平

成

二
年
六

月

よ

り
巡

回

入
浴

が

は
じ

め

て
導

入

さ
れ

て

い
る
。

市

の
規

模

が
施

設

の
内

容

に
影
響

し

て

い
る

と
み

る

こ

と
が

で
き

よ

う
。

業
者

に
よ

る
巡
回

入

浴

は
、

シ

ル
バ
ー

マ
ー
ク
申
請

中

の
と

こ
ろ
も
含

め

て
、
競

争

入
札

を
行

い
、

予
定

価
格

に
近

い

と

こ
ろ

で
決
定

し

て

い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事

業

は
、

市

が
社

会
福

祉

法
入

に
業

務

委

託
す

る

こ
と

に
ょ
り
、

実

施

さ
れ

て
お

り

(
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要

綱
第
三
条
)
、

サ

ー

ビ

ス
は
社

会

福
祉

法

人

が
設

置

し

て

い
る

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
ー

で
行

わ
れ

て

い
る
。

対
象
者

ね
た
き

り
老

人

入

浴

サ

ー

ビ

ス
実

施

要

綱

は
、

対

象

者

を

A
市

に
六

ヵ
月

以

上
居

住

す

る
六

五
歳

以
上

の
ね

た
き

り
老

人

そ

の
他

市
長

が
特

に
認
め

た
者

で
医

師

が
入

浴

を
可

能

と

認
め

た
も

の

の
う

ち
、
搬

送

車

に
よ

り
施

設
ま

で
送

迎

す

る

(第

四
条
)
と
規

定

す

る
。

居

住

期

間

が
要
件

と
な

っ
て

い
る
点

が
特

徴

的

で
あ

る
。

原

則

と

し

て
、

施

設

の
特

殊

浴

槽

を
利

用

す

る

こ
と

と
し
、

身

体
上

の
都

合

等

に

よ
り
実

施

で
き

な

い
場

合

は
、

巡

回
入

浴
車

を
使

用

す

る

こ
と

と
さ

れ

る

(同
第
四
条

二
)。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
事
業

の
対

象

者

は
、

O

市
内

に
住

所

を
有
す

る

お

お
む

ね
六

五
歳

以
上

の
者

で
あ

っ
て
、

身

体

が
虚

弱

な

た
め

日
常

生

活
を
営

む

こ
と

に
支

障

が
あ

る
在

宅

の
者

。

⇔

そ

の
他

市

長

が
特

に
必

要

と
認

め

た
者
。

と

さ
れ

る

(デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第
二
条
)
。

決

定
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申
請

書

は
、

申
請

書

に
医

師

の
意

見
書

を
添

え

て
市
長

に
提
出

さ

れ

る

(
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
第
七
条
)
。

そ

の
後

の
手
続

は
、

他

市

と

ほ
ぼ
同

様

で
あ

る
。

市
長

は
、

申

請
書

を
受

理

し

た
と
き

は
、
内

容

を
審

査

し
適

当

と

認
め

た

と
き

は
、

施

設
長

又

は
業

者

の
代
表

者

へ
速

や
か

に
送

付

す

る
も

の
と

さ

れ
る

(同
第
八
条
)
。

実

際

は
、

市

の
ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

が
出
向

き

決
定

す

る

(市
の
ワ
ー
カ
ー
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
項

で
述
べ
た
よ
う
に
、

入
所
事
務
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
業

務
を
兼
任
し
て
い
る
)
。

し

か
し
、

こ

の
段

階

で

は
、

申

請
者

へ
の
決

定

は
な

さ
れ

な

い
。

市

長

か
ら

の
送

付

を
受

け

て
、

別
途

調

査
が

な

さ
れ

た
後

で
、

施

設
長

又

は
業

者

の
代

表
者

が
、

申

請
者

に
決
定

通

知

書

を
出

し

て

い
る

こ
と

に
注
意

し

た

い

(参
照
A
市
)
。

入
浴

が
不
適

当

と

さ
れ

る

と
き

は
、
規

定

上

は

一
週

間

以
内

に
そ

の
旨

を
入

浴

サ
ー

ビ

ス
却

下
通
知

に

よ
り
申

込
者

に
通
知

す

る
も

の

と

さ

れ

る
が
、

実

際

に

は
、

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ

サ
ー

ビ

ス
の
場

合

と
同
様

、

申
請

(
口
頭
)

が
で

て
、

全

て

の
調

査

が
な

さ
れ

た
後

で
決

定

通
知

書

を
出

し

て

い
る

の
で
、

却

下

通
知

書

が
出

る

こ
と

は
な

い
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
申
請

に
当

た

っ
て

は
、
デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
登

録

申
請

書

を
市

長

に
提

出

し

(デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
実
施
要
綱
第
五
条
)
、

申

請

書

を
受

理

し

た
と
き

は
、

速

や
か

に
実

態

を
調

査

し
、

そ

の
必

要

性

を

検

討

の

上
、

登

録

の
可

否
及

び

サ

ー
ビ

ス
の
種

類

を
決

定

(同
第
六
条
)
と
す

る

こ
と
と

さ
れ
、

決

定

し

た
と

き

は
、

市
長

は
申

請

者

に

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
登

録
決

定

(却
下
)

通
知
書

に
よ

り
通

知

(同
条

二
)
す

る
と

と
も

に
、

施

設

の
長

に

デ

ィ

・
サ
!

ビ

ス
対

象
者

通
知

書

に
健

康

診
断

書
、

日
常

生
活
動

作

能

力
調

査
票

及

び
状

況
調

査
書

を

添

え

て
通
知

す

る
も

の

(同
条

三
)
と

さ

れ

る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

ノ
A
市

で

は
、

入

浴

サ
ー
ビ

ス
事
業

の
申
請

書

提

出

の
前
段

階

と

し

て
、

受

付

と

い
う

形
を

と
り

、
事

前

に
調

査

を

し
施

設
入

浴

か
、

巡

回

入
浴

か

を
決

定

し

て

い
る
。

こ

の
た
め
、

事
実

上

の
申

請

～
実

施

ま

で

の
期
間

は
、

一
週

間

か
ら

二
、

三

週
間

と

さ
れ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
廃
止
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ね

た
き

り
老

人
入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
廃

止

・
休

止

の
際

の
手

続

に

つ
い
て
は
、

要

綱
上
特

に
規
定

が
無

い
。
実

際

は
、

家
族

か
ら

の
申

し

出

に
よ
る
場

合

が

多

い
。

老

人

ホ
ー

ム
に
入
所

す

る
場

合

は
、

市

側

で
も
状

況

の
把

握

は
可

能

で
あ

る
。

い
ず

れ

の
場

合

も
、

書
類

上

の

手
続

は
と

ら
れ

な

い
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
変

更

は
、

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
登

録
変

更

届

に
よ
り
市

長

に
そ

の
旨

を
届
け

出

な
け

れ

ば

な
ら

な

い
、

と
さ

れ

る
。

中
止

及

び
取

り

消

し

は
、

㈲ 四 ㊨(⇒ ←)

病
気
等

に
か
か

っ
た
と
き
。

第

二
条
第

一
号
に
該
当
し
な
く
な

っ
た
と
き
。

虚
偽

の
申
請
そ

の
他
不
正
な
手
段

に
よ
り
登
録
決
定
を
受
け

た
と
き
。

前
条

に
規
定
す
る
届
出
義
務
を
怠

っ
た
と
き
。

そ
の
他
市
長

が
不
適
当
と
認
め
た
と
き
。
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で
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
全
体
的
な
把
握

サ
ー

ビ

ス
の
全
体

的

な
把

握

は
、

定

期

的

に
は

行

わ
れ

て

い
な

い
。
訪

問

中
、

何

か

あ

れ
ば
市

に
報
告

が
あ

る
と

さ
れ

る
だ

け

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

ね

た
き
り

老

人

の
入
浴

回

数

に

つ
い
て

は
、

規

定

が
無

い
。

実

際

に

は
、

月

二
回

程
度

と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
の
利

用

回
数

は
、

原

則

と

し

て

一
週

間

に

二
回

以
内

と

さ

れ
る

(デ

ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
要
綱
第

=

条
)
。
実

際

は

週

二
回

と

の

こ
と

で
あ

る
。

サ
ー

ビ

ス
の
内
容

は
、

O
入

浴

サ
ー

ビ

ス
の
他

、

⇔

食
事

サ
ー

ビ

ス
、

日
生

活

指
導
、

四

日
常

動

作

訓
練
、

㈲
休

養

及

び

レ
ク

リ

ェ
ー

シ

ョ
ン
、

㈹
家

庭
介

護

教

室
、

㈹
輸

送

サ
ー

ビ

ス
、

㈹

そ

の
他

必
要

な

サ

ー
ビ

ス
、

と
さ

れ

る

(同
第
四
条
)
。



費
用
徴
収

費

用

は
、

無
料

と
さ

れ

て

い
る

(
ね
た
き
り
老
人
入
浴

サ
ー
ビ
ス
実
施
要
綱
第
六
条
)
。

デ

ィ

.
サ
ー

ビ

ス
の
費

用

は
、

入

浴

サ
ー

ビ

ス
、

食
事

サ

ー

ビ

ス
、

日
常
動

作

訓
練

等

に
伴

う
原

材
料

費

の
実
費

は
・
利

用
者

の
負

担

と

し
、

原

則

と

し

て
利

用
者

が
直

接

施

設

に
納

付

す

る

も

の
と
す

る

(デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
実
施
要
綱
第
九
条
)
と

さ
れ
・

利

用
者

が
生

活

保
護
世
帯
に
属
す
る
場
倉

は
、
実
費
を
免
除
す
る

(同
篁

○
条
)
と
規
定

し
て
い
る
が
、
要
綱
上
は
金
額

に

つ
い
て
の
具
体
的
な
規
定

は

な

い
。

在宅福祉サービスの法的研究

ノ

⑪

M

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴

サ
ー
ビ

ス
事
業
実
施
要
綱

は
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

入
浴
事
業

の
実
施
方
法

は
、
市
長
が
指
定
す
る
施
設

(以
下

「施
設
」
と
い
う
。)
へ
の
委
託
と
し
、
入
浴
事
業

を
行
う
際

の
老
人

の
送
迎

は
、
施
設
が
行
う
も

の
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
老
人

の
送
迎
が
特

に
困
難

と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
限
り
・
市
が
派

遣
す

る
巡
回
入
浴
車

に
お
い
て
入
浴
事
業
を
行
う
も

の
と
す
る

(第
三
条
)
。
実
際

に
は
、
施
設
入
浴

サ
ー
ビ

ス
の
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

平
成

三
年
八
月

よ
り
、
ケ
ア
セ

ン
タ
i
事
業

の
デ

ィ

・
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
の
入
浴
と
、
特
殊
浴
槽

入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
あ
る
。

調
査

の
毅
階

で
は
、

施
設

の
通
常

の
浴
槽

で
の
介
助
浴
槽

の
み
が
実
施
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

対
象
者

入
浴
事
業
を
利
用

で
き

る
者

は
、

(349)349



O

市
内
に
住
所
を
有
す
る
六

五
歳
以
上

の
老
人

で
医
師
が
入
浴
可
能

と
認
め
た
者
。

⇔

そ
の
他
市
長
が
特

に
必
要
と
認
め

た
者

で
医
師

が
入
浴
可
能
と
認
め
た
者
。

と
さ
れ

る

(第
二
条
)
。

調
査
段
階

で
は
施
設
入
浴
サ
ー
ビ

ス
の
み
で
、
特
殊
浴
槽
入
浴
は
実
施
さ
れ
て

い
な
い
と
考

え
ら
れ
、
入
浴
を
実
際
に
利
用
で
き
る
高

齢
者
は
、
他
市

の
場
合

よ
り
制
約
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

決

定

入
浴
事
業

の
利
用

の
申
請
、
決
定
等
に

つ
い
て
は
、
M
市
在
宅
老
人
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
等
に
関
す
る
要
綱

の
定

め
る
と
こ
ろ

に
よ
る

(
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
綱
第
六
条
)
と
さ
れ
、
決
定
は
市

の
担
当
職
員
が
当
た

っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

利
用
を
決
定
さ
れ
た
者
は
、
次

の
事
項
を
誠
実

に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

O

医
師
の
入
浴
に

つ
い
て
の
証
明
書
を
四
月
及
び

一
〇
月

の
年

二
回
市
長

に
提
出
す
る

こ
と
。

そ
の
他
必
要

が
あ
る
と
き
及
び
巡
回

入
浴
車

の
利
用

の
場
合
は
、
そ
の
都
度
提
出
す
る
こ
と
。

⇔

入
浴
事
業

を
利
用
す

る
と
き
は
、
成
年
者

で
あ
る
付
添

い
者

を
必
要
に
応

じ
同
伴

さ
せ
る
こ
と
。

⇔

健
康
上

の
理
由
等

に
よ
り
、
入
浴
事
業

を
利
用
し
な

い
と
き
は
、
当
該
利
用
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
施
設
ま
た
は
市
長

に
届

け
出
る
こ
と
。

四

そ
の
他
係
員

の
指
示

に
従
う

こ
と
。

と
さ
れ
る

(同
第
七
条
)
。

健
康
診
断
書

の
提
出
は
、
実
際

に
は
年

一
回
提
出
し
て
も
ら

っ
て
い
る
の
み
と
の
こ
と
で
あ
る
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

350(35の
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入

浴

サ

ー
ビ

ス
は
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
組

ん

で
行

う

の
で
、

す
ぐ

に
対
応

す

る

こ
と

は
困

難

と

の

こ
と

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
把
握

施

設

か
ら

の
報

告

に
よ

っ
て
把

握

す

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
内
容

入
浴

事
業

の
内
容

は
、

O
入

浴

及
び

洗
髪
、

⇔
血

圧

・
脈

拍

及
び

体
温

の
測

定

、
⇔

機
能

回
復

、

健
康

相

談
、
助

言

指

導

そ

の
他

必
要

な
措

置

と

さ
れ

る
。

入

浴
事

業

の
利

用

回
数

は
、

委

託

の
場
合

に
あ

っ
て

は

一
月

四
回

を
、

巡
回

入

浴
車

の
場

合

に
あ

っ
て
は

一
月

一
回

を

限

度

と
す

る

と

さ

れ
、

実
際

に
も

四
回

実

施
さ

れ

て

い
る

(巡
回
入
浴
は
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り

で
あ
る
)
。

費
用
徴
収

利

用
料

に

つ
い
て

の
規

定

が
無

い
が
、

無
料

と

の
こ

と

で
あ

る
。

⑫

0

市

実
施
方
法

・
実
施
形
態

0
市

で
は
、

平
成

三
年

八
月

か
ら

巡
回

入

浴

が
実

施

さ

れ

る
予
定

と

の
こ
と

で
あ

る

が
、

調

査
段

階

で

は
、

O
市

ケ

ァ

セ

ン
タ

i
事

業

実

施

要
綱

に
定

め
ら

れ

て

い
る
、
市

が
指
定

す

る
ケ

ァ

セ

ン
タ

ー

で
行

う

サ

ー

ビ

ス
の
う

ち

の
デ

ィ

・
サ
ー

ビ

ス
に
お

い
て
、

一
般

浴

槽

と
特
殊

浴
槽

で

の
入

浴

サ
ー

ビ

ス
が
行

わ

れ

て

い
る

の
み

で
あ

る
。

0
市

の
場

合

、

通
所

し
か
実

施

し

て

い
な

い
の

で
、

国

の
デ

ィ

・
サ
1

ビ

ス
事

業

(国
庫
補
助
事
業
)

で
は
・

B
型

と

い
う

こ
と

に
な
帆
W

実

際

に
は
市

の
持

ち

出

し
が

多

い
と

の

こ
と

で
あ

る
。

対
象
者

351 (351)



ケ

ァ

セ

ン
タ
ー
事
業

に

い
う

「高

齢

者

」
と

は
、
市

内

に
居
住

す

る
在

宅

ね

た
き

り
老
人

、
虚

弱

老
人

、
痴

呆
老

人

で
、
市

長

が

ケ

ァ

セ

ン

タ
ー

に
お

い
て

サ
ー

ビ

ス
を

提
供

す

る

こ
と
が

必
要

と
認

め
る
も

の
を

い
う

(ケ
ァ
セ
ン
タ
ー
事
業
実
施
要
綱
以
下
実
施
要
綱
と

い
う
第

二
条
)
。

決

定

申
請

に
当

た

っ
て
は
、

ケ

ア

セ

ン
タ

ー
事

業

利

用
申

請
書

に
健
康

診

断
書

を

添

え

て
市

長

に
申
請

(実
施
要
綱
第

一
〇
条
)

す

る

こ
と

と

さ
れ
、

ケ

ァ

セ

ン
タ

ー
事
業

利

用
許

可
却

下

通

知
書

に

よ
り
申

請
者

に
通
知

す

る

(同
第

一
一
条
)
と
と
も

に
、

ケ

ァ

セ

ン
タ
ー
事
業

利

用

者

台

帳

に
所

定

の
事
項

を
記
載

す

る
と
共

に
、

ケ

ァ

セ

ン
タ

ー
事
業
利

用
実

施
依

頼

書

に
、

O

ケ

ァ

セ

ン
タ

ー
事

業

利

用
申

請
書

の
写

し
、

⇔
健

康

診

断
書

の
写
し

を
添

え

て
ケ

ァ

セ

ン
タ

ー

の
長

に
事
業

の
提

供

を

依
頼

す

る
も

の
と
す

る

(同
第

一
一
条
)
と

さ
れ

て

い
る
。
実
際

の
決

定

は
、

担

当

の
職

員

に
よ

っ
て
行

わ

れ

て

い
る
。

緊
急

時

の
取

扱

と

し

て
、

市

長

は
、
前

二
条

の
規

定

に

よ
る
手
続

を
経

ず

し

て
、

の

当
該

高

齢
者

等

の
居

住
地
、

⇔
状

況
調
書

、

に
よ

っ
て
事
業

の
利

用

を
許

可

す

る

こ
と

が

で
き

る
と
定

め
ら

れ

て

い
る

(同
第

一
二
条
参
照
)
。

申
請
か
ら
実
施
ま
で
の
期
間

申

請

か
ら
利

用
ま

で
は
、

お

お

よ
そ

一
ヵ
月

位

か

か
る

と

の

こ
と

で
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
変
更

・
廃
止

O

利

用

の
取

り
消

し

は
、

精
神

保
健

法
、

伝

染

病

予
防

法
等

の
規

定

に
基

づ
き
、

入

院

す

る

こ
と
と

な

っ
た

と
き
。

⇔

疾

病

又

は
負

傷

の
た

め
、

入
院
治

療

が
必
要

と
認

め
る

と
き
。

日

移
送

が
不

可
能

と
な

っ
た

と
き
。

四

前

三
号

に
掲
げ

る
も

の
の

ほ
か
、

利

用

さ
せ

る

こ
と

が
不
適

当

と
市

長

が
認

め

る
と

き
。

と
さ

れ

る
。

352(352)
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変

更

.
廃
止

の
書

類

上

の
手

続

は
、

利

用

者

に
対

し

て

は
な
さ

れ
ず
、

ケ

ァ

セ

ン
タ
ー

か
ら

ケ

ァ

セ

ン
タ
ー
事
業

利

用
者

登
録

。
変
動

届

に
よ
り

市
長

に
届

け

出

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
と
さ

れ
る
。

実
際

は
、

三

ヵ
月
位

利

用

が
無

い
場

合

を
目

途

に
廃
止

を

し

て

い
る

と

の
こ

と

で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
把
握

必
要

が
あ

れ
ば
、

施

設

の
方

か

ら
連
絡

が

あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
内
容

利
用

回
数

は
月

二
回

が
限

度

で
あ

る
が
、
市

長

が
特

に
必
要

と
認

め
る
場

合

は
、

ケ

ァ

セ

ン
タ

ー

の
長

と
協
議

し
、

当
該

施

設

の

一
日

当

り

の
利

用

定

員
を

超

え
、

又

は

一
人

当

り

の
利

用
回

数

を
超

え

て
デ

ィ

・
サ

ー
ビ

ス
を
行

う

こ
と
が

で
き

る

(実
施
要
綱
第
六
条

二
参
照
)

と

さ
れ

て

い
る
。

実
際

に

は
、

月

平
均

四

回
利

用

し

て
い
る

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

費
用
徴
収

事

業

に
関

す

る
費

用

の
う
ち
、

食
事

サ
ー

ビ

ス
の
実
費

相

当
額

(現
在
六
四
〇
円
)
を
退

所

の
際

ケ

ァ

セ

ン
タ

ー
に
納

入

し

な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。

た

だ

し
、

利

用
者

及

び
扶
養

義

務

者

が
生

活
保

護

世
帯

に
属
す

る

と
き

は
、

納
付

を

免
除

す

る

と
さ

れ
る

(実
施
要
綱
第

一
四
条

参

照
)
。

注
(
1
)

A
型

の
場
合
、

一
五
人
中

五
人

が
ね
た
き

り
老

人
、

C
型

の
場
合

は
虚

弱
老
人
が
対
象

と

な
る
。

こ
れ
に
訪

問
事
業
が
加

わ
る
と
、

○
○
円

の
補

助
が
な

さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
他

に
、

県

の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
事
業

の
補
助

が
プ
ラ

ス
さ

れ
た
。

一
八

二
、
○

353 X353)


